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建学の 精神

理 事 長 水 田 宗 子

211仕紀を迎えて，但昇の中の日本というテーマの屯要性は， さらにいちたんと深まって

いくことてしょう。この[E]際化の1仕紀を牛きる，問かな感＇性と知 1、生と，確かな知識，技能

を持つ1『々しい人材を育成するために，城西国際大学か太平洋に臨む広大な）L卜）い廿令近

の地に誕生いたしました。

房総の地に出生し，数次にわたる蔵相，自民党政，謁会長窟の要職を歴任し，戦後[1本の

政治経済に少なからす奇与してきた清廉な政治家，故水HI::_喜男の「学間による人間形成

という理念を建’ヽドの精神として，学校法人城I！り大学は1960年代の切めに発足いたしましたっ

1992年に開学した，祈牛の城西国際大学は，その建学の精神を共行し，継続してまい

りますか， さらに，〈国際什会の中て生きる人間の人格形成〉を，本学の‘戸間と教育のti

標としていきます。

大きく変わっていく時代とともに，大学もまた日々祈たな活付化を求めなけれは，その

役割を果たすことかてきませんか，人間と教育の凰点は不変てす（）城［｝り［ド］際尺芹てはわい

人々か〈学ぶことを通して日己のHI能性を発見〉し，〈半直さと公平さ〉をふたんの規範

として牛きることを目指します。こまかしのないスポーツのiit界におけるようなフェアプ

レイの精神をもって，［月の内外で，人生という広いフィールトて，｝jいっぱい活動するた

めに，杓い人々か育っていく希惰と抱負と魅力に満ちた場として，城両国際大学は，これ

から祈しい年輪を刻んていきます0
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はじめに

学生便覧は，つつがなく学生生活を送るための道しるべです。高

等学校時代とはちがい，主体性をもって自主的に行動しなければなら

ず，とまどうことも多いと思います。大学のしくみはどうなっている

のか，単位はどのように修得するのか，休むときはどうしたらいいの

か，課外活動は，下宿は，経済上の間題など，次々に疑間が浮かんで

きます。そのような時，この学生便覧は一つの方向を示してくれるこ

とでしょう。あらかじめ一読し，大学生活をより充実して過ごすこと

ができるように役立ててください。

また，輝ける城西[14|；祭人学の新入生請君を迎えるにあたり，この学牛便貌に盛り込んである内

容を，直接ことばで汲明するとともに，滸料・一人ひとりの質間に応える，次のような機公や制度

を用立しております。

1. フレッシュマン・セミナー

フレッシュマン・セミナーは，自然の中で教員と学生との交流を図ることを目的として，学科

ごとに泊•~-11で実施いたします。たくさんの先牛）jと出会い，祈しい友人と晶り合ってくださ

い。詳細については，「フレッシュマン・セミナー要項」を参照してください。

2. オリエンテーション

4月1l] （金） ～ 4月9日（卜）の間，学部・学科ごとに実施いたします。なお詳細につきま

しては，オリエンテーション時に説明いたしますc

また， 2年次以降のオリエンテーションでは，屯門科l]の説明等それぞれの年次において必要

な'-li項を品明いたしますので，必ず出席してください。

3. アドヴァイザー制度

アドヴァイザー制度とは，特さんが「国〖祭社会の中で生きる人間の人格形成」という建学の精

神を，具体化していくのを援助するものです。 J騒礎ゼミおよびオフィスアワーを通じて，特さん

人ひとりが持っている能力を十分発揮し， 1[1i甘生を仲ばし，キャリアを形成できるように，勉学

l̂．の指導をはじめ大学生活のさまざまな間題に対して，しI/任教員がアドヴァイスをしてくれます。

なお，具1本的なことについては，オリエンテーションにおいて晶明いたします戸
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安房ラーニングセンター

安房ラーニングセンターは，学校法人城西大学創設者水田＿＿五喜男先牛の生誕の地であり，一年

を通じて気候温暖で知られる刑翡川にあります。雄大な太平洋や烏の声に諷まれた骰かな自然の中

で，充実した価修時間やくつろぎの時間を過ごすことができます。

近くには，｝q自然の楽しさを満喫できる海やアミューズメント施設だけでなく，仁右衛門島や

郷土資料館など文学探，Jj に適した名所• |LJ跡があります。

1. 利用範囲

i 11 ラーニング施設として，本学学生および教職員の教育・研究・研修の場として活用し，ま

た生涯教育の推進を図ることを目的とし，特に必要と認められる者とします。

(2 学生の利用に際しては原則として教職員又は卒業生もしくは父母の引率を必要とし，引率

者が利用責任者となります。

2.利用期間

年間を通して利用可能です。ただし，鉦年12月29日から 1月3日は休館日とします。

3. 申込窓ロ・事務取扱時間

（l! 窓LI

城西国際大学総務課 虚話 0475-55-8800（代表）

(21 受付時間

午前 9: 30~ 11 : 30 午寸受12:30~16: 00 

(8月1日～ 8月20日，年末年始， lこ•日曜・祝祭日・介lj 立品念日を除く）

4. 利用日数

原則として 3泊 4日を限度とします。

5. 学生利用料金

泊.^ 食付 3,255ド］ （税込み）

6. その他

細部については，城l！り国際大学 JOSAI安冴ラーニングセンター利用規定及び利J[］案内により

ます。
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学生生活のしおり

学 生 証

1. 学生』］：は，本学学生であることを訛明するものですっ通学IIかには必ず携恰し，本学の教職員

より捉小を求められた時は，速やかにこれに応じなければなりません

2. 学／．l：̂ril［は， 人学ll寺に交付します心打効期限が過ぎた場合， 卒業，退学， 除籍怜，学藉異動が

生じた場合は， 速やかに返遠しなければなりません。

3. 学生訛は ICチップが搭載され，

ドさいc

人変繊細なものですc 保管•取扱いには允分に気をつけて

4. 学生，J「には賠詞［番り（パスワード）機能が備わっており， 交付時は令員が＾律，「（） 00 0」

の番りに設定されておりますし各 l'lの点仔のもと， H恥正番りを学生諜前にある Il脊叫番り変史

PCで必ず変史して 1、さい。なお，賠nl［番りを忘れると各種の証明胄の発行かできません。

5. 各試験を受ける時は，‘‘和1詞止の提ぷが義務づけられています。

6. 学生＂正を紛失， もしくは破損した場合は，「学生証円発行顧」を学生諜に提出し， 申込んで

くださいc なお， iり発行にはいずれの理由に拘らず1.500円かかります。

学生証のアルファベット記号

学部

学科

学部

学科

糸予‘営情報学部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・B

総合経‘i芹学科・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・G

研 p
し

公
ノ 生・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• • S 

科 l-1 履修生·・・・・・・・・・・・・・・・・・ •··A

伽祉総合学部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・F

佃祉文化学科•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． S

輻祉経常学科・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・M

学部

学科

人 文 学 部・・・・・・・・・・・・・..H 

国際文化学科・ •・・・・・・・・・・・.. L 

l玉．j際交流学科・・・・・・・・・・・・...K 

学部

学科

煤、9- 学 部・・・・・・・・・・・・・・• P 

底療薬学科·・・・・・・・・・・・・・• C 

学部

学科

メデイア学部・・・・・・・・・・・・・・・X

メデイア情報学科•…•…•A 

学生証番号（学生番号）の見方

（国際交流学科）

HK  2005-100 

↓ ↓ V 
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連絡事項

大学から学生への通知事項等は，すべてマグメデイア （霊動波動掲示板） または掲示板によっ

てお知らせします。掲ぷを見落としたために，必要な手続きがとれなかったり，修学に支障をき

たすことが生じることがあります。鉦日機会あるごとに各掲ポ板を注意、して見るように心掛けて

ください。

マグメディア及び掲ホ板の設置場所はド出の通りです。

マグメディア： A棟第合学生ホール前

なお，

掲 Ij< 

B 104教室前

F棟第ご学生ホール内

G3棟前

板： B棟西端BlOl横（学牛諜）

B棟西端エレベータ隣（教務諜，全学科共通，福祉教育センター）

A棟第—こ学牛ホール内（学生諜）
G 1棟 l階通路（総合経営学科，福祉文化学科，福祉経‘腐学科）

G2棟 1階通路（国際文化学科，学牛諜， 国際文化教育センター）

G3棟 1階通路（国際交流学科， メデイア情報学科）

A棟 1階

L棟 1階

（福祉教宥センター）

（阪療薬学科）

2階教学'li・務室傍（東瓜紀尾井町キャンパス）
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授業関係

I )役修llllll,J 

1. ）役修l|llllりとは．所属する学祁・学科のカリキュラム 0)111から学胄すべき投業科Ilを目ら決

定し， I叶定の村豆＼に従しヽ ‘、i%|；’ji務字に捉出することによって．［l己の学胄，，1111,jを確立すると

ともに， 1|l出した投業科IIについて1役修する枠利を特つことになります

学年の始めに行われる）復修l|l991］のr:紬きは． JI‘常に 1P:'災なものでありこのT哨りしきを怠った

り， II:＇いたりすることは、その年度の）役修か無効になったり，授業を受ける権利を放東する

ことになります そのようなことては進級．卒業にもとI：りをきたすことになりますので，特

に留、iふして119,,h「羞きを行ってくださし、

また，学年の始めには履修についての相，，炎期間を設け、晶村の疑間にお応えします 期

間・場所については． 11]年オリエンテーションIiかにお知らせします

ll i受笥こ11.¥IHJJ::. 

| l lが限 I 

i 
'： II•、『 l! l] 9 : 3 0 ~ l l : 0 0 
□__＿....-―•-•--•一

rr 皿 lv 

11:10~ 12:40 13:20~ 14:50 15:00~ 16:3() 

＼ァ

16:40~18:lO 

※定期試験等の時間は，変史することがありますので褐小に注邸してください

m 授菜時間‘9りljj、
投業時間割衣は，学生便見の科 ll 群•利·ll の並びIll[［に表ぷされてしヽますこ また， J受業を実施す

る時期は，＜期間＞の欄に指定されています、

Iiij期 I前期セメスターに実施する利廿

後期 後期セメスターに実施する科 Il 

通年 ］年間通して実施する科目

瓜 l・！ 応 l1，溝義期間に丈施する授菜（袖溝期間に丈施する場合あり）

その他 実晋，研修，インターンシップ科ll

授業時間割は， A・B・C・Dのクラスもしくは学藉番けによって編成されている科[lがあ

りますので，「1分の所属するクラス Aかを確かめて，股修，寸圃を立てるようにしてください

ただし，学が1共辿科ll等では，所属クラスに関係なく科llを選択することができます l9、f，細

については，本使見に叔る学祁ごとの「／役修の手引とf続き」を参照してくださいc
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教室番号の見方

教字番サの頭のアルファベットは棟を表し，後の数字で教窄番りを表しますので，校地・建物

配附l叉］等を参考にしてください

IV 休

（例） B 1 0 3 

Bは棟香り 1 0 3は教寮番け

溝

（例） G1-101 

Glは棟番り 1 0 1は教字番け

担‘[i教員から連絡があり次第，掲ポにより連絡します，また，始業時刻から30分以 I・．経過し

ても教字に連絡のない場合は，学部1i務寮まで間い合わせてください

＊交通機関の運行停止と授業について

交通機閃の連行倅lt（ストライキまたは日然災内などの場合）の際における授業の収扱い

は， JRが始発時述行停止の場合に限り令11休溝となりますので，ニュース速恨人かに 1一分注紅

してください3

＼＇欠靡屈

やむを得ぬ＇廿 l’liで授業や試験を欠1,9'心した場合は，欠席屈に診断げまたは皿由内を沿えて浮噌11

’li務窄で検印を受けた後，授菜担‘I]教員に提出してください なお，欠）［砂li の） l]紙は学 i'，；〖li務

字窓1]に）1]、なしてあります

学籍関係

休学（学WJ第37条，第38条，第39条，第46条）

病気その他やむを得ない岬山により， 3か月以 l̂．出席することのできない者は，阪師の診株）刊｝

または雌 1l1,•1' を沿え保』）＼連署のうえ，休学粕を学部'Ji-務屯に提出し，学長の，；午 ll［を得なけれは

なりませんe

なお，休学期間は 1年以内とし，引き紐き休学を災する者は，改めて軌い出ることによって史

に 1年，通仰 2年まで休学することができ，休学期間は在学年数に含みません なお，休学を，，乍

njされた者は，休学期間中の授業料および施設設備費の平額を免除する

復学 （ 学WJ第38条）

休学していた者が復‘、ドする時は，原則として学期丈ぱ‘;：年の始め 1か月前までに， l笈師のぶ折

iりまたは雌111内を沿え保，I祈人連判のうえ復‘i噂＇［を学部 'li務字に捉1廿し、学長の11'1．II」を得なければ

なりません

また，復学後の利•I I I役修雰については，学部・li務字の指導を受けてくださいぅ

退学（学且l」第40条）

やむを得ない則flIにより学業を継続することができないときは，その月川l，りを添え保，，I卜人連署

のうえ，退学I組を学部'li務宇に捉出し，学長の91'1川［を得なければなりません

除籍（学lll]第47条）

授業料及び施設，は1lllj費の納人を怠り｀＇抒促を受けてもなお納人しなしヽ者は除紐ざれます
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再入学（学則第41条）

正‘りな理由により退学した者か，その理由を解梢し学業の継統か［I[能となった時には，顧い出

により再人学を叶^ ・［1[されることがありますc

なお， 1廿人学顧ば‘芥年の始め lか月前までに，学部’ji務字に提出しなければなりません。

転部（学則第33条）

賑部を希望する者は，学年の始め 2か月前までに，転部受験許l1I馳を学部＇μ務室に提出し，所

属学部長の咋ll」を得て受験することができます。

科目等履修生（学且lj第54条～第59条）

本学学部における授業の履修を希嗜する者は，学期丈ば学年の始め lか月前までに，科H等履

修生受験願を人試諜に提出し，人学の昨IIIを得なければなりません。

研究生（学則第60条～第66条）

特殊な研究に従t；しようとする者は，研究4受験願を学部ボ務室に提出し，人学の昨l1rを得な

ければなりません。

授業料および施設設備費

I 授業料

1. 年間納人額を前期分および後期分の 2期に分割納人してください。なお，大学から納入振

込用紙が， 4月 l：旬（前期分）および10月上旬（後期分）に送付されますので，必ず所定の

「授業料等納入振込用紙」を使用してください。

2. 授業料負担者は，原則として第 1呆証人とし，変更がある場合は「授業料負担者変更届」

を経理課に提出してくださいc

II 施設設備費

鉗年度授業料と j,ij時に納人してください。なお，納人振込｝廿紙は「授業料等納人振込用紙」

を使川してください。

llI 事情により，授業料および施設設備費の納人に支障をきたす場合には，「授業料延納願」を

経狸諜に提出し，相，淡してください。）ll紙は経理諜窓LJにJll、立してありますc なお，学納金が

未納の場合は，，Ji該学期の定期試験を受けられない場合があります。

アドヴァイザー制度

アドヴァイザー制度は，それぞれ担判教貝を定め，各担刈教員が点村にいろいろなアドヴァイ

スを行う制疫です。諸村の担 ‘IJ教且や詐しいことについては， フレッシュマン・セミナーまたは

オリエンテーションにおいて況明いたします。
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健康管理

健康を保持し，増進させていくことを目的に本部棟 1階に医務室があります。怪我をしたと

き，休の調子が悪いときなど，遠慮なく利用してください。利用する場合は，受付l|j紙が学生諜

窓l_1にありますので，必要事項を品人後，来室して下さい。また，体脂肪五t, I机圧叶も設置して

ありますので利用してドさい。

I 定期健康診断

本学では旬年 4月（前期人学）と 11月（後期人学）に定期健康診断（内科検診， X線検査，

身体測定，検尿，聴化）を実施しており，健康診断の結果は全員に配布します。異常があった

学生は再検介（自費）が必要です。

なお，健康診断を受けなかった場合には，健康診断内の交付ができないれは晋然ですが，各

種の奨学金のII1i青にも支障をきたしますので指定Hに必ず受診してください。止むを得ない罪

巾により受診できなかった学生は，病院もしくは保健所等で発行される健康診断証明書を学生

課に提出してください（この場合は目己負担となります）。

II 遠隔地被扶養者証

俣療機関を利用するとき，保険証が必要となりますので，自宅通学以外は在学証明書を自宅に

送り，遠隔地被扶養者証の発行を受け，常に携幣してください。

学生相談室

大学生活をしていれば，困ったこと，解決したいこと，知りたい事などいろいろ出てきます。

そんな時は，あなたの成長のチャンスです。

ぜひ学生相談宰をご利用ください。

例えば， ・「対人関係や家族関係で困っている」

・「友人のこと，家族のことで悩んでいる人がいる」

・「気分や体調がすぐれない」

・「謡欲がわかない」

・「「1分のことを知りたい」

・「今の学科が日分にあってないようだ」

・「進路について「l1けがない」

・「’li故にあった」

・「令銭トラブルにまきこまれた」

・「誰に相淡してよいかわからない」

相談したし、時は，

食 相談は原則としてf約制です。学牛相談字に直接お虚活ください。
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〒283-8555 T菜県東幻Ii求名 1番地

J:J友JIりl1iJI繁）く‘、Jど：学'l:札l，次‘脊

TEL 0475-:5:3-2067 

* 1Jtl屯llか間
火恥'11 •木 ll1\I I l.’l l Il.｝からl6時30分． 1:111'i＇l l: 13時20分から 15時

＊ その他のIlかllil幣： I欠務‘本へ相談のII.lし込みをしてください

［欠秒f，脊 TEL 0475-5:5-8899 

食相談‘廿';I'尺務宇隣

責 なお，直，店・『紙による相，，炎も受け付けています

責 朴l,，炎については，プライハシーを）原直し秘密を守りますc

奨学制度

奨学制度には，｝ゞ学独l］の水111焚学牛制度， II本学生文抜機構および地）j自治1本等の育災賽金

があり，それそれの部署で収り扱っています万

I 水川奨学'1囁ll度（学務諜）

学校法人城l}り大学剖立者水IIl：．喜男先'l:．の行災のJ叶！想を実現するために設けられ，城l}りド］［祭

人学の建学の粕神にtllJり．俊秀な学化の卯彰と，さらなる介成を 11的として，成粕・人物等俊

秀な者を大学院価究科においては，谷、1Ji攻より 1名，学部においては各学年・各学科より 1

名を選名し，授業料の郎として年額300,000円の奨学金が授りされます＿

II 水llllk|I際奨学金訓）文（学務諜）

学校法人城I}り）く学創立者水川：^ ：匂男先生の有災のHIl想を実現するために設けられた水田焚学

叩lil」疫とともに、城西 l•I際人学学生の [k]際的な勉学を焚励することを目的としますし万本学学生

の場合は， JEAP制度による留学，洵外からの情学生の場合は，姉妹校またはこれに準ずる人

学からの留学＇卜が対象となり，授業料の•部として500,000円を卜」恨とし，焚学金か授仕されま

す

llI 独立行政法人II本学’じと投機構 (II111本有災会）貸り奨学金（学生諜）

独立行政法人日本‘ヽ和1：と接機構（以l‘̂「機構」という，）は独立行政法人 II本学生支援機構

法により設立され，優れた学＇『かであって経済的則由により修学に 1木］難なもののうち，文祁科

学省令で定める）晶吼及びJi法に従い，これに認、定された者に対して貸りされるものです

学責として貸りする焚学金には，無利息の第巾砂［学金と利息付の第：種焚学金（きぼう 21

プラン）の：釉類があり，炒幻集は 4月の年 lI[Ilとなっていますへなお，家』急変等による奨学

金必裳者については，簗急．）、心急での I|l込みを随II：か受け付けますし万

機構が行う焚学金は学＇卜』で取り扱っており｀叶 l込み篠集案内等の連絡'jt瑣はすべて掲ポで

行います また，平成16年）文より，人学 II、}•特別妍額 1ー？り制）文や機 1見l保訛illl 疫など，祈たにでき

た制度や改I［された制度などか多数あります これについての叶細や，家叫学力などの[-ll込

み条件等については， 1Hiijに況明会を行いますので，必ずこれに出席して，出崩｛和紬きに小価

のないように心かけて卜^さしヽ l|l込概裳は以ドの通りです。



1. 第 i卜焚‘学金（無利息）

,1 貸り.J j額

「l‘む辿学者： 54.000円

l]宅外通学者： 64.000円

, 2，学）J

1年生:・r'，ユり校評定平均が3.5以 lご

2年生以!・.:人学における学業成紹がl/3以 l:

2. 第 ·.1•fi奨学金 ({i利息）

i 11 貸り月額

3, §, 8, 10)j円の中から選ぶことができる。
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戌学祁牛は l(））J• 「 J を選択した者に限り， 2）j円の増額i予りが之けられます 但し，利

息は別途）

12 利率 (11)̂：月変動）

0.7% （平成16年12)J, fo.：月変動）

,3 学）J

1年牛：出身学校の成糾が平均水準以Î．であること。

2年II:^・ ・ Jゞ 学における成粕が‘r均水準であること。

3. f約採｝廿候補者

f約採川候袖者については，人学が指定した期日に，！奨学牛採用低補者決定通知」を提

ポし・必要 1i•項をインターネソトで人）J してください。期 l1 までに捉ぷしないと，脊格を失

うことになりますので注怠してください、．

4. 什学）川の捉IIi

I'，'応が学校在学1| lに11本学牛よ援機構の奨学I|．であった者は，人学後1打ちに「イ「学）rl!」を学

牛諜へ提出してください＂提出しないと，大学在学中の奨学全の返還が猶 fされませんっ

5. 奨学金の貸りと返辺

奨学食の貸りは．‘‘和1本人の各伽1人名義銀行[II他に II本学生と扱機構から直．扱板込まれ，

返還は今業後にf[［金lIKiぐから「1動す辰粋となります

焚学令は[1sjからの伯人金と卒業＇［からの返還令か i：たる財源です ＇、お業後の返隠令は，後

輩学牛の焚学金に術環述）IJされます 返遠の義務を呆たして．はじめて奨学金訓度が成り立

ちます

(i. 継続について

旬年 11111焚学牛としてふさわしいか内かを1’ij断するために，「継紬願」を捉出することに

なっています 成紺叶＜且，爪．位．が見さらにはふイ」イ＜良者は， i¥りか1が11・.. または廃11・.とな

ることもあります＼

IV 地）j1・1治体等の奨学金（学’t,，見）

茨城県， fi9,1，烏県りの各都道府県またはrliに村の焚学金や交通辿児育仇会笠の焚‘、i;・令がありま
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す。ただし，これらの奨学金については，大学を通じて躾仏しないものがありますので，叶lし

込む場合はり！めに各窓「］に1lilい合わせてください

V 留学生への奨学金（国際文化教育センター）

外国人留学牛に対し， f-1本同際教宥協会や平和中島財団等の焚学金があります。募集につい

ては，掲小しますので見逃さないようにしてください

住居関係

自宅から通学できない者は，通学llI能なところに「ft」を確保しなければなりません。「住」

は学生生活を充実させるために人切な条件ですe：大学では，通学に便利な環境で勉学条件にかな

ったところを紹介しています。謹しくは学生諜に相談してくださいc

アルバイト

学生ば‘芹間に専念し，これを通じて人格形成につとめるべきで，アルバイトに多くのII-．も間をさ

くことは決して好ましいことではありませんc しかし，やむを得ないときは勉学にさしさわりの

ない仕'Ji・を選びましょう。求人については，‘学生諜の掲ぷ板で紹介しております。

なお，留学生については，脊格外話動許・11j.-，りの交付を受ける義務があります。詮しくは，「留

学生の手引き」を参照してFさい。

施設・用具使用

本学の休育施設・教室は，正課授業および諜外活動で使用していますが，時間の許す限り→般

学生にも開放しています。施設や用具を使ltlするときは，学It諜で手続をしてください。

拾得・紛失

学内で物品を拾得・紛失したときは，学生課に屈け出て拾得届・紛失届に必要事項を記人して

ください。拾得物は学生諜前の拾得物ケースに保秤してありますので，学4証果に巾し出てくださ

し％

また，粋段から盗難防止のために 各自の持ち物の保管•特雌には十分注慈してください。

忘れ物

学内での忘れ物が多いので，持ち物にぱ必ず，学籍番以氏名を叫人してください。なお，忘

れ物は，拾得物ケースに保竹してありますので，学't』に f|lし出てください。

捨得物ケースに溜まった品物については，年 3回 (7月， 12月， 2月）処分します。

学用バス

学生・教職貝用に東扇・横浜・木更津• I叫船柏・蘇我・大網・成田・成東の各駅から大学迄，

学川バスを連行しています。 バス利用券を1Hii]に経雌諜窓L]で購入し，乗車してドさい。
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城西国際大学 シャトルバス

J R東京駅］ 所要時間 1時間10分片 道 600円

J R横浜恥□所嬰時間 1時間40分 片逍 900円

| J R木更津虹［ 所要時間 60分 片道 500円

□玉四船賃仄□所要時間 60分 9『道 400円

J R蘇我駅 I?斤嬰時間 45分片逍 200円 A J I U 

l_J_J{_J R~人網 !tli釈i＿］ '"所'll!要u時,r間a1 22557l 分 W片iil逍 1100001|'’1l/.. / s. / / ど/ 

1 → ̂  J R東蛋夏□所要時間 10分 片道 100円

I J R成東駅J ?斤要時間 10分 片道 100円

京成成山凰し」 所要時間 50分片逍 300円

0各駅発大学行き

面□氣京釈発 横浜駅発 1木更津駅発西船橋駅発蘇我釈発 大網駅発 東金駅発 成東駅発 1 成田駅発7
-妥0-7~”ロI ― 40 10 I | i 

08 ’i 00 ’ ; 10 ＇ I 25 ・ 35 50 I 15 

09 00 05 

10 上―•- | l 10・20 10 I ! ； 50 I 50 

11/ 2 0,  40 

12 10 35 25 

13 -・. 40・50 ~ _ 15 : 50 
14 1 40. : 10 40 - L ―-― 15 00 30 t 

16 ＇ ! 05 ・ 15 : ! l oo l I I I I 05 

17 l -------―□□-^一_- I oo I I os 

0大学発

東ぃ応□直聾雙りり見罰[1柑船橋駅汀蘇孜駅{J. 1 大網馬I(｛J△ |東令駅{J

, 20 [ —. | | •I- 20 • 30 -----45 —_j___ __ _ 

口／
二1・15 I 05・30 

50 ~o ___ -L~- _j______ __ L__ _ J_~~ 
•• - --•-----•• --- --•- --～- --• - -• ••-•-- ----•一—--• -----+--- ------•--••-•-l _＿＿＿＿. 

●● ●ー•-----~ 三°° ! i l —・・・・ t v ~--• t... •- l ' 

- 30 20・30 
-------- -'  

※逍路状況により，到着ll、『間が遅れる場合があります
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自動車・オートバイ通学

現在，父通1i故は1いlのように発I上し，椋い命か奪われています

事故により学牛牛活や修学によ1硲をきたすだけでなく，場合によっては人牛令てを変えてしま

いますし「1重）yli・オートハイ通学の場合，何時・何処て']i故に遭遇するかわかりません 'ji故を

木然に防ぐlりにも [1動rli・オートバイ通学ではなく，他の父通手段での通学を心がけましょう

なお，やむを得ない1叶‘Iりで自動 rド・オートバイ通‘ヽ芥をする者は， ドライハーとしての立任と 1・1

立を持ち， 1i故の無、しヽ様心掛けて 1くさし＼巾輛通学をする場合は， 1Hiijに学牛諜への登録が必＇災

となりますー登録のない場合は，車での通学を認めておりませんので，必ず登録をするようにし

てドさい 登録）1］紙は学牛諜窓IIにありますし

また，学内への乗り人れは禁ll̂．ですc 指定翡l:1.li場 (ll動Iド＝第 1•第 2 の 2 箇所、学外・イi料

オートバイ＝第 1の 1箇所学外・無料）に翡l．車する市を義務付けます

大学周辺道路への辿法駐車は，地域住民の）jに非常に迷惑を掛けることとなりますので絶対に翡t車

しないでドさい 述法翡卜車が発立した場合 1]動車・オートハイ通学禁止及び厳屯処：：i]を 1ヽ^ します

諸届

I 住所変更届

本人・第 1呆nl|：人・第 1応l［人の住所を変史したときは，所定の）ll紙がありますので叫人のう

え，速やかに分’:It,，果に届け出てくださいし

JI 保証人変更届

家庭の都合で保,ii［人が変わるときは，所定のJlj紙がありますので国人のうえ，辿やかに学生諜

に屈け出てください

皿 身上異動届

本絣地・姓名を変史するときは，所定の）jj紙がありますので叫人のうえ，速やかに学I|:^，渫に1rIi

け出てくださいぐ

w 学生団体設立

学牛が芹内において[、I]休を設立するときは，学＇ t咄卸lj第 8条を参照のうえ学牛諜に1II}け出てく

ださい。

※本学学’卜は，人学時に全員「学牛個人別カード」を学生諜へ，留学牛の場合，加えて「外国人

留学牛登録カード」を出載し国際文化教脊センターヘ提出することになっています この提出

された各カードは，在学中における緊怠時の連絡，保，，正人等への連絡及び在籍中の生活指導等

に用いられます

なお，その連月］＾、かについては「個人佑報の保設に関する法1ド」の規定に則し，収り扱われます

また， 91t所変史）rii」等の各神刷I{｝ij紙や「証明，l}発行）飢J等の各種叶ln]用紙についても tiij

；；じ法{Itに則し連）l］されます。
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その他

I k.学への直話による間い合わせ（行下予定・休講•その他授業及び試験に関することなど）

には切応じられません。必要のあるときば必ず登校のうえ，褐小により確認するか1i務字窓

[ 1に間い合わせてください 3

II 大学の機閃ではありませんが，学牛の原生援設を l」的とする1J11本に，〈日本学牛支援機構〉

があり，焚学援助，保険診療， I’ji/l：公館の連‘iぷ秤坪及び外国人留学化の援助・内外学生の交

流笠の1i業を行なっていますへ

（取扱時間） 、ド [l 9 : 00~12: 30 13: 00~16: 00 

1木 I I L l{i{， 11 11柑， ネ兄[J' /rj: 4< il ：俎介

［東京学生生活相談所］ mヽl61-0034 束瓜都新宿区上落合 1-17-l（両武新宿線下落合駅前）

（特別相談，短期貸付雰の業務） 合 03-3951-9101

： 特別相談 合 03-3951-9105 

：短期行付 合 03-3951-9105

：留学牛相談コーナー 合 03-3951-9103

［東京学生住宅相談所］荒160-0004 東扇都新宿区四谷 1-21(JR四ツ谷駅 四ツ谷□3分）

（特別相談等住まいの業務）

：留学生相談コーナー 合 03-3359-5997
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諸願・届一覧

学願，

学頻
．．．．一•••----------...、-------------•----........... -----------------------l - ---------------- -------

席 届 やむを得ぬ1叶内で授業や試験を欠席したと＇学部 'li務号5， 担‘li教且

（学部事務印

／・ 合1； 鳳―:・ -一•ヽ｛菰h務宇一口、ハ15_＇れ務宇
-•一•一—- 1--—-- --―----―-- -----^----

住所変更届 本人人は父楊，第 2保nl［人のイt所を変更し 1 、学生諜 学牛諜

たとき

li",fl＼変史•い広l「人か変わるとき ーー ニ4,，果→・•一/Il. 19果
身）→▲異動届 1 本納地異動・改姓名等があったとき 学 ，t課 学牛諜

-----------~---
紛失届． i 

9-li由が発f-tしたとき 学生諜 1 学 It諜
拾 得屈
r-----~--
i施設・J1]具使用顧 大学の施設・用具を使用したいとき 学 It諜 学生諜

学生団体登録）川＇掲ぷにより指示する (5月） 学牛課 、＇芥牛諜

甘］体設立^ 五乍日［願 L顧間教且か必裳 1-•学 1―▲-- [1果 ー］［＿I| 諜

iやむを得ぬ事情で，授業料の納人がおくれ 経理諜 経理課

I るとき
．．． ．．．ー・・ ・

投業朴負担打変史／』 授業料負担者か変わるとき ＿ I 経＿＿＿□:—- 経坪,:應
_J_ 

学生通則

第 1条 本学学生に関する規定は閃連法令に晶載されたもののほか，この通則に定めるところに

よる。

第 2条 学生は人学前に提出した個人調介漿・学生個人別カードの出載事坦（住所・軍話番りな

ど）に変更があったときは，そのつど速やかに学生諜に屈け出なければならない（）

第 3条 学生は学牛証の交付を受け，必ずこれを批幣し，本学教職員より提小を求められた場合

は，いつでもこれを提；ドしなければならない。

2 学生証は人学llかに父付するし

3 学生，，正を紛失したときは，直ちに学牛諜に届け出て再発行を受けなければならない。

4 学生証の所持脊格を失ったときは，直ちにこれを返納しなければならない）

第 4条 前条規定の他，学校法人城l！り人学束瓜紀尾井町チャンパスでの授業，諜外活動その他の
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ため人館する場合，必ず学生証を人り llにて提ホし，別に定める様式のネックストラッ

プを用いて，確忍し易い位置に常に着装しなければならない。

第5条 学生は， 1が年 1回本学施行の健康診断を受けなければならない。

第6条 学生はその本分を自詑し，社会的な規則・マナーを遵‘「すること。他の人に対する暴

カ行為・迷惑行為・セクシュアルハラスメントなどは決して許されない行為である。ま

た，これらの行為を目撃した際には速やかに学生部，学牛課へ叶lし出ること。

第 7条 学生が，交通手段として自動Iドを用いる場合，学生部に登録することによりそれを認め

る。その場合，指定の駐車場に駐車する事を義務付ける。

2 学生が自動車にて学内に乗り人れることを禁ずる。但し，特別な翡情により学内への乗

り入れを希望する場合，学生部を経て施設竹坪者の許可を得なければならない。

3 記 ljを受けた学生が，学内に駐車する場合，施設特岬者より発行された学内進入許可証

を， 1ド内の確認し易い位置に常に提ホしなければならない。

4 許JJI期間を過ぎた場合は，匝ちにこれを返納しなければならない。

第8条 学生が学内で団体を結成しようとするときは，代衣者と顧問教員（本学専任教員）を定

め，所定の様式に従い，代表者および顧間教員が連署・押印をもって学牛部長を経て学

長の許可を得なければならない。

2 許Ii［された団体は，鉦年 5月よ日までに所定の団体名簿及び連絡網を学生部長に提出し

なければならない。提出のないときは解散したものとみなす。

第9条 本学は，多様な文化的背娯を持つ学生が槻界各地から集まっている国際大学である 3 し

たがって，本学において，特定の政治的・思想的および‘ぷ教的活動をしてはならない。

また，政治的・思想的および‘ぷ教的団休と認められるものを組織してはならない。なお

かつ，学外においても，大学名を使lt1して1丘］様の活動をしたり団体を組織してはならな

しヽ。

第10条 学生団体が学外団体に参加しようとするとき，またば学外において本学名を使用して団

体活動をしようとするときは，代表者及び顧間教且の連署・押印をもって学牛部長を経

て学長の記lrを得なければならない。

第11条 学牛が芹内において組会を閲こうとするときは，代表者はその 7ll 1i1Jまでに所定の様式

に従い，その I]llか・使Jil しようとする施設•その他必要事項を r記載の卜，学生部長に願

い出て記,J を得なければならない）なお，狛会の終［後その結果•について学生部長に報

；りするものとする。

2 Iiij坦の集会は，午前 9時から後 5時までの間とする e

第12条 学牛が学内外において文翡の配布及び掲ぷをするときは，その五任者氏名を記載した文

1りを捉ぷし，所定の様式に従い学牛部長の記ljを得なければならない。

2 Iiij坦の掲ぷは，本学）祈定の掲小板に掲Ijミするものとし，その掲小期間は 1週間以内とす

るc
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第13条 学生が‘戸内において彦羞金活動， Ill:,；似謁在，署名運動，投製及び霜付條集などのh為をし

ようとするときは，本学教職員をもってする立任者より，あらかじめ学生部長を経て学

長の［午II]を得なければならない

2 前瑣に定める行為の点任者は，その行為実施に閃しては学牛部長の指小に従うとともに

その結呆を報店しなければならない

3 第 1項に定める行為は，本学教職員及び学牛以外の者を含むときには，その行幻の＾切

を繁ずる(,

第14条 学’卜か，学 II:•通則あるいは学内語規則に辿背したと認められるときは，学tlI」第68条に）tし

づき懲戒の対象となる。また，学牛団体が学牛通しllJあるいは学内渚規則に迎背したと，忍

められるときは，活動イが 1卜または解散を命ずる。

付則

この規則は平成 6年4月111から施行するし

この改正は平成11年 7月1日から施行する

この改正は平成17年 4月1日から施行する c



証明書センター
（学生課内）

I 証門学彗内どター I 
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証明書センター

；止明因センターは，センター棟 l 階1i務屯内の学It諜に i付き，各釉，lll」りl古の受付•発行を取り

扱っていますe，発行する証明書の種類と手数料については，次頁の「証明書•発行・覧（別表） J

を参照してください(」

証明書の申し込みおよび発行について

1. 学生,ii［を使用して，1l|：明l!｝i’j動発行機（取扱時間．・年末年始およびl-l耀，祝祭[lを除く 9:00

~17:00) で所定の操作をしてください。

2. 証明翡は即時発行されますc

3. ¥j止1リl，りの種類によっては，センター窓l]でlllし込みし， ［l数のかかる訛明得もありますので

注紐してください。

4. 証明翡の有効期間は 3ヶ月ですc

5.',加；古および那送による』［明苫の I印1込みは，｝糾ll]として受け付けません（〕

6. 学生証は ICカードなので折り曲げたり，磁気の傍に近づけないでください。

学生旅客運賃割引証（学割証）についての注意

1．学割iilは，片道の区間内において， 100kmを超え，帰省等で利用する場合に使用するこ

とができます。 (JR各社のみ）

なお， 8名以Î^ の団体で旅行する場合は，団体割引が利川できます。

2. 学割証は， l阿の交付で 2枚までとし，年間10枚まで発行することができます。（国1：交

通省規定）

3. 他人名義のものや心人'-li項を勝手に湘き換えて使用すると，本人が処澗されることはもち

ろん，大学全1本の学割証発行停止処分を受けてしまいますので，使用には注紅してドさい。

通学定期について

電車の通学定期は，通学定期乗車券購人兼用祉明胄を学生証とー嘩緒に交付しますので最寄の定

期券発必駅の窓［lに学生証と流者に提ぷし，購人してl‘さい。

その後，卒業まで日己笠理となります。

ただし，バスの場合は，通学証明書（証明青センター発行）を添えて購入して下さい。

なお，住所変更をした場合，仕所変更届と一緒に辿学定期乗車券購人兼用証明壽を提出して下

さい。
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証明書発行一覧（別表）
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1 将来のみちしるべ 1

将来のみちしるべ
（キャリア形成・就職センター）
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将来のみちしるべ

諸社の将来に大きな，息義をもつ「迎路の選択Jについて，現実的および将米的な助［iと指唸

を行なうとともに就職に役立つ各種責格の収得をサポートするのが「キャリア形成・就職セン

ター」です 各釉責格収得溝庫を1}fl1化していますので191分の将米を見-tJ,,}え受講してくださいしま

た，キャリア形成・就職センターには責格収得のための「キャリアアップルーム」を D棟 2階に

設iiりしています 各種の教材や問題り』が｝．l］、iiされておりますので，ぜひ活｝llしてドさい

大学：時代に何かひとつでもよいから，責格を取得したり特技を身につけることは人切なことで

すC TOEIC, ワープロ検定，ホームヘルパーなどの責格にも柏枷的に挑戦しましょう

1年生・ 2年生には辿い先のことのように息えるかもしれませんが，就職は決して＇作業学年に

なってからぢえればよいというものではありませんう人学時から，将木の進路について貞剣にど

えることが人切です 以ドに述べるような1i・柄を十分に注怠をして．キャリア形成・就戦センタ

ーで行なう晶斤li・には柏極的に参加するよう心がけてください

キャリア形成・就戦センターの活動は，就職委員会が中心になって年間の就職指導}j針を立案

し，全学年を対象とした各神質格取得溝府の実施に始まり， 3年4に対しては先す就職適袢検在

を丈施します 3年次の 7月から就職ガイダンス、就職ふ験対策溝ki人公務員試験対染溝凰個

別血接指導などをスタートさせ，キメ細かい就職指唸をおこないますしさらに就織希望者は，

インターネットや就職l叉l，杯コーナー．企菜個別ファイル等を利）flし， 「分な帖報を『に人れるこ

とか出米るようになっています

よりよき社会人になるために 4年間を悔いのないように努）Jしてほしいと息います 進路につ

いて相点したいことがありましたら，キャリア形成・就職センターに辿應なく韻を見せてドさい。

主な行事予定

1. 各種脊格取得溝）巫

2. 就職ガイダンス

3. 就職適性検介

4. 進路登録製提出

5. 就職準備セミナー

6. 就職，式験対策溝／枢

7. 公務員試験対染溝庫

8. 企業・ネ品祉施設就戦［｛恥炎会

（各学年，年間を通じて）

（各学年 4月， 3年次 7月～ 1月）

(1-｛じ次 4 月• 3年次 9月）

(3年次 10月）

(3年次 10月～ 2月）

(3年次 8月～12月）

(3年次 8月～ 3月）

(3年次 2月）

※ ，沿細は褐ぷにより連絡します。



I 図書館 1 

図 書 館
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水田記念図書館

図翡館は知識の‘＿ーは庫です 図内や雑心をはじめとして， CD-ROM, ビデオテープ等人学での

学習，教育，研究に必要な責料を収集して利川に供しており｀現在，約16)j冊のI歳内を1iしてい

ますc

そして，それらの責料を利Illする快適な環境と最祈の設備を柩えています

平成13年度間館した祈図書館は，情報図，l｝館的機能の允実を図るためメデイア・ラウンジを設

け，インターネットによる伯報収狛や， CD-ROMデータベースの検索に対応するパソコンを

多数配ifi:していますこ、また，ビデオテープ， DVD, CDなどを利J廿するための機器を多数配備し

た視聴謡コーナーを設けるとともに学宵や研究機能の消4の允実を図るためグループ学習室や閲

屁ブースを設けていますヅ

1. 図書館の利用にあたって

(1 !利 lll責格

(2) 人館手続

(3) t}｝］直filli: 11ij 

(41 休館 l l 

2.館外貸出

学生，教職且，その他図胄館長が咋IIIした者

学生訛を「日動人館ゲート」に足し込み人館します

9:30~20:00 CU化H9:30~17:00)

u耀II,国民の祝llに関する法律に定める休ll，本学創立，；じ念H (4月28[1),

鉦月の第 1月曜ll （館内整理H)，春期・夏期・冬期休業中の一定期間。（そ

の他臨時に休館することがあります。）

図，t｝館の脊料は， とくに定める責料(『tlji：l叉l内，参考図内，視聴揺賽料，特別指定図書，加除

式責料，新聞，雑，lヽもの最新り，その他館長か指定するもの）を除き， i予出を受けて館外で利用す

ることができます。

(1 ! 貸出（図書：）の冊数および期間

学部学牛，研究生，科l]等股修生・・・・..3冊， 1週間以内（貸出・返却 l]を含めて 8日間）

大学院生·・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•··10冊， 1 か｝J以内

(21 行出の手統

貸出を希喫する図翡と学生証を受付カウンターヘ提出するか，自動代出返却機で手続きを

行ってください。

(3,！ 返却

代出を受けた図翡は，返却期限内に受付カウンターに返却するか，自動行出返却機で手続き

を行ったあと所定の場所に岡いてください。 1叉］内館の閉餡または休館時にはブックポストに投

函してください。
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111 111|｝期間の延長

図性を引続き借りたいときは，返却期限内に受付カウンターヘ図甚を持参し手続きをして

ください i- i罰',f約されている場合を除き， l l11)に限り延長できます勺

5, 代1,1iに閃する注紅、'li・瑣

¥1貸出を受けた図性を他人に転貸することはできません。

2図翡を破担，紛失した場合は弁償していただきます。

3返却期限を過ぎても返却していない図内がある場合は，新たな貸出を受けることはできま

せん。

3. 図書館利用上の注意

図胄館の利用については，職員の指；ドに従い，特に次の1i項については厳守してください。

11 図内館の賽料および機樅は大切に扱ってください。

! 21 館内では静粛を保ち，また飲食はしないでくださいc 館内は繁焼です。

31 館内でのゲーム (PCゲームを含む）を焚止します。

14, 直代内では携閤‘ぶ話は使用しないでください。

5 館内で, ~'1． II［なく集会，印刷物の配布，貼紙，写真撮影害を行わないでください。

I 6) 所持品の管廿用は各自で責任を持ち，貫孔品ば常に携閤してください。

:71 その他，他の利用者に迷惑をかける行為は絶対に慎んでください。
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情報科学研究センター利用案内

梢報科学研究センターでは，研究教脊活動の'1礼恨化，ネットワーク化，［1a]際化を柏極的に折

進しています すべての教本と研究本に佑恨コンセントを配ii,}していますので、学牛と教職且は

2500を超える↑責報コンセントから ‘1じfメール， WWW, データベースなどのサーピスを目由に利

用することができます。また，センターでは [•K]家試験に閃する溝庫を企圃するなど，学生のキャ

リア形成にも負献していますし／

1.設備

I 1 パソコン設ii忙教寮

Jゞ ソコン教喉 1 (A -204教室） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・n習喉

ノゞソコン教宋 3 (A-211教字） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..セミナー窄

ノゞソコン教宇 4 (B -206教字） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• •演晋寮

） ＼ソコン教字 5 (B -207教寮） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・演曹室

12) ノートパソコン対応教宇．

A-202教辛 A-203教寮

G 1-101教亨 G 1-102教室

(31 スタジオ・調柩室・編集室

2. 主なソフトウェア

B-303教喉

G 1-302教室

B-310教字

G3-311教宇

MS -Office, :¥l[S -Visual Studio. net, macromedia STUDIO MX, 

Adobe Design Collection, PCA会叫 ArcView 

3.利用にあたって

(] I 間館時間 9 : 00-17: 00 

C2-l05教寮

(21 休 館日 HIl{［ll，国民の祝11に1見lする法11！に定める休［l,本学創立，，じ念日 (4月28日），

春期・夏期・冬期休業中の・定期間（その他臨時に休館することがあります）し

4.利用上の注意

（1] パソコン教室は飲食（持ち込みも）厳禁ですc

(2) 教芍{.内のパソコンにはファイルを保什できませんので，フロッピーデイスクや CD-R,

CD-RW等を各 191で｝廿怠してくださいし

(3) 携幣軍，；丙の利用を繁l卜．します

(4) B-206, B-207パソコン教本の日動扉は，時間竹坪していますc 授業開始時10分Iiijに開錠

(Open)，授業終r時間10分後に施錠 (Close) されますし

151 A -204パソコン教寮の人退室には学生』が必災です。
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心 連絡'ji項等はセンター前の褐ポ板で菜内します。

i 71 その他，他人に迷惑をかける行為を恨み，パソコン教室に関する秩序等については，セン

ター職員および学生怜罰！人の指ぷに従ってくださいこ

8 ノート刑パソコンは翡価な粕密機監です 紛失や取り扱いには注瓜してください。

5. インターネットの利用

教辛内のパソコンは•部を除きインターネットに接続されていますので，ホームページの閲

覧や‘屯I• メールの利）llがIII能です。また，学牛ホールや図，l｝館，ネットラウンジには，情報コ

ンセントや直源コンセントが設骰されていますので， ノートパソコンを接続してインターネッ

トを利用することができます3 利用規則やネチケットを守ることはもちろんですが， トラブル

に咎き込まれたときには，教職員またはセンターに届けてください。

）く学は，教脊・研究，学術目的でインターネットに接続しています。節度ある利）llを心がけ

てくださいっ

大学内でのチャットの使）Ilは膨火なトラフィック（情恨贔）を発牛し，教育・研究に文障を

きたすため，繁ll．．しています。

＂乍細は「城西 I-jil際大学学内ネットワーク利用熊準J等 (60ページ～）に掲載しています。

6. 電子メールアドレスの取得

、山fメールアドレスは「情報メデイア演習 IJ,「柏報メデイアリテラシー IJ府の授業の中

で取得することができます。その他の希沼者は「ネットワーク利）ij責格溝習会」を受溝し，所

定の手続きを経て収得してください。

アドレス収得後パスワードを忘れた楊合，センターで「パスワード変史[ll,i(i」をしてください。

7. プリントアウト（印刷）について

レポート提出llが期は混雑がf想されますし時間に余裕をもって利用してください。

紙は質屯な森林責源です。‘'印刷プレビュー＂などを利川し，印刷は最小限にお願いします。

8.講習会

センターでは， 1人でも多くの学牛にコンピュータの知識および利川技術を修得してもらう

ために，溝宵会を 1開催していますっ

9. 学生サポート制度

「'l'rり恨メデイア演宵 I・ II」,「プログラミング演胄 IJ方の演習授業において，教員の補助

をする学生サポート制）文を導人しています0,i予しくはセンターヘお間い合わせくださいぅ

1 o.ノートパソコンの修理について

大学拙奨パソコンが不調のときには，本休をセンターまです¥参してください。状況によって

はメーカー修郎（イif買もある）となります 修則期間中は代枠機を行し出しますが，それ以外

の行し出しはできません・)また，大学1li焚パソコン以外の修即は収り扱っていません。

保，，l|書はセンターで1脊押しています、
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城州国際大学学内ネットワーク利用基準

（趣旨）

第 1条 この）よ準は，城l)り国際人学学内ネットワーク竹則・述JIl規程第 8条に悲づき，学内ネッ

トワークの利用に閃し，必要な事項を定めるものとする

（利）fJII的）

第 2条 学内ネットワークは本学における教行・研究に関する活動の推進及びIii]卜を図ることを

ll的として利JIjされなけれはならないc

（利lljIIj能者）

節 3条 学内ネットワークに機悩を接続し，利）廿できる者は次のい分による

11 ! 本学教職且

12 本学学生（留学牛別科を含む）及び大学院生

(3i 柏恨科学研究センター（以 I‘̂「帖報センター」という）所長が適‘りと忍めた者

（接紬手続き）

第 4条 学内ネットワークに接紬し，利｝flしようとする場合は，あらかじめ情報センター所長に

申油し，水諮を受けなければならないu

2 接続rll111り及び接紬手続きに閃する要領は，次の各りによるし

(1i 接紬l|lし込み

学内ネットワークヘの接続は，情報センター所定の 1れ込翡を提出して行うものとする。水

諮を受けた 1{•項を変更するときは，変更する時効についても同様とする。

(2) 接続の水此'i

情報センターは，学内ネットワークヘの接紬が適‘りと品めた場合，これを水諾し，必要な

手続きを行うっ

(31 接続のオli絶

情報センターは，次の場合，学内ネットワークヘの桜続と利用を水諮しないことがある。

ア 叶！込内に，故、1,江に虚偽の'li実を i記載したとき

イ 利｝t］者が，本学または第：＾者の伯｝廿を毀損するおそれがある態様で学内ネットワーク

を利用するおそれがあるとき。

（利lIl形態）

第5条 学内ネットワークに利用および利用形態に関する要領は，次の各号による。

(1) 利l廿者の連絡義務
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利用者は，情報センターのネットワーク機辟に故悴が生じたときは、直ちにその旨を情報

センターに通知する、ヘ

,2 利用の制限11i報

センターは， J己災・ 1i変その他のJ卜常壮態が発牛するか， もしくはおそれがあるときは，

学内ネットワークの利/jjを制限する拮置をとることがある

,3 利川の中11-

梢恨センターは，次に掲げる1i由があるときは．学内ネットワークの利用を中止すること

があるし9

ア 、情報センターの通イは設備の保守または［ム＿＇れのためやむを得ないとき。

イ 伯恨センターが設i行する通イパ設伽の1靡，i；：席のやむを得ない1i由があるとき 3

4 I 利川の停l卜^，登録抹泊

ア 情報センターは 1ゾ［し2,3の1i梢以外に，利）l]者が城l叫l_1:＿l際大学学内ネットワーク利用

）店準第 6条に該‘りし，及び利／廿ガイド (‘l'fi恨倫J用規程）にある違反行乃を行った者に

対して， 1Hiijに1叶打を聴収したうえで，学内ネットワークの利Illを｛卒l卜̂し， または登

録の林泊を行うことができるしただし，緊、急を＇炭し，＇柏前に聴取することができない

場合は， この限りではない

イ 利川者が，著しく日本［吋内の法令・閃係各1K]の法令・条例に抵触する行為を行った場

合には，合::Itの場合ば‘芥牛部長に，それ以外の場合は所属長に対し，’．ji実を速やかに

恨四しなければならない

ウ 恨告を受けた各部署は，学且ljに晶づく処分の災否，または凱に溝じられた措岡の解除

の要否を審議しなければならない

工 学生は、退学・除紐・卒菜と lnl時に登録を抹梢する-)進学した場合には，祈たに接紬

のl|lし込みをしなければならない 教職員は手続きにより，退職後も ‘Iじめられた期間j

内のみ，転送サービスを利／ilすることができる

（遵、9j事項）

第6条 学内ネットワーク利／廿者はその利 /jj に‘りたっては，次に掲げる ']1•項を遵守しなければな

らない

11 教行・研究及びその文按の II的以外に利/jjしない、万

21 'i的利を ll的とした行為， またはその杓叶IliiをI]的とした行為に利用しない0

131 第：者の権利•財術・プライ J ゞシーに4ii‘［いをりえる行為に利 /fl しないっ

4, 公序良俗に反する行為に利｝IJしない。

{ 5 1 犯罪的行為． または犯罪的1」為に結びつく行為に利Illしなし‘°

1,61 ヽ、戸内ネットワークの連Iljを/))jげる行為，、

7） 法令に述反する， または辿｝又するおそれのある行為をしない 3

8 i その他，城両1k||；祭大学学内ネットワーク利/jjガイド (11j'ili倫｝用規利）に定められた本学が
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ィ吐適切と判断する行為をしないまたは行為に利｝llしない

（免責）

第 7条 伯報センター及び学内ネットワーク1脊J用者は，学内ネットワークによるサービスの提供

の迂延もしくは中断によって，または提供されだl青報に関連して牛じた担‘内に対し， •-切の賠散

立任を負わなし＼）

附tlll 

この晶準は，平成16年 1月1Hより施行する。
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城西国際大学 Webページ管理・運用規程

（趣旨）

第 1条 この規程は城西国際大学学内ネットワーク管理・運用規程第8条に基づき，学内の

WWWサーバーの利用に関する必要な事項を定めるものである。

（審議機関）

第2条 本学の Webページの管理・運営に関し，必要な事項ば情報科学研究センター研究員会

議（以下「研究員会議」という）において審議・決定される。

（管理機関）

第 3条 本学の W W Wサーバーは城西国際大学情報科学研究センター（以下「情報センター」

という）が管理する。

(WWWサーバーの利用可能者）

第4条 本学の各W WWの各サーバーのデイレクトリー領域の貸与可能者は以下のとおりとする。

本学の学科・各センター・各事務部著と第2条の研究員会議が適当と認めた団体，本学教職

貝，情報教育担当教員，授業に活用する教員，大学院学生，学生および学生団体。

(Webページ公開手続き）

第 5条 第 4条に掲げられた各部署・団体が Webページを公開する際は，責任者及び作成担当

者をおき，情報センター所定の申請書を提出しなければならない。

（責任者）

第 6条 Webページの記事内容は第5条において申請を行った各責任者が責任を負う。

（繁止事項）

第 7条 本学 Webページの内容については，研究・教育活動，または広報活動に沿ったものに

限り，公序良俗に反するもの，商業活動，政治活動及び宋教活動を日的とするものは禁止する。

他人の著作権， 肖像権を侵害する行為，また，個人及び組織等の権利利益を侵害する行為，ま

たは侵古するおそれのある行為を禁止する。その他，城西国際大学学内ネットワーク利川ガイド

（情報倫理規程）に定められた本学が不適切と判断する行為を禁止する。

（改善通知及び公開中ll̂．）

第8条 本学 Webページから公開されたホームページの内容について，本規程の趣旨に反する
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ものと価究員会直しか1'.!JI祈したときは、伯恨を公間した行に対して，改汎通知を行うとともに，柏

恨の公間を中止する拮置をとることができる

（その他）

弟9条 その他， 4ゞ学 Webペーシの管岬・述）Ilに関して必＇災な 'li項は研究且会峨か定めること

ができる、／

附・廿lj

この規村は平成16年 1月1[-1より施行するし
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城洒国際大学学内ネットワーク利用ガイド

（情報倫理規程）

（趣旨）

1 城l1り1Fll際大学学内ネットワークの利）1lは，教育・価究の文援，またその発展と向上を ll的と

している 利）IJ者は本学の建学の粕神に）よづき，品位を保ち社会の且としての I'l立を持っ

てネットワークを利）IJしなければならない この利）IJガイド（伯恨倫岬規程）はネットワー

ク設備の利川に閃する加且をまとめたものである

（利）ll卜̀ の道‘貨li坦）

2 城l／りl叶際大学学内ネットワーク利用悲準第3条に定められてしヽる学内ネットワーク利）廿l[［能

者は，本ガイドラインを則鮒したうえで利）11しなけれぱならない

3 I述 利用 nJ能者の 2に定められている本学学生は，本ガイドラインに）長づいたネットワーク

利）lJ責格成験に合格し，利Jlj責格を収得しなければならない

1 ネ／トワークの利）llに際しては，柏恨科学研究センター（以 I<「情骰センター」という）の

す旨／」＜に従わなければならなし、

（利／HÎ．の守るべきルール）

召 ‘ヽ戸内ネソトワークを利用するI際には最低限以ドに掲げる ']i項を守らなければならない。

< 1|1，心について＞

利） fl者はネットワークの利） ll を l•ll,IIりする際には以ドの1i唄を守らなければならない，

］ 利）IJ者は，責格取得後は令ての利IIl1」／りに1月して仝立打を負う

121 I，桔偽または口＾重の利）ll責格を叶I出してはならない

3 他の利）廿者と利Jll脊格を共介してはならない 但し，『Ji骨な伯報の共イ［を II的としたメー

リングリスト作成を叶Inlりする場合はこの限りではない メーリングリスト作成を希叩する

|JI休ばIW恨センターの所定の利）jj919,ll1J，りを捉出しなければならない

く学内れり恨機悩の使）廿に1月して＞

i]' 、、戸内の廿けIi機悩・設仙を使）廿する1：祭は．定める利Jfjll炸間内に限られるっ

2 学内の伯報機監没ii忙教寮は飲紅持込禁廿である

く利IIJ について禁 ii•事項＞

学内ネソトワークの利JIJは利IllJょi/{．第 2条にあるように，教行・研究を 11的としている 従っ

て，以ドに掲げる釘為は1」ってはならなし、
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(1) バーチャル企業やバーチャル・モール等の背利 H的での利用

(2) SOHO等の自営業のための利用

(3) 研究活動に関係のないゲーム，その他単に娯楽のためだけの利用

(4) 政治活動・宗教活動の普及活動のためだけの利用

(5) インターネットを利用したギャンブルやねずみ講などへの利用

(6) ソフトウェアの違法コピーのための利用

以下に掲げる行為は学内ネットワークの運覚を妨げるものであるので，遵守しなければならな

し‘°
(7) ネットワークの資源（計算時間，ハードデイスク使用鼠，通信時間）を大鼠に梢費し続け

るような行為によって他の利用者の利用を妨害してはならない。

映像や音楽等の大鼠のデータのダウンロードする際には注意しなくてはならない。

違法なダウンロードは禁止されている。

(8) 事前の同意なしに，他の利用者か保有するファイルまたはデータを削除し，複製し，改変

してはならない。

(9) ネットワーク及びユーザーのパスワードの解読を試みてはならない。

(10) システムファイルを複製・削除・改変してはならない。

(11) リモートシステムヘの権限外のアクセスを試みてはならない。

(12) コンピュータ・ウィルス等，ネットワークの混乱の原因となる有害プログラムまたはデー

タを作成したり，故意に学内ネットワークに持ち込んだりしない。

＜亀子メールの利用について＞

(1) 発信された電＋メールは，その発1言者がすべての責任を負う。

(2) 電子メールを偽造してはならない。

(3) 他の利用者の軍fメールを許可なく読み，削除・複製・変造または公開してはならない。

(4) チェーンメールや爆弾メールなどの，いやがらせや公序良俗に反する内容の電子メール，

脅迫的な電子メール，不確かな，社会通念に反する内容の電子メールを発信してはならな

しヽ。

(5) 営利目的のメッセージを発信してはならない。

(6) 求められていないメールや迷惑となる電子メールを発1言してはならない。

(7) 機密を要するメッセージを送倍するときはデジタル署名，その他，公に承認された電＋証

明を用い，賠号化して送信するように努めるなど，十分に注意しなければならない。

(8) パスワードはメモしたり，友人と共有したりすることなく自己管理し，定期的に変更しな

ければならない。
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く法律上の禁止事項＞

(11 他人の著作権，その他商標権などの権利を侵害する行為，または侵害するおそれのある行

為を行ってはならない。

(2) 他人の財産・プライバシーを侵害する行為，または侵害するおそれのある行為を行っては

ならない。

(3) 他人の名誉を毀損するような誹誘中傷を行ってはならない。

(4) 第三者の著作物であるファイルやデータの引用・参照するときは著作権法の規定及び公正

な慣行に従わなければならない。

(51 わいせつな文書，画像その他のものを頒布してはいけない。

(61 商業用音楽 CD・DVD等を許可なしに複製し，その複製物を営利目的に頒布してはなら

ない。

I 7) コンピュータを破壊したり，不正の指令を与えるなどしてコンピュータによる業務を妨害

してはならない。

(8) コンピュータに不正の指令を与えるなどして，コンピュータを誤作動させ，不正の利益を

得てはならない。

くその他＞

学内 WWWサーバーの利用， Webページ管理・運用規程は別に定めるが，遵守すべき行為，禁

止される行為は上項と同様である。

附則

この規程は，平成16年 1月1日から施行する。
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国際文化教育センター

学校法人城西大学国際文化教育センターは，広く国際的な視野のドで物事を考え，行動するこ

とのできる人間の育成という，本学の理念を具体化するための研究と教育を l]的として， 1985年

4月に創設されました。

このセンターは，今日の世界と H本との相互認識と理解を深めるため，日本文化を中心に，ヨ

ーロッパ・アメリカおよびアジア・アフリカ文化の個別性と関連性を把握する学際的な比較文化

研究を行うこと，それを通じて人権の平等の進展に寄与すること，また女性の社会的な平等の実

現のために必要な資料の収集・充実をはかることなどを目的としています。

これらの目的を達成するためにセンターでは海外の大学との提携による教貝・研究者・学生の

研修や，留学生の積極的な受入れなどを拡充していく機関として広範な活動を行っています。

初代センター所長には，学校法人城西大学の常務理事であり，本学の学長である人文学部の

水田宗子教授が就任しました。水田教授は1961年，東京都立大学大学院英米文学科修七課程在学

中，フルブライト奨学生としてイエール大学大学院に留学， 1970年同大学で博士号を取得，以後

メリーマウント大学，スクリプス大学，南カリフォルニア大学などで比較文学の研究と教宥にあ

たってきました。その20年にわたる在米経験から， 日本に関心のある諸外国の人々が日本文化と

社会を理解するのに役立っために英文誌 REVIEWOF JAPANESE CULTURE AND SOCIETY 

の発行を企画し，創刊号を1986年に刊行しました。研究員がそれぞれの領域における研究の成

果を発表できる場として，「JOSAIINTERNATIONAL REVIEW:国際文化研究所紀要」を

創刊し，英文誌とともに年 1阿刊行しています。また，女性学の「U.S.-JAPAN WOMEN'S 

JOURNAL」を定期的にfiJ行しています。

REVIEW of JAPANESE CULTURE AND SOCIETY 

Vol. 1-Vol. 15（英文誌）

U.S. -JAPAN WOMEN'S JOURNAL 

英語版 Number 1 -26 

日本語版 Number 1 -27 

国際文化研究所紀要

第 1号一第10号

センターでは，これまでの学術研究・交流の，ともすれば欧米に偏ったあり方をあらため，ア

ジア・アフリカなども含んだゲローバルな，より広く多様な異文化間の相互交流・相互理解の視

点と関係を作りだしたいと考えています。その活動の要点を列記するとド記のようになります。

(1) 本学教員の国内外の研修，客員教授・研究員・留学牛の積極的な交流・受人れ。

(2) 在学生の教育に貢献する語学セミナーはじめ各種課外活動。

(3) 国際交流，日本文化の紹介，国際シンポジウムの開催など。
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(4) 比較女性文化研究のための資料・情報の収集・交換，研究会•寄付講座・シンポジウム

などの開催。

(5) 機関紙，研究刊行物，翻訳および英文刊行物の発行。

これらのうち，皆さんに特に関連がある活動について説明します。

I.海外留学をはじめとする国際交流の推進

アメリカのカリフォルニア大学リバーサイド校 (UCR) とウェスタン・ミシガン大学

(WMU)，カナダのカモーソン・カレッジ (CC) とセントメアリーズ大学 (SMU) 台湾の淡

江大学他，計12大学との姉妹校提携および中国の吉林省延辺医学院との友好提携が結ばれ，学

術交流，学生・教職員の交流が盛んに行われています。

また， 1989年4月からは国際化時代に生きる感性と能力を持った若い人材を育成するための

本学校法人独自の海外留学制度 JEAP(Josai Education Abroad Program :城西国際大学海外

教育プログラム）も発足しています (68頁～71頁を必読）。

II.社会人・学生を対象としたエクステンション・プログラムの実施

「いつからでも，いつでも，だれでも学べる」開かれたもう一つの大学＝コミュニティカレ

ッジ（エクステンション・プログラム）。本学では，学生，社会人，女性，外国人留学生のた

めに豊富なコースとプログラムを設けていきます。

まず開講を予定している講座の内，学生の資格取得や技能習得に関する内容のエクステンシ

ョン・プログラムの概略を紹介します。

◎ INTENSIVE ENGLISH講座

日常会話に必要な応用力をつける「英会話人門，中級， Discussions」コース，子供達に

英語を教えるための「TeachingEnglish to Children」や楽しく演じる「EnglishThrough 

Drama」などを実施。 1級の合格をめざす「英検特訓コース」などを予定しています。

◎ TOUCH COMPUTER !講座

資格取得目標の「日商文書技能検定受験準備」「MOUS検定対策」そして英語で学ぶ

「Making Homepage in English」を実施。更に腕をあげたい方への各講座を予定していま

す。

◎ 小売商検定試験（販売士）対策講座

小売業経営に密着し，百貨店や専門店などの販売業でのプロとしての証明となる資格取得

を目的とした講座です。

◎ 健康講座

ダイエットや美容のために役立つ「中国気功」，「太極拳」を実施しています。

また，学校法人城西大学国際文化教育センター（生涯教育センター）のプログラムは，学
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生のみならす，職場や地域で目立し糾しい能））や技能を身につけようとする社会人や女‘l'f:.など

のためにも lIj瓜されてしヽます 地域の人々と本学学1か共に学べる， rli民講／4,;的なプログラム

としては， ［・・11じ溝I巫のほかに，楽しく作品をfI: I．．げる「ドライフラワーアレンシメント」，「L

術で追ぶ」，「阿波脱の紋り染色」そのほかに日然を学ぶ「森を交しむ晶!M」なと教義を闘める

プログラム，悠性をみかくプログラムを f定していますし



JEAP（城西国際大学海外教育プログラム）

| JEAP （城西国際大学海外教育プログラム） I 
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JEAP（城西国際大学海外教育プログラム）

I.留学

JEAP = Josai (International) Education Abroad Program（城西国際大学海外教育プログラ

ム）は，国際化時代を生きる感性と能力を身につけるために設けられた本学独自の海外留学制度

です。

その基本方針は，休学せずに在学のままで，姉妹校であるカリフォルニア大学 (UCR) や特

別な提携校であるウエスタン・ミシガン大学 (WMU)，カモーソン大学 (CC)およびセントメ

アリーズ大学 (SMU)および首都師範大学 (CNU) に留学（期間は， 6か月， 8か月， 1年）

し，本学を 4年間で卒業できることです。とくに UCRでは，両大学間の協定にもとづいて本学

の学生のために特別のカリキュラムを組んでおり，さらに， JCR(Josai Center in Riverside) 

に常駐する ResidentDirectorがー＾人ひとりの留学生の学習・研究と生活の両面についてアドヴ

ァイスを行い，皆さんの留学生活が円滑に送られるような体制を整えています。

また UCRと同様に本学と提携関係を結んでいるウエスタン・ミシガン大学 (WMU)，カナダ

のカモーソン・カレッジ (CC) との JEAP協定も， UCRと同じように整備されつつあります。

1. 留学に必要な条件

(1) 本学に 1年以上在学していること。つまり，留学は 2年次以降に行う。

(2) 単年次配当科目の単位を取得していること。例えば， 2年次で留学する場合には， 1年

次配当科目の単位を取得していること。

(3) 留学生活が可能な英語能力を修得していること。

留学生活を実り多いものにするには TOEFL400点以上の英語能力をもっていることが

望ましいので，必要に応じて国際文化教育センターのエクステンション講座を受講するな

どして能カアップに務めること。

【注】 TOEFL(Test of English as a Foreign Language) は，英語圏の大学へ留学するの

に必要な英語力をはかる世界共通の英語能力試験。

2. 留学中の授業等

(1) JCR (Josai Center in Riverside)のカリキュラム (UCRのみ）

・JCRの本学教員による謡義・ゼミ等。

・ UCRの IntensiveEnglish (UCR・エクステンション学部による「外国人のための語

学」プログラム）。

・ UCR学部の授業の履修 (1, 2科H程度。英語力の条件あり）。

・ UCRの教授スタッフによる特別カリキュラム。



JEAP 77 

•本学学生のための特別語学クラスでの TOEFL500点を目標とした授業。

TOEFL500点に到達すると， UCRのカリキュラムを自由に受講できます。

(2) JCRの課外プログラム

・ UCRの図書館，テニスコートやプール，ゴルフコースなどの利用。

・ UCRの多彩なエクステンション・プログラムの自由な選択・受講。

・企業・研究所・劇場・美術館・史跡などの見学。

・個人または小グループでの週末の小旅行やスポーツ観戦など。

・英語をマスターするためのテューター・システムの利用。

授業以外の時間帯に，一対一の英語の個人教授を，申請すれば受けられます。

3.単位の取得と認定

JCRのカリキュラムおよびUCRなど留学先の大学のカリキュラムで履修した科目と単位

が， 1年間で最高30単位まで認定されます。

4. ホームステイ

UCR, CCならびに SMUは，配慮の行き届いたホームステイ・システムを確立していま

す。その斡旋によって留学生一人ひとりが適切な家庭に滞在し，家族の一員としてアメリ

カ，あるいはカナダの人々の日常生活を体験するこができます。費用には，宿泊，食費が含

まれて，極めて安価です。

5. 寮

WMU, CNUでは，大学寮での生活となります。

とくに UCRでは，最初の学期を終えたあと，大学の寮に入ることも可能です。

6. 費用

本学への授業料他，留学先大学の授業料，渡航費，滞在費，保険代等がかかります。為替

レートや諸条件の変化により，毎年金額が変わりますので詳しくは，国際文化教育センター

にお間い合わせください。

II. 交換留学制度

JEAPプログラムとは別に，姉妹校での 6か月～ 1年を期間として交換留学生として派遣され

る制度があります。

くわしい内容は国際文化教育センターにお間い合せドさい。

皿サマー・セミナー

留学までは考えていないけれども，英語研修と同時にアメリカやカナダの文化に触れたりアメ
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リカの人地に立ってみたい人のために，夏期休暇中に CC・ l!CR ・ S'-.1じにおいてサマー・セミ

ナーを1}廿きます また，スペインのハルセロナ ,・1治）ゞ 学でのスペイン，］｛Hi)［修，り：＇;¥II」の東l！り大学て

の韓lKI晶研修，北以の I}［都帥範大学での叫1-1,,｛渭修のコースがあります セミナーの期間は， 2 

週間から 1か月間とコースによって児なります

各コースとも呵プロクラムの内容に］か徴があるので， 1rl分の 11的にかなうコースを選ふことか

而以です ，沿しくは，オリエンテーションに出Ir，i’；して 1姐いてください

どのコースに参加する場合も，価修効果を 1'，沿めるために， JEAPI月連利•日から 1 利•I! (2平

位）を、サマー，セミナーに先立って履修しておくことか亨ましい

l¥＼卒業後プログラム

4年て、 JIじを卒業したあと， Jじ＼Pでの情学を希叩する学'|9)ためのプロクラムも）［l、立され

ている(‘卒業後の人’l:]11丸ぶこ留学を糾み人れたい学生は， 11sll象センターに相談すること

〔留学に向けての履修について〕

JEAPでの留学効果をより閻めるために、留学を希沼する学牛は特に次のことに注瓜して履修

登録をすることか叩ましい

1. 1年次必修の英，，｛i-1ふ英，粛 IBは必ず 1年次中に1役修し，合格しておくこと

2. 災会，i古Iを）役修しておくことが沼ましい

3. Reading & Writingおよひ Speaking& Listeningなどは，学科設定の必修科IIなどの版

修に1雌‘rりかなしヽことを雁かめてから履修すること

注 l l．．のりし公』， Reading& ¥¥'riting. Speaking & Listeningなとの利I!は留学のための絶対条件て

はありません 時間衣て必修科 I! と i「なる場合ぱ必修科•Hを最優先してくださし＼ たたし彎 ttl学

効呆をあけるためには1役修しておくことか望ましい あくまても IIか1iij}、と照らし合わせて少なく

とも l 科•日は履修しておくとよい

12' スペインおよび叫,j （北以）へのサマー・セミナーに関しては，特に参加条件はないC・スペイ

ン，i(i,巾l1s|，面を1復修している必要はない



J l→: ^ ＼ ['79 

JEAP参加への手順

ガイダンス •— ------I 

申し込み o - •| 

授業開始

-- I—-------
'TOEFL（第1回）

ミシガン・テスト

TOEFL（第2回）
ミシガン・テスト •□| 

400点を目標に・
---，-

--___ L __ 
！学部申請・選考●一
L_ _ -- 、一一 一一

一一
i | 

1月に、情学ガイダンスを1jしヽます，2

留学希叩者（未定者も 1i[）は、まず'Ji務字の

川［繁文化教宥センターに 1れし込みますッ

TOEFLおよびミシガン・テストによる到迂度

チェック

TOEFL300、1ばをクリアーした段階で各所属学

部へ留学のIII品をし、 19『Il［を得ます

学部や年次にしたがって、留学 ll iに何を学ぶ

かとしヽう学習Ii「lHliや、爪位の収得や忍定など

についての助パと指導を得てくださいヘ

~ 

――
 

TOEFL 500点

――
 

•\ --- ． 

． 

前出「］CRのカリキュラム」の項を参照っ lnl

行の本学教授スタソフによる溝義・ゼミ・プ

ロゼミや、じCRの教授スタッフによるアメリ

カ社会・文化についての溝義を受溝しながら、

じCRのIntensive Englishなど、 TOEFL:SOO、,,',,:

のレベルを llさすレ、／スンを受けます

300、1仄を突破したら、、し［f、数により UCRの溝義

を選択して受溝OK

IIざせ、 TOEFL:SOO、1¥! 

叫るい「tiカリフォルニアのI傷光があふれる

アメリカン・キャンパスの II を々

よく学ぴ、よく遊べ 1

（他大学への留学も、これに従う）
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2004年度 (3月期出発 UCR)JEAP留学の流れを下記のスケジュールにそって出

発までの手続き関係を進めましたので参考にして下さい。

2003年 10/6 留学願書提出期限

（添付書類：語学能力証明古・健康診断書・留学についての作文）

12月上旬 第 1回オリエンテーション

※ JEAP実施委員会代表者出席

※ UCR人学願青＆ HOMESTAY叶l込書記人方法説明

※パスポート申請要領＆留学ヴィザ取得必要書類説明

12月中旬 第2回オリエンテーション

2004年 2/28

※ UCR人学願書＆ HOMESTAY申込書提出

父祉および学生への説明会

※留学生活の意義等全般説明

※パスポート提出期限

※U.S.ヴィザ申晶書類提出

※アメリカ生活事情・治安状態説明

※外貨購入・旅行用品説明

※質疑応答

3月上旬 出発前最終オリエンテーション

※出発日の集合時間・場所の確認

※日米出人国管理書類内容の確認及び署名

3/23 出発

（以後の主な手続き）

UCRレジストレーション

授業開始
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プロジェクト教育センター
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プロジュクト教育センター

プロジェクト教育センターとは？

プロシェクト教官センターは， “BePositin, !..，をモットーとして，平成15年11)］に設立され

たセンターです “Be Positive !"は，「前向きに生きよう」とか，「将木に希望を持とう-とい

った、iふ味です ‘IIセンターでは， 大学教行を迎して将来の炒を行みたいと息っている学化を1心抜

すべく，多彩なプログラムを）1]、iふして「あなた」をおりもしています

プロジェクト教育センターの 3分野の活動

プロジェクト教行センターは， tに以ドの 3分野の活動をしています

・「プロジェクト教育プログラム」の丈施•…••従来のカリキュラムではなかなか‘に加できない

ような教行プロラムを実施します (II、卜しくは次貞を参照のこと）

・よ末晶I他の全1ト調杷と実施・・・・・` 未来溝）他 (85貞を参照してください）の令似；/乱吼とをすると

共に，木収溝I巫 の 惰I；を独l］にプロジェクト教ffセンターとして実施しています 未来溝I巫

も広い邸味での「プロジェクト教有プログラム」の•つと名えます

. hilj，ヽり攻ilJ」疫の令1本調杷..・・・・従来のカリキュラムのプラス aとして， 各センターを中心にな

されているhilj内攻訓度 (89-113貞を参照してください）の全1本調柩をしています 闊IJ，・り攻

糾襄と連動する，「プロジェクト教ffプログラム」の実施もよ援しています

「プロジェクト教育プログラム」とは？

［プロジェクト教脊プログラム」の内容は， 1IJ年，変わりますか，次のような教行を Il指して

しヽます,.

・ llll}姐について考え， 1！il題の解決）j法（ソリューション）を見つけ出し， 1！il姐鮒訊を実践する

教ff

・、、J、:：Itが柏極的に関わり，個人としての力を麻め，将米設』のなかで具イ本的な llに見える成呆

を挙げる教存

・イ11Jかを作るとか， イベントをするといったプロジェクトを丈施することにより，学生が1]ら

の）Jを翡め、将来につなげていく教ff

いずれにしても，教える側も教わる側も，貞剣勝負 どちらも本気で取り組む，そんな教官を

11指しますe

「プロジェクト教育プログラム」を受講するには？

伽l々 のプログラムの内容は，すべて褐小します 掲小に注、iよしてください

間い合わせは，褐ポの間合せ先にしてください（プロシェクト教脊センターにぱ常設の事務局

はありません）し
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城11叩際）ゞ 学の学＇じならば， 9，jfでも受溝できます ただし、定且や，希沼者多数の場合には選

抜をします

脱修の仕力は各プログラムで児なります 褐ぷに従ってください 各学期の初めの通‘常の履

修llI,IIりとは， まったく別に履修1|i,IIりをする形になります

「プロジェクト教育プログラム」は単位になりますか？

叩¥/可忍定をおこなうプログラムと，そうでないプログラムがあります ）＜i訊分のプログラムで

はプロシェクト終［後．爪位晶定がされます その場合．人文学部の学’卜ム.には.:,,1,;門科II(「プ

ロシェクト教ffI ~ w」各 2爪位， ri|4科 IIのいすれか）として爪位．が認、定されます 舒‘i判‘Iti恨

学立1ぶ伽祉総合学i•第の学＇［は他学部履修の枠を利llj して， 1••r1山の利•I.1を今業m.f立に糾み込むこ

とができます 槃学部の学生は，他学祁履修の粋がありませんので， 1、侶業爪位に組み込むことは

できませんが｀ I’l lll科 11として受溝できます

アドバイス

あなたのやる気と本気さが試されるプログラムです 「1分の将来を名え， 1］ij向きに取り組む，

"Be PositiYe !＂なあなたを待ってしヽます
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| JIU未来講座 I 
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JIU未来講座

急速に発展した科学とテクノロシーによヮて． IIt弄ば伯恨ネ I トワークて［瞬鳴に帖はれ．地球

を・つの牛活園とさえする父通と交流か可能となった平Ihiて，｝＇＇［文化間のイ況芯容と抗争もまた深

刻化していて， i此沌としたイ遠~Iリ］な現実は，糾しい Ill：紀となった今も if1『決していません

21111:紀か始まった現在、オ汎来はオ玖IIな魅）Jに満ちています 祈しい経験と祈しいモテルをよ向

して，ここからぷJiしく出発すること 灰ll‘|、'［と粘神を眼り込ませていては「木＊」は視えてこない

のです

核の廃束，紛争の[I'll際的鮒決，紆済発展と貧1村の如j)i. ＇『j.I位からの解放， ‘jー：iii青加の探1已環

塙破壊につなからなし、エネルギーの閲発，都市の設』，追仏 fや生殖テクノロシーをふくむ牛命

科学の発展とコントロールの必要I‘’1等々 ， 21Ill:紀に私たちが直I(Ilするさまさまな[II]題と，変容す

る文化と人間をみつめて，私たちは．「Jl［木＊,:,l¥'l'Vi」を企圃し，スタートしました

間学以来，多くの成果をあげてきた「JIじ省付晶IKiりをさらにひと [11[り大きく成長させた，こ

の「JIlT木米晶IAi9」は， IIかにはそれそれの分野の最先端で活忙化されている先生）jを招いて．)',ぃ

人々のいきしヽきとした知的閃心を刺激し．日発的で l-．．休的な探求心を IIざめさせる，フレッシュ

なテーマを）I］直して．長期にわたって1}l]設されます

それと [ll]時に，この晶庫を 1iiに受lli1日するだけはでなく，テーマの設定や晶l'：Illの希叩などに学牛

晶村の出を反映させ， また， ,{1Vi:I巫の述管などにも学牛滸村の利｛極的な参加を求め．「木米，，轟／脩J

を，教且，研究員，大学院牛，学生のユニークな協働の場にしたいと名えています

多様でハラエティに‘岱んだ数多くのテーマを学ぶとともに， •つのテーマをさまざまな角度か

らより深く掘りドげ， jfIl解したり．参加者の・人ひとりか知識と息索と想像）Jの他かな［I［能竹を

l,1分1]身に発見する，私たちは．「オ旦来溝IAiぐ」をそういうプロジェクトとして成功させようと呼

びかけますし

2004年度の未来溝JI•iをは，将米，社会で活蹄できる人材の有成を目的として『TOEIC 600 Club」

「11濯メデイアキャリア形成 Project」「フィールド能）JI}｝l発プロジェクト」の 3溝I巫を 1}廿溝しま

しに本年）文も 3，溝廂を継紬f定です 叶細は担‘I.i教授におlllJい合わせください

「TOEIし`600Club」

関辿分野・ •・・・·りし 1^9ft

ぶ亜の ll椋

担 ‘li 飯倉 爪教授（人文学i耶lKl|：祭父流学科）

1. TOEICを通して災晶能力の向 I.：を 11指します

2. 会員[rij卜でりしII{i)Jの1f1JI・.をはかるためにりJi凶琢附するクラブです
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3. 会貝には TOEIC受験料（学内）や対依講附受溝料の惰加を袖助しますが，［ri]I月に個

人l.l椋を達成するために -It懸命努｝Jすることが求められます 属叫I」として，年4[11]の

TOEIC受験（学内）と対策，lil¥:Ki位の受贔勉強会への参加などを義務付けますへ本気で勉

強することが必要です

「情報メディア形成 Project」 担‘li 哀 福之 教授（メデイア学部メデイア情恨学科）

関連分野・・・・・・・・・911i-．、tli・メディア

溝廊の Il標

＇情報メデイアについて「専門知識」「スキル］「経験・ 1本験Jの 3点、からキャリアにつなが

る実践能力，間題処耶能力を身につけます，ヘ

専門知識……「初級システムアドミニストレータ」試験の合格をめざします。

スキル………マイクロソフトの認、定責格「:vIOUS」の合格をめざします。

経験・体験 Project・・・・・・

l 祭りのインターネット・ストリーミングライブ中綿（東金やっさまつり，佐介まちづ

くりフェスタ，ユーカリケ l1:ハロウィーンパレード，茂｝！；［し夕祭り）

2 佐介市のデジタルムービーマップ

3' 11即l|rti9棚l廿の四季」映像撮影

地理閏恨システムのコンテンツ作成など

「フィールド能力開発プロジェクト」 担‘Ii 介林賃砂斗 教授（人文学部[-k]際文化学科）

関連分野・.....名古学・歴史学・民俗学・民族‘ヽ・ド・地即学など

溝1,ドの ll標

1. キャンパス外で1¥¥fli．脊料を収集する）),それらを分類柩雌する力，そして間題の所在

を明らかにする）Jを壺います。

2. キャンパス外での調1t研究活動をとおして．コミュニケーション能）Jや間題解決能力を

有成します）

3. 調介研究結呆をまとめてl•I」行するまでの作菜に参加し．そのノウハウを身につけること

をII指します／）

未来溝I巫は，泊水建設株式会社，株式会社人林糸ll,‘i;,;1：火災洵じ保除株式会社，｛，':j砂熱学l菜

株式会礼，株式会社ュアテックの協怜により述‘院されています、
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女性学副専攻

女性学は，人間に対する祈視、1仄によって2011［紀後半に成立した価究伯域です 学院的，比較文

化的な「女↑化学」としヽう学間はアメリカでItまれ，その後， 各 ll•I の）ゞ学に妍ししヽ教行と研究の

カリキュラムができ， ‘It;［別・ジェンダー格凡．．．の｛［イ「する社会制度の名寮と分析，羞別を正‘11化

し紺．特する息想と文化の構造．また），’ー：別の）t；［|）、lや＇災囚の研究に 1月する多くの業舶を柏んできまし

だ本学は，その先巡的な学l間にいち旱 <il:11し，平成 8年 4月， II本で初めて女竹学1り攻修 I:

諜程を1}fl設しました

しヽずれの学祁におしヽても，学生が女刊学の視、l,闊を糾I• 立して「人間」「文化」「ネ［会」への深し叶IIIj

察））を深めて，超｛，沿齢化と少 f化という illj約の中で男女共牛社会を構互築していき， 2lIlt紀の社会

の担い『となる人材を丘成するために．女竹学副攻をi悦いています 4年間の中で， 女竹学関連

科 IIを蘭lj内攻として学宵することにより， ・人ひとりがキャリア形成を 1]指していけます、

1. 女性学関連科目と修得認定単位について

本学には，女性学潤連科 IIが27科 ll (7(）iit1立）あり， 1年次から）役修，1|訓を立てていきます

4年間で所定の単位以l̂^ 修得した場合には，女刊学の知識・見識を修得したことを認、め，「女‘It

学hilj専攻修得，忍定，l1E」を授りしますc

「．

！ 

平≫ 名

女1’Itと表現

,~『I：起業る＜論
染織文化 I ([ I本）

一・・・ --

年次および平ぶ／：数
.,. 

l {l : + 2年 '3年 4年
------ -

2 ヽBG 

間溝学科

4
 

4
 

り
J

ゥ ＇ 

HL 
．． ．^ん・・

FS 

PC 

l HL 
，． 

4
 

9
]
9
]
 

HL 
→一

i IIL 
—・・ ！ •••- -----........... 

ゥ
]

HL 

HL 

4
 

2
 

HL ・ FS ・ HI 
．．．． 

XA 

FS • FM 

IIL 
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fヽ
↑
 

•--- ---．＿＿＿＿- --—-------- ---― 7 

年次および単位放
11 名 仙 名

如＇1［文化史 II (II［界）
. ． .  ．．．．．． 

ジェンダーと経貨・＇情報
------ ..ー・ •ー・

染織文化 II （アジア）
．．．．． 

ジェンダーと観光文化
------. ．．． 

Ill：界女竹・の日己衣現
i•—•• 

女1‘’1とネ1会 I (家放・イ 1• 9li) 

女‘『I．と杜公 II （地域・余Ill見）

1 1本の社公 II (女竹と家放）

ミI
'
 4

 

4
 .

.

 

I
'
 

3
 i

2
 

^•• 
/
r
 2

 

•
こ

/
r
 

ー

HL 
---- ---------L-------•ー・—--- ------―--- -----

ウ

‘) 

＇ 一l____--•--••••-•-•-•---•--•--••---
2 

2 

HL 

-·--—---•l 

l 
, HL 
. ．  

HK 

i HL ・ FS 
し

I 

4
 

[__ _____ _ 

HL ・ FS i 

l liL 
--- - 一ー・

アメリカの社会 II (女『［と家族） 4 • HL 
•----——-- -- - -—--- --------- ----- -+•--• •----—-. - ---•-——-----• [ ＿-----―-―-―--| 

グローハリゼーションと女11政菜 ！ 2 | HL 
------ ---- ------ -- -----~-------- [__ ____'---- - -----------'---- -- -------

テレワーク •SOHO論 2 IIL. FM 
．．．ー•--- -•-'- ---- -----------------------'-------~- ------'.？ヽ•--

ジェンダーとil'i費文化 ． ＇ 2 FM 
l -- ． v、•• -•• • 、.-• -•- ..．．．.. •- -. 9. .．． ---- - ．ー・•--- --• ”^  • • - -- --- 、

閲発と女‘『I:- 9 4 : HK 

幻‘It祁｝祉偏 4,  FS 
[ ____―---- ••-- I I _ _＿＿ l 

また， :3 ・ 4年次におしヽては，大学院人文科学{i)f究科女性学専攻の店叶＇り科 ll (iih1)，1を除く）を

8 m．位まで履修することができまずその車．f立もhilj，、リ攻修得忍定単位となります、一

「女‘I‘!［学）1図礎溢 IJ「IIIJII」「[,iJIII J 

「女‘l‘!［学概論 I」「lr1JII」（この 2科IIは、 ジェンダー・女‘『1学研究所l・・催の集中溝義です）
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2. 女性学副専攻の登録から修得認定証授与まで

4月人学It

!，1) ］ 

手 続関係．．．．．． 

オリエンテーション

札[i疑エントリーカードの提出

オリエンテーション

副 lヽり攻登録カート‘の捉出

｛を金衣半I・ : 10.0001リ

修得叩立の目安
---- --

4 iii位

8単位

10附．位以卜．

4 年次 4月 オリエンテーション 10単位ー以l今→

| 10月 修得認定訛の交付願いの提出
--• -、_, - -」

-----

3月 女性学闊ljしり攻修得忍定IIl［の交付一32~40単位

認定llIE発行手数料： 40,000円

9月人学牛
..~ •—- - ---------- ------ --- -------- ----- ------- .  - --- --- -

学年 f 続 閃 係 ！修得爪位の Il安
--------------,--- ---------------- --------------- ----------------- -~---

1年次 I9月 オリエンテーション 4凩位 I 

女性学副専攻登録者は，本学で開催されるジェンダー・女‘Vl．学研究所主催の国際会議．ワーク

ショップ，各種フォーラム等に優先的に参加することができます。また，国内外の研究者とも父

流を深めることができ，国際的感此を養うことができます3

将米の進路として就職を希咄する学牛は，公的機閃，女'『l詞休および伽祉団体等が要求してい

る能力を身につけることができるので，就職活動時において1i利になりますc さらに，女性‘ヽ芥副

専攻において義った女性学の視点は，大学院修上諜程女性学専攻の研究領域につながり，大学院

進学後の研究がスムーズに進みますc

※女性学副専攻科l.1に1月する問い合わせ先 → ジェンダー・女性‘芹研究所

版修，登録に1月する1!ilい合わせ先 → 学部事務室



8本研究副専攻

I 日本研究副専攻
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8本研究副専攻

21 Ill:紀は1Kll菜化の時代としヽわiL．そうした祈 111:紀構築に富りてきる既かな感I•11 と知刊をすかつ人

材か求められてしヽます その中ても特に，児文化即i附（に対する俯かな知，誠を抄つことは．クロー

ハリゼーションの時代ではイ叫欠と息われます IIt界の文化を即鮒するためには、 II本の文化や

社会につし＼ての知議・且1月附（力囁捉であり、また，外ll.. 1人の場合は． l l本をii)|：究することにより．

目分の Ill:界への認識を深めてし、＜ことかできます 本学ては，各学利に）よ礎を ii｛｛くそれそれの学

間禎域での知識の形成とともに，こうした視、1!［から II本につし、てより 1^,1、りの知議を修得するため

の学llill'）'［域として， II本価究闊ljリ｝攻を設i悦しています

人文学祁IKl|；祭文化学科ては， II本につしヽて翡度な学や／か11［能なように，地域文化仙究の学llll飢

域として「ll本・東アシア文化分野」を学宵する科IIか配附されており， II本研究を ir:、点的に巡

めることかできます II本研究叫内攻はその学11,ilii[｛域をさらに広けて．令学祁．仝学科の学牛を

対象として， II本価究を/,ilJ，ヽり攻として学胄し，地域研究の視、1.'i.・ Jiil、を公得し， II本0) !．文化」

「歴史」「文学」「， in{｝」「ネ［会」への深いJり叶附（の形成をはかるように配ii‘,tされています

11"4鳴究/,¥IJ，ヽり攻は． I囁祭文化学科における II本仙究閃連利IIを111心として．その他の学科にお

ける関辿科I-1，外lKl人留学生・帰III生を対象とした特，1足利II. II本晶教介のため0)| 1 4%{t|ll連科

且，日本研究センターが捉供する特別レクチャーや II本仙究セミナーで構成されています

II本研究l[］辿科 11を闊lj,、り攻として学胄することにより．‘‘/:'卜̂ は1年間の中で， 1 1本の文化・礼

会などへの深いii叫寮）Jを義い， lkl|：祭人として1|lhi広い教丘と）心J廿能力に富む責質の）よ盤を築くこと

かでき，そして」人ひとりかよ米に向かってキャリア形成を行むことかできます

なお，従来のアドバイザー制度とともに． /,¥lj'、り攻のアト‘バイサーとして， 11本{lJf究センターの

スタッフか，勉学について指導に％たります

1. 日本研究関連科目と修得認定単位について

本学には II本研究I見］連科IIが，経‘i判‘,＼恨学祁ならびに人文学部， fi叶1I総合学［i|ぶ メティア

学部に1}｝］設されており， 1年次から履修，，1-11!1[を立てていきます 4年間を通して32爪位以 1：修得す

ると， l1本{iJf究の知識・見識を修得したことを，忍め，「lj本価究lI¥lj，、いi攻修得，忍定，1|「」を投りしま

すし

2. 日本研究副専攻関連科目の修得認定単位について

11', ヽ I仙亥学科に開設されている I¼]連科 II を含み． 32 単｛｝：以上を修得してください

12 所属する学科以外の学科におしヽてllfl溝さオしてしヽ る II本間究1月辿科IIの版修は，他学科）役修

単位として卒業爪位数に含みます

13 外[-K1人留学It.、)it}［K]小につしヽては特設科llょり修得したりi1立の内 8川1立か， II本研究副

'，り J父科•ll修得i邸＇，：故として，忍定されます文



II本fiJ|：、先副'』i攻： 95 

14! H 本議閃連科•11 については．「 II 木晶表現法 I ~I¥i」「日本晶教投法[~ VI」より 8単位

が， 日本研究晶ll専攻科Il修得単．f立放として認定されます

, 5 11本研究センターが提供するサマースクール溝咆を1役修した場合は，杭lj，ヽtJi攻科IIとして単．

位賑杯が1/［能です、

3. 日本研究副専攻の登録から修得認定証授与まで

4月人学生
...•..- - -.．-．． 

·—-、‘f• {［＿＿ 丁 続 1月 係＿＿＿ 修得単位のI-/
年次 4月 オリエンテーション 4単位． I 

札〖i疑エントリーカードの提出
.• .`．....．．．．．--̀—•-..~....-• 

2 年次 4月 オリエンテーション 8単位．

副専攻穀録カードの捉／I¥

｛をi城斗礼： 10,0001リ
L_____ -． -------

! 3 年次 4月 オリエンテーション 10りt位
9 9、-- -• 

4 年次 4月 オリエンテーション 10平1立
i 10月 修得忍定IIl［の父付願いの提出

: 
← ―二＿．•-- •-..:.^• - ...---• ●・．．．．、ロニ了 ご”• -••.. -•••::- ＿＿．-•t •へ t... ::： --了.＿..-:..^ー・・こここご――― • --．．.：-• •一― —• ----

卒 業 II、i: 3月 日本研究liiij内攻修得，，忍定，北の父付 32爪位

認、クし』lf.1合釘^了1次半l・:40.0001リ
-~ - -

9月人学生
---- -----, ----- -- - -- ---- -

学介：．
ー• - -

年 次

2 年次

手続 1月係 修得爪位の ll安
----

9月 オリエンテーション 4爪位

悦擬エントリーカードの提出
- -- ------- --- -

9 }j オリエンテーション 8車．位

副内攻登録カードの提出

｛禿全』lfl: 10.000[LJ 
----―----------- -------・・-

3 年次 9 JJ オリエンテーション l 0 i i i. 1 ¥ 9 ! .. 

1 年次 9 }j オリエンテーション 1 0 i it 1 I 9 !̂ . 

4 JJ 修得品、定IIllの父付崩lしヽ の捉出

卒業 II、i 9 Jj 11本研究iiljしり攻修得認、、心』の交付 32爪位．

I，忍定lll［発fj・^『数料： 40・000| l l 

| 
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日本研究甜l専攻翌録者は， l-1本研究センターi:．催の牛、『別溝油会，ワークショップ，各種フォー

ラムてかに俊先的に参加することかでき， また， ［1本研究のための特別レクチャーやセミナーを無

料で受溝することができますく9

将来の進路として，教脊職 (II本泊教員含む）・研究職府を II指す学Itは， 11本の文化，歴

史，社会について必要な知識を身につけることかできます 洵外において企業および行政機関の

仕＇れに従巾する 1繁には，日本研究から得た知識は，よりよい人間関係を築いていくために必要な

コミュニケーション能力の）よ礎になります(‘さらに， 日本研究闊l」専攻において投われた卜1本研究

の視、］ばは，大学1；応修l:13果程国際文化しり攻の価究飢域につながり，大学院進学後の研究かスムーズ

に進みます

"l'：細については，オリエンテーション時に況明をします

※ H本研究関連利廿に関する間い合わせ先 → 日本研究センター

股修および登録手続きに関する間い合わせ先 → 学 部r廿務室



リスクマネジメント副専攻

1 リスクマネジメント副専攻
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リスクマネジメント副専攻

「キーパーソンになるための人間力構築」

「リスクヘ備えるための知識・技術・経験の装備」

「リスクマネジメントは企業・行政・個人の中核」

現在，われわれの社公は．グローハル化，ホーダレス化． IT化の中て，敲争メカニスムを前

捉として経済合即刊をより屯視する杜会へと変容しています 安定から流動へというハラダイム

変化は．ラストリソートの泊失を加辿させ，命菜や個人に急激な変吊を促しました その鈷呆，

命業は複雑かつll：大なリスクに直Ihiし， また11r1i]人におし、てもさまさまなリスクと無緑てはしヽられ

なくなってきています これまてわれわれは、リスクに対し．その対処）ji」<, |II]逍｝j仏をネガテ

イブにどえてきました しかし．闊代の変化は．リスクに対するわれわれの見力をも変えました

マイナスのリスクからプラスのリスクヘとフォーカスポイントを移動させ． リスクを「とる」

としヽう J<J見も JIJいられるようになりました つまり， リスク O){{介を ‘11然のものとして．これを

適切にコントロールしてマイナスの影評を少なくし．柏仰的なリスクヘッシによりそのリスクに

呆敢にチャレンジしてハイリターンを求めるのです ベンチャーヒシネスの勃興やへ •J シファン

ドの降盛は，リスクをチャンスと捉える社会の到米の91JI左といえるてしょう ベンチャービシネ

スに代』、されるように．柏枷的にリスクに挑戦することは， イノベーションを促迎し，杜公への

多人なる貞胤にも糾び付きます 個人牛活におしヽては．終身／1illlの崩壊，少 j勺晶齢社会，核家放

化など社会構造の変化によって、 1叶i/1.，災‘,見吹崩などのリスクに加え， I1i'）ll，年企，介設など

のリスクが訓在化しています 1・1己立1［社会を迎え， 11h]人もこのようなリスクに対しアクティブ

な対応が求められます リスクを「把111:」「対応」「 f|；い「復 Ill 」できる知識•技術・経験を装1llij し，

ィく確‘jこな 'li象の多い礼公て的li‘『かつii噂｝Jある行動かできる人間））の構築か重＇災です このよう

に， リスクマネシメントは，今II的に而炭な間：姐であり，時代のキーワートとなっています

そこで，本学では，各学科に），しづくそれそれの学間飢域での知識形成とともに，総合人学とし

ての多様I•/［と「IT とマネジメント」を生かしたリスクマネシメント闊Ij [1}攻を平成15年襄よりは

ii’,tしています 各学科に札I県／「的に配附されているリスクマネジメント副 I、1J［攻科甘を学宵すること

により，ポテンシャルが最大限に 1） 1き出され，危険対応時の、1立息決定能）), リスクヘの機敏な対

応能力が身に付き，またそのような糾しい知識は，危除竹岬，防災，父辿，行政，伽祉，まちづ

くり，エリアマーケティンク，観）じなど地域に密沿した多くの謀也ても1心ill的に/1ilJ/Jしていくこ
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とができます lIt界で，また地域で，身に付いた知識・技術＇・経験は，人いに役立つのですへ

リスクマネジメント iilj内攻を構成する科II群は以ドのようになってしヽます tに経‘i:tl'i冒II学

祁に利•II か配 ii’'i• されてしヽますか，人文学部・作濯総合学部・メデイア学祁においても．伽祉，観

光などに1月する 1月連科l1か多数配iiりされています リスクマネジメント科lll抒ては、リスクマネ

シメント分野で扱われるトピノクスを総論的・網羅的に学や／します 起菜マネジメント科llIf「お

よひ地即柏恨．喉間柏恨科II lffでは．牡色あるアプローチで投業を!1(|｝廿します 特に地雌情殴．

平1:11、1.1り［I｛科 Il1作では，本学の最人の特徴である地雌付i!（|｛システム (GIS) をJIlいて投業を行いま

す 地皿的・平間的裳囚に依｛［するリスクに対する分析・対箪 III]^、条に GISはJI・常にfi)IJで．そ

の技術の修得は， さまざまな知，，；いとハーモナイズして， リスクマネジメントの展間をより広げる

ことを 11［能にします その他閃連科ll群では，リスクマネジメント修得にイi益てあるその他の閃

辿科llをl1,1lj内攻忍定科llとして指定しています

闊lj内攻登録を行しヽ規定の爪位数を取得した学牛は，ネ業ll、｝に， i：-1り攻の卒業，，ll-．lり以外に， リス

クマネシメント副内攻のhilj内攻修得，忍定，北を受け収ります これは，キャリア形成．j・・イil1]な費格

です lL]家公務員，地）j公務且，アントレプレナー（起業家），舒‘iオコンサルタントなどでその

力を発揮することかでき，牡に GISの修得は，その祁人がf定されている令[1q各191治1本におい

てGIS内1"J家として活抑することが附特されます また、 ＾般企業への就職においても，企業

の分礼化やベンチャーカンパニー（社内ベンチャー）設立の流れの中で，［l己実現のチャンスを

つかむことが期特されます

リスクマネジメント hilj内攻を学胄するための登録）j法，閃辿科II、副内攻修得認、定爪位放な

ど， III嘩Illな況lリ］については，オリエンテーションや晶明公時に行います また，十II談も随時受け

付けています

履修計画と必要単位数

",1i義科11It.、日こ小されている科IIの中から 1<,，心屁修］，'定を参ぢに，，!11hi的にl役修を行って1くさし、

副内攻に1月しては， まず，登録が必裳です その後．リスクマネジメント i,',lj内攻に配‘りされてい

る，，翡義科Il l刊より最低32爪位を収得することで卒業II、iに，，忍定，油を受け収ることかできます ，溝義

朴11は．複数の学科にまたがって配i行されています 他学科の利•II を 1役修することで多様なりILL 誡

を身に付けることかできます /,¥詞攻穀録をしたら他学科のIIi間割もきちんとチェ、Jクしましょ

う ）役修（こ I象して｛よ．配 ‘’i 学｛，—.と 1}廿，溝 11.\l!JJ( こ ii:^  91立をして 1くさし、 また．地J:11し11lj‘}|｛ ・‘1し1!ijh'J,}|｛科 [f

(GlS l¼L連の長業）は， リスクマネジメント /,'jlj，ヽり攻登録を済ませていない学化は履修することが

できません



100 

副専攻登録料と認定証発行手数料

※登録料及び認定i正発行手数料は2005年現在のものである。



中国文化副専攻

中国文化副専攻 I 
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中国文化副専攻

中11,)は2001年の＼VT(））Jll糀｝を樅に囀 Ill:界舒済の枠糾みに糾み込まれ，「Ill:界の I"．場］から「Ill:

界のlli場」へと蹄進しようとしてしヽます このような状況0)1 |l．今後｀中)1．廿l公の安定．経済0)

持紬成長は中日だけでなく， lk||：祭社公におし、てもその屯裳1'1．か闘まっていきます

l l中紆済1月係を見ると，これまで安仙な労働力の利JIJかII的て中日に迎出してし、た 11系介業

は、次第に11111、-l市場密着咽0)II'［扱投責に変わってしヽきます .)j, I I I IE］紆済の発展は近隣の粁

済）ゞ IKIである II本からの責本囀技術の利Illも小11［欠です 今後，中日の発展を如何に利111してい

くのか，中日の挑戦にどのように対応してしヽくのか，そして， l |中間の長期にわたる安定的な舒

済協力1月係，講和的な政治・社会システムを如何に構築してしヽくのかが， 11中IIIIJIk]にとグ）ての ip̂

汲な諜題です 特に、民間祁門においては中IE)巾場を 11指した II系企業の巡出が加速してし、<

中， 1|中）に，ll'・しし、人材をイiすることは 11中民間］ピシネス発展の Iiij捉条件てあり，成功0)）上本条件

にもなります 従って，中11.-）の文化，社公，／ ；ー／9｛}'ふを熟知し，舒済， il、̂11I：等の l‘¥ll"J)、II誠を行し，

闘炭l’}＼恨化社会に適応していける人材は，これまて以卜に 1T（'炭視され｀必裳とされます

巾h1文化淵l'、1J'攻は，このような社会的なニースに対応し，中日1月連科 llの允丈を図ると j,i]II、¥

に， 119|lし1，翡による科IIの間，III}や， 11中文化比校科11などを唸人し， ll巾コミュニケーション能）J

の1f1JI：と， ll中lI1,jIk]文化の比校をしなから中l1,-1文化に1灯lする知識を系統的に胄得することが11J

能です また，中日留学生かこの/,¥lj，ヽ り攻を）役修することによって， II本の人学で II本社会をヘー

スとした内1"]教行を受けなから， I吐IKlの発展を複眼的な視、1仄でとらえ， JI11-i附（し，卒業後， I吐lk]の

発展に貞献し， IJ中父流のスペシャリストになることが期竹されます

1. 中国文化関連科目と修得認定単位について

4叫ll'、リ攻は， tとして「li•II/t 」 (l8 爪位），「文化・ 1柾史・社会」 (10 爪位）．「経済・法{It 」 (10

爪位）という：．つの科 IIfl・・［から構成されます また．総合実践科 11としての「プロジェクト教

脊」や，「中 I•Is]研修・インターンシソプ」を設け，さらに，中 [1.. 1文化学宵のステソプアップとし

て， 3， 4年次に「叫KI文化総合訓宵・卒論」を導入しています

本副専攻ば‘和',;1ぶ学科柚断的な）復修が特徴です 1年次から履修，寸lihiを立て， 4年間で所定の

叩立を修得した場合，中 [•k]文化に 1梵l する系統的な知識を介することを忍め，「中 1k] 文化甜j しり攻修

得認、、心，ll:」を投りします

2. 中国文化副専攻関連科目の修得認定単位について

（］ ！ 日本人学'1ム及び中l叶以外の11c1からの情学牛は，別｝くで掲げられてしヽる科 IIのうち，「li 

晶」科 ll群から最低 8単位，『II ！杯l価修・インターンシップ」科 II l詳から最低 2り叶立を含

み， 32凩位以卜を修得してください

(2 中日留学生は，けljjくで掲げられてしヽる科llのうち，「，i上11{｝」科II群から「II中翻ぶ技法」，
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「ll中通成技法」 (8叩立），「中日研修・インターンシップ」科Il./t［から最低 2爪位を含み，

32爪位以卜を修得してくださいヘ

3 叫 I寸文化研究センターが提供するサマースクール溝庫や，エクステンション溝庫を履修し

た場合， hilJ'、り攻科Ilとして平位．1恥杯が可能です

3. 中国文化副専攻の登録から修得認定証授与までのモデルケース

叫 k）文化闊1Jしり攻登録者は，叫叶文化研究センターじ1化の特別，l衛演会，公間溝應各種フォーラ

ム笠に優先的に参加することが出来ます また， 9|中寸文化に 1見lする特別溝IAlt，研究会を無料で受

4月人学生
---------- - --― --•ヘ一、'^ ^' ^ --- -- - -- ---------- ----- ---- --

学年 ・『続関係 修得凩位のH安．ー―------ -- - ------ ---- ----------―------------------- -----ヽ-----9 -、---、------- --- --

1年次
4月 オリエンテーション

模擬エントリーカードの提出
｛斉金成料• : 10,0001リ

・--- - __________, __ --- - -

4平ft,:

----・・-. 

8平．位2年次 ！ 4月 オリエンテーション
-- - 9, ．- - -

3年次 ！ 4月 オリエンテーション
- - ●-- -- - - -- - -- - - - - --

10平．位
4月 オリエンテーション

4年次 10月 修得，忍定，，正の交付顧いの提出 1 0 i札1立
，認、定l1{,ii'i料： 40.0001リ

卒業時
---- 1- - •- - -- ―- - - - - ------------------

3月 中[iii文化闊ljリ｝攻修得忍定』の交付
_＿＿＿L--- --．_＿.  - --•---

3 2 i it 1立

9月人学生
--- --,------ ---・・・ ー・~~----•一••- -• --• -•—ー．．

学年 ', 手続関係 修得単位の日安
-----,  ___  _ 

9月 オリエンテーション
校擬エントリーカードの提出 4凩位．
｛免金fく半l・ : 1 0, 00 0 1 •[ l 

--• •• - v. --..-•...... 
i 2年次 i 9月 オリエンテーション 1 8凩位ヘ—•••-•-- --• • I • --- -•• -• ----• --- --- --—•—• ＾ ●ー・ ・・・ ・・ • --• -•-• - — -_＿_-- ---- --―--•---• -•• ----• 

'--：3年次 □ 9月 オリエンテーション 1 0 i it位．-- --•- • ---•- -•—-... t - t • ----•- • --• •- --• • -• -------- • - ---• --•-.....• -9...• --• -
9月 オリエンテーション

4年次 i 4月 修得，忍定IIll．の父付ll1]'｛いの提出 i 10iii．位
忍定l|9,11り料： 40.000FJ

ー一 ＾ へヘ ー・ 、・ ・・・・•---• - .• ---..． --•• ．．． 
」 9月中日文化MIj専攻修得忍応，1ザの父付 ヤ 32 iit位！［卒業時- ・・ -- ---------•ー・ ・ ． ． ． ． 9 9 

講することが出来ます

将来の進路として就職を希沼する学'1•-．は，公的機 1月， 1| 中」 1月連ビジネス， ll系合業中日現地

法人、 11中父流分野等で求められる内l"J知識を身に付けることにより，就職活動にイi利になりま

ずまた，大学院へ巡学する場合，中l1し）文化闊lj内攻の履修を通じて，投われた1|lhl文化にI叶lする

総合（l仏系統的な知識を活かし，中1k)研究のスベシャリストとしての活躍が期待されます、）

※ 叫 Kl文化闊llしり攻科IIにl見lする間い合わせ先 → 中[Isl文化価究センター

履修及び登録了紬きに関する間い合わせ先 → 教務，渫
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4. 中国文化関連科目について

科目名 畔玖口I nじ当年次 i 開設学科 I備考

中国語 IA
： ！ 2 

HL ・HK・ BG 

中国語 IB 2 HL ・HK・ BG 

ri 
中匡語II 2 2 ・ 3年 HL ・HK・ BB ； 

m五l ［中国語III 2 i 2 ・ 3年 HL・HK 

＂ 中国語演習 ｝ 2 3 ・ 4年 HL 

H中翻訳技法 4 3. 4 
i 

HK 

日中通，沢技法 4 3 ・ 4 
， 

HK 
i 

吋 18 
-⇒ I 

文化交流史 I （日本：アジア） 4 2 ・ 3年 HL・HK 

近代中[1<]論 4 3 ・ 4年 HL 

中国と日本 I （古代） 4 3 ・ 4年 HL 
←9 

中国と日本 I （近・現代） l 4 3 ・ 4年
i 

HL・HK 

文 東洋、思想受容史 4 3 ・ 4年
I 

HL 

化 東南アジアの社会と文化 4 i 3 ・ 4年 HL 

歴
中国文化研究史 現代中国政治 2 3 ・ 4年

センター開設科H
社
会

日中比較文化 4 

i 

2 ・ 3年 HL 
日本語 ＇ 

中国語

枇界歴史と文化（東洋） 2 
| 

1 ・ 2年 HK 中国晶|！ 
i 」

中国都市文化論 2 2 ・ 3年
中国文化研究

中国語
センター開設科日

＇映像文化論 4 3 ・ 4年 HL 中国語

日本の文学lI （近代） 4 3 ・ 4年 HL ；中国語

計 42 

1 国際経済事情（日本） 2 1 ・ 2年 HK 中国語 i

中国経済人門 2 2 ・ 3年
中国文化研究

中国語

信
センター開設科H

中国文化研究

料
中国産業論 2 2 ・ 3年

センター開設科H
中国語

中同法律人門 2 3 ・ 4年 1

中国文化研究
中［司語 l 

I センター開設科l=I

日中比較法 2 3. 4年
中国文化研究

中国語 I

センター開設科H I 

計 10 
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科日名 単位数 配‘り年次 開設学科 備考

中国創業実践
1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 

HK 2 
I 年

プ
日系企業中国進出実態調在

1 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 
HK 教巴 2 

ン 年

コ日 ク工
i 

中国語検定 2 '1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 I I I HK I 
卜 年

［ 
日中比較文化研究

1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 
HK 2 

I 
年

計 1

｛ 

8 

地域文化研修（中国） 2 1 ・ 2 ・ 3年 HL 

インターンシップ
3年 BB イ

（同際企業研究）（中同）
2 

ン中
夕同 メデイア文化 I I 

量l インターンシップ（中国）
2 3年 HA 

I 

シ．
1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ツ 国際交流研修（中国） 2 HK 

プ 年

国際交流インターンシップ 1. 2. 3. 4 I 
HK 

（中同）
2 

年

計 10 

演中 中国社会と文化 I・ II 4 3 ・ 4年 HK 
羽白 国

中国占語と文化 I・ II 4 3 ・ 4年＇ ＇ HK ・文

羹な：化総 中国経済と文化 I・ II 4 3 ・ 4年 HK I 
i ＇ ／ LI 卒業論文 8 4年 HK 

Iけt 12 

1 合計 98 

注・．中同文化総合演習 3科目のうち， 1科目のみ選択できます。



観光ビジネス副専攻

1 観光ビジネス副専攻 I
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観光ビジネス副専攻

観光産業は， 2lt仕紀には 1仕界最大の廂業になると f測 (WTTC) されています。それは．旅

行業，ホテル業，旅客運輸業，飲食業，アミューズメント業， 1頂祖販元業等を含み．発展途口こ

ある国々や先進［業滸国において，何丁Jjという人々の府lt]創出と，膨大な額に卜^る資本移動

を含んでいるからです。特に，近年の祈輿 l：業llilとばわれる東アジア晶国や．中国などにおいて

は，経済発展に伴った所得水準の J^→昇により．人々が粕神的な「ゆとり」，「うるおい」のある生

活を求めて，国内外旅行孟要が急附しています。

このようない大な観光マーケットの出現は．観光廂業の舟りの発展に寮住することが，［うまで

もありません。なかでも，これまでのl̂^ 業・技術・貿易立国を目指してきた惰じのl_Klにおいて，

例えば， H本の国t-＿交通省では，「もの作りから観光立国への肱換」を提唱しているように，観

光産業の振興を祈たな発展 Il椋として定めようとしています。

観光産業は今Hの規模にまで順調に成長してきた背談に，個人所得増によるサービスや精神

的満足を求める傾向の増人とともに，交通運賃の低ドと安令性の向上などがあげられます。例え

ば，航喉技術革新によって，連航時間と運航コストが想像を越えるスピードでFがり，安全性も

急速に向卜しています。それらは人々が安心して槻界各地の観光名所・サービスを求めて，地球

規模の白由移動を実現させていますc さらに， IT革命によるビジネススタイルの激変は観光産

業にも人きなインパクトを仔えています。個人がネットワークを駆使してホテルや，航布券のf

約，海外観光情報の随時入手という情報サービスの活用は，これまでの旅行ビジネスを中心業務

とする旅行会社がその存在紅義さえ失おうとしていますc

このように，新しい時代に適応する新たな観光ビジネスを考える場合，「グローバル化」と

「高度情報化」された観光客の自由移動，その土地へ行かなければ，楽しむこと．消費すること

ができないさまざまな「ローカル化」されたサービスといった特性は， 21戦紀の観光廂業をめぐ

る重要なキーワードとはえるでしょう。これらの特性に注llし，ニューサービスの開拓，業態開

発・事業の多角化などは新たな観光ビジネスの基本となり，新規就業機会の創出や国際相互理解

の増進の一楓を担うことが考えられます。

1. 観光ビジネス関連科目と修得認定単位について

観光ビジネス関連科Hは「観光文化分野」，「晶学関連分野」，及び「観光ビジネス分野」とい

ぅ三つの科目群 (i「176単位）で構成され，学祁，学科横断的な科 [:l股修が特徴です。 1年次か

ら履修計圃を立て， 4年間で所定の単位を修得した場合，観光ビジネスに関する系統的な知識を

有することを認め，「観光ビジネス副専．攻修得誌定証」を授与します。

2.観光ビジネス副専攻関連科目の修得認定単位について

(1) r1本人学生及び中国以外の[1」からの留学生は，別表 1 ・ 2 • 3で掲げられている科Hから
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「観光文化分野」科目群から最低 8単位，「謡学関連分野J科 l1群から最低4単位を含み， 32単

位以卜＾を修得してください。

(21 中国留学生は，別表 1・ 2 ・ 3で掲げられている科Hのうち，「語学関連分野」科目群のう

ち，「観光文化分野」科目群から最低 8凩位，「語学関連分野J科H群（ただし，中国語 IA, 

I B, II, III, 演習を除く）から最低 4単位を含み， 32単位以卜＾を修得してください。

131 中国文化研究センターが提供するサマースクール講座や，エクステンション講座を履修した

場合，副専攻科[1として単位認定を行います。

3.観光ビジネス副専攻の登録から修得認定証授与までのモデルケース

4月人学生

月4
 次

年＿
一

年／ローー[

手続関係 修得単位の目安

オリエンテーション

模擬エントリーカードの提出

登録料： 10,000円

4単位

2年次
4月 オリエンテーション

副専攻登録カードの提出
8単位

4年次

卒業

オリエンテーション

オリエンテーション

修得認定証の交付願いの提出

認定申泊料： 40,000円

10単位

中国文化副専攻修得認定証の父付

10準位

32単位

9月人学生

ロ月一`『二／
ロー一 覧且料： l0,000円 ―--

4 H + l）ーエンテーミノコ‘/
位

位

位

1 位
- - ~ ---- ----~ 

観光ビジネスiilj店［攻登録者は，中!El文化研究センターi:．樅の特別講演会，公開溝庫，各種フォ

ーラム等に優先的に参加することができます また，観光ビジネスに関する特別晶）的研究会を

無料で受溝することができます。
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また，観光ビジネスi1¥ll内攻を1復修することは，旅1」業務収扱日「：責格 (II本）や` 11・-llJ、j・洵外

添乗且責格（ l|中l）の収得に追をllrl＜ことになり̀ '「（）EiC.TOEFL, I叶連災検，旅行業災検，

中国晶検定などの］｛｝学関連責格を収得する I際にも役立ちます そして，将米は， 1KI内外観光業

務， llelI象ビジネス視寮叩＂］業務， 11q|：祭公，ふ合訓コーティネータ業務， 1k||：祭観光檬閃などての就職

を11指すl繁に就職活動にイi利になるのは， iうまてもありません さらには，ホスヒタリテイ）が

業や，社会伽祉州業分野での活趾＇を希沼する場合，観光ヒシネス fi¥lJ内攻の履修を通じて， i外得し

た内l"J知識の活）IIかJ[Jlf、『さオします

＊ 観光ヒジネス闊lj,、り攻利llに1月する 1!llしヽ 合わせ先 → 中11._j文化研究センター

／復修及び登録『紬きに閃する間い合わせ先 → 教務諜

()JIj j< l) 
.． -- 一― ---

科 I! 名

観光文化畠

i ii ｛立委文 1肘じ‘li介^玖<

2'. I・ 21jc争

． ． ．．． ．．ー• —• ●ー・

2 2・3年
-..．.．．→・

‘).l. 2 { l :ふ

2 '1  • 2介：▲ 

．． ．ー ・・

2 I ・ 2介：上
--・--. 

2 ! l. 2年
,. .,~~ •ー・・ ・・一ー・••

2 2. 3 {，： i 

----．ー•---, •一―^ -^------, 
l 

2 2. 3 { l :ム

|．．．．．----

2. 3什：一
●● ●●ー．．．．．→

2・3年 HL・HK
.．←・・^’ヘ・ ・

2.：}年 HL・HK
.. 

2 ・ 2 • 3介：^ 1 IIL 
．．ー•--- 1.. ．．、～｀――.．．．..．．．一●ー•一••

2 2 ・ :.;年 HL・BB

3 ・ 1年 HL・HK
．．．．．ー・

3. 4年 'HL・HK
，． .．．.  ！ ●▼ 

3 ・ 1年 i HL・HK 
．．． -J . ．．. ．．．．． 

7 :i ・ 4年 HL・!IK
•- T•• 一．．．．

3 • -1年 IIL・HK
...-..........7...-•- ......--• -....7--•-••••- --• 

:i ・ 1年， HL
↑ ・・・ ．．．．． ． 

HL 

HL 
... 

シェンダーと観光文化
------- -- -------------

辿跡と文化追）；［ l （東アジア）
------ - --------

追跡と文化追）｝tII (Ill:界）
---------------- -

h | ； | li芸術ー I
I -------

都市芸術 II

旅と文化
．．． 

i 立と文化
- - ---

観 l ^上芸と観光
- ----- -

光・
観光地且I！学

文＇ 観光人類学

化＇
--

史跡と観光
,-------------- -----------

分 文明環塙論
一ー

野 民放文化高
--- -------- -

観光シャーナリズム論
-

観光）こ術論
●- ^ --

hl1際観光崎
-------- ---

i II:．汎教行と観光 l 2 
卜—- - ---------

地域観光文化高 I (I l本） 1 
.• •- -- - -- --

1 地域観光文化論II (アジア） 1 3. 4 ｛卜
------------ --- --------------- -- --

i地域観光文化，l（HIII （アメリカ） l l 3. 4年
--~- -----------―.． j 

,n-, 50 
--~- --~- - ---------- ---------------- --------

ウ
]
-
ツ
]

ゥ
1

ウ
I

ウ

]
i
4

| ｝廿，，支学平I・

HL 
．一

I :! L 
ー・

HL 

ぢ曲叫ロー

HL 

HL 
ー ・-- - -

HL 
-

HL 
--

HL 

ウ
]

HL 

l 

―·•----．」
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（別表 2)

/ ― - -科 「1 名 I 単位数 1 配胄年次 i 開設学科 備考・

! ~]，具の）よ礎 （英 H) ←： 3．4 {, I II L • H K 

i翻瓜の技法 I
（英1-j・実務翻，；J{）

:‘) 2 i 3 ・ 4年

←----• -- -•9 --—•. | ----~---, 

翻，；尺の技法 II
（英ll・ト級翻ボ技法） 2 i 4年 HL・HK i 

| 
-..  

通訳の集礎（災l」) ／□／． [- --------] 
3・4年 HL・HK

~. 

I通ボの技法 I
漢 l]・通成実務）

r;lfil~;-;;- ----—- -----

通訳の技法 II
（英日・上級通成実務） ，1 

2 

□---•-

叫吋語 IA 2 1年！ HL・HK・BI ・BB 
r•t v--

中日語IIB ~ •一←ー
~. 

| 
2 I 1年 HL・HK・BI ・BB 

語 一
中l:E]語II 2 I 2 ・ 3年 HL・HK・BB I 

竺~-
.． t 

f : 
中[is],lrfIII 2.  2 ・ 3年 HL・HK i 

間'―• - -•-- -- _;__..＿＿＿＿＿＿ ＿＿..＿_ 

I 中［叶語演曹

辿 1（衣晶・文仏• L Lを合□2 t1_ --3-／4/-- HL 

分 [ll中翻，J｛技法 1 

. ----••4 

4 ! 3 ・ 4介：• 4 ; 3 ・ 4 1!: I H K 'I  
野 ll中通ぶ技社、 -- ---]- 3. 4 {I I II K 

HL・HK 

り
1 3・4年

4介一:

． 

3・4年 HK・HA・BB・ 

--＿ぃT-+-----I 
3・4年 HK・HA・ 

BB・BT 
9-t-- ---------•一上．＿＿

2 I 3 ・ 41il'- I 
HK・IL¥・ 

I BB・ BT 

: | —• •一ーロ＿
2 i 3 ・ 4 {j —: i 

I HK・ IL¥・ 
BB・BT 

．ー••-'

TOEICりし，翡 2 3 ・ -1年

観光英，I:｛f 
―-—□—- ----―- BT •-- ／-

I 2.  3. 4年 BT
-,．---------------

会晶災晶
―--•一• -ロ- ----- --—- -—-—•!-

2 I 3. 4年 i B 1‘ 
-------- --------------- ----•—— I l --•--• -l_＿＿＿ l------•一—--------•--

1咀際交流価修 i 2 !I 1 •2• 3• 4年1, Il k 
” 一 、 ヽ ． ， ．． - j --●ー・・ ・・

I, 1 
- 4 /16 l l ---- ---• --—•--- --

1il..  ・・-・・... -.. -.  ----・--・----・・・・・・-・ 11¥) -・ I___ - -・ L -・・.. -....•... lー• ● •—•--------•- -•一．．
※ 「[KlI緊交流研修」 （海外・中lkl）は中lEl，翡を）役修する学生を対象に，中hl企業， II系企業，

及び各種文化施設での価修のほかに，現地）く学における中lKl,i/i研修を丈施する

！ 

1 ビジネス日本語 I I 2 

—---•----• -- -．[---
ビジネス日本晶ll

ビジネス英晶 I

ビジネス災議II

9
]
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（別表 3)

三：：践論日［ロロ[-2/
サーヒス経吋1脊理論一~ 4/.3]  

□-~L、理オ ／—ーロ／
産業心理学 l 4 2. 3年

ロ：二，： □22
口パt‘k̀lf論 二□／□ローロI訊ザーーヒス事業論--- 4 ! 2年

11.j報・メ：一:アサーヒス1}＿業論 4 -

父通サーピース事業論 □□/-2年

見 ／ヒス論 1 2 1 3年 ／ 

/ 

:：:1::心--I-fTf:ー/ : 
［ --^口ショッピングセンター論 2 3. 4年 B 

エアポート・エアラインサービス 2 I 3 ・ 4年 i B 

日本のサーヒ[//--／ 2 3.-4/t I B T 

世界のサービスビジネス 2 I 3 ・ 4年！ BT  

財務管理論 4 I 3 ・ 4年 BT  

インターンシップ

／口；iス］□1：fIクtt:-「禾（！［中科国日））／3［□三//-口
―~ 80 □ -_L---j 計

※「観光経済学」は中[fi]留学牛が国内旅行関連資格を取得する際の受験科Hの一つである。

受験カリキュラム及び本学設罹科H対応は次ページに晶載Q
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中国旅行業関連資格受験カリキュラムと本学設定科目対応一覧

受験カリキュラム

• 観光学概論

• 中国観光地理

● 枇界観光地理 → 

本学設置科目対応

「国際観光論」「観光人類学」「生拝教育と観光」

「観光地理学」「地域観光文化論II （アジア）」

「観光地理学」「遣跡と文化遺産 III」「地理学 III」

• 観光マーケティング開発 →「観光開発論J「宿泊・観光サービス，-れ業論」「景観開発論J

• 観光美学 → 「エ芸と観光」「都巾芸術 III」「観光芙術論」等

• 観光文化学 → 「観光文化論」「旅と文化」「食と文化」「民放文化論」

• 観光財務笠理 → 

• 観光英晶

• 観光心理学

• 観光H本晶

• 観光経済学

• 中日観光業法規 → 

• 観光ガイド実務 → 

「ジェンダーと観光文化」「地域観光文化論 III III」

「観光ジャーナリズム論J

「財務管理論」「サービス経党管理論」

「観光英語」

「社会心理学」「i危業心理学」

「H中翻成技法」「日中通沢技法」

「ビジネス日本語 I」「ビジネス H本語IIJ 

中国文化研究センターによるサマースクール

特に対応なし

インターンシップ

（サービス罪業研究）による対応

注：「中国観光業法規」に関しては，人社後現場教行の翡環として実施している。



JIU国際総合講座

| Jlu国際総合講酎
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JIU国際総合講座 I・ II 

溝座 I （前期：金曜日 III 限• W限）

溝座 II （後期：金曜日皿限• W限）

JIU lKI際総合晶)qiは，平成 8年度から，経背柏報学祁経‘許1訂報学科，人文学部国際文化学科の

両学部に間溝されたご

本，溝庫は，現代文化の構造を，歴史的なパースペクティブと比校の視、し闊から分析することを通

して，今日の日際社会と文化の品間題を，多角的かつ複合的にとらえ，雌解する）Jを培うことを

H的とする c_ ，溝IAiをは Iおよび IIで構成され， Iは，福祉，＇ 1廿報，ジェンダー，国際交流の各領域

における』テーマを， IIは， 11本文化の禎域における晶テーマを，以 I‘ーにより学ぶこととするし

a) 学内の溝師および学外から招聘した牡別講師による講義

b) 責料・史料の，品解 c) ディスカッション

「成紺し評価」は，学期途中および学期木の数[111のレポート提出，溝義出｝甜およびデイスカッシ

ョン参加＾かを叶価して行う c

［講座担‘’i者】

学長

副学長

糸各‘itJItj惰1が芥名l;l 

人文学部長

教務合II長

糸各‘i芥‘Ili：報学部 経‘貨柏報学科長

ク 国際経営学科長

ク サービス経‘i芥システム学科長

人文学部国際文化学科長

ク 国際交流学科長

ク メデイア文化学科長

【実施委員】

教務部副部長

Reading & Discussion担‘'1者については別に掲小する。
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平成16年度「JIU国際総合講座」前期日程

講座 I

学習テーマ：「21懺紀の新たな倫理を求めて」

受講学生：経党情報学科，国際文化学科

|―  
I 

i1 月 日 ＼ 皿限 (13: 20~ 14 : 50) 

！ ~ 

1 I 4月16日（金） 1 オリエンテーション

I -]  
, 2 5月7日（金） Reading& Discussion 

+… l 

講座① 始業講演

演題 「医療の中での薬剤師 ～医薬品適圧使用の番人として～J
講師中島新郎（薬学部長）i↑ 5月21//Ing&DISCUSSlon

5 5月28日（金） IReading & Discussion 
9 | 

I 
i溝晰② 福祉

（金） 演題 「生かされて生きている私J
講師是永美恵子

l …~ 

（金） ！Reading & Discussion 

3
 

5月14日 （金）

6
 

6月4f-1 

7
 

6月11H

（福祉・情報・ジェンダー・国際交流）

8 6月18H （金）

溝應⑳ 国際交流 I 

演題 「骰かな国，貧しい同 一国際協力を考える一」

溝師 田中 義皓（原都廂業大学教授）

溝J巫④

演題

講師

情報

9途1こ［玉lにおける開発と防災J
梶 秀樹（元国連地域開発センター所長）

（慶応技術大学総合政策学部教授） ー
•
•
]
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平成16年度「JIU国際総合講座 1I」後期日程

講座 1I （日本文化）

学胄テーマ：「グローハリゼーションのなかの Il本」

受溝学＇t: 紆‘,：： i• 、 [·1'] 恨学科E, | 1，・1|際文1じ学科

l

2

 

3 

} j II m限 (13:20-14: 50) I¥'IUl (15 : 00-16 : 30 l 

JOJJ 8 11 (食） オリエンテーション

10月15I l (、金） Reading& Discussion 

謁庫 l

l0月22fI（金） 演也 「女刊芸能者の源流」

晶帥脇Ill 聞j’. （城11り11n1菜）く学）ゞ 学院客且教授）
ー・・

溝kiぐ2

,1 : 1 o J l 29 11 （金） 演題

講1,:IIi

始業溝油

＇し帰心＿と 孤心／ー文学に見るJ
一^▲木紀人（城l叫l-9elI繁大学）＼文学ti|；長）

ー・ ----

5'll)］ 12 1.l （金） Reading& Diゞ ussion

1 6 11Jl]91l （金） Reading& Discussion 

゜
ー

3
 

L

r

 

J

J

 

2

2

 

l

l

 

9

．
ー
~

8

9

 

l

/

-

V
9
 

11月261l (食） Reading & Discussion 

•---: 

（金） Reading& Di !SCUSSIO!l 

（危）講）巫3

涼坦 「東西文化の父流 ー洵を設ったII本文化ー」

溝I'｛|h 堀尾 貞紀 f（文化女 f大学教授）

I ----—• •-- -.  --- --

10 i 12月1711 （金） Reading& Discussion 
（教且連絡会）

↓ -- --

ll | 1月1411 （金） まとめ

（教員連絡会）

_, _____ _ ----~--- -------------、-― -•・・ ^9--― -．̂^ -^--------------------- ―--



福祉教育センター

福祉教育センター I
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福祉教育センター

福祉教有センターは，社会祁濯教育を輻広く lリ滑に実施するための窓11となっていますC 社会

福祉に関する汽格や実宵についてはもちろん，福祉に閃することでわからないことや疑間がある

ときには，気軽に‘りセンター (A棟 l階）までお越しください

1. 社会福祉 1：受験脊格の収得のために必修となっている［社会伽祉援助技術現場実習」の実施

2. 卜叫の実習施設との連絡調杷および教員による巡[Hlnh1|｝］

3. 社会伽祉援助技術現場実習に関する学牛相談・，情報の提供

4. 実習指導教材閤の格備・ 1脊罪

5. 社会伽祉t：受験に1月する学：牛相談・文援活動・情報の提供

6. 学科カリキュラムにない社会輻祉閃係科 lj および福祉文化・ネ苗祉経‘[『関係科•日の情報提供

7. その他社会福祉教育の充実に必要な活動

8. ボランティア活動の支援

9. ニューズレター「WELLSAILING」編集•発行

福祉教育センターでの主な活動予定

•社会伽祉 l：閃係

1. 「社会福祉卜」受験責格取得の況明会 (1年次 4月上旬）

2. 「社会福祉l:J校擬試験の実施 (4年次 5)J ・ 12月中旬）

3. 「社会福祉l:」全国統杓〖擬試験の実施 (4 年次 11月中旬）

4. 「社会輻祉i:」［kl家試験対策溝座 (5月～ 9月ド旬）

「社会佃祉い合格対策合術 (9月）

「社会福祉1:」l-k]家試験直前対策溝座 (4年次 松年 1月）

5. 「社会福祉—卜」受験f＾続きの況明会 (4 年次 7月中旬）

6. 「社会福祉1:」合格対策前泊サポート (4年次 翌年 1月）

7. 「社会福祉j:」［k]家試験受験手続きの指導 (4年次 9月l直))

•実習関係

1. 「社会福祉援助技術現場実習」の説明会・事前勉強会 (3・ 4年次 7月1ごla])

2. 「介護技術講｝Aiを (3級相‘11)」（「社会福祉援助技術現場実習」の'li前トレーニング）

（主に 3年次 9月日!])

3. 「社会福祉援助技術現場実宵J実施 (3 ・ 4年次 10月中旬～12月中旬）

4. 「社会福祉援助技術現場実宵」オリエンテーション (l~ 4年次 3 月ド旬• 9月上旬）

5. 「社会福祉援助技術現場実宵発表会」実施 (3・ 4・年次 2月）

6. 「社会福祉援助技術現場実習紅見交換会」実施（実胃施設対象 2月）

•各種講庫•その他

1． 訪間介設員投成研修（ホームヘルパー 2級諜程） （8月～ 2月）

2. 佃祉教脊セミナー（冬期）

3. 「社会福祉t:」受験責格取得・「社会伽祉援助技術現場実習」に関する相，淡（随時）



学習支援室

I 学習支援室 I 
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学背支援室

学胄と投本は， h：学＇卜刀学胄 Î．の間題、［、＇、I:を仰(-i)しし，学胄効呆を 1：げることを II的としてllFJ設さ

れています

学胄姐及字では、経験應i：かな教投が相成に応じ，）役修指唸やレホート作成笠について' .)＼ひ

とりに合った）j法で1/il}凶解決かできるよう適切なアト‘バイスを行っています

また，成粕が仲び悩んでしヽる人は，科11」IIヽII.油青担‘li・アト‘ハイザー教且なとか伯核朴l,，炎に

のり，浮清姐笈本でイi効なサポートを受けることができます また，留学牛については， 1]4¥.[1{f

学胄般につしべてl|lhl広く木II,，炎に応じています

投業の内容か坪解できない，学宵のコツかつかめない，キャリア形成のためにどんな勉強をし

たらしヽしヽかわからなしヽなど、学宵に閃する悩みを村つ学牛晶村は，気軽に学胄と按字 (D棟叶12 

階）までお越しください テキストの選び）j, ちょっとした発想の I転換， 1む骰処即の）j社、：，ノー

トのとり）jの I..)こといった技術を胄得することにより，学宵 I-．の悩みは解泊します

また，学や／文抜屯では，みなさんの効果的な学宵のために，様々なプログラムを提供していま

す

間寮 1］時， l｝}l嘉，｛It／肘、『の，［信Illについては，褐ぷ板でお知らせしますし

学宵文援字に 1見］する間い合わせ → 教務諜



経営情報学部

総合経営学科

履修の手引と手続き

経営情報学部総合経堂学科

履修の手引と手緩き

く小目＞

I 授業科IIしこつしヽて・...........................................................121 

［ 投業科IIのiit {＼ゲ．と忍定・・・・・・•.．．．．.．．．．．．．．．．．．.．．．．．．．．．．.．．..．.．．．.．.．..．． 124 

皿 卒業（こ必変なりt位しこっしヽて・・・・・・・.........................................124 

I¥' 3年次への進級条件及び各学年における椋吼的な修得爪位…… 125

¥’ 授業科IIの学年配‘りと履修すべき凩位．数..............................126 
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履修の手りlと手続き

I 授業科目について

経管情報学部総合経常学科における授業科日は学科共通科H群 I・ II, 専門科日群 I・ II, 演

宵科ll群及び1rl1廿科ll群から構成されている

また東危キャンパス，束瓜キャンパスで1}fl，溝される科llならびに履修Jj法については，オリエ

ンテーション等を通じて指ぷする e }原則として，年度の途中にキャンパスの変史はできないので

ト分に注紅すること

なお，教職に閃する科日は，白由利廿群に準備されている。

11 授業科目の単位と認定

本学部では吊位制を採用している c 単位紺lj とは，ひとつひとつの授業科日に•定の）よ準により

定められた単位があり，／復修した授業科 [lに対して，試験もしくはその他の力社且こより学習評価

をしたうえで，その単位を晶定する制度である

単位の品定は， A・B・Cの 3段隋1，平価により行い， D・E・Fの訃価は単位を晶定しないも

のとする。成績の評価については，「IX 成績評価」の項を参照すること。

皿 卒業に必要な単位について

卒業に必要な凩位は，次の表にポすとおりである。

ただし [J由科Hは卒業に必要な単．イ立には含めない

—~ヽ..-... -^^ ＾ ^ 1-~ 
．．．．  ------,----

学部・学科
~．¥  

.～．．~～ -----
---- ! ～ 

系 列 •_ 

経管情報学部 総合経営学科

91-,t 
,
I
 

位 数

学科共通科目群 I（英語・日本語・情報リテラシー）

学科共通科ll群 II（基礎科li群）
.•—- - -- --

！専門科日群 I
----------

専門科H群 II

演習科•日群
-----

指定された各科H群より修得した科目以外に

選択必修

6

-

O

-

6

i

6

-

2

-

4

 

1

-

2

~

1

1

-

1

-

4

 

•
一
1
-
n

' 

L_ _.. ___121__=. ---
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N 3年次への進級条件及び各学年における標準的な修得単位

3年次に進級するには，「）長礎ゼミ I・ II」及び 1年次の必修科目を含め36浪位以上を修得し

なければならない。

各学年における授業科Iiおよび修得単位数の I]安は，次の表に示すとおりである。

学年 単位数の目安 I 
戸 l--ーと 一 — 

1年次 ，学科共通科□群 I （英語・日本語・情報リテラシ） ＇ 

Fundamentals of English I ・ Oral Fluency I……… 2科目 4皐位（必修）

日本語 IA・ IB............................................. z科目 4単位

（外国人留学生・帰国牛必修）

情報メディア論・・・・・ • • • • • ・ • • ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...1科日 2単位 （必修）

経営情報基礎論・・・・・・・・・•・ • • ・ • • • • ・ •・・・・・・・・・・............... 1科日 2単位 （必修）

コンピュータ基礎論又はコンピュータ応用論…… l科 l」2単位

（選択必修）

専門科日群 I
経営学総論•.................................................. 1科目 4i札位（必修）

演宵科[4群

＇ 悲礎ゼミ I......................................................1科目］単位（必修） ． 

修得単位数

31単位！※指定された各科 H 群より修得した科 l•4 以外に 16単位□―--2年次 学科共通科H群 I （英諮• H本語・情報リテラシ）

Fundamentals of English II ・ Oral Fluency II……… 2手斗目 4単位 （必修）

日本語 IIA・ IIB· ・・・・・・・・•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.．．...．． 2 科 ll 4単位

（外国人留学生・帰l吋牛必修）

演習科[l群

＇!基礎ゼミ II・.....................................................1科目］．l札位（必修）

［修得単位数41用[—+※指定された各科 ti 群より修得した科 H 以外に36叫'[
•W 

3年次 ＇涼習科日群

ゼミナー）レ I...................................................1科日4浪位（必修）

インターンシップ （国内） （海：外）・・・・・・・•.．．．．．．．．．．．． 1科[I 2単位

又は地域研修 （選択必修）

／各得単位数
34単位 ※指定された各科甘群より修得した科H以外に28単位

—-—--------~-----------~~----~---------

i 4年次 外`科I.l群
ゼミナール II...................................................1科 l] 4単位（必修）

I修得単位数

---! 

18りt位 ※指定された各科ll群より修得した科ll以外に14凩位 ＇ 

―--- - - ―---.I 
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v 授業科目の学年配当と履修すべき単位数

1. 学科共通科目群

、、J‘:・科］し通利 II Itl （よ` 学科jし通利 11!ff I (りし』・ 11本』・ •I h ・恨リテラシ） ｀学科•共通科 11 lt'fc II 

（枯礎科） I It[) (}）．．系列に分かれてしヽ る それらの各系列のIドから iIII. 卒業に必＇炭な甲 1立につ

し、て」てぷされた）リi定の iiif1}以上を修得するために， 11)1を履修し．卒菜裳11を満たさなけれは

ならなし、

1 学利•共迎利 11 /ff l (りし翡・ ・ 11 本讃·、1•1り恨リテラシ）

※巾位数に□1°11を付してある科11ば必修をぷす

系
投菜オ1・11

列
l 

Fu11damentals of 

‘ヽ f‘•9. 
E n g l i しヽh l 

利 Oral Flurncy I 

／l l ゞ̂ Fundamcn1als of 

迎 English ll 

利•Oral Fluency II 

I l l ] 4< l● l{＼ ^ 1 ,¥ 

i l「I:
11 本』 I B 

11 ~ゞ ll{i li :¥ 

~ 1リ9と9・
11 本』 II B 

] ］ ｛ t 11 本 I I { ｝ Ill 

11 
l l 木 H I t I¥ 

i,1ゞ 央9 9 ▲ 公 I IIri I 

＇i i1 : 1 • 1 / i1 ふ ’ 央9 9 • /~ 晶 II 」、

l、1’It J リ9ヽ9 ’-ー
/~ 1i1~ m ↓ヽ

恨 Reading & ¥Yriting T 
') 

テ Reading & ¥Yriting IT 

ラ Reading& ¥Yriting ill 
シ：

Speaking & Listening I 

Spt'aking & Li叩tening11 

Speaking & Li叩tcningIII 

介：一次およひiii位政 最低修得

l { Iム^ 2 ｛l ^ - 3 { I △. ̂ 91 {t ^ム i i1 1立 数
ぢ

▲^

J
 
，
 
，
 

＇ 

?] 

9
l
 

9i 

9
l
 

＼
 

9] 

「学利．］［通『I・ I Ii「I'
I ( りし ilh . 1 1 本

！，翡． h＇i恨リテラ

シ）」の l| 1より必

修科 11及ひi―コン

ヒュータ）よ礎，識J
または 9コンピュ

ータ）、t、IllIIii」のう

i ち 1科 IIを含み16

単位．以卜を選択必

，修すること

9] 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

外 11,・1人留学牛． f,1}

j1,j'i'. IよiI I,j,:，翡 I

]6ijl.位:¥・ 1 B ・ II,¥ ・ 

II B_Jを第＾外廿l
,;ffとして必修する
-} 、-
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.,＇, 

系

列

年次および単位数

授業科11

: ---—---— 

hiiJ ぢ

l] 4¥,｛i)店翡楚』こ現社；

ドイ ーi
r
 

I
I
 

... 
n
 

ソヽ

ドイ ー^
L
I
 

1
9
 

1
 ..
.
 

I
 ，
 

ツ

＼
 

＇学~ •一・・――•••• •-—-----____... 

平l-
-II: -—-•• --•---• ••—-

＇ 
ノ‘

！通
平I-「--•—-• --• t -—----------

l l 
! l詐—...＿...＿＿. ••一—

I I 

B
 

フランス］｛iI A 

i1と低修1ば
------------------ -

ii1位放
4年！

i 
」--- ------ - - --

！ 
l {l : ＾ 2年

--―•ー・•-------;- --―---

3年

フランスはi-I B 9] 

スペイン，i｛i-I A り

．、

似‘-

i,m,-----•——- --

スペイン丘ffI B 

. i,,, 
. ll —•• •----• •一—•
i本 i t, 
I I { i・ l 

|lil 晶

国 晶

ー

ー

c¥ 

B
 

-----□.. 

-

ツl

り
/
]

2
 

2
 

＇ 

＿ ↓ 

ウ
]

2
 

り
‘
]

L_ 

L 

— i —— 

-L-•---

16 iit位

「学科共通科 11ill,: 
］ （ りし II{t • ［ l 木
晶・、1訂恨リテラ

シ）」の 1|！より必

修 利 II及び「コン

ピュータ）店礎論」

または「コンピュ

ータ応lll論」のう

ち l科 IIを含み16

単位以卜を選択必

修すること：

外IK1人留学牛・')、II}

川牛は「 II本』 I

A・IB・IIA・ 

II B 」を第•外 [1i[

"!iとして必修する

こと，

|』|fi入

搬

．＇こー，
 

9
,

＇ 
・
I・
／

ー

•9 と 9:
I I t, I• 9 1. 

リ
'----

7-

[ KI 

[Ii[ 

•91 
f
I
 

4-『

I

_•I 
ー A

 
2
 

---;― 一

•LI 
I
I
 

..•. 

I
 

ー B
 

2
 

- |、1り恨メデイア偏
フ i

\~ 

?l 

シ
i~ 

ー→

コンピュータ）店礎論 ッl

口――- --上

コンピュータ／，心lll論

＇ 廂f‘討、11j,｝li)1し祉を ll命

ゥ

．．
 ＼ 

り

2

憎i)り
(1) 学利共通科 llH'/Iては第外I―しl1れとして処，h（外If1人留学11.・帰IIVI・徒は［［本晶）を学ぶ うち

Fundamentals of English I ・ II. Oral Fluency l ・ II (II~ゞ翡は II 本晶 I,\ ・ I B ・ II :¥ ・ II Bl 

ば必修科 11である

(2) Fundamentals of English II, Oral Fluency IIを履修するためには履修前捉条件として，それそ

れの Iを修得してしヽなければならなし、

(:ll II木，，ffI,¥ ・ I Bのしヽ すれか 2爪．位を修得してしヽなけれはII本，，｛ill.¥・IIBを1役修することはて

さなし、

(4) 第2外IKl，轟におしヽ て lBを1役修するには 1.＼を修得してしヽなけれはならなし、
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(2I 学科共通科II群 Il (）よ礎科Il群）

[ ---―丁―—-- ------------------ -•--------------- ;~: ~7;; (:'~•一• -—--—- ----

系！ 年次および単位数

列
授業科目 ・

1年 i 2年 I 3年
+ --～ - -- - -―--- - -----

現代の人間、思想 2 

論琲 学 2 
- - -—- ---- -

倫理学 概 論 2 
'--------------- ------- ---- --- ------'------ ----- - -----―--1 

！法律学概論 2 

／作l家と政治 2 

現代社 会 論 2 
卜—------ -------―--------- ---------―----------,------~-----—--1 ―--．．--,-----＿＿口

！統叶学の基礎知識 2 
「―•-- --― - -—• -— --- -----＿---~--- --~ -． ---— 一三

学女性学 人門 2 
:. --—--—-------—• ----―--------- ----- --..—•- ----——- -.--—•-- ---．--―-•一］

科 l桔礎の数学 4 
; --- -—-—• ---- • ----―--•——------:---―------- ---+―-•一―] --•一•一-- i 

共！線形代数学 2 

通！物直I！学入門 2 
一―--- - -

科 i It涯スポーツ概論 2 i 

［l !スポーツ科学 I 2 
L -- ―----- _:_____ - --------― --------•--—•- -_:___ -- 20単位

群 スポーツ科学 II 2 
一—― -----

II 外 I:Kl 史概況 2 
--

- l1 本の歴史 4 i : 

）甚 i---------―----―-~--—- -- -＋ --よ-―--~ --- -----4 -- 1 

礎！地坤学 I ‘) l 

科．
ll ~--·-;-~~--:-~--+---．．し．ー→地坪学 II 2 
群，------ -- --------- -―-----------」--- ----~•——•- -—---i---~ 

i地，砧： 2

: ：iー：教学概論 2 

，スポーツ文化溢 2 
------------------—• 一•一―-• 一一―-- 1 —---•-• 一ー ．．ーロ

1 リ：文化適 Iドヘ ＇ 止 し 、 nIHJ'2
- - --―----――-----＿テー+----i
情報表 現技法 2 

•ヘ

1 9済学の晶礎 i 2 

ロ各済事情 i 2 

L I 9|fi報社会と伯報偏日―—- ‘) i ーロ
-＇ ---＾ー------ ----- ---------•------~-- --------、-- -•一―^---------

〔備考^〕

学科共通科目群 II()店礎科「1群）は経貨基礎と教養基礎に関する科H群であるし

卒業要件として 2年次以降に「コース」を選択し，各コースが求める単位修得もあわせておこなわ

なければならないし＂乍細については，オリエンテーション時に説明します c

---------- -

I 

備 考

ー•-―I -•一•-• • -•一—• ----・-----..―1 

『学科共通科目群

II (）店礎科 H群）」

の中より 20単位以

トを選択必修する

こと、
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2. 専門科目群

専門科ll群は，「専門科fl群 IJ「専門科11群 Il」9演宵科目群」によって構成されている。

本学部では，コース制を導入しており 3年次からは「企業マネジメントコース」「非貸利糾織

マネジメントコース」「Ij：活・環塙マネジメント系コース」『l打報マネジメント系コース」の 4つ

に分かれ，その中の如＂］領域のゼミで研究を深めることになる 0 1年次の晶礎教介と「悲礎ゼミ

I J, 2年次の「枯礎ゼミ Il」と段階的に学び， 十分な基礎知識を備えて専門領域の研究「ゼミ

ナール」に進むことになる•-

1. 企業マネジメントコース

企業マネジメントコースでは、 1年次では晶学，情報，簿叫，経党とマーケティングの基礎を

学び，基礎ゼミで各学牛のコース選択を指導します。 2年次以降は自分の将来を見据えて学生・ム

人ひとりが，カリキュラムの編成を行います。また 2年次からは，コースに対応した資格取得の

ための特rl!IIプログラムや就職準備が始まります0 3年次からはゼミナールやインターンシップ，

実務家溝座，体験プロジェクト等でマネジメント能力を高めて社会へ巣立つ準備を行います。

2. Jl：貸利組織マネジメント系コース

非‘i笠利組織マネジメントコースでは 1年次では謁学，‘情報，．｛愈晶，経‘蒋とマーケティングの悲

礎を学び，桔礎ゼミで各学生のコース選択を指導しますし 2年次以降は「1分の将来を想定して，

キャリア形成を滋識したカリキュラム作りをおこないます。 2年次からコースに対応した公務

員試験のための特訓プログラムや就職準備が始まります'3年次からはゼミナールや非常利分野

でのインターシップ，実務家溝座，体験プロジェクト等でマネジメントの能力を闊めて l]治体，

NPO, NGOなどの非党利組織で活躍できる準価をします

3. 牛活・環境マネジメント系コース

生活・環塙マネジメントコースでは 1年次では晶学，情報，簿，；じ，経党とマーケティングの悲

礎を学び，悲礎ゼミで各学牛のコース選択を指導しますC 2年次からコースに対応、した泊費生活

アドバイサー試験や健康・イ本）Jづくり指導者関連責格のための特，;JIIプログラムや就職準備が始ま

ります 3年次からはゼミナールや生話・環塙・スポーツ分野でのインターンシップ，実務家溝

附，休験プロジェクト閤でのマネジメントの能力を闊めて生活・環塩・健康・スポーツ分野で活

蹄できる準備をします。

4. 情報マネジメント系コース

柏恨マネジメントコースの授業は，＇情報の専門家有成，＇「 Iり恨を経‘i的に閻度に利川する人材の有

成，そして佑恨をビジネスとする人材の行成を II指していますし，そのために， ‘lむ恨l見l辿責格の修

得ぱ必須と考えられ，人浮力）授業を受晶しているだけで経‘i月に必要な知識とともに， 4年次まで

に何らかの梢恨関連責格を修得できるようにカリキュラムが糾まれています．9
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5. コース必修科llについて

各コースに分かれて学曹する卜で，次のコース必修科Ilを1役修しなけれはならないヘ
---- ----- -------- -------------- - - --'—--- - -------- -- -- - - --- -

企業マネジメント ， 
JI‘酋利組織 } I : ^ i丙・環塙

、Ili恨マネジメント
マネジメント マネジメント

r ___ 
コース コース

コース コース
--------- - ----- ----------+＇ - ---------- ~-- ----- --------------

： 

マーケティング論 和9,l: ‘i’) 之1J,IJ'iヽl1•IIl入ll 泊費生活と行政 1、1'iI札 l:i';と、1、1り恨倫坪

，
 

コ
ー
ス
必
修
科
II

企業と社会

~Wt,,1 ：·入
lu,iLliHii 

介業1倫籾j!論

地域と峠らし 地域と作らし

----

行政目治休

マネジメント論

-—―之＿ •一•口—:- ---/~-

ー•• --• - -• -

l 

直 flitil［丈1JI論

詞t11じ論 、廿j恨学）！員礎演胄

-、

．．．．．．．．  

※ 

企業と社会 、I‘1り恨ネットワーク論

または

データベース晶礎論

※‘|91＼報マネジメントコースは「'|¥＼恨ネ J トワーク溢」または「テータヘース）よ礎，l向の内，少なくと

も1科tlを修得すること

※各コースの選択}j法や手紬きについては，悲礎セミ I・ IIを辿しておこないますe
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! -―! ~ - -•- -~ - -•-- ~ - ---―:..  

マi 年次および1it1立数
ォミ，

列
II J受業科ll I―^ ー・ ' ---• ”「'̂----

l {l : ＾ 2 {•I : ｀ 3年
| - ~ - -• ・・•-―---•- - 、-—• --- ---• 

i企業と社会 2 
I -------- ------ ------------~------ -------'----

経‘詞~ヽ‘‘；~吟 こ入

J ̂ 1述、 IiIIH ¥、4□--•-［ 
マーケティング論

---

I 2 
------_!______＿＿＿「

、＼公
//1し 通 偏

•• --．'--̀ ～-• ---

4 

―-------------＾-—-ロ----

4 -{l : 

最低修得 i
| 

りt位数 i

l- --------

備 ぢ

9専l"l科IIItt I」の
中より必修科 1]を

含み16準位以l：を

選択必修することツ

ロジスティクス概論 4
 

ぷ
守̂‘ー ーし

1
:
1
J
 

入
皿

•
1・
・1

ー

t級
~一

［業
i 
i 、• • --•—--• 

布
~
7

A‘̀
t 

，
 

-、
-9ii-9 

A‘
、t

l_] 

4
:
.
1
 

ー

ーし
.. q•[ 

ー

AIJ 
，
 

ニ

.̂I

.., •-

4 
L__~-

＇ 

l 

•一'-- • 

4
 

溢

/~ ．．→ 
＇ム； 

．．．．．．●ー、

,，'、1J1 財

. t'’l―----

1¥|ム

愛

一

ッ

f
‘
L
 

務語衣論
-

声，
 

•9. 

．，＇ 
ヽ<

t
 

ゥ
平

科—- 、J
ノノ -

I
 

11 
論

！ 

――←... 

i 

4

-

4

 

4

-

4

 

l_ 
， 

l-~ 
ll 経済

i,  _____. ----------
| 

机＇ム

19‘ 
,

J

 

l
/
 

，
 

A
"

＂ 
I
I
I
 

•. 

I
 
．．
 

地域とが玉らし

4
 

16単位

り／】

ー
泊費牛泊と行政

,. II 本 l玉l；ぷ
一一

•• 

‘
 

}
-
‘、ー'‘

?l 

り
/
]

•• 

政
．
／
fJ

ヽ
ー

9

一ー
‘‘l,̀
 

喪

一，＇ 、J
．ヽ―ヽ

政 9

^

 

，^
 、

J
‘ヽ

4

-

4

 

企業とスポーツ
： 

'●●ー

サービス咋繁／‘
＇ 

；； 1i1111 
l 

ー・・・・ ・ ・・• --

り
/
]

4
 

、1じ fif.fi l|又，）II祠

インターネット社公高

倫.l
 

ムテスシ
JĴ
‘ 

•••• 
l
"ーkil 

ヽ

2
 
り
/
]

2
 

桁骰セキュリティ り／
l
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! ----r--------- -----

＇系

列
,-----

， 

I 

＇ 

！ 

＇ 

I 

投業科ll

-• -•, --•ん• •ー、．．．．．．．．．．．．．． ●ー・• - ． ．`―----- - -

年次および凩位数 最低修得
• -、．.． ．．．．→へ•→

1 年 2 年 3 介•̂  4年 iii位数
_ 9. -—ー ・ヤ~ ＿．．． ．．．＋・ ---- -—- ....—•• ●ー

！ 

'4,  
i 経 貨戦 略 繭

--------- .．. 
女又, 1•1:‘i的史

． ． ．．．  

経 貨管：即総論
|. --•-•-―-•、--- -

人'lt労務管；且l！論
．一● ● ●ー・

経 ‘i:t糸ll 織，，倫
------- -- ー・・ ・

中 小企業論

！企業倫坪溢
----.．．- ----.,  

企業とリスクマネジメント
- ． ． ． .  ヽ・•一ー ・叶• --'  

i'i予則会叶論 ' 
一------- ------------------- -

/J;［ ｛lli lil• t}̂- 11命，1
------ ... . i • --..-• 99 •-- ••一•• --•-

9 /~ 1 I砂木；入
ぷ ii m1_ 11. 91/fi] 4 
ヘ一 '- - -------

コンピュータ会，i［一 ： 2 
| 
• 9 9 --------••-... -----••-. • ----...T —••- ---•-- -.'. ••-------• ● ^-~---• 

: I Kl |；祭公叶論 2 
9, i f - -•9 --•- • - ----.......•---..- -• -•--•-- • - -•-- - 9 ．． ~ ー ・• -• • -- -•一一ヽー

Jヽ• 

，現代ファイナンス論 2 
門'•--------• --•- --_'  ヽーー•• -i._＿ --• - -•--• - ］ 

会，；「学特溝 2 
利• --9-- ----―---• ------ ---•---—-- -- .. - --

流通［、訂報システム論 2 
ll i.- --•---•—•---—--- ---•-- --• •-•一 9- -

1 マーケティング情報論

詳
,---~ 

1 ビジネスデータ分析
-- ---- ー••-マ-----

，II |ビジネスゲーム
ー• -.  • - --••.... ----- • •-- • - - --- - 9 1 ― 

［ 情報と職業 2 
「―• --•-••. --- ， ．．．  

繁ぺ／入,lii報）危こ rIIIIl i 2,  
・—-• • -• - • --- - - -...... 9..~ • • --

デジタルメデイア論 2 
--------- ---------- - ----,---- -----,------

恰報ネットワーク，，倫 2 
---- --- --- ------- ------.・、t -.  

データベース）t林 ・A．＿r：f4e,IIIIl, 2 
--------- -------- ----------- I -----•--•ー・・・ 1 ・•- ----•-•ー・• -9 

情報理高 2 
--• ―-----'-- ------

メデイア栢業溢 2 
―→- - l.. • ----,------, 

組織柏 恨 論
.． .． •• -• ---

梢恨化戦略論 2 
,------、、-----•-- --•• - --•- --．^ • 9.  - t -.......--―----•. | 

iデータベース応用論 2 i 1 
「―•ー・ 一．．．．． ー---—•,-------- -一●●ー•一•-- ----• :.  • - - • ←-.．．^ ----•- -. 

!、情報処則）長礎論 I I 2 ! 

-- --------- ----------------- ---------

情報処坪／心｝ll論 ， ‘） ＇ , ムー、

.＿ ＿ ＿ _. •一• -- — + ---•9 -•--• --• 1 •-•ー・—••----•-•-- - ---•- -~ 

アルゴリズム）よ礎，，倫 ， 2 
l _＿ 

I _ ____l_ ______L_____:___ -

,. --------．．; 

4 

4 
----- --------' 

4 

2
 

備 名

4
 

---

2 
- --------'- ---- ---

2 

2 
●●ー・ ・ - t -•-.. 

4 

-
9
]
-
？
]
 

161札位．

ー•—・・~

「専門科 ll群 II」の
中より 16りt1立↓又 Î^

を選択必修するこ

と

り
占

-_＇ 
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／ 授業科1,_ -

ロ〗：／
こ ステム監介論 ＾□— 

・→一,I 1 
I 2,  i 

土．．―—9―_ | | —:--•I 

業／胄/h/／  

最低修得＇

単位数
考止

＂
~

．
 

＇ 

16凩位

「専門科目群 II」の
中より 16屯位以 1̂上

を選択必修するこ

と（｝
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I ；J ！ 

- - -- -

スポーツ 1笈療・梨学
- ------- - - --------

！ ス ポ ーツ心坪
I 

授業科II

- - .--------

年次およびiit位数 最低修得

1年 2年 3年 4q •. iit 1¥，1 放
-~------~--,-------------

2 i 

---------' 

2 

仙 ぢ

ライフセービング高
． 9 ．．--.. . . ． ． . ． - - -------• --•.1 

洵罪スポーツマネシメント
i ——•---•• -----―--

スポーツと地域拡興
．． 

健康述動指導法（含実胄）
．．．．  ． ．  

休｝Jトレーニング実胄

I 
健康スポーツ実習
ー ・・・

小、）し舒‘貨
- - --------- -

父通ビジネス'li業論
．．．．．．．．  

伯↓）じ廿ll 1も，；倫
，．．．．． 

サービス実践論

フードサービス 'li業論
-------

|k| I緊舒、ド『高
ー・ ．． ----—+ 

l"l ミクロ経済学'.
I --- -、，. . ． ． . . --- - ••ー．．．．．．．．一

科＇マクロ経済 学
I 、．．．• -．．ー•-••--__....•---- --• 

11 1 It!|；祭 経済学
----------- ----

群！財政学
... 

II I金融システム論
- ------------ ------------

l kl l祭糸怜 i斉 ili.11] 
,-------------------------

i |｝fl 発経 済学
------- - - ---

融溢
．．．．．．．．．  

l叶際ファイナンス論

I L心 法
1 ----―-―----------- ---

廂法
- ------

法人税法
: ------------- -- -- --- -

l木廿紬税法
I--- --- ----―----

泊費税法

行政
[ ＿ ＿_．---------------

！ 労働
i. -----------

1 |Iil 院 法
: f----•-- --------- ---------

＇経済法
1,  ----- ------

＂ヽリ
た
H'

1

一
ニ
ー

店， I

ノ，，，
、I,:

ト―
、ヽ

i

法

2 

2 
~ → 

2 

！ 

2
-
l
.
l
 4 

- ---•-----•三

‘)＇  ー：

2 

2 
●̂ ---—•一•:• ---- ----.．． j ----------

2 

4 
--

2 

2 

4 
．．．．、•-

4 

2 

----―丁―-----

.....~ 

ッ•幽．、
..... - - :...．．.  î -•-•••--.. 

i 4 
l ----------------••一．．．．． T

1 
： 

-------------- -

4 
..．． i 

4 : 
-- -----• - ． ^ ••• ．→ ・・ ！ 

4 
• T...  

4 
--7 ---~ 

4 
---- ------------

2 
..... .T —••- • -.. 

2 
--- ----

2 
9 ^̂ t --••- • -• •--9•--•--..... . i 

4 

........—••--... i 

16凩位

..． 9.  9•一

2 
"'"・ ~ ・^ 一一＾

叶`"l科ll群 II」の
巾より 16りif立：以 j・・

を選択必修するこ

レ
- e 

！ 
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-~---~----------------·------~---·-----

系 I

授業科ti
年次および単位数 最低修得 i

＾ ^ 

列・ ’ l -｛I :． 2り：． 3什:'4年 i平位．放 I

備／―口
I -------- -- ------ ------ ---•—-_ | 

l l | | 「演宵科ll群」の中
---------, 

¥.1 ！ より必修科 I-l及び

「インターンシッ

プ (lE]内）、 M （海

外）．地域研修」の

内 1科 11を含み12

凩位：以卜を選択必

修すること。

- • - --、-

Jよ礎ゼミ I
ヘ—

駐 礎 ゼミ II
iiif'------―---• -• --•• - --．， v ̂ ‘----•.. •-- -^• --• -• ＿、・• -一

セミナール I 上 ＿l_-―| ］ 

ゼミナール II | 4 
平1•. --ー^ `‘-• -一 ー・・•- -•-----~-----

l 1 インターンシノプ＿＿□「|内） L__ J , z 

インターンシップ（洵外） 2 
------- ----~—-- --

地域研修
い―--- - ＿＿ ＿ | | _ i -----2 --•-~- -^9 --•一一9
プロジェクト研究 2 1 

-----~-······-------------

J
I
 

≫
 
.‘, J
 

・、9

群 一

12肌位

3.特設科目群

外国人留学牛及び帰lI:［生のための履修科I1であり，

解を深めさせる科 IIであるっ

企業活動全般にわたる H本的な枠組みの理

”● ー・・ ―--..•—. ・・-----~ ―---•••-.......ツ....寸~• ^--

最低修得 I
1t 

lj i J ～ハヽ 9 9 9, ＇ | 
伽 者

1年、） ｛F. I ?忙， A｛lー：，凩位数＼

牛、¥~ :-:-:----:---:----~----i--....... ~ 
| l•1 本 1叶‘i'illI (H本の経‘院） 2 | 

>:;i :\>[;’: w；] 
．；）し~ー•ー•t. ．.．．-．．．”‘^...＾-——-- ｀ --• ---•--' 

;［．／-1 1本凡｝文：ド論 I（論』！的表現） 2 ＿ 

日本』文章論II（文学的如見） ［ 
l l t_•- •- •-. l ． ．  

国際則解 I , I 
2 

群―• -— l —•------

川際理解 II i 2 | 
-1 i 

| .． 、.. ... - t ヽツ•一●ー．．．．．．•-•-一・ ・・一• • ' • •- ．． 9 

国際 雌解 1lI 2 
- ------- - ---------.  -

修得した単位の内

4単位を学科共通

科 l]群に振り替え

ることができる c
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4. 自由科目群

授業科目

年次および車位放
一一

¥J 

lonn 

ー

ー,
1
 

ボランティア活動 IA

I 
i ボランティア活動 IB 

ボランティア活動 IIA 
---- ．一 一一

| 
ボランティア活動 IIB 

!—•• •--• -----． t - - - -．．．．--- - -• • • ---• 

地升lし［青報論 I
．．ー・ --

i 

1年 2介:. 3年 i11年，

----[_ ＿ --------―----------

..:-----•—••••----•••一――••
l 

••••••一—ニ―・・

地珊IW恨論II

I 
！職業指導

-------

I r l 孝父ffl);［ JI!！ l 
．．．．．  

l l l | 
教行原坪 II

店I・!
i教介諜村の心義及ひ祖成の方仏を含む 1

ヽ～・・・•---• 9 

り
/
]

ウ

2 
----------•一―----―------_ ＿1 

2 9 

4 
←・ヽ

4
 

i 4 I 

--,•--•-t 上＿口

9
]
 

•一• ← 

9] 

t I 
．-

群 i教職

教有＇心且 I！学

.......-•--.. i 

A
H
 I" 

;
n
 

?
]
 

2 ! 
---~--1 

l

,

＇9
 .. ,＇ 

！村年心理学
I ――-- ------- --

教脊制度

I---―- ----

教脊｝j法
．．． 

社会科教有法 I
.，．. 

社会科教脊法 II

社会科教脊法11I

, 2 
↓ -----―, 

ー•—●●●●ー一丁

....．．．．． 9 

l 

2
 

2
 

2 
----',  

2 I 

----------l 

！ 

I
'
|
＇ 

2
 

； 公民科教育法 II i 2 ~"-~_ =-=------------―------`_＿＿＿ | i _＿＿ 
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. -------一・

よび叩立数
．一．．．．，一．·---ー」備•4 

: 3年， 4年-t--［＿_ __L_．•一

! 2 : 
9 - t •ヽヽー一」

2 

:l'l：孝＇／

:｛／峨IJ;-l[ l [ 2 ：ー／

糸孝／有；ひ1:Iを も 1=--
［ 

ー•• -•, -- - - ---l 

教有実り~---~___L_ •—-—•L 
〔備考〕

(l) 1.9•l l廿科日とは卒業に必要なりt位数には）J廿りされないが，

科廿である。

(2) 本学科においては， l•9.1 由科目として，教職諜程の科 ll が準備されている。これらの 1,..11W

ついては，後掲の「教職課程」の品明を参照のこと勺

1
,
J
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•一

1,lr打に選択履修することのでき
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VI 授業科目の単位と認定

各年次において股修しようとする授業利廿は， 111学期の初めの指定された期 IIに， 1リ［定の

方法（オリエンテーションで品明する）で1役修1|l,IIりをしなければならない 版修IflIIftiは，年

間の受溝，寸間をたて， i［位を収得する、立息｝ミぷをする学期初めの車炭な f紬きである この

股修1|l,itり手紬を [liJ述えたために，授業科日の履修ができなくなり，その結果＾，進級はもとよ

り卒業かできなくなる場合もあるので，以 1くに掲げる注紅、rli唄を厳守して，謀りのないよう

に屁修111,iIijをすること

I 11 ）復修Ili,IIll}片捉出後は，授業利廿および担‘11教且などの変史，追加，取梢しなどがないよ

う，捉出する前に投業II•、『 |lil 印l 人に則してもう 1如附忍するなどの細心の注瓜を払うこと

なお，）iは修照合IIが設けられているので1llJ迎いなく登録されているかどうかを必ずli‘{f，忍す

ること ただし，履修l|l,lfi，りの返屈または照合には応しないので，必ず「学生控」をとっ

ておくこと

12 l役修Ill,11,jをしていない授業科 IIは，受溝しても叩立は，忍められない また修得した単位

は分割することはできない よって，授業科 Ilのl1fIIIりにあたっては進級や卒業に必要な平

1立の符定をl真爪に行ない，修得爪位数がイ況しないように）Ĵ令を期すこと

13 1nJ 合学期の[,i] ・I翡限に 2つ以I]←の投業科 IIを履修することはできない もしこのような

叩及する投業科 IIを股修l|lilh，りに心人した場合は， llIIj科 IIとも登録無効になるので注紅す

ること

14, -r如ii位を修得した投業科 IIは， 1り）文股修することはできない

(5 )復修l11,＂]，りには投業科 II. コマ・コード番りなど必要'li項を正しく，心人すること 91じ載

トの晶りやが明賄なものは llllIIり[l1本か無効になるので 1^ 分注心すること

16 コマ・コート番りとは，時間割表に投業科Hと共に，1じ人されている番りで，そのIlか限の

授業科IIに固行の番りであるへ

17i )復修l|l,II¥，いは「！役修r|1,IIil,l:'.，心人例」を参照して，黒色ボールペンで，iじ人すること

18 指定された期 lfまでにl復修叶Illf}を怠った場合は，学業の、心、，息なしとみなされて，退学処

分となるので提出期日を厳守すること

VII 正規の履修からはずれる場合

1.再履修

脱修lll,＂＼をして爪位が収得できなかった授業科 tiについては，次年度または次学期にお

いて再び脱修することができる

2.規定外履修

嘉片するクラスの授業ll.、『間以外のクラスで受溝せざるを得ない場合は．アドハイザーと

相談の卜必ず学部[li務室にlllし出ること C ただし 1年次生の規定外履修は1以則として認め

なし＼
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¥111 試験について

1. 定期試験および臨時試験

1, rIJし験は，定期ぶ駿と臨時試験があり，定期試験は1恥則として学期末あるいば‘；ど年よに

行しヽ ，臨II店試験は担‘り教員の判Ii:lfにより適‘代行われる

2 いずれの投菜科甘も技業l]か数の13以l：を欠靡した場合には， I）;（llijとして‘li該授業科

|lの受験責格を失う，ただし，訥気または llいりな且fllllにより長期欠席の場合には，特別

に配慮されることがあるっ

,3 試験の IIか liil‘li}•Il は褐ぷにより連絡する：

4 授業科目によっては論文（レポート）捉出によって試験に代える場合がある．＼

2.追試験

li 追試験は，やむを得ない1叶打によって定期試験を受験できなかった者に対し，原則と

して学期木または学年よに実施する．、

,2I 追試験を希沼する者は， l］：．ヽI1な'.Jf.[11を訛明する苫I[liもって速やかに授業担‘l1教日に届

け出ること．つ

i3 追，，式験は，成粕表の‘片該科llに「T」の衣ホがなされた場合に限って受験することが

できる。

なお，追試験は，履修（再）役修を含む）した年度に限り受験することができる。

4， 追試験を受験しようとする者は，「追試験受験願Jを学部'li務字に提出しなければな

らない

なお，追試験の受験料は， 1科甘につき 200円である。

3.再試験

l! Hi試験は，閲鳴として学期よまたは学年木に実施する。ただし，授業科llによっては

再試験を行わない場合もある

2！ 定期試験の結果，不合格（この場合成粕衣の‘恥亥科llに「F」の』＜／・ドがなされる） と

なった投業科 IIのある抒は、‘片該投業科llの担‘り教員が再試験を行なう場合、受験する

ことができる-

なお、・再試験は，｝役修（肖履修を含む） した年度に限り受験することができるっ

131 Iり試験の受験を叶II［された者は，「再試験受験舶」を学部1i務‘辛に捉出しなければな

らなし＼

なお，再試験の受験料は， 1科IIにつき l.000日である．う

4. 試験に関する注意

1. 通し！IJ

I 1 ! 試験場内では．すべてli:III'抒者の指小に従わなければならない なお，監抒者の指ぷ

に従わない者には，退場を命ずることがある

129 11式験場内では，喰，心JIl 具•特込みを咋された責料以外のものは，すべて監仔者の指
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定する場所におかなければならない

13 受験者は学生，lllおよび受験，I,1：IIj詞［（追・再試験の場合）を．机の I．．の見やすい場所

に捉がしておかなければならなし、

(4 試験間始から20分を経過した後は人字・受験を，忍めない

15 試験開始から25分を経過するまでは退場を，認めないなお，監督者が退場を命する

場合はこの限りではない

16 受験者は，試験中監腎者のn,1:IIIを得ないでぶ験場を出てはならない

1，7 "式験の行われる学期の授業料木納の者•投業時数の13以 l̂．欠席した者は．試験を

受けることができない

(8) 病気 .'Jf.故その他］［‘りな加IIによって受験できなかった者は，診断内・'}}故，I]［明そ

の他ll・̂^‘りな加11をrI]［明する翡!fl]を沿えて，迎淵なく授業担‘li教員に）』出なければなら

なし＼

2. 試験におけるイく正行乃の懲戒について

(l） 不l|汗J約をした者については，学UIJ第68条により闘せられ，史に年度における ‘1仙亥

授業科目の単．位の，忍定を行わない

(21 不lf:h為のあった者の懲戒処分については，教授会において審議のうえ決定する勺

(3 教投会の決定により処分が確定したときは，学長はその旨保証人を召喚して通知す

ると共に学内にこれを公ぷする c

IX 成績発表

（1¥ 成粕発表は，アドヴァイザーまたはゼミナール担‘り教員より本人に成績表を父付するの

で，学部'li務‘脊の指ぷに従って必ず父付を受けることしその際，学り漏ll：を提ぷすること

なお，指定された期［］以外には父付しない。

(21 成組の，！平価は次の叫りで衣わし， 60,i・凡以卜をもって吊位取得（合格）とする。

（合 格） （正規試験不合格） （追・再試験―不合格）

A : 100~80点 F : 59点以ド（再試験受験nJ) D : 59点以卜^

B : 79~70、I,1ヽ！、 T:追試験受験11f E :木受験

C : 69~60点 z: 追• I加式験の受験責格なし

13) 成紐についての疑間，質間等は成納表交付日のみ受け付けるので，学部事務室に間合わ

せること。

(4) ＿rli故，柄気~'i により指定 H に成組衣の交付を受けられない場合は，代理人を定め，成粕

表の交付を受けること。その場合は代理人学生＂血および委任状を持参すること。
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履修の手51と手続き

I 授業科目について

人文学部11」I象文化学科（こおける投業科I!は，学科共通利I!/ff I -Ill. しり1111)よ礎科I!'/ff. '、1,f11Ij1j'

晶， ＇、り1"j平l-I l ltl l ~ ＼lil, ’、IJi|＂J 1月連科I! /ff，特設科llおよび[ll l l科Il ltIから構成さ iしてしヽる

なお， 「IIl l科llにおしヽ ては、教戯諜利，‘ヽ 仇芸li責格収得およびll本晶教長法の科llか配iiりさオし

ている~

n 授業科目の単位と認定

本学祁ではり叶立；i』か採用されている 叩立訓とは．ひとつひとつの投業科 IIにうしの），し州によ

り定められたり1位かあり， I役修した投業科IIに対しては｀試験もしくはその他の）ji人により学胄

謹価をしたうえで，そのり国を認応する贔IJ)文である

肌位の認、定は， c¥ ・ B ・ C 3段階の評価により行しヽ， D・E・Fの，寸仙はりiイ立を，忍定しなし、

m 卒業に必要な単位ついて

卒業に必要な爪位数は，次の衣にぷすとおりである

ただし， 「IIll科IIは＇、侶業に必要な平付数には含めなし‘

廿
リ夕系

L
 学祁・学利・ 人文‘、i・＇：；＇i|； l ]4|繁文化学科•．．．．．．．．．．．  

比校文化研究 ， 地域文化研究．． ．．． . --, 

生活文化観光文化 ミS

11本・東
アメリカ

分野 分野
ア／ア文
化／1）|究 文化分野

学科几通科II群I (I l,j(，翡・災謂）

学科共通科ll l打• II(‘l h f|｛利学{I-l l l刊）
I学科共通科Il lfi. III （総合科 ll ltl,・・) 

I Iり1"l晶礎科ll'fn,・・
.•—- ----． 

I、り l"l,1・,;/i 

I
I
I
I
I
I
I
r
¥
w
 

群

群

群

群

群

群

~
~
 

~
~
一

，
 

．
 

平

床

平

和

平

和

ヽ
~
，
~
ヽ
．
~

1
1
.
I
I
-
1
1
1
1
1
1
"
 

ー

|

.

ー

|

市寸

fhJ
由
J

山
寸
専
由
寸

'’
 

(Jill；と文化）
（比蚊文化）

（比蚊文化仙究・牛活文化分野）

（比較文化価究・観光文化分野）

（地域文化ii)f究・ II本・東アシア文化分野）

（地域文化ii)|．．究・アメリカ文化分野）

8 

,1 

4 

8 
10 

まだ：i,＇、り1"l, ； 11/i l爪｛I,＇と学[I ] t i直H[I /ti Iょ：） （｝州位

8 

8 

28 4 
4 4 

4 28 

28 4 
1 4 

4 28 

6 

10 

8 

16 

1・リl"J科目群川 ()，騒礎， i•IIIt)

I、り1"］科II群VIII (ii灯習）
内1"］1月連科Il lfi'． 

指足された各科 II lffより修得した科 I!以外
に以卜^の科Il ltIもしくは人文学部他学科及
び経‘i判礼恨学打1ぶ礼闘I総合学i,i1ぶメデイア学
部の科11ょり選択必修

Ji1― 9 126爪位
i..  

※ 外11c1人情学lj:_.•)•,1月 ii)ljーは牡は利 11 /rfての修得爪位を他の利ll ltl'-(/） i|i位に•部枷り杯えること

かできる e (11}嘩Illはl(i7貞参照のこと）
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W 3年次への進級条件及び各学年における標準的な修得単位

3年次に進級するためには， 9)よ礎ゼミ I・ II」及び 1年次の必修科 l1を含め36平位以 l：修得

していなければならない。

各学年に股修する授業科ll群および修得凩位．数の ll安は，次の衣にぷすとおりである。

学．｛I: りt 1立放の [I 安

1年次 学科共通科[l lfl'・［ （災，翡・日本n{｝）

! Fundamentals of English I, Oral Fluency I…2科l|4甲位．（必修）
II本諮 IA・ B・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2科 Ll4単位

I 
（タトlhl)＼留学生・帰Ikj牛必修）

学科共通科II群'II (・!訂恨科学科[l群） ・・・・・・・・・・・・・・・・,,2科ll 4単．位
学科共通科[l群皿 （総合科ll群） ・・・・・・・・•.．．．．．．．．．．．．．． 1 科 I l 4 tii位
'、1/lllJ)店祉も平卜1l lt乍・...............................................2 科• l ] 4 i it位
＼り 111―l ; i' Mi・・・・・・・.. ・・・・・・・・・・.............................. 2平卜ll 4 i itィ立
専 門 科 II 群 I(）j法と文イじ） ・・・・・・・・・・・・・•.．.．．.．..． 2 利•ll 8'札位
i、1Ji- I'り科 ll 群1lI~ ＼1 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..選択する分野また｛よ他の

{I参1!}平1立娑文 分連fから 6凩位
37単位． i r、lj.lHJ f;/ij 連利•I 11tl'VII ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•.．．..．．．. l 科ll2 単．1立

専門科l| ltl: ¥111 （演宵）

！ ）よ礎ゼミ I・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・"・・・・・・・・・・・・・・・・"・・・ 1科ll l単位（必修）
少
し
、汐

1
.

＾
 

／
ー9

]
 

fl各1翡iii．｛立数
39爪位

3年次

修得 in. f立放
38爪位．

i 4年次 専
'，IJi 

I修f!｝ i it 1 ¥，1．放

12爪位 I,、り l"J科 ll lti• VlII （演

学科共通科lllft I （りt,沿． ll 4ゞ翡）
Fundamentals of English II, Oral Fluency II… 2科11 4 iit位（必修）
日本語 II-~ ・ B............................................. 2科1141i1-f,'.r:

（タト11:-1 人留‘ヽ；と／t. 帰 ll:•I 牛必修）
}§-1 "l :)店礎科Il /ff:................................................ 2科ll 4 i ii f立
.，l i l [ /ヽ i"J,j',¥ff・............................................... 1 店1• 1 1 2.iii f立
専 l"]科 I.llfi:II （比較文1t)...........................2科 li 8単位

内 l"l 科 ［］ 群皿～＼I・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...選択する分野’
または他の分野から10平f立

り l"J科 11群＼TI (晶礎ii'il/fl........................... 2科Il 4平位
Iヽ リ門科ll ltl'．¥111 （演宵）
）よ礎ゼミ リ・・・・・・・・・・・・.......................................1科ll l iit位 （必修）

専l"J関連科IJ/ff................................................1科l1 2 i ii f立

※指定された各科ll群より修得した科［］以外に，以I．．の科ll群もしくは人文学

部他学科および経悩才，り報学部，伽祉総合学；『Iぶメデイア学部より 4爪位
------. ------.. --------・ -----・ ・・------------...... --------------------·、.．．．．．•---.. --- --- -．．．．． 
.,.1/ f1'J ii'Mi""".................................... 1平1ol. l 2 i ii f立
専 門 科 II 群III-¥I・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..選択する分野

または他の分野から16爪位
l、1/l"l 科 l I !!、（:VII (）よ礎[;rr{}） ..................... 1店I・ II 2爪位一
専 l"J科II lff ¥111 （油 曹） •．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1 科 ll 2凩位

！内1l }J l見l 連平1-11 群・・•.．．..．...．．．．.．．．.．．．．．．.．.．．．.．.．．..．．．．．.．.．．. 4 i it 1立

※指定された各科IIH'fより修得した科II以外に，以1一ーの科ll群もしくは人文学
部1也‘ヽ 芹科および経‘i;；rI‘1り恨学部， fi咋l総合学i・（1ぶ メディア学部より 12平位.........• .^...．．．.．...．．．．．．．．．．．..．.....．．..．．．．．--
l"J, i'Mi.......................................... 1•平l·ll 2 li1-N: 

門 科 l l ltt lil ~ ＼I・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..選択する分野
または他の分野から 4爪位

宵）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1手1・ l 1 6 i it位

卒業
修1!J. i v. 1 I, 1．放

l 2 6 i it 1立I
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v 授業科目の学年配当と履修すべき単位数

1. 学科共通科目群

学科共通科ll li「は， llljl (I l 1%{} ・災晶）， 1il]II （伯恨科学科li群）およびlnlllI （総合科

rlli『）の：系列に分かれているか，それらの各系列のうちから Im卒業に必要な単位につい

て」にぷした所定の用．位以上を修得しなければならない

11 学科共通科tl lfi-I (f l心翡..災晶）

※叩,i:数に01]]を付してある科flば必修を小す
'-------- ー・・．． ． ー・ ー・ー•--

系 i 年次および平位数 最低修得
＇ 授業科II : 

！列 1年 2年i3年 4年爪位．数 i
------'---------一•-．．---'-------'------・. 

1 Fundamentals of English I, _2 
!,----------- ---―---- -．. -•r• 9 

, Oral Fluency 1'.2  
......-• ----..．.．- -•• 

学 Fundamentalsof English II i 2 
．．ーー•-------•- ...．ー• --•・・ • - -• ------------------- --．．．寸―•• -． -

1 科 OralFluency II 2 
-- -- -.  ---------- ------ ---- --- - -.. -------'------'-

！共 l1 本忠 IA 2 
ー．．．．．．ー・ ー•• -. • ---

雌 II 本』 1B 

・科
-- ---~ --------- ----―-.. ．．---—---—••-• • 一• 9 •ー・・ロ

i I l 本；語 IIA 2 
I ll ! -- -----••——-• --——• •一•--•---•--•

日本，l｛i•II B 2 
: lti’i, ・ • -•--•---- --..-• •••--•••---..._＿＿ _ 

II 本 [1{f IIl 
1 ←--．•一•-

罪．日本，In W 
．．．．  

ll 
英会盾 I 2 

------ -

本災会訥 II

:fi ^` 叩．英ぷ r;;1illI
'- ----- ---------- ------- ----------

・ Reading & Writing I 
--

英 Reading& Writing II 

,[If ・ Reading & Writing ill 
I~•----------·----------- -----------―--

Speaking & Listening I 

I _ Speaking & Listening II 
'---------- --------・----- -----

Speaking & Listening皿L ’  
—--

〔備考・)

(l) 学科共辿科tl群Iでは，第→外国晶として英叫（外1-K)人留学牛・帰1klIl--．は H本点）を学ぶ。うち，

Fundamentals of English I ・ Il, Oral Fluency I ・ 11 (ff本晶は日本語 IA・IB・IlA・II

B) は必修科目である＂
(2) Fundamentals of English II及びOralFluency I]を履修するためには，それそれの Iを修得して

いなければならないし

(3) 日本』 IA・ 1 Bのどちらか 2単位を修得していなけれは， 日本IlA・IlBを）役修することはで

きないe

2 
---~-- ----~--- -~- ----

2 
-------,~----』

---..-..9•• •—---．--, 
2 i 

e-----―----------~- ---, 

2 

2

2

-

2

 

~
~
 

~
 

．．
． 
ー・・・一

，
l

-

ウ

一，

8単位

価 名

「学科共通科甘群

I Ul---tゞ[{}・りし:[！t)」
の中より，必修科

IIを含み 8凩位以

ト選択必修し

タトlK[）¥. fl{‘.i:： I-l •.. J,rt} 

同牛は「日本，森 I

.--¥・IE, IIA・ 

II B」を第•外IKl

晶として必修-

rヽり門ふ沿の）役修）j

法により，3科fl6 

i札位まで選択必修 i

なお，国際交流学

科の「学科共通科

[l群 I」の英i{t科

llも加えることが

出来る



(2) 学科共通科目群 Il （情報科学科目群）
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者一ィア演

修する

メデイ
―It I 
ハ「―-- ^— --l "ー ア論」「情報メデ
通＇
科 i l ィア演習 I」を修

H 情報メディア演習 I i _2～／‘, 
I 得していること。

群！
II'L 「マルチメデイア

情
- —• t- .-+—---+--- ---'-----•v~-- 8単位 ， 

報 l
i 表現演習」を履修

科 情報メディア演料 II ,1 2 するには，「情報メ

> •••.•• -7——+~—-- I :：尺口
！群 I

i -L"Vチメティア]‘現凍柑 2 1 
l 

て〔10:[］][:t;：{土:,Lよ;;;い：ローロ仏要とさ［口／J戸，イ／ター1ノト吟につい
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13 学科共通科ll群皿（総合科ll群）

‘~•~9 
＊
 

9

1

 

l
、
J

‘‘
 

文）
 

詞

。
じ

界

ー1ー

．． と

文求

本

J
 

應

ー

.

l

(

 

,＇
i
,
．
'
-
.
,
 

ヽ
ヽ
ー
'

立
バ
ダ

‘~:,' 授業手1,l l 

l 

年次および平ぶ／：放
ー••――~- ----, ..~. 最低修1翡

l イト 2 イト 3 {l :． 4 介:. iit |;，: 令文
．．．．． 

¥J 
.̂l 
，
 
，
 

＇ 

ー

地球文化溢 II

(l心1谷と環塙）

学「

平I・
地 球文化高 1ll

（環塙杓染と牛態系）

Jt: 

- -

「学科共通科ll群

Ill （糸伶{r科群）」の

巾より` 1凩位以

ト選択必修e

＇ ー

4 

通
JIし9 |lel |；祭敏＇怠 {r,l1i’j.I巫I

('情報・ネhi祉・ジェンダー・ 2 

科 ［玉II際交流）

ll JIじ［I;．j |際総合溝I巫II 4 i it i立

僻 (l l本文化）
2 

III 
人間 li汁究 I 

総 (）¥.11¥Jと[1然）
4 

合
利• 人 1l.ij ii升究 II 
ll 4 

I ! I!!-,: 
（人間とハイテクノロジー）

人間研 究 m
4 

（人間と文化摩掠）

人間 価究 I¥

I 

(J¥|lilと年齢）
1 

-------- ----

IE]I際文化テーマ溝Iがl 2 

国際文化テーマ，溝kif.-II 2 

〔備考〕

学科共辿科Ill罪mには，クローハルかつikll際的な文化のあり）jを多様なり）り l)から学ぶために，地

球文化論、 JI「I噌祭総合晶I巫を置し、てある また，人間研究は，学際的な視、1ばから現代における「人

間」の議lii]題を学ぶ科tiである

I••ElI釈文化テーマ溝1倍は、束以紀）じ）i：町キャンパスにおしヽて， tliiIII1日する科 t」であるし
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2. 専門基礎科目群

'、りl"j)，騒礎科ll群は，相圧依存と摩擦とが進むIk]I菜的な政治・経済・法的1叶Iりの）+t礎を知り， ま

た文化史的観、I・忙から •!If: 界史を学ぶ科 II を配ii忙している c
•-. 

系 i 年次および爪位放 ．最低修得
， 授業科•I l , •----------- t --― --V●--~、•ー一， 備 ぢ

列 1 {l→ | 2年 3年 l 4イ1| tit位数 l 7 
--- i ヽ ••---------r••-. -. ＿-―——---「.． v ●、---

現代の人間息想 2 「しり l"J 且薙楚科— ll 群J

生命と倫雌 2 
より， 8単位以J-.

選択必修

I j.,沿と 論坪 2 
--

日本の歴史と文化 2 | 1 

机界の歴史と文化（東tt) 2 

I Iii:界の歴史と文化（l附(:) 2 
ヘ—ー．．．．．．．．ナ―

ll 4ゞ 美 術 史 2 
L ー•--、------ ---- -----―-•----....._＿＿三

! [ILf 洋〔術 史 2 
--—- •--t -—- • --• - ： --•- ----——--•--

専法の東1『神と役割 i 2 
---、- -•• -•—- --―- -• -―T―― t -•---. t - •一●●

門 f1 本 1七l憲社、 2
-三---—---- --．-- •--.....•-—--.9—----..-- -•-- ---•• 

)l I 
9さ社会生活と、iよ 2 

戸‘
-------------------.-―--'---- --

虻
}＼ |lij、し、j州I (AIH]Jlj!/肝） 2 

科―-•ヽ•--•一•- • ---――--•--——--へ•-

！ 人間心岬 II (行動心Jlj!) 2 
l l !• t -- -―--.．．・-- ----- - ----- ---------•「

, 1-1aI 家と 政 治 2 
lff9: l__.....--•-•-• ••-

| 11;j |：祭政治人 l"l 2 
-•一

経済のメカニズム 2 
. ＿＿ l —•-•-

| lヽj|祭経済 1i-、「h 2 
----―--- -、----．...-••- ••---し•-•----•—●●●●● -．．．----.．．．．---•三--．-

人間と集団 ， 2 し• -―------ 9 •-- - - ! -］ 

現 代社公論 ！ 2 

社会 統，；「学
．一

生涯スポーツ概論

スポーツ科学 I

スポーツ科学 II

9
]
 

ぅ】

9
]
 

-----I 

j____ 

8爪位

ッl
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3.専門言語

如 "l科 ll群のそれぞれの分野で学ぶ）店礎としてのば語能力を蛇う科flを配li/i： している。

系
列9’ 

ドイツ 99ff I A 
l ト・ • -- ．． - ． ••ー ＾ー•- ．． t^ - -

i 

ドイツ，沿 I B 2 
'- ------ ------- ------- ---

ドイツ i!i- II 
し—-..:-．．．＿ _．.. -9 ―~.、＾ • -•- --

： ．  

i ドイツ晶
．． 

ウ

·7-~- ---,—-----• 

ゥ

m
 

2
 

i 

---―7 
i 

ドイツ晶演宵

（表，心・文法 •LLを含む）

------- ----- -------

ラ ンス議 I A 2 
---—•--.----•--•--—----- --~------;___—•-•-•--—-

ランス訊• I B 2 
”• ヽ—-- -------------, 

専：
フランス，沿 II
ー― - -------- -- ---．↓  ー^

| 
| 
フ ランス晶 Ill

- ー・ 1 ―•一

l"] I 
フランス晶演宵

（表叫・文法 •LLを含む）

--.：・―---- --••--
-'I. 

／スペイン .itf I A ウl.  と

‘̂̀  - ---- --—----------~ 

サ i. i 
：スペ ン全fiイ iiffIB 2i 

n r l'.  ---—-- ＿_j_--• ---—- --― 

＇ ス ペイン語 II 2 
I --- ----- -- •- ＿_＿---」．--- i 

| ス ペイン語 Ill
I一―--．-• 

！ 

フ

フ

授業科ll

- |．．------

年次および弔位数
•.、•

最低修得
—ー・ 1 --~---- ＿］ 

1年 2年l3年 i4イ1・甲位数
—•- --- -----r--- -------- -.、1 --------.↓ - ----•--- --•• - •---.-- --

! I ( l） 月~-・・タtl玉l―乱{iと
して］力国語 4
単位以l．．選択必
修

スペイン語演胄

（表叫・文法 •LLを含む）

2
 . I •-... 4 

2
 

2
 

I---------, 

2
 

9

9

9

9

9

9

4

,

 

2
 

！ 

． |  
」.．．---ー-...---

！ 

「ー＇

--—~--------~ 

I 

| 
• -- ^-- ------ --

1中国語 I A 2 ! | 

!-- --- -———----------——- ---——- - -----i-- -

＇中 [_-Jcl,；{｝ I B'  -.  2 
[•—-------.• ------—----- -------------------—•----------—+-- --＿ ___L.．------•——--
9,  

I I I l―!,]―:fi i 
| 

IIn II 2,  
ヒ―--------------一―------- --- ： -------f—--- -----―--

; ! 

中 国語 Ill I 2 I 
． 9 
, ____ --―- --- -- -'---- ------ --------~- --―-----→ 

＇ 

・ LLを含む）
2 

＇ ： 

------ -----i | -J__-- ---l__～ -----

2
 

10単位

--------・: 
備 ¥J 

(2) Fl本・東アジ

ア文化分野にお

いて中国文化を

研究する者は

「叫闊」を，ア
メリカ文化分野

においてラテン

アメリカ文化を

研究するものは

「スペイン語」

を選択し，演宵

まで修得するこ

とが沼ましい，

(3) アメリカ文化

分野を選択する

者は，第：外川

晶 4単位と「学

科共通科[l群 I」

にぷす英語科目

を3科 tl6肌位
修得することが

望ましい。

4) その他の分野

を選択する者は，

「専門げ語」か

ら最低 4単位選

択必修とし，他

の 6単位は「専

門，i語Jまたは

「学科共通科 H
群 I」より選択

し，合げ「 10単
位選択必修。

※令てのふ面にお

いて， I Bを股

修するには， I 
Aを修得してい

かなければなら

ない。
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！ 

韓 国語 1lI□- I 

韓同語演習

（表記・文法・ LLを含む） 2
 

専

門

ロ

•9,99~9.

, 

2

2

 

ロ,． A

B

 

I

I

 

五

"

£

"

1•""H1-

•{n 

ア

ア
シ

シ

ネ

ネ
ド

ド
ン

ン

イ

イ
．

．

 

一

い

い

t

マ

マ

マレー・インドネシア語l] 2
 

マレー・インドネシア語III
l 

語タ

2
 

五
u

予
＂イ ー A

 
2
 

夕 イ 五
ロ

き

n ー B
 

2
 

・ロ5 
ロロ

9
,
[
．

A
 

ー五
u

――qt" 
ベ 卜 ナ ム

ベ 卜 ナ ム 五
口

き

"
ー B

 

アラビアこ五

ロ~:~]+
！基礎 英語 II

〔備考〕

中国語 II. 韓国語 II' スペイン語 II' フランス語II, ドイツ語 II' マレー・インドネシア，；｛i•II を履
修するためには，それぞれ IA・ I Bを修得していなければならない。同様に， lrilmを履修するため

には同 IIを，同演宵を履修するには1lilmを修得していなければならない。

外国人留学牛で「学科共通科目群 I」の英晶科Hの履修を許可された場合，ヽI仙亥科ll4 iit位を第―-

外国語として振り杯えることができる c

ー A
 

2
 

2
 

2
 

I (5) 外国人留学牛

！は、「基礎英語 I
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4. 専門科目群

["]際文化学科の＇,t/l"l科 llは．［・比較文化ii)［究」と［地域文化価究」の 2つの内攻に分かれ

ているこれらの専攻には以ドに 11乍述するようにさらに：つずつの分野に分かれている

また，それぞれの分野を学ふ晶礎として， 1；•rlli能力とそれそれの）j法論・比校研究とが屯

視される そのため［しtil"l,;・riff」があり，＇り 1"J科lllffl (}f法と文化），＼りl"l科ll lil: II （比

較文化）かiiりかれている

いずれかの専攻の，いずれかの分野を＇作業まで各日の 1，リ門として1役修して， 4年次には各

日の興味やh)［究を「卒業論改Jとしてまとめていく そのためには．人学時より t'l分の将来

を見越したかたちで，系統だてた）役修ri「間が必炭となる

〔比較文化研究〕

この I‘t}攻では，児なる文化を比較検，rlしてl洲究するが． さまざまな形での文化摩椋や文

化父流などを， とくに学院的に研究してい＜ i虹域であり．「生活文化分野」と「観光文化

分野」の＇．分野に分かれている

Il' It活文化分野

専門科II lfimの「'l'i,『文化分野Jでは．人間＇卜活の ‘i:「みを文化として捉えてしヽくが，特・

に女'『j:_0)11:．活や女性の歴史など，各文化での女'『I・の在り）jを中心として研究する この分

野には、生活文化に閃し，スポーツ文化，染織文化，（l:．，服飾，経済，環塙など多彩な科

tiか準．備されている

この分野を選訳する者は、 l ・ 2年次において「ジェンダーと文化」「'ti,「文化論」を

！復修することが望ましいr

12) 観光文化分野

専l"J科lllf間の「観光文化分野」では，［k|［際化の追を歩み洵外との交流かますます盛ん

になる日本の中で，改めて文化比較という視、I,｝［から観光を再・検I1‘］し研究することを II的と

し，各日の文化を比較検ll、Iしていくという学際的な研究分野である 1・2年では，ジェン

ダーの視、1仄から観光文化を名え，文化追廂や美術，建築を通じて）店礎知識を閥めていく

観光とは， lpl[-Klの文化を他者へ紹介する•つの力法であり，その観光を文化と捉え， II本

の観光を見据えるとともに，アジア．アメリカの[1,|々 との比較もよみていく＾

この分野を選択する者は、 l ・ 2年次において「観光文化論」を履修することが叩まし

し‘e
〔地域文化研究〕

地域文化佃究とは，特定地域の）1和史，政治，社会，文学9 1 i，森そして風俗や粋l翡な

ど，その地域の文化的な特色を学び，より深くその地域を則解することを 11(lりとしてい

る領域であり，「日本・東アジア文化分野」と「アメリカ文化分野」の゜．分野に分かれて

いる。地域文化研究では，その学？］ ・研究のアプローチとして従来の学間分野にとらわれ

ず， より学際的な｝j法を駆使していけるように派価されてしヽるっ

(1) 日本・東アジア文化分野

専門科rl群＼「の「[1本・東アジア文化分野」では，日本や中国をはじめとする東アジア

のlk]々 の文化を，ひとつのIKl，または複数のI、El々 の文化を比較・対象していく 例えば，

l]本研究では個別にタテ割りにした 11本ではなく， llt界とアジアの中の II本として相対

化する視、1仄と｝j法によって，「 11本」を捉えていく そのためには， II本以外のそれぞれ

の地域文化の中に住む人間か， 191分のIll:界をどのように認識しているかということも併せ
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て学んでいく n また，叫Ii] 研究のための科•[lも配i付されており，アジア高lk]との国際閃

係，文化閃係を対比させ， l1本との関係を探りながら学胄していく。

この分野を選択する者は， 1年次において「日本文化概論」を， 2年次において「日本

の歴史」を， 3年次において「近代中国論」を／役修することが望ましいっ

なお，中国研究を選択する場合は，「しt}『l,i[｛}」において中川晶関連科llを演曹まで学

胄することが望ましいc また，韓国翡についても・)長礎から応用まで学習できるコースを準

備している。

12 I アメリカ文化分野

専l'rl科日群＼1の「アメリカ文化分野」では，アメリカ合衆国，カナダ、ラテンアメリ

力を対象として，広い紅味でのアメリカを全体として捉え， ・つの同あるいは地域令体を

総合的に学習対象としていく。例えばラテンアメリカという lE]を研究対象として序げられ

るが，ラテンアメリカはアメリカと密接な閃係がある地域であり，その礼会と文化のあり

}j を知ることにより，アメリカ文化との •1吃異を学ぶことができる。また，アメリカとヨー

ロッパの関係を探ることもザ清の力法の・つである．う

この分野を選択する者は， 1年次において「アメリカ文化概論」を， 2年次において

「アメリカの歴史」を履修することが咆ましい。

なお，ラテンアメリカ研究を選択する場合は，「］，Il"］ば晶Jにおいてスペイン，沿関連科

llを涼胄まで学胄することが咆ましい。また，ヨーロッパ文化との比較を試みる場合に

は， ドイツ晶閃連科甘，フランス晶関連科tiがその）f騨礎から応用まで準備されている。カ

ナダおよびアメリカ合衆日を研究する者は，「＇ ‘iil"］ふ沿」として英語科[lを学宵すること

が望ましい<)

13 悲礎ゼミ•国際文化演宵

「）i員礎ゼミ I・ II」は， 1 ・ 2年次の必修であり，内門科 [lを学宵するための集礎教脊

をl1的としている〈〕

「国際文化演胄 I」は 3年次必修，「lliJIIJは4年次に必修となっている。ただし，「［Ii]

院文化演習 II」を／復宵するためには「111]I」の爪位を修得したものと 1,,jじ教員の演宵を縦

続して履修しなければならない。「1叶際文化油宵 II」では，担‘Ii教員の指導のドで，卒業

論文を仕 1-.げていく。

4 地域文化研修

地域文化11）f修は， 1 ・ 2 ・ 3 年次選択であり，本学科独目の国内•海外研修プログラム

である 「日本」「アジア」および「アメリカ・カナダ・ラテンアメリカ」の地域文化を現

地において身をもって1本験し，祈たな知識と視野を獲得することを [l的としている 0 1. 

2年次における履修は，「国際文化演胄」を選択するに‘りたり，特にイi滋、義な視、しばを持つ

ことを可能にし， 3年次以l．．のI役修では，演胄との並行股修によって，より効果的な学胄

がII［能になる。

なお， この地域文化研修はキャリア形成プログラムの今環でもあり，他学部•他学科か

らのI復修も 1II能である．、

I JI その他の選択科[I

指定された科11より修得した科[|以外に，以じの科ti群もしくは人文学i,t1i他学科及び経

悩栢恨学部，伽祉総合学部，メディア学祁より 4爪．位以卜修得しなければならなし＼ぅ
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＾ ~ー 一ー

授業科ll
および単位数 最低修得 i 

•H 
--,．．．ー• •- -̂---- ---~-----•! 伽考

l ・年 2 年 :-J /,F A /,+: , , .. • • 、..． 
--—- -•----- l -•- -̂ 1. ----- ---T 

じ較文化研究のガ法 4 
••一—•―- • • -^ ^ t ---—-- --• ••---•l V 9 •- ----- •--、--•-•-- • --• -•----+ - tヽ ＿＿＿

地域文化研究の）j法 4 
---- ---- - ------ -- --

店ii ば語文化研究の力法 i 門—- - -．」-- 4 --• -----~ ----
科 歴史文化研究の）j法 4 
I I I .． •- •----- ------•• -• • -••-•-----------―--• - . ------・--. .. - --・----．．．←・ヽー・一•--
群 沢文化I:：］コミュニケーション [1・（H1 4 
I I• --―--- --•--- -•- ---- - - -.  -—-------~---· 

-文化人類学 I 2 8単位
)j ••• -------••—-—• • ------—----• ＾ ●‘̂  ` ’  

法 i文化人類学 II 2 
と i ●●ー•—・・ ． ^ へ • • ^ ^  ---------- -—-•-•+- ．．． ．― ---r - .． j 

| 

文i.,j・ 語学概論 ！ 4 
ィヒ ： •——---- -―----• ---------- ----••...^W•--—•-— --•＾一----~

比校文化研究

「し1jt|I ]科fl群 I

(）j法と文化）」よ

り， 「比較文化研

究の方法」を含み

8単位以卜選択必

修(9

地域文化研究

国 1"l科甘群 I
; (}j法と文化）」よ

トレ市み文化概論 4 り， 「地域文化研
ヽ• -—•-- -• • -‘̂ - - -• - -•--- - ---9 -• •• •ー＿―-一寸 . I 

I 究の力法」を含み
し―ヤ歌 2 ri J: | 

•一•-•- -- --••-•- -9 ------ ---―- ----.. ____•• --9 | 8琳｛立：以卜選択必 ： 

表 現論 2 修" | 

------- -—• -._ _______j___----- -•- -—• ^--•ーロ ---- --9---― --- - 7 

「専門科目群 II
（比較文化）」より，

8単．位以卜選択必

修

I 

l 

| 

^• 9-- - - - -

生活文化分野を選

択する者は， 28単

位以卜選択必修c

＇ ！  

i 

分野を選 I 

は， 4単 i

観光文化

択する者は，

位以卜迂態択必修。 1 

I 

_＿ l --二
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□ ̀--f-ll1 ~/ q:` バ````ロ! 1年 '2年 3年 4年 i弔位数
—•? t 

染織文化 I (H本）
-—- -／ | | 

賞三｛口（ア／ア）ーロ、2

> [:t統とfl→こ］［ ／□／／□ 
ロロ＿1―
泊 1 ジェンダーとスポーツ 2 

店ロバ化論-二/: -
分生活経済学 I 

l : 
野—―- ----―--|  - 2 
-生涯学習論 2 

高齢社会論 4 
|――  

活環境論 4 

ー文化論 ——~ 

ダーと観光文化

リl'閻と文化遺産 I（東アジア）＇ 2 

門直麟と文化遺産II（靴界） 2 

科都巾芸術 I （文術） 1__-—-: 

ごII[（ロニ□□ 」I 4,1『）

［ ：ー： ｝： ： ： ： I 

>

28単位

' 
(4単位）

備 考

日本・東アジア文

化分野またはアメ

リカ文化分野を選

択する者は， 「専

門科□群III・ NJ 

の中から 4単位以

ト選択必修

l 

観光文化;,ru-
択する

位以上

生活文化分野を選 l 

択する者は， 4単

位以卜選択必修。

[1本・東アジア文

化分野またはアメ

リカ文化分野を選

択する者は， 「専

門科[l群 III・ N」
の中から 4単位以

上選択必修。
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系

列

ー

授業科日
年次および単位放 最低修得 i

-.．．．．．.. : --．．.．］ 

1 ij:. 2年 3年 4 {l • 平｛り放
.． l ”̂” ”~. ．．． •—• ●ー・←● ●ー・• -．．．--••一• •• --•一●●●—●● •••——•• -. _! 

1 ___-----十！，！
4’ 

... -•-•--- ---,  

日本文化概論．．．．．．．．． 

専：
11本文学概，！倫
．．．．．．．．．•ー•---

1"l li 本の暦史
科' -̂----------- ----. _ _'!___------—• 
|l | 1本の息想 4 

l罪I T - l l 4この礼会］（政治と経済）
¥，---•---------••- -- i _- ---―-1 •--•-
ヘ

地 i
II本の社会 II(女‘袢と家族） 4 - --．．.．．．..．．．．.．---

域 II 本文化史文し —•- - •-•-•-----•----- •- -•一―• .• 4 
化， II本の文学 I (占典） 4 

．・•--- - ------. 

研i l J本の文学 II （近代） 4 
究ー —---- ..．．.．．ー•-

・ l 1本・日本人論 4 
ー(4単位） I 

I I _ • ------- -••----• • ^ v .．．．． T • ---- --.. 

本 束汗、思想受~容史 I 

| 

9 -．．．ー•- •• --．....．．.．. ---•• -• -.．---.．. I 

束近代中 l叶，倫ァし .. 

ジ 近代日本とアジア
ァ'..-- ---•--... 

文
1j1「'し1と日本 I (古代）
． ． ． ． ．． ．ー・・

化 中国と II本II （近・現代）
分—--------•--- ----•‘-- --．． ．．．．．．---•-•-••・・＋・•-•--•••----—---•---—---••• 

野 東南アジアの社会と文化 4 
---------~----． 

環太平洋園の社会と文化 4 
- ----------- - - -- -- --------------

アジアl1sll祭閃係，祠 • 4 
------- ．．．一 -．．. -．． T •- • --•• -• →---••-- -••- ---

アメリカ文化概論 4 ! 

--． ． .`—•• • - ~ • 、• ．． 9・・•• --• 
アメリカ文学概論刈i ―――--—- -• -----4 

IHJ : 
アメリカの歴史 4 

-- ----- - - • ←・・•- -

科 1アメリカの息想l. 1---- --- -9 4 ―-•----7 

群 アメリカの社会 I（政治と経済） 4 ! 

¥1 i-•-——---- -•-- •---•-•--•--...- --」
ー・→ (4単位），

へ 1 アメリカのネI会III如’'1と家放） ！ 1 
地―t•一• •- -•-••------- ----•--- i + ---• --------• ---T—• 4 

多民族社会の文化 4 
域し文ー一― --•--• - -• -9 ― ↑ --•-•-------

化
北米先住民社会と文化 4 

~ ヽヽー・・ ．．． ．一 ●^ ＾ • ----
研 カナダの社会と文化 4 
心 I ―•...---•--........．．．．へ•—●●● ~ -•• --•------•—••• •— 
f•し［カナダの lf足史 i ァー―--• ------•-•--- -• -•- ----―I • - 4 
メ iラテンアメリカの礼公と文化！ 4 

リ 1

.． ，^・.-•一

ヵ iラテンアメリカの歴史 4 
i 

l. 

文近代アメリ

¥J 
仙

(4 l附立）

4
 
4 

4 
--

4 

4
 

28車位

28単ぶ,:

(4単位）
i 

--

IJ本・東アジア文

化分野を選択する

者は， 28爪位以 l:

選択必修

アメリカ文化分野

を選択する者っは，

4単1¥9!：以 Î．選択必

修

牛活文化分野また

は観光文化分野を

選択する者は，「し1Ji

門科ll群＼..¥1」
の中から 4用バ！：以

「選択必修

アメリカ文化分野

を選択する者は，

28爪位以卜選択必

修

日本・東アジア文

化分野を選択する

者は， 4 iit位以 1̂▲

選択必修、

生活文化分野また

は観光文化分野を

選択する者は，「内

門科目群＼'・ V1」
の中から 4i町立以

Î；選択必修。
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I "・ i , 年次および単位数

授業科li L ホ 最低修得
• •一----~→

ダl」'
1年| 2年 3年 4年

単． 1立放

L __ j .＿ --- ―`--......--•• ••--- -•--- ! -----L----• ---、-.,.．------t,  l....．.．.．．--- --―--

l 1本，；仔学概，倫 4 
'|  | 

`‘”9• --••-- •- -.  l ! 「専門科 [J群M[

専日本晶と文化 i I 2 
| 
！ （駐礎ふ；｛i）」の中

•----- - t - t-•. -—--- ----̂ ^  ＾――ヽ•‘'r ---------, 

門 1 日本，沿衣現法 I
l ょり， 6単位以I゚．

2 選択必修。
（表叫・文法 •LL を含む） l 

＇ ゞ

ァ`
平!・ ---~--- :. : ．`””̂ -----• --• -----•••-- 1 __• - --．｝．.-．....._＿..．．．．．．．, たたし， 日本・東

Il [［［；［ご〗::：II(11:（／ご；；；｝）成仏） 2 | 2 | ）；；｛；之誓］；、『f 字~
l - -―ヽヽ •ヽー ー・・・・•----- --•.. t v.. •--•--••-- - •—•-• ------•— J ______ J i 語系を，アメリカ

群 日本，沿表現法w（ふ命法） i | 2 6単位 文化分野を選択す• I、.．！

I VII 英語学概論 ， 4 る者は英，滸系を選
-----------― ”?―̂ ＿、---- l -••-- ---―し、•----．．,----------

- アメリカ社会の文化と英語 1 2 i -] 

1 択すること。

晶 □— --....9_, l 

礎 英晶表現法 I（発脊） I 
-.;̂ --------- -- --••-- --―|  2 -r -•--- ---—-------

閑英ii{｝表現法 II（文法） ！ 2 ! 
四 ー ・ L．ー！ー一

！ ，英語表現法III（論文作成論）
● ^‘-、-

如 {i表 現 法IV（閥論法）ー ／2 
——- ----」---、ヽ tt -― I 一•

ゼミ I ! J 

セ ミ II | 1 1 L-—1 
VI •------ l •—--- ----

! 1 2 i 10 i ii i立I 
--•一→•-.．． t. ．． 9 | ； 

! 

日 際文化演宵 II i , , 'i  (6 9', 

（卒業論文作成を含む） ＇ 
! i | i 

-. ..ヽヽ^ー・ ー一 —--•---- ' ’..．．. ． ... , l .-----•＾一

ゞ一.....-----• 一 、一Wーロ

| 

uaInj 
＇ 名

ー月
1

-

ー
J
 

ー、グ
凰

t
h
"
‘
-

r
lノ
一

‘
、
(

ヒ
—1

-
文
一

ァヽ・‘々.
4
-

9

)

 

一

．．．
 
＾
 

ー

＇ 

出
品
い
科
日
群

Vil
（
涼
胄

＇ 

悲礎ゼミ I・ IIを
修得しなけれは，

国際文化演宵 Iは
股修できない。 l_•KI

際文化演宵 IIを股
修するには， l［ijI 
の単位を修得した

詞じ教員の科14を

選見｛すること。 ＿＿ヤーロ
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系

1列..~ 
I 

地域文化研修 I
l 

地域文化研修II

年次および単位数
授業科II ! 

最低修得 i
" -------------------,-------・・・----------------7.  

□-1年 2年 3年 4年］平｛り放

2 
； 

2 
----

都市文化論 I (日本）
I 4 '  ---------- ------ --- -- --- I ---- - : ________ ------.・＿ ＿ ＿ 1 

＇・社会心珊’}：特論 4 
t-----—- ---------- ------------ ：―  

：発逹心則学 4 
L----------.------------------------------~------------------ ---, 

！近代化論 4 
!...-`―-----------------------―---―→------------―--,-------- -1 - --. --

映 像 文化論 4 
ピー一•--- ------―---―----------------------------1. ---I , -------- ___ ___; 

：地域と 文化 ' 
f 

4 
------------ ----------・- ------ •t-

t1j1 近代イギリス文学

国際法
1"］ --------- --•_.----------i -----1 

国際関係論 9 | 4 ! 

と—•- -・・--、-------------、------- .^ ------------- ・・---・-・「―-------——-—. ＾ - -

関「l-［犀政治論 ―-1 •--—- 4 

国際経済 学 4 
連 ['tl際舒‘酋比較論__-- -~ •一—―--•―-4 

------t-------~---
4 国際開発論

科，
国 1；祭責源論
ー・• - -------------

甘！翻ぶの基礎（英II)

----~ 

考曲叩＇ 

「内門関連汁斗l]骨i」
より， 8 i札位以 lご
選択必修c

4
-
2
 

8単位

2

9

]

＇
[

9

2

]

ーニ1
,
-

，ロ

[

j

2

2

2

2

2

 

一

99,9,9, ．．．
 

,
 

__ ＇+|＇
i
,
＋

イ

・

'

_

-

＿

―

 

二

＿

一

9

,

＇

,

．

 □
II[i
□/// 

群

2
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5. 特設科目群

1年[2年 1 3年 4年！単位数
ャ・ ← 

事情 I（日い冨いロ―:---
~ヘ~~-,  

！ 本事 — □― -

特 日本事情I11（日本の経営） 1 2 

設日本語文章論 I □1 
（論理的表現） L(_' 

I ~--

二
I 

群I*:.:=-r-;--:―I 
[- ］］：祭坪解 III | | 2 •[-

矛ー

ロ

授 業 科 日

年次および単位数 最低修得

日本語文章論 II

（文学的表現）

備 考

外国人留学生及び帰国

生のための履修科LJ

特設科目群において修
得した単位の内， 14箪
位を次の科H群へ振り
替えることができる 0

4単位は，「学科共通
科日群皿（総合科目
群）」へ振り替え。

6単位は「専門け語」
へ振り替え。

4単位は「各科日群J
及び「他学部•他学科」
に振り替え。

.J 〔備考〕

特設科H群は，外国人留学生・帰国牛が，それぞれ日本語と日本の文化・歴史・経済・

政治等の基礎知識を習得する科l1として置いている。
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6. 自由科目群

系

列
ー・• -- . . ． ． .  

日 本晶教授法 l
(fî ｝ ： i) 

'---------------- ------ - - -- ---- -1 

II本晶教授法 II
（晶砧）

H 4< l]1i 与父 j交、iLm 
（文法）

、・

I l イゞ［1{｝孝父オ文社： W 
I (教材・教！し）

-- -

「l II本晶 教授法＼ T

（評価）
..．．.. -• • 

! ］ 4く［1{｝孝父 j受社、： ＼1 
（教授法）

----------~------------------

[l 4< rl{}孝ti受社＼1I
(1資料）

授業科 lj
年次および爪位数

l介：: 2介：:. 3年 4{l :ム

- -

I曹物 館概論
I l l | • • -------- ------

拇物館学各溢
~. 

視聴立教育

袖物館丈胄 I
．．．．．．．．．  

i t'り物館実宵 II
．．．．．．．．．  

古文 内学

利 ． 教 行 ）恥則 I

教脊属（罪 II
（教化闘の麟I廷清載0)）月人を含む！，

...... 

教 職論
I... ··--—--......-• 

I漢文購，りし I (iill文）

漢文購，0,CII （骰文）
．． 

[ l,I}追 I (内‘lj'.」|l心）
........  -·····一•••-•-•- •••-—• ---..••—•••• •—-••— l 

胄道 II (，片‘lj：中心） ！ 

.........•—····-----.. ・---・----・-・・-・・・................  i 

外 [1,•1 史概，，兒

地即学 I

仙 ぢ

ー

4
 

4
 

4 
．． 

- ---

H本晶教授法]¥'.¥'. ¥1. ¥]] 
を履修するには． ll本，翡教授法

マ—-- -—＿可 l ・ II ・]]]の内， しヽ ずれか 2科

llを修得していること

ー

4
 

ー

4
 

1 地 則、‘f'. II 

1 地 晶、
L_______.______ ___________ -- ------

- -

2 

4 
*- --

2 

2 
三・•----

l 
--•---□ 

ウ
1

I 
9
]
 

9] 

---- --~--- --- ----
I 

. 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

ゥ
l | 

~ -•9＾一―-―····-·-~
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|—--- -- -.  ----

＇系 9 年次および単．1I'ー／：数
＇ 授 業科 ll

＾ ●● --- l.．．I 
列 !1年 2年 3り・ | 4什．

--、! --- ←•、- •••-•- • -•• 

備

法律学概論

、ぷ教学概論

り
/
]

----~-------、----上--------- - - ' ,  

4 ! i l 

..し---- -＇―― i 

→―+-------1 
．？ ＾ 一 、＾ーー• ― ,---------- -------

教 ff,心岬学

青年、じ、 J咀学 2 
99 

教脊制度
l.r l . I 2 

”~.. 9• 

教宥力 法 ' ’ 

| 
.: 

り
‘
l

り
/
]

国晶科教育法 1lI
、 l,--•一•-- -.. 

杜 会科教宥法 I | 2 
--^ i ”””`．ヽ• --•-- ---• --•--； 

i lll 社会科教育法 II i 『 2 

社会禾l["l.t llI ——-———• - 2 ロ
．一 ―←―̂  t - •- - - --. l__ i l 

i社会科教 有法 W | ！ I. 2 
「.． t,、

！地狸歴史科教介法 I 2 
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I菜―： 授業科 II
列．

ー・・--

：教有実宵 I
! （＇li前及び「li後指導を含む）

年次およびり叶立数
----------------7 

］． 一年 2 年 | 3 { | 4 年
備 ¥J 

3
 

I教有実 脅I II i 2 
．、 t，.

〔備考〕

(l) r'lf-1!科Hとは卒業に必要な箪位数には加りされないが， l＇l由に選択履修することがで

きる授業科日である

(2) 国l緊文化学科においては， 日本晶教授法，学芸員責格のための科llおよび教職課程の

科 llが準備されている、日本，＇｛｝教授法に閃する科 ll，学芸員脊格のための科flおよび教

職諜程の科 ll については後褐の「 11 本nli教授法閃連科•H」「学芸且責格」「教職諜程」の品

明を参照のこと~

VI 授業科目の単位と認定

各年次において版修しようとする投業科 llは， 1り学期の初めの指定された期 IIに所定の

}j法（オリエンテーションで況明する）で履修l11川ドをしなければならないc 脱修lli油は，年

間の受溝，．i|圃をたて，単位を収得する訟息表ポをする学期初めの重要な手続きである＾この

股修III，山手紬きを間迎えたために，授業科Ilの股修ができなくなり，その結果進級はもとよ

り，卒業ができなくなる場合もあるので，以ドに掲げる注邸1i瑣を厳守して，，謀りのないよ

うに版修叶I油をすること c

I 1 l ｝復修叶IJi,j憤提出後は，授業科llおよび担‘11教員などの変史，追加，取泊しなどはないよ

う，提出する前に授業ll-、『間割表に即してもう •度雁，忍するなど，細心の注紅を払うことし

なお，履修照合日が設けられているので間違いなく登録されているかどうか必ず確認す

ることただし，履修lI囁翡の返還または照合には1心じないので必ず「学生控」をとって

おくことし

(21 版修叫i]をしていない授業科目は，受講しても単位．は認、められないので，授業科l］の叶1

晶にあたっては進級や卒業に必要な単位の符定を伯屯に行ない，修得り叶立数が不足しない

ように）j全を期すこと

(3) 桓］ •学期の jrij-時限に 2つ以r．の授業科[lを履修することはできないc, もしこのような

重複する授業科日を股修申叫甚に出人した場合は，両科日とも登録無効となるので注紅す

ること c—

(4! 一度単位を収得した授業科Hは，再疫股修することはできない

(5 股修 l-ll 訊i,l} には授業科 H, コマ・コード番りなど必要1i•項を正しく叫入すること。叫載

上の誤りや不明瞭なものは山，，hlrl休が無効となるので 1^分注滋すること c

(6! コマ・コード番りとは，時間割表に授業科llと共に心人されている番けで，その時限の

授業科甘に固打の番りであるし

(7) 履修l|l叫清は，、恨色ボールペンで叫人すること

ぶ 指定された期日までに／復修I.lh打を怠った場合は，学業の総息なしとみなされて，退学処

分となるので提出期日を厳守すること。



vll 正規の履修からはずれる場合

1. 再履修
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履修叫r'jをして屯位が取得できなかった投業科 Iiについては．次年度において1りび履修

することができる

2.規定外履修

該甘するクラスの授業Ili間以外のクラスで受溝せざるを得ない場合は，必ず学祁'li務寮

に相談すること- fこだし 1年次牛の規定外履修は1!;［lll]として忍めないa

v111 試験について

1．定期試験および臨時試験

1 I "式験は，定期よ験と臨llも試験があり，定期試験は1恥廿ljとして学期よまたは学年4こに行

い，臨ll加入験は担‘li教且の判断により適‘I'［行われる

2 いずれの授業科llも授業時放の13以 l̂．欠席した場合には，））;(WJとして ‘I1該授業科ll 

の受験責格を失う ただし，納気または正‘りな坪由により長期欠席の場合には，特別に

配慮されることがある U

,3 試験の時間割は掲ぷにより連絡する。

4 授業科IIによって偏文（レポート）捉出によって試験に代える場合がある。

2.追試 験

1' 追試験は，やむを得ない’jヤl打によって定期式験を受験できなかった者に対し，瓶則と

して学期木またば‘j:：年よに実施する—

i2 追試験を希望する者は， J|貫な1iHIを,1!［明する翡血をもって辿やかに授業担‘11教員に

屈け出ること

3 追試験は，成粕表の‘恥亥科llに1‘の表ぷがなされた場合に限って受験することができるこ

なお、追試験は，履修（再）復修を含む）した年度に限り受験することができる

1 追よ験を受験しようとする者は，「追ぶ験受験願」を人文学i『i|『li務室に捉出しなけれ

ばならない）

なお，追試験の受験料は， 1科llにつき200円である

3.再 試 験

, 1 1り試験は` ／j;鳴として学期よまたば芹年よに実施する ただし，授業科[lによっては

再叫t験を行なわない場合もある

2 定期試験の結呆， 1~合格（この場合成紺ば辺の ‘li 該科 11 に F の表小がなされる）となっ

た授業科I!のある者は， Iヽ仙亥投業科llの担‘り教員が1り試験を1」なう場合，受験すること

ができる

なお， fり試験は．履修 (Ili履修を含む）した年度に限り受験することができる）

3 1i［試験の受験を 11,1：11Jされた者は，「lり試験受験舶」を人文学立1;’ji務宇に捉出しなけれ

ばならなし、

なお，・再試験の受験料は， l科Ilにつき 1.000円である
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4. 試験に関する注意

1．通しlIJ

(1 ! 試験場内では，すべて監抒者の指ぷに従わなければならない なお，監督者の指がに

従わない者には，退場を命ずることがある

12 試験場内では，喰叫） IJ 具•特込みを，1,tされた責料以外のものは，すべて 1i益督者の指定

する場所におかなければならない

1.3! 受験者ぱ学：／j漏11：および受験，1,1―•11J•Ili （追・ 1見式験の場合）を．机の卜¢)見やすしヽ場所に

捉ぷしておかなけれはならない

i4 試験開始から20分を経過した後は人宇・受験を認めない

15 試験開始から25分を経過するまでは退場を，忍めない なお，監腎者が退場を命する場

合はこの限りでない

16 受験者は｀試験llIIi益抒者の，1乍II」を得ないで試験場を出てはならない

17) ll式験の行われる学期の投業料木納の者・授業時数のl3以 l̂．欠I紺した者は，試験を受

けることかできなし＼

18 術気・ 1t故その他1E‘りな'li廿lによって受験できなかった者は，診断書．． 'H故，il「明その

他1E‘片な 1叫を，ii|：明する，り[hiを沿えて，旺温なく授業担‘li教員に）rt¥出なければならないし

2. ＂式験におけるイ＜正行幻の懲成について

(1 不 ll:^ 行為をした者については学甘1] 第68条により闘せられ，史に年度における ‘•[i,，亥授

業科IIの単位¢)，忍定を行なわないし

12 イ汀L:．行為のあった者の懲成処分については，教授会において審議のうえ決定する

(31 教授会の決定により処分が確定したときは，学長はその旨保祉人を召喚して通知する

と共に学内にこれを公小する

IX 成績発表

I 1 ! 成粕発表は，アドヴァイザーまたは演習担‘li教員より本人に成納表を父付するので，人

文学部事務本の指小に従って必ず交付を受けることこそのI象，学’I]』を提ぷすること

なお，指定された期 II以外には交付しない

(2 成禎の，；平価は次の，；じけで表わし， 60、1ば以卜をもって iii位修得（合格）とする

（合 格） （lE規叫し験イ汀合格） （追・再試験ィ＜合格）

A : 100-80、I仄

B : 79-70、1、応

F : 59、I訊以l‘̂ （Il}，式験受験uJ)

T:追試験受験llJヘ

C : 69-60、[！i z ：追・再試験の受験責格なし

D : 59、1仄以l<

E:未受験

(3 I /j父粕についての疑Ill]，質間等は成粕表父付 Hのみ受け付けるので人文学i・；1;’ji務寮にl!i]合

わせること c

（4! 事故，病は等により指定IIに成紺i』ぐの父付を受けられない場合は．代即人を定め，成納

衣の交付を受けること。その場合は学生il「および委任状を持参すること。
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履修の手り1と手続き

I 授業科目について

人文学品1上JI際父流学科における投業利 11は｀学科共辿科Il ltt l ~ III, ＇、リ・1"l)1し礎科II Itl'•, ＇、り1"J科
H群 I~ ＼1，特設科l.llt.［および[llll科11lffから構成されてしヽる 適切な行動）J,interactionの

能力を身につけ，実I際に1叶際的な環塙で活鼎てきるように科11を配附している

なお` Irl lIl科11におしヽては教職に1月する I‘りl11J科llか準hiilされてしヽ る

また， 11、•II際交流学科では，「応翡几中特，，）II プログラム」を ii1;：し、ている 災晶集中牡，JIIプログラ

ムについては183~184ページ参照のこと

II 授業科目の単位と認定

本学名じでは単位翡IJを採）IJしている 単位訓とは，ひとつひとつの投業科llに外この）店刈iにより

定められたり叶立があり， I復修した授業科t1に対して，ぶ験もしくはその他の）jil；により学習，沖価

をしたうえで、その巾位を，忍定する制度てある

凩位の晶定は， c¥・B・C:-l段陪の謹価により 1」＼ヽ， D・E・Fの，寸仙は iii位を認応しなし、

m 卒業に必要な単位ついて

卒業に必要な爪位放は，次の表にぷすとおりである

ただし，目由科tiは卒業に必裳な車1立数には含めなし、

学部・学平I・

系 ダ『

［・学科共通科Il群 l (l l 4ゞ，轟・災，翡）

、{，1:I ］し雌オII I lt'1, II (I h恨fl・‘J;, f l• I l ll'[） 

学科共通科ll lil'： m（総合科Il l詳）

＇、り 1"j)よ礎科•I llllr• (l囁祭文化と現代）

＇、リ1"l科II Hf l (l1iJI象Ill:界の文化と， i．19什）

'、1Ji1"j科Il l!r• II (| 1 、•II繁父流陥礎溢）

i,、f,q1'J科lllffill (l1iJI際父流・協カコース）

刈1.1"l科lllt日I¥' （IKl|：祭コミュニケーションコース）

'、1Ji|＂l科Il ltlr• V (iiiiil,1 (Iヽ侶業論文を含む））

内l"l科l!群＼1(しり門閃連科I.l群）
．． 

！指定された各科！l l抒より修得した科•I l以外に，

1 以卜の利•I l l詳もしくは人文学祁他学科及び経

!、i:•[|]jf|I‘‘;:: til;, fili札I:會怠イ↑‘‘j::i,i|;， メデイア学部の

科IIより選択必修

l l「

人文学部 li拝祭文化学科
...... 

i札 位へ 放

12 

4 

4 

8 

8 

8 

(*II 
38 

4

8

 

ー

ッ]ッ]

126 

(* 1) いすれか］コースを選択すること なお 38爪位のうちじコースより 26爪位以 Î，他コースか

ら8単位以卜修得すること

※ 今業畠文を選択しなしV‘;:I卜は内1"lfII I liI I ~ ¥＇［の内より， 8凩位を選択必修

※ 外[!ij人留学生・、）ii}［levtは4|，没什li /irでの修得爪位を他の科ii／作の平｛立に^ 部拡り什えることがで

きる （，沿細は 177貞参照のこと）
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N 3年次への進級条件及び各学年における標準的な修得単位

3年次に進級するためには，「）長礎ゼミ I・ II J及び 1年次の必修科「lを含め36爪位以 I・．修得

していなければならない。

各学年に履修する授業科ll群および修得単位数の ll安は，次の表にぷすとおりである，これは

lKII際交流・協カコースを選択する場合である

りi. 位上数の ll 安

1年次 I学科共通科li『fI (l l 本．及~；li)
Fundamentals of English I ・ Oral Fluency I …2科H6単位．（必修）

I. 1本語 IA・ B ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2科H4単．イ立

（タト国人留学牛・帰l玉l/j.：必修）
学科共通科[I群II (情恨科学科ll群） ・・・・・・・・・・・・・・,,..2 科• 11 4平．位

学科共通科l]群皿（総合科甘群）........,.,.............1科H4単位

lヽり門），騨礎科l]群（l.k|際文化と現代）

政治学人門経済学人門｝....・・・・・・• •.．．.．．．．．．．．．．．．．．．．.．．．．．．．．．．．．．．． 2 科目 4 凩位 （必修）

選択科 tJ............,....................................,.1科l] 2爪位

専門科[l群 I (国際1tt界の文化と，(rl!D・・・・・・・・・・・・・・・ 3 科• |l 6爪位

専I1'］科ll群II (国際交流）長礎論） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2科ll 4りtf立
’、1]|．"］科l-1群III （国際交流・協）Jコース）

国際交流・協力実践の力̂法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科ll 2単位上 ド］際交流・協

選択科 H. ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1 科•l 1 4単位｝ ｝）コースを選

叩＂］科目 lfi:W (［Kl際コミュニケーションコース）… l科 tI 2単位 択する場合）

11参1、r}ili f立裳文 i・りI"]平l̂l 1 1fi: ＼＇ （れin州）

39trt位 1 )森礎ゼミ I・・・・・・・・ ・ ・・・ ・・・・・ ・ ・・・ ・ ・ ・ ・・・ ・・・ ・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・ ・・・ 1科ll l単位（必修）

2年次 ！学科共通科11群 l (11本・災閲）

修得爪位数

391j1.f立i

. 

Fundamentals of English II・OralFluency II … 2利・II4爪位（必修）

日本，］｛{-IIA・B .......................................... z科II4 lj'!.｛立

専門J1り礎科fl群 (llill際文化と現代）

（外川人留浮：！j:.帰l―Iil生必修）

l科II2単．位

専門科[]群 I(l叶際tH:界の文化と Ii晶）．．．．．．．．．．．．．．． l科II2爪位

専門科II群II ([1iJ I際交流）よ礎論）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． l科ll 4りtィ立

l、1}『l科l.l群皿 ([I―l l繁交流・協）Jコース） ・・・・・・・・・・・・ 2科l1 8甲位｝ ／ 1.I I繁交流・協

)Jコースを選

しりl"J科l1群W (l•Kl 際コミュニケーションコース）… 2 科 l 1 6甲位 択する場合、

,.l,(/"J科ll群＼1(専 l"Jl½l連科 I I) I科l] 4単位．

l、1Jil'’l平I・ I !:/ff¥'(礼:in州）
悲礎ゼミ II...................................................l科ll l i札位（必修）

※指定された各科l!H'（修得した科lI以外に，以卜の科11群もしくは人文学部他

学科および経‘i恥['/j恨学；．i［ぶ伽祉総合学部，メデイア学祁の科l1より 8爪位
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-V̂
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／
ーり

J

単．位．数の [1 安

学科共通科ll群 I (II 本晶..りし•II{t)

英i語選択科「I・・・・・・・・・・・・・・..・・・・・・・・・・・..................... 1科目 2i it位．
I l 4＼轟選択科II (ビジネス処翡含む） ・・・・・..........2科114単位

（タト1I:＿1人留学生・帰l叶’Iム上ム）
専門科 Il lff llI(lEI I際父流・協カコース）．．．．．．．．．．．， 4科1116単位 l玉l1院父流・協

Iりl"J科ll群＼＇（油宵） ）Jコースを選

| l l |：祭父流・協）J涼やII.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.．.．．．.． 1利 11 2平｛｛！ ｝オ）しする場合

I!l-l"］科rl群＼1(,，1Jt t"l閃連科t!)...........................1科H4単位

修得爪位放 ※指定された各科 Il :/ffより修得した利廿以外に，以！¢ーの科tllt「もしくは人文学

38単ボゲ:i ;¥|；他学科および経‘i判訂恨学祁，伽祉総合学祁，メデイア学部の科Hより 14単ぷ,:
--．．-... ．一

4 {l ムふ:';< リ}| ’ り1斗l l 翡`i：＼ ＂ ( l甘ii州） 

I KI I界交流・協力演宵 IT....................................1科ll 2凩位

修得 iitィ立数 卒業論文・・・・・・・・..............................................1科Fl8単位

10車｛立 （卒業論文を）役修しない者は「内門科lllrfI~¥，1」の中から 8爪位を選択必

修） ＼ 

卒 業

修1翡単位．数
126単．位

ヘ・------・ --~------ ・・-^…- -••~ -“̂  ~~ -•~ 
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v 授業科目の学年配当と履修すべき単位数

1.学科共通科目群

学科共通科 l]群は． InlI (11本話・英語）， lii]II (、情報科学科日群）および「iil皿（総合科

H群の：：系列に分かれているが，それらの各系列のうちから「皿卒業に必要な肌位につい

て」に小した所定の平．位以上を修得しなければならない。

i 1 ＼ 学科共通科H群 I (l l本語・英語）

※準位数に0印を付してある科Hは必修を示す。
i 「S…,．̂”-- -t- •---~• --~ 9 _ .  -~ 

任{I冬1見
備考

L---
「学科共通科日群

I (日本諮・英

語）」において．

Fundamentals of 

English Iから

Advanced Oral 

Fluencyの中より，

必修科目を含み12

単位以＿卜選択必修。

／
 

．
 s

-
l
-

.
1
-

k
-

s
 

g
-

n
 

.
l
 

d
 

a
-

e
 

R
 

d
 

e
-
C

-
n
-
a
 

＞
 

d
 

A
 

よ

共

通

科

H

群

I

（
日
本
晶
・
英
語
）

Advanced Oral Fluency 

災．会話iI
-- --

災会請 II
- -- ----

英会品 III

2
 

2
 

12単位

外l玉］人留学生・帰

囚生は「日本語

I・II・ill・N, 

ビ ジ ネ ス 日 本 語

I ・ II, ビジネス

英語 I・ II」を第

→外国語として，

必修科日を含み12

単位以上選択必修。
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＇ 

系

列
投業科11

年次およびiit1立放
一・ 1 

1 年 2 年 3 り•: 4年
: -------------- --

| 

l1と低11多1!}• 

i ii．｛立数
仙 ぢ

Reading & Writing I 

Reading & Writing II 
----------- -- -----

Reading & WritinglII 

Speaking & Listening I 
----•ー・・•- -•-... ........．．．．．．-•- .•• 

Speaking & Li叫teningII 

Speaking & Listening III 
------ --- --- -----

学 BusinessEnglish ¥¥'riting 

科

I I-^  
Spoken Business English 

ノ‘

通， Englishfor the Internet 
科'• •- -••- ．．． 

11 
! Public Speaking 

群

I 

2
 
2 

り
'
J＼

 

--］ 

I 

---~ ---

； 

ウ
'
l

2 

ウ
]

り
1

Reading: Case Studies 
-----~--- ．―-．．． 1 

丘J II 本晶・ I 1¥. 2 
------

伍 11 本晶 l B ,iii 
-- -、^^  t.． ., 

ljfe i 11 本 9-,1i•IIA
,i !i・, -t..．．．----•---- •-• 
ヽ／

日 本晶 II B 
-----------------

日 本 吋t lll 
--

II 本』 W
一 ・・・

ビジネス ll 4%h• I 
ー••-....• - ~ 

ビジネス II本晶II

ビジネス災，｛i• I 

ビジネス処，｛i• II 

2
 

ツ]

り
/
]

う
'
]

ツ
l

り
r
]

ー••一―-•--•一•一．．．：．．．

2 i 

＇ 」 ..！ 

り
i

9
]
 

ウ
]

2 

‘) 
ら

直j苔〕

(1) 学科共通利ll こ群ては、第•外杯lilt としてり蜘｛i （外lf:_1人留督'.It．帰l-j，VI．は II本講）を学ぶ うち，

Fundamentals of English I ・ II, Oral Fluency I ・ II (II --1%{「は日本乱iIA・IB・IIA・II
B) ば必修科llである

(2) Fundamentals of English II及びOralFluency IIを履修するためには，それそれの 1を修得して

しヽ なければならなし‘

(3) H本晶 L¥・ I Bのどちらか 21且1立を修得しなければ， ll 4叫ilI 入 •II Bを｝役修することはでき

ないヘ
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]ヽ,h' 

‘
、
{

II

ア

罪
―

ィ

l

-

9
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I
-

刊

一

デ

千通

一

＇

9

-

メJ

{

-

＾
 
し

―

と

F

ー

j

-

．．
 

ゃ
―

-

•• 

一

9

.

 

:

t

t

l

一

七

H

.

、

ヽ

'

矛

―
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-

'

9
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*
^
 v

r
-

．

-

-
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一

.•• 

,
'
,
 
••• 
,'
’•I' 

、9

一
系
列
学
利
共
通
利
11附
11
伍
恨
利
学
利
11群）

•9, 
,. 

＼
＇
 9I 

(』|i'i 冷札末l·‘]を平1• ll tr:） 

メ

-・一 ●'----

年次および凩位数
•--- ---.，.．.  I.．．．＿  _．．．..-••一

最低修得

1年 2年I3年 4年凩 1立数
備ぢ

ー•--------• ---------~----'- 1-------_:__ ---. -'--•--―’•一•-• -
「‘l、I,i報メディア演

, 2 i 習 II」を1役修する

には，『［fi報メデイ

ア論」 「＇情報メデ

ィア演宵 I」を修

得していること

＇ 「マルチメデイア

1， 表現涼宵」を1復修

＇するには、「佑恨メ

i デイア演胄 II」を

修得していること
----一•----- -•l __ _ 

授業科ll 

デ ィ ア 論

-9l 

情卒IIメデイア演習 II

L-- -------•ヽ

| 

...- ．＿＿＿.- ! ----•ー・

, i 

-L_____________ ____ J ＿●●ー•一•—●●●●●

マルチメデイア表現演習

4 iit位

2
 

り
/
]

〔備考一〕

学科共通科lI li『IIでは，これからの付j報社会で必要とされる，

知識と技能を修得し，実務能力を投うへ

情恨科学・コンピュータについての

3 ＇ 学科共通科l]群m（総合科lll詳）

L., 
•• 

,
 
．
．
 ,_; 

系

列

＇ 地球文化論 I
（日本とIIt界の文学）、9‘’皇f• 

科

•• 
‘
 

l
/
 

通

ー

fF1
 

9

,

 

Ill

（
総
合
利

11群）

．
 

地球文化論 II

（民俗と環境）

地球文化論III

fl・←
、 （環塙汚染と生態系）

•~ 

、
一（
 

I 4 
-----+----------------'--------

)＼ |{l] ｛i)f 1E I I,  
| 

（人間とハイテクノロジー）＇

人間研究 m
（人間と文化摩擦）

4
 

最低修得

凩位数

..．ツ`―-'-------------

年次および爪位数
~ •••••—....—• ● 

, 1年 2年i3年 4年
へ…• ---.. | --•-

| 

授業科II 備 老
J

4 i ii ｛立

「学科共通科ll群

rn （総合科群）」の

中より， 4凩位以

l：選択必修3

4
 

|

L

,

 ．．
 
,
|
|
！
,
'
 

人 間 研 究 I
(）＼|!｝]と n然）

4
 

4
 

4
 

渭i :/5〕
学科共通科 t1 1打Illには，グローハルかつhl際的な文化のあり）jを多様な切り 11から学ぶために，地

球文化面をii似ヽてある また，人間仙究は．学院的な視、9ばから現代における「人間」の晶間題を学ぶ

科IIである
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2. 専門基礎科目群・専門科目群

「＇，り 11'］悲礎科 ll ltl;」は， 内I"l議科 ll l詳を学ぶ）よ礎となる科 II群である 「しり1"］科 ll lff」

は，「国際llt界の文化とふ森」「国1際交流）1員礎論」「国際交流・協カコース」「国際コミュニケ

ーションコース」「油宵」「しり1"]関連科H群」の 6分野に分かれている 学’卜は 3年次に「11、.l

際父流・協カコース」もしくは「[!ii際コミュニケーションコース」のいずれかを選択して分

かれる 卒業災件を満たすには， ・人ひとりが‘芹びたいしり門分野の科日を， 1年次から系統

だてて版修し，必要単位を修得することが沼ましい

11.1 ,'lJ叶l,]）よ礎科廿群 (|I,-||：祭文化と現代）の内容と教ffll椋

「1玉l院文化と現代」をテーマとする科目群である Iヽり門科llを学ぶうえでの）［韓礎となる

知識・能力を身につけてもらいたい

12, しり『］科lllftl (lkl際tlt界の文化とふ轟）の内容と教ft|l椋

専門科 ll群 Iは，「同開汀lt界の文化と lio{t」を学ぶ科 [l群である 地域の文化と‘ぷ教文

化について学ぶ科 ll，および第：外l叱翡の科llを設けている また，留学生のためには

「甚礎災晶 I・ II」をifi:いている，一児文化とふ沿を学び，国院コミュニケーション能力の

附強を図る＾

13 専門科 I.l群 II ([1if I際父流）1り礎論）の内容と教育 ll椋

専門科 II群 IIは，「l-k|際交流晶礎論」をテーマとする科Ill抒である 現代における地球

規校の11i]際交流・協力および国際コミュニケーションの重要‘性を多様な角度から学ぶこと

かできる。

141 専門科ll群III (l噌祭交流・協カコース）の内容と教育 ll椋

也l"］科H群皿は，「日際交流・協カコース」の科「l群であるぐ「国際父流・協力実践の）j

法」をコース必修利廿とし，次のような科IIを設けている

1) 「H本と北米」「日本と中南米」「H本とヨーロッパ」「日本と東南アジア」「アジアと

アメリカ」「アジアとヨーロッパ」は， 日本と国際地域，あるいは地域相圧間の政治・

経済・文化などにおける交流の間題を理解するための科Ilである

2) 「国際機構論」「NGO論J［国際社会公正論」「間発と女性」「国1際技術協力論」「国際

開発論」「国際学芸交流論」「協力政策謹価論」「lE]際観光開発論」は， l玉l際的な行動を

実践することに役立ち，なおかつ国院的な問題への坪解を深めるための科IIである

3) 「国際関係論J「アジア!:is]際閃係論」「アメリカ国際関係論」は， ltl際関係を坪解する

ための科11であるへ

15) 専門科 Il群IV (ll••II祭コミュニケーションコース）の内容と教ff11 標

専門科目群IVは汀咀祭コミュニケーションコース」の科II群である 「l叶際コミュニケ

ーション実践の力法」をコース必修科Ilとし，次のような科I.lを設けている。

1) 「言晶学概論」「社会＇ i訊学」「J|̂9i語コミュニケーション論」「翻ぶの桔礎（英fl)」

「通訳の甚礎（災 H)」「通ぶの技法 I・ II」「翻訳の技法 I・ II」「日中翻訳技法」「ll

中通，Jし技法」「ll韓翻，J｛技法」「II韓通，J｛技法」は， ri.＂｛f及びふ翡コミュニケーション翻
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沢・通沢の技法を学ぶ科日である。

2) 「異文化間コミュニケーション論」「異文化適応論」「日本・日本人論」「国際人間関

係論」は，児文化間コミュニケーションに関する科Hである。

3) 「現代コミュニケーション概論」「国際摩擦とコミュニケーション」「国際コミュニケ

ーションとメデイア」「組織コミュニケーション論」は，国際閃係におけるコミュニケ

ーションに閃して学ぶ科Hである。

4) その他，出版，マスコミおよびジャーナリズムについて実践的に学ぶ科目を附いて

しヽ る 3

16 ,§門科l1群＼T （演習）の内容と教育 ll標

専門科 l-l群＼＇は，「悲礎ゼミ I・ II」「l-E]際交流・協力演宵 I・ II」「国際コミュニケー

ション演習 I・ II」「国際交流研修」及びインターンシップ科llで構成されている。「［吋際

父流・協力演胄J「lt<II緊コミュニケーション演習」は，所属するコースによっていずれか

を必修とすな国際交流研修」は，廿l内外で実施し，大学で実践的知識として学んだこ

とを実地で体験し学習する。インターンシソプ科llでは，内外の企業・組織等でインタ

ーンシップを実施する。

1) 「基礎ゼミ I・ II Jは 1・ 2年次の必修であり，専門科Hを学習するための息礎教育

をli(lりとしている。

2) コース必修科日である「国際交流・協力演晋 I・ II」もしくは「国際コミュニケー

ション演宵 I・ II」は， 3年次． 4年次に各 2単位，；；「 4単位が必修となっている。

「［叶際交流・協力演宵 I」「国際コミュニケーション演宵 I」のそれぞれの脱修lれ蘭にあ

たっては， 2年次に仮登録を実施する。その）j法・期 l]等は掲ボする。

また，それぞれ演習 IIを履修するには，演習 Iの凩位を修得していなければならない。

171 専門科 [j群＼I[ （しり『］関連科l1群）の内容と教脊ll椋

専門科[l群VIは，「国際社会と文化」「国際政治経済」の1月連科ll群と「日本語教授法・

英語学」の語学＇:刈＇り関連科 [lからなっている。

181 その他の選択科H

指定された各科Il群より修得した科ti以外に 以上の科ll群もしくは人文学部他学科

経悩＇‘|履学部，福祉総合学晶メデイア学部の科 liより 22凩位以上修得しなければならな

し‘
゜
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:>]T--—

法の粕神と役割
, - - ---- ー・

hl際政治人 l"l
．ー ・・・ .．. 

I KI I祭経済 'li,l'1り
．．． 

政 治学 人 l"l

紆済学人『'l
--------

社会科学人 l"J
恥 i. ．．-•....-..

遅代息想
．．．．．．． 

礎 Il本の歴史と文化
.． 

科 II 本美術＇史
．．．．ーー ・ ・・

1叫汀’:）こ術史I I'. ......--•• ●ー．．．．一．．．．．．．．．．．

現イし;,1か歌
.． ー・ ・

翡i 比較衣現，，倫
-- --

日11 本 l1 [,、心社、
際人間と集団文 ！ ． ． ．．．．＿．．．．ー・・・ ．．．．．  

化 tlt界のI梵史と文化（東罪）
J-- :'" ;;．へ•.．．-••-•一

現—
- ［It界の歴史と文化（［叫江）

....• -

代 地球社会の人間観
、， • -.．.  

[II:界女‘性の1'1己｝く現
． ． ．． ．．． ． ー・

1叶際ボランティア論
● ●●ー ．一

文 化人類学［
．一 .． 

仏 教文化の [lt界
～ 一 ● ● ●ー

キリスト教文化の [lt界
． ． ~ ー・

刈［ イスラム文化のtIt界
.....• -．  

糾i教文化の [II:界
.....• -

ド イツ晶 IA 
科――- •---•- •-•- --- i 

I 
ドイツ晶 IB 
.~.. 

I l ドイツ II!「 II

計＇，＇.＇ドイツ』 i- III 
．．．  

フラ ンス晶 IA I ~ t --•-- -- --．．．..．．．_＿＿  _•—••- -

ヘ フランス，i/tI B 
国'• • -••--......• -• -..．.. 

際 iフランス，¥fl:_ _II 
＾’へ．． ．

| I l: ！ フランス，；lillI 
．．．．．．．，．．  界：

の スペイン語 IA 
ー•........... - -

文 '
化，

スペイン，ilfII B 
.......• • --.  .． 

と スペイ ン，(IfII 
．一

,.f I スペィ、国
:h • ／ 9991 III 
9 9 rI ～ ^ 一

- I Il [ k/ ，翡- I A 
ト●●ー~

中 1E] ，沿 IB,  
,~ 

中国出 II
；―●  ..．,．．． 

中 [k[,;．fi. III 
ー• --

授業科II

'、tJi

IIIJ 

l"l 

.... -..  -...  ------

年次およびり叶立数
.•...... 最低修得

1 {j'. 2 {j: 3 {f: 4介:i 1¥i. 1立放
--- •---•- • ---•• --•--••......... • ← -- ••—•• ● ● し・ ！ ． ．． • - ． 

2 ; 「l・りI"l)is礎科 l.llil'▲ 

.....  

2 - I （国際文化と現
ー●●ー．．．↑．．．．--•••一

') 
1 代）」の中より、必

修科IIを含むけ爪
位い、卜選択必修し

------

2 
~. -- -- ---

2 

l
 
：
 

， 

ー ー・・ ．． 

2 

ウ

2
 
2
2
-
2
 9]
 
り
1

ウ
]

2
 ?
]
 

•-•— -l 
i 

2
 う
'
]

-------------r 
！ 

ゥ

ゥ
l

ツ
]
2

4
2
-
2
 

,
9
]
-

2
 

-
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_
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-

i
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2
i

「

~i 
~
一―
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―
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-ツ

]
-
2

-
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-

．

 

2 
—+- • ••一~

. 2 

ウ

]
i
2
,

＇
•
9

ゥ
1

i 
ウ

l
2
,＇’

-•• 
|
J
 

8 i p. 1立

仙 尻
J

8単位▲

- 一一

(l) 「＇，1j,・l"l平l-I l l{t 
I （国際!lt界の文

化と心｛i)」の中よ

り， 「ドイツ晶 I
A・ I B, フラン

ス乱fI 1¥ ・ I B, 
スペイン晶 IA・
I B, 中1-Kl議I
A. I B， タイ i{i
I A・ I B, マレ
ー・インドネシア

晶 IA・ I B,ベ
トナム語 IA・ I 
B, アラビア晶 I
A・ I B, 韓［•Kl,,It
I A・ I B」の内．

いずれか 1カドli讃
4単位を含み． 8 

叩,,,：以卜̂ 選択必修
(2) 令ての， i←II{t

において， I Bを
／復修するには， I 
Aを修得していな

ければならなし＼

ゥ
]

2'  
~ ~、- ---------------------------------
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-~-------·-----

系

列
授業科ll I 年次および単位数

| 

I最低修得
， 備考・

1年 2年 3り： 4 q •・ i ii1位．数 I.．．．．..，. ．．9 -．．．．．．．ー•-．．.．.'. --・・・---... 

2 (3) タト[1:1人留学
!. ・・-. L.. 

/j:．（よ l吐 [1;1,•[{i」又タト(])

Ii."li科 l:l (），員礎災

晶 I・ IIを含む）

より，いずれか 1

力 1土lII.fi• 4平1立を含

み， 8単ぷ／：以卜選

択必修。

(4) 「）よ礎英晶

I ・ II」は外I.k]人

留学生のみが履修

可能である c

タイ晶 I A 
. -. -- - ---- ---- -----
タイ』 1-~- _L __.2 —----· ---・-----・・・ 

マレー・イント‘ネシア閥 IA 2 
．． ··~----------·-----· -

マレー・インドネシア，翡 IB 2 

マレー・インドネシア語 II

| l’l 
Iヽり マレー・インドネシアn{flII

• . .•ー・· ••一• 一— ..．． —-· • • • -- ＇ 

科 ベトナム晶 IA 2 
, I l'•一
I群ベトナム 講 IB
I 
日アラヒア，翡 I八---―-＿＿ 2 

院アラビア 諭 IB 2 
.l It 「●●●ー・ .........-••--ヽ· ••-~-•—•• ●● ● ●● ~ 

韓 l•Iil ilt I A [ 界 2 
—••• ● _... ---.•·------------------·...., 

の対，［ ［1ij i1={i IB  
文—

2 
- ------．．．．ー•- -••--•.．．．．．．-•一•--．．．．．．．．．＇ -9

化韓 lE] 語 II . 

)!g>e/・,I： 口d／ ーロ
9‘)  ；'  

··-·-----------------~-

）店礎促 晶 I 2 L)ょ霞．英 rJl- II -• 2 
・•--- -

I [ k)際交流・協）J概，lit入

, ： (［It界）
I··-------------·----------·--~-----

lI ll | 
’、I，' 1_K]I繁父流・協力概況B

利• ! (l l本）
II「...--．．．..．．-・ •一．．．＿＿●ー•- •-
iri I I ii)|；祭父流・協））概，lite

II | （アジア）
.. --------

川 ［1,j|緊コミュニケーション概況 2 
院 t ――•.．．．•-

父比校杜公論概，，兒
流・．．．．．．  

），し文化父流史

讐 (II本：アジア）
1illll ・--

文化父流史 II

(II本：欧米）

• [I;II際交流・協力と法 I.. ・・・------・・- . 11. -.. ・・-・--・-・--・ -

※ 外11 1人留学小て［学利共逍科l| lil'： l」の応｛＼利IIo)}役修を，，’I・II［さオした行は，

← 1りl"J科II群 l」のしヽすれか］か11.，1,,h1爪．位へ拡り粋えることかてきる

り
/
]

り／
l

ッ]

-
9
]
 

l
 
|
 

:---

［一

English Learning 

:¥ilethods I ・ II ・ 

ill ・ IVはり起｛｝集中

特訓プログラム登

録者が履修できる

科 llである-

「専門科 ll lt'f II 
([1,1際交流）店礎

論）」の中より，

8爪位以卜且選択必

修

8 i.it位

4
 

4
 

lヽi,，亥科ll l爪位を
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-,---- ------------------- -----------

年次および叩立数 最低修得
! -------;------. .．.  

! l {，:． 2年 3 {, :. 1介：•平． f立数
.．. .．. ヘ● ●ー・ 一' -....--—- --- ．．．． 

国際交流・協力実践の）j法 2 ・ (l) [Ii||：祭交流・
-- -------- ．．．．ー•--- --• •--．．---．..．: ．ー・ • --→ --• -

I l 本と北米 ・1
， I 協カコースを選択

ー・ ―---- ------ ^ ---•--••----•---'--•••---•ー・・＿＿． する者は， 9［li.l|；祭
日本と中南米 4 父流・協力実践の
•ー・

----------------------- ．．．．．． -- . )j法」を含み．
II本とヨーロッパ 1 

-- - ．．．ー・ ．．． 「内l"]利̂|| l甘・1lI」
• -．.  

I l i 
、,. II本と東南アジア 4 より， 26爪位以1:

l"l'—---• 
--．..  

--•一•-.．- -•・ 選択必修 また，
アジアとアメリカ 4 26~30 単• 9専門科目群w」

科：―—-- ----―----•---•-- •-- -• -- ---→ ー一位以 I・.
アジアとヨーロッパ 1 と合けで38単h',：以

i （杯l|際父[ l | -•--- --••--- ---• へ ● ー・・・― , .．, ． ．．． ．．．．．-------•• -．.． ．． ト修得すること-
国 1：祭機構論 4 流・協｝）

- ．．．．．→ •--•--•一―--•一←・一• • • 9•• 一●＿＿ ＿＿＿＿．コース）

l [ Ii[ |；祭学芸交流溢 4 
III •-—----••--•-----•-----.....--•••--.......--------•-•--•-•---....;.--------•_______----
~. I¥ G 0 論
l-1’-l e. -―- -——•-- i ]--•---- 8 ~ 1 2附．
P祭 [k]|；祭技術協力偏 1 位以 I上^

父 ．一 ．・•- ---―寸 . - - ---

桝 IKII際 I・開発溢 i 
i (l囁祭コ

4 ミュニケ
l ・• - •- -------- ------ -------- - --

協 '-
ーヤ ••- --—• -

llil 際閃係論 4 ーションヵ --.．．．... ー•--•...... -• -

コ
；コース） ＇ 

l 協｝）政沿，ifi価繭 I 
| 

2 
ス！ ＾ ＾一9•---•-- - -----••. ......~........ 

．．．ー•---―! 

- |I;］〖祭観光開発高 2 
•• -•-•...~ -•」、

アジア 1じ］開汀ll係論 ! . 4 
.． .• -一

アメリカ [K［際関係論 4 
, --•ー・・・ ----. - -------------------

i [Kl際社会公正溢
[――-•—- i —---- --• 4 ----

開発と女平j- 4 
ー•ー●●＿＿＿＿＿—-一'--^--. -•• 

授業科ll 価 名

群 (2l l+l|：祭コミュ

ニケーションコー

スを選択する者は，

「しり1"]科l l 件[III 」
の中より， 8平．1立
以卜選択必修
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1；~業科目 □竺およひi-i`父 最低修得 備 考三
列 1年 2年ム i 3年 4年単位数

-- ----~--、~-

！ 

叫嘉コミュニケーション実践の）ji去 i 2 9 ’ 

---—ッ—- ----1―--

e - -、 ＿□三三ュ十
II 現代コミュニケーション概畠 2 

＼五Ii!］コミュニケーンヨ／畠 4 」-—/
9

,

 

4
 

．．
 

．．
 

入
皿

{.-—~" 
概

今^
q

、.
J

‘£ 五
n

ーー

1-"□
 

9”””---- -- ―̂- ---、.-,---プ―--- ---.． I 
I非，土沿コミ＇ 、ュニケーション論！□- へ- - ．̂  ー・-- | 「--＂い
i異文化適応論 i i 4 

2
 

—-•ーロ

• 一ヤ ー・-- - - - - - - - - _____'. _ _______;____ _  __ _ 
,,  ___,, 

国際コミュニケーションとメティア 4 
-------＿＿＿＿ i ,  --L 

出'_
Jヽ-

門

科翻 liJしの技法 I

日 （英Il．丈務翻ぶ） ー一ーー［口 t~;iい
群翻訳の技法 II ， ： ミュニケ

• 9 | 2 

w （英H・上級翻1-，}｛技法） ＇， 

ーション
- - 戸-マ-—- ----_L_--—ーコース）

ー通li)｛の陥礎（英 fl) ! 2 
I吋—---- ----- --～ ----- l----—---,---------=--1 
際通成の技 法 I
コ
ミ 漢日・実務通，Jし） 1 i 2 
ュ̂---- -- --- - I--• ! ---| ---- ---—-------—一ゴ 8 ~12単
ニ通訳の技法 II 「

i ! l I 位以I•こ
ヶ !‘)  -l （英「］． l：級通訳技法）

(I月際父
ミ―---- -- -- ---＇--- -～-

／ 
流・協力

ョ H中翻訳技法 4 コース）
---- l -—----

/, l_1韓翻，沢技法 4 
コi―----

l ! l_1中通瓜技法
一-- l ---

スー—--―--- - t------・-'--□-4  -----

- l]韓通沢技法 ―-t-4-------i 
I社 会 lil轟学
! --- ―へ • - ••一 •ー、ヽー•- -

L 
i II本・日本人論 i 

| 
v. ．、-- -• t 

| |Kl l緊人間 1見］係論
ピー・----- -

i 1111繁／点l察とコミュニケーション
L-----••—-. -．．---—---• 

ジャーナリズム繭

出版文 化論
．．．．．い● ● ＾ 

English C ommunication I 
ヽ・ ・^..．．．．．．．．． -

English Communication II 

I 4 
↓-- - -i 

4
 

ゥ
]
-
ツ
]
i
9
]
~

＇

ニケーションコー

スを選択する者は，

「国際コミュニケ

ーション実践の方

法」を含み， 「専

門科[j群w」より，

26単位以上選択必

修。また， 「専門

科 [j群m」と合計―

で38箪位以I：修得

すること。

(2) 国際交流・

協カコースを選択

する者は， 「専門

科 ll群w」の中よ

り， 8単位以「選

択必修。

「Il中翻訳技法」

「[l屑立翻成技法」

「li中通成技法」

「H韓翻訳技法」

は，原則として中

[k]晶または韓国晶

を1吐国議とする外

国人留学生が1役修

できる科IIである。

English 

Communication 

I・II・III・Nは，災

晶集巾特訓プログ

ラム登録者が履修

できる科l1である
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ヽヽ一
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ー
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、

d
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1
1
f
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投業科•fl

I
.
I
I
 

年次およびり叶立数
．．ー ・・

1 {f 2介： 3 ｛ | : ＾ 1 { I :. 
'- -- ---「 マーー・ —- -

I 
- ---~--

I 

|l,.II緊コミュニケーション汎清 l
. ． . .  .．.  . . ． ． . .  

l Ll P祭交流・協））i直胄 II

|l,・II嘉コミュニケーション祉清 II

り

最低修得
i i tィ＼，I.放 仙 ¥J 

I I I 

翡f! 1,q|；祭父祉計i)l{I参
..．．..．．  

＼ 
T hlI緊父流価修

• -．．．，．．．  

コミュニケーション
インターンシップ

.． ．． ． ． ． ． ． ． ． ． ．  

I囁祭父流インターンシップ

l ふ―業 :I、 I.

Î IiIIll 人

環太平詳圏の社会と文化.．.  .．  .． 

ヨーロッパ IIt界とアメリカ
．． ．． ．．．．．  

•ー・ ・

ラテンアメリカとアメリカ
- ----

，1|中lとII本II （近・現代）
多民放村会の文化
IKl l尿
． ． ． ． ． ．．．．．  

社、
! ［Iil |：祭 j[文 ifi，倫

．．． ．．  •ー・

川際紆済学
'1 l i 

ぷ・ ・.Iヽ

|、J• 
[1,1 際経，l lllItl 

．．．．．．．．．．  

, ti lJ i..  - ••- -
| l'| |i祭責源 論
ll ¥泊‘‘；,:概論

.．. 

科• I I本晶教授法 I(i.,1^Jii) 
．．． ．．．．．．． ． ．  

I l 1本晶教授法ll(，森始）
i [ l .．．．．．．．． 

．．．．．．．． --・-

ll本晶教投法III （文社］
.．．．  ．．  

! KI・
I F'• I lイ<1沿孝父オ乏i去］＼-(孝文材・・孝文！(.)

9 -• ．一

l l 4ゞ晶教授法＼ （謹価）
| ＼1 | | I本晶教投社、＼1（教長払）

I!}, - l 1本晶教授仏＼，TI (演宵）

! I"] 英晶学概高
．＂ ● ● ● 一 ～

i股l 災，轟｝＜現法 I

胄． i （発斉）
| l l 災晶衣現社、 ll

I闘 （文法）
．． ．．．．  

I I災晶・ }く現仏 III

（論文竹成仏）
.. 

アメリカ文学概論

1 近代イギリス文学
.． .．.  

fl••ilt スポーツ概繭
．．．．．． 

プロジェクト教有 I
．．．．  

プロジェクト教ffll 

プロジェクト教ffIII

プロジェクト教ffl¥言

＇ー^ ’^”- ” ー・ ・

ゥ

]

ウ

] l l iじ位

(iilJ：外）
-

（日本）

9
,
 

,.h、
JfJi)

‘,I 

、ー、‘ー

•• 

,．, 

l 

4
 

‘) 

ツ
I

-
l
l
4
 

.

i

’

 

}
4
 

--

4 

3
 
3 

．．．~・• --.. -

1

1

4

1

4

1

1

1

1

 

•~11 

J

と

l
1
 

,

J

.

ょ

8
 

8 i i i ｛立

(l) 「[1sl|：祭交流・
協）Jコース」を1役
修する者は、 r［鳴祭
父流・協力油胄 I
. II」の 1甲｛立を
修得すること
(2) 「［K:［［寮コミュ

ニケーションコー
ス」を1役修する者
は̀ [[KII祭コミュニ
ケーション油習］
. II」の 1単f立を
修得すること
(3) 4'（t0欠におし、

ズ：「＇、り IHJ 利• I I ltl'I 
・ II ・ III ・ I¥ ・ ¥L 
より修得したり叶立
の内， 8単位を「卒
業論文」に似り粋
えることかできる

[ l、1/l"lf'l・l I Hn1 
（内 jll]I¼] 辿科11 lll',)_J 
の中より． 8単位．
以 Î．選択必修

l1本，畠教授法I¥

・ ¥'・ ¥1 ・ V1!を1役
修するには， 日本
，轟教授法 T • II・

I11の内しヽずれか 2
科llを修得してい
ることし

ッ｝

I 
2
 

ウ
l

L
9
]
 

1
1
 

ツ
]
9
]
-
ヘ
ソ
]
ウ
]
一 ----------------- ____ _'_ _____ ---~ 
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3.特設科目群

授業科ll 
系 ー｛1次およひ叩1}数 最低修斤ゴ― ,~-7 

―- - 伽考＇
タll l {I. ̂ 2 {j: 3 {l―- | 4 {，:． iii f立委文__ : ~- I - ---•--- -.―----- --•- - -.．＇_ _ | ＿__ _ ＿ 

, l l 4< ＿9.j i.‘|l'i I 
‘) 外lK1人留学生及び｝il}［Iil

（日本の政治） -
ー •-- --- - ！_＿＿＿. —-- -—- -- ---―ー＿＿― |牛のための履修科ll
1 1本'li_、11iII '.l i_ I特設科ll群において修，
（日本の経済） ・ -

-- - ---―- ＿＿＿＿•一•T ― __ ＿_＿＿-- l _＿→ー 一ー~ 得した単位の内， 14爪
設！日本 '.ji、h'JIll 、)．

L,' ,1  i 
位を次の科ll群へ枷り！

i 科^し-------—---------
I (11本の経党）

• - - - I —— ------ --―--― T―-------| I粋えることができる。
l l 4s,｛i文如倫 I r --')  - - - T ----1 ! ~車位は，「学科共通利• i 

[] -（論雌的jミ現） ＇ L - -．＿ ＿ ＿ - ．T - --- ．．．一 甘群皿 （糸伶合科11lff)」!
i 11本晶文虚論Il へ板り枠え

l庁＇
I―ー （文学的j迂現） 2 

----一―----——~--—------―---'-- ---- -— ! 6 i it { 1,r'(よ「専lll])よ礎平I・ i 

| ll群」へ振り替え ！ 

4単位は「各科1]作I:」
及び「他学部•他学科J

＇に振り杵え

!! 

------

ヒ
寸4
 

| l;l |：t{ JIll i附fl 
- - - - - - -・--・  

| 
, 111! I際則解 II

IE] ［祭 jIl!ii[f lil 

り
/
]

ウ

?l 

―-―三―--

| 
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4. 自由科目群

i 系列 投菜科ll

I I ， --' 

外 1叶史概＇炭
トー―----- -―---

II 本 の歴史

地 則 ヽヽfヽ9, I 

地 坪 学 II 

地 1 1ふ

法 (ll・管 概論

紆 、{、)女1； J泉 論

'l r l 倫 J:lll 学概，，倫
I 
i 

ぷ教学概論

l l l 
比校文 化概高

教有 厭坪 I
店I・

.．  

年次およびりt位数
----・・一 • -• 

l { lム^ 2 ｛ l :, 3什’’i.1{ l ▲ ^ 

9• 

考J仙

り
/
]

ー

ヅ
]

ツ
l

ぅ
/
]

9
1
 

ッ]

り
]

4
 

?
]
 

教宥｝）i［月! II 

（教f闊市の立ぷ；及び編成の力仏を含む）
ll 

----

教職論

lf『教介、心坪学
-------- - ----- -

t’j {l ：、心坪学

教介制度
- -

教宥 ）j 法

社会科教脊法 I
- -----

1 社会科教育法 II
..•—-- - - - - - - --- -

社会科教有法 III
ー・

＇ 社公科教有法 I¥'

2 l心利•教有、法 l
------

i:lし利^ 教有社、： II 
I----------'-．- -

2
 

ウ
l

2 
― - -

り

/

]

2 
--- •-------

ウ
l

2 

2 
a ・・---

！ 

り
/
]

ウ

り
/
]

2 
-------'-~--~- ？・・• 9 -．^ --------
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系

列

年次および爪位数

授業科ll ｝．，ヽ••-- ---• -•-----—--- 名詣叩＇ 

1 1,, 2年 3年 I. 4年 I

2 
----- ---------------•—-- ： ＿. ---•—-- -^ --―---―- i 

一英晶科教宥法 II | 2 ---• ---.+--- --^----- •--— 

災晶if1教 脊 法 ill i ! ' 2  
lr l r -- ---- ー• ^ •一• -----• -•--—-•--[ -- - ―-•一しー一→

追徳教育
~------

L:_ __  1 

. -- ---- ---- --- ~ .ヽ ー・・・・・•- 斗—-••-

l l l牡りIJ i古動 I 2 

- -—+--..--―『―_____L___ 

利• 9 

生徒指導

直路指導の罪溢及び）j法を含む） 2' 
--

LI 教介朴lr，炎 -L-――←- ー`

2 
（カウンセリングを含む） I 1i 

群
＾●ーヽ••―- •一•-- —-• •--._ ＿＿．． i - ---.t.-―j_．一

総 合演宵 I 2 

9] 

教脊 実習 I

(,hriij及び＇―-l［後指導を含む）
--

教宥実習 II

！ 

3 

-------—-t— —ーロ I 
--—--..I 

渭i 名〕

(l) I'l Ill利甘とは卒業に必要な単位数にはfJIIりされないが，自由に選択履修することのできる授業科

llである

(2)本学科においてや，［l由科日として，教職諜程の利llが準備されてしヽる これらの日山科tjにつ

いては、後褐の「教職諜程／復修Jの況明を参照のこと
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VI 
授業科目の単位と認定

各年次におし、て履修しようとする投業科 tiは， 1リ学期の初めの指定された期 IIに，所定

の）jil; （オリエンテーションで況咀する）で1役修l|l,11りをしなければならない 脱修l|l,II＼は，

イト間の受講．11「llhiをたこ 平．位を収得する邸息衣Iドをする＇、 Jを期初めの屯変な「：紬きである こ

の履修lll91Iti『紬を間述えたために授菜科 Ilの履修かできなくなり， その結果進級はもとよ

IJ' ／、作業かできなくなる場合もあるので， 以 l‘＾に褐けるil心、’ji坦を厳守して， 晶りのないよ

うに）役修l|1111りをすること

11 旭HI参叶I，訊i,l卜仇け1甘受（よ， 投業科 l..jおよび担‘片教且などの変史， 追｝JIl, lf丈ii'iしなどないよ

う，捉出する前に技業II、i||il1;Il表に且ljしてもう 寸父『{[11，ばするなど，糸Ill心の注心を払うこと

なお， I役修照合 llが設けられてしヽるので1{ll述しヽなく登録されてしヽるかどうか必す（1伯忍する

こと、

くこと

9I 

~
 

＇ 3 

ただし， I復修1|llli]，りの返辺または照合には応じないので必す「学牛控」をとってお

(4 

／復修IlI,II}をしていない授業が11Iは｀受講しても平位は認められなしヽので、佼業科 llのl/l

"hにあたっては進級や卒業に必要な爪位のり定を伯印こhなしヽ，修得単位．数か小足しない

ように）j全を期すこと

t
3
 

9

9

 6
 

17 

I 1 1] 合学期のI991 ・II.｝限に 2つ以 1：の投菜科IIを履修することはできない

疫巾位を修得した授業利•11 は｀

股修1|1,II］内には技業科 ll, 

もしこのような

屯似する授業科 llを1役修Ill,II,1，りに，心人した場合は，両科 llとも登録無幼になるので注邸す

ること

印文）役修することはできない

コマ・コート番りなど必裳'l国を 1Eしく叫人すること ＂且叔

上の謀りや不明1脱なものは1|l,IIlj「l1本か無効になるので 1一分注瓜すること

英晶必修科 llおよび選択科 l!の脱修II1,II¥f続は，他の科甘と沢なる場合があるので，

リエンテーションで lう応兄明を受けること

コマ・コート番りとは， ll、i間‘Ji;-0人に投業科 IIと共に心人されてしヽる番りで，

オ

そのIli限の

技業科•日に固打の番りである

8

9

 

~/’~ 

脱修lll,11¥，りは，黒色ボールペンで叫人すること

指定された期［ ！までに履修叶lIII]を怠った場合は，学業の、iふ息なしとみなされて，退学処

分となるので提出期［lを厳‘、『すること

VII 正規の履修からはずれる場合

1. 再 履 修

股修Itl,11りをして単｛立か収得できなかった投業科 IIにつし、ては，次年）父または次学期にお

いて再び履修することができる

2.規定外履修

該‘りするクラスの投業llか111」以外のクラスで受講せさるを得ない場合は， 必ず人文‘学噂l;’ji-
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VIIl 

務‘令に相談すること。

試験について

ただし 1年次牛の規定外殷修は原則として［忍めないっ

1. 定期試験および臨時試験

i 1 ＂式験は，定期試験と臨時試験があり， 定期試験は原則として学期よあるいば‘;：年木に

1 i• しヽ， 臨時試験は担虹教員の判断により適‘[［行われる。

~' 
9l 

3
 
:4) 

2. 

いずれの授業科tlも授業時数の13以 l-．．欠／紺した場合には，

の受験責格を失う

配慇されることがある。

i l i 

12: 

原則として‘片該授業科日

ただし，訥気または正‘片な刑由により長期欠席の場合には，特別に

試験の廿か間割は掲ぷにより連絡するご

授業科l］によっては論文（レポート）提出によって試験に代える場合がある。

追 試 験

追試験は， やむを得ない1i梢によって定期試験を受験できなかった者に対し，

追試験を希咆する者は，

け出ること（、｝

原tlりと

して学期末または学年よに実施する勺

ll：ムヽl1な事廿］を証明するrl}皿iもって速やかに授業す11喝教員に屈

(3 1 追試験は，成粕表の‘片該科廿にTの表ぶがなされた場合に限って受験することができ

る。

なお， 追試験は， I役修（再履修を含む）

i41 

した年度に限り受験することができる。

追試験を受験しようとする者は，「追試験受験願」を人文学部'li務宇に捉出しなけれ

ばならない：

3. 再

なお，

試

追試験の受験料は，

験

l科 [lにつき200円である。

111 再試験は， 原則として学期よまたば‘;i：年よに実施する。ただし，授業科llによっては

再試験を行わない場合もある c

, 2 } 定期試験の結果， となっィ＜合格（この場合成粕表の‘11,；亥科[lにFの表ぷがなされる）

1ヽ1,，亥授業科日の担‘11教員が再試験を行なう場合，受験することた授業科I!のある者は，

ができる。

なお， 再試験は， 9役修（再•履修を含む） した年襄に限り受験することができる。

3
 

~
し

再試験の受験を昨 Il［された者は，「Iり試験受験厠」を人文学部'li務辛に提出しなけれ

ばならないぅ

なお． ili試験の受験料は，

4. 試験に関する注意

l科IIにつき 1.000円である。

1. 通

l l i 

!！ lJ 

試験場内では，すべて監仔行の指小に従わなければならない、なお， l監督者の指ぷ

に従わない者には， 退場を命ずることがある
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(2 ]1式験場内では，惰叫）ti具・持込みを咋された責料以外のものは，すべて監抒者の指

定する場所におかなければならない

13 受験者は‘、J、::Il詞J［または受験ll't:rIJ叫rを，机の Î^ の見やすし＼場所に捉小しておかなけれ

ばならない

14 ぶ験間始から20分を経過した後は人窄・受験を，忍めなし、

15 試験開始から25分を経過するまでは退場を，忍めない なお，監腎者が退場を命ずる

場合はこの限りではない

16！ 受験者は，試験中監抒者の，介11［を得ないて試験場を出てはならないヘ

17 試験の行われる学期の授業料未納の者・授菜時数の13以 1：欠席した者は，試験を

受けることができない

18 'i内気・ 1i故その他正‘片な 1illlによって受験できなかった者は，診断内・ ’li故，叶明そ

の他1[‘11な加IIを，］［［明する内面を添えて，圧濡なく授業担‘り教且に）』出なけれはなら

なしヽ，ヘ

2. ＂式験におけるが正釘為の懲成につしヽて

(1 不正行為をした者については，学ll]第68条により闘せられ，史に年1文における判亥

授業科11のiiif立の忍定を行わなし、

(2! ィく正行為のあった者の懲成処分については，教授会において審成のうえ決定する

1,3 教授会の決定により処分が確定したときは，学長はその旨保，IJ|：人を付喚して通知す

ると共に学内にこれを公ぷする

IX 成績発表

11 成粕発よは，アト‘ヴァイザーまたは浙料担‘li教且より本人に成粕表を父付するので，｝＼

文学部：Ji務本の指ぷに従って必ず交付を受けること そのI繁，学ll漏l［を捉小すること

なお．指定された期 ll以外には父付しないc

(2 成組の謹価は次の心りで｝＜わし， 6（）、点以 1：をもって単位修得（合格）とする＾

（合 格） （・正規試験小・合格） （追・再，式験不合格）

A : 100~80、I!i、 F : 59，点以ド（内試験受験11T) D : 59、r'忙以l<

B : 79~70、点

C : 69~60点

T:追試験受験lll上

z:追・再試験の受験責格なし

E:木受験

¥3: 成粕についての疑間，質間等は成納表父付日のみ受け付けるので，人文学部'h務宇に間

合わせること

(4> 事故，病気等により指定日に成粕表の交付を受けられない場合は，代jll！人を定め，成績

表の父付を受けることその場合は‘学生μl［および委任状を特参すること。
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英語集中特訓プログラム

1.趣旨

災，，酎集中特』Ilプログラムは， 1年次の］年間，英諮を集中的に学晋して，災諮力を飛躍的に向

トさせることを目的としていますへ受溝生は，実践的な災晶力を身につけることができます。 2

年次以陥，本プログラムの修［者は， JEAPを利川して洵外留学に行ったり，「英議で授業」科

l1群を／役修することにより，さらに英，i作）Jを磨くことができます勺また，このプログラムにより

培われたり起廿｝Jに加えて，国際交流，国際協）),国院コミュニケーションを学ぶことにより，国

際的な場で活躍することのできる人材となることが期付されます。

本プログラムは，実践的な英語）Jを坊につけて， 1＿-k]際的な場で活躍することを希喫する学生に

お勧めしますしただし，英晶に限りませんが，晶学の習得は大変根気のいる竹架で， H常的な努

力も求められますっプログラム担‘11教員も，視身になって「寧な指導をしていきます。

2. 設置学科

本プログラムは，人文学部国際交流学科 1年生のみを対象とした特別プログラムです

他学部•他学科の学牛は脱修することはできませんc また，国際交流学科の学生でも， 2年次

以 lこの学牛は原則として1役修することはできません。

3.登録にあたっての注意事項

（］！ 本プログラムは， 1Hiij登録制ですc’ji前に登録をしていない学生は，いかなる理由があっ

ても履修することはできませんツまた，本プログラムは定貝制であり，希望学生が定員を抒

しく l:lIIJる場合には，やむなく選抜を実施することがあります勺その際には，原則として先

に登録をした学牛を優先します．〕

（2 ,沿学の習得には地道な努力が必＇災です C 1年間災議を学ぶという強い、瓜息をもって登録を

してください。

13! 本プログラムは，後辿するカリキュラムに沿って進められます。プログラムの受講牛は，

すべての科IIを版修することになります。 1年次の前期・後期，つまり 1年間を通して履修

することを）t叫 I]とします

14・1 1前期終［時に，受講生に努力が見られない場合には後期の本プログラムの履修の辞退を

勧古することがありますー，履修辞退勧四の）よ準は，別に明らかにしますへまた，受，溝牛に特

別な雌由がある場合は，前期のみで本プログラムの辞退を，忍めます、9

i 5 I 本プログラムでは，夏期・冬期の休菜期間にもイi効に従晶学宵に収り糾んでもらうために

諜坦が出されます また，休業期間終［後に，統．，式験を実施します この試験の成粕が息

わしくない学牛には，後期の本プログラムの）役修の府名退を勧；！「することがあります、9
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16 本プログラムの受，溝生には，年 ;j1111のTOETC学内1J)1卜，式験を受検することを義務づけま

す なお，受検料 (11111‘りたり 4.000円）は，本プログラムの受，溝牛に限り無料とし、たします

i7 本プログラムには，週4くりし，轟集中合祈もカリキュラムとして糾み込まれています

これに参加する費）tJは，受，翡生の負担となります (1 1111につき1.000円程度）

4. プログラムの内容

1年前期

科l]名 i it位．放 週の投
業111]数

lnrensin EngfoヽhI 

Intensi¥・e English II 

1年後期

科11名

9
0
 

り

3

English Communication l 2 

English Communication II 2 

English I、じ孔rning~I じthods I 2 

Engli吋hLearning ~lethods Il • 2 

3~3 

価苔

iii位数
週の授
業[「I]数

Intensive English Ill 2 

Intensive English 1¥1 2 

IntensiYe English Y 2 

科11m,・
• -.  

学科共通科ll lft l 
(l lイ這f.処，If)

学科共通科1__ 1m,: I 
(［ 1 本，［｛i ．処，•ft)
ー・• -- .  

'、1}|’'J科11机':]¥' 
l翡繋コミュニケーションコース l

内l"]科ll ll’f l¥― 

1仕II万コミュニケーションコース
一・ ・ • - - • ．．．．．一

I、1J1|’’j平111群 I
(|r」I象Iii:界の文化と， i．11/i)

しりl"J科 ll ltt I 
(lEl院！It界の文化とは晶）

Fundamentals of English I 
（必修）に対応

Oral Fluency I (必修）
に対応

利・II群 iilii衿
I.. 

2 
学科共通科ll lt乍I Basic Writing Skills. 
(I］本，翡・災晶・) Intermediate Grammar. 

-----------, ．ー・ ・・・・ ．．．．． 

2 
1 学科共通科ll群 I Intermediate Practical 

（日本晶・英語） Discussion Skills 
•-•• --•--...••••-------_____........-- ＾ •••--•• --•―----1 に対応

2 
学科共通科ll群 I
(11本滸・災，j/fJ 
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専門科t.ll罪I¥T
屑胄コミュニケーションコース 1

i ------

Ih l"]科lll作I¥r
i iI燿繋コミュニケーションコース l

専門科H群 I
（国際Ill:界の文化と li,J:li・) 

------------------------ --.. -.． 

I、IJ' 『j 利•|l 群 I
([li]院Ill：界の文化と lill{t) 

＊災晶集巾特』Iiプログラムについての，沿しい，品明は，人学IIかに丈施するオリエンテーションで

行います。

間い合わせ先： 人文‘ヽ 芥部'li務窄 （本部棟 1階）
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プラス One

「チャイニーズ・スペシャリスト・プログラム」

1.趣旨

近年，中日経済の趾進に伴って． I噌祭社会における中同のプレゼンスが次第に高まり．今後，

東アジアにおける日本と中日との相Ii協力，相I!．．依仔の閃係がいっそう強まっていくと見られま

ず特に，民間部門においては，中1Klrli場を II指した 1]系企業の迎出が加速していく中，中国に

n-、fしい人材を持つことは l-ll|lビジネス発展の1iij捉条件であり，成功の陥本条件にもなりますー）し

たがって，叫l:Iの：in[i，文化，社会，経済等を熟知し，異文化父流に適応していける人材に対す

る‘11!,；要は，これまで以上にその必要‘性が闘まっていくとどえられます3

「叫叱昴で教えるプログラム」は，このような社会的なニーズに対応し，人学時の学部・学科

に在紐しながら，中1Klに関する知識を総合的に学宵する，いわゆるダブルメジャーを 1..1指すこと

が11J能となり，本プログラムの最大特徴でもあります） 1]本人学生は本プログラムを1役修するこ

とによって，叫叱粛で II本と中国の文化、社会，歴史に関する）店礎知識を系統的に学習し，日中

両II;＿l文化を比較しながら，異文化コミュニケーションの能力を身につけられるだけではなく， ll

中ビジネスでイ＜日［欠な経済，法律に関する知識を中［叶晶で学習し，卒業後， ll中ビジネスの即戦

)Jになれます また，中 f,I文化問からの留学•生は， II 中 I山j11,]のけ諧による比較学胄することによ

って，＇：川 "l知識に対する罪解を深め，かつ円滑に学業を終j’することができ，卒業後， ll中交流

のスペシャリストになることが期待されます。

2. 単位認定および履修について

「，沿学・[]1ドコミュニケーション」 (18単．1立）をコアとして，「文化と社会」 (16単位），「舒済

と社、fr」 (10単位），「中l叶研修・留学」 (7単．位＋凩位，忍定分）という：つの科l1群から構成され

ます3

また，中1Kl晶能力の向卜や，中11ilビジネス体験学習の場として，「プロジェクト教育 I~W」

(8爪．位）を設け，さらに，中lKI文化学沖1のステップアップを希望する）役修牛に対しては， 3, 4 

年次に「 1•Kl ド祭交流油胄 1, II J (4単位）と「卒業論文」 (8爪．位）を導人しています

本プログラムは，人文学祁に設附しますが，より多くの学化に履修してもらうために，人文学

部＇［はもとより，他‘予噂 1;.他学科の学Itの履修をII［能にし，学噂IS・ 学科柚断的な， ダブルメジャ

ー的なプログラムが特徴です、
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3. プログラムについて

＜晶学・日中コミュニケーション＞ （18りt1立）
．．． ・• - - -

利・ II 名 ＇配‘li什：▲次叩1立故履修学年 ¥J 
仙

I I 1 | Itl 晶 l 4 ¥ 

l q1|こJ-l 11/i• I B 

，中国 ll{i- II 
．一

巾 l.k| II{i lil 

1 | 1 | I』I 晶演胄 11、 1]じ・文社、 •LL を含む）
II rj1翡、｝j]，｝ ｛ j支、iよ
日 Iド通り）｛技法

2

2

3

 

．
．
．
 

l
-
1
2
 

•9,• 

7 •一—●●●●

4
 

ー

3
 

•••—• 

？
l

-

り

0
-
3
り
J

9
l
9
1
9
l
9
]
?
l
4
4
 

9li C'l 
C'Ji
り

0

4

I Kl |：祭文化学科IHJ,，足利・II．．．．一
I I、II繁父流学科I}｝］，没科Il 

-- ．．．  
国1際交流学科間，没科ll 

く文化と社会＞ （l（連1{f.）

科 ti 名 配‘片介ム・次 iit位数 ）役修学什^ ＾ 備 ど
-- ------- ----- --- - -

111:界のI炉史と文化（東汗） 1 ・ 2 2 1 
―――→ 

II 中比較文化
I 

2 ・ 3 i 1 4 1 1•.II際文化学科 I}il 設科•II
t ---------- -------- ----

中 j1ij都市文化 論 "'、）．.,ヽ)） 2 2 中日文化価究センタ―|｝fj設科 11
------- -------- - ---

映像文化 繭 3 ・ 1 1 3 [ Kl 〖祭文化学科間設科 ll
! II本-の--文学Il（近代）

-------------- ---------- ---

2 ・ 3 4 3 I KII繁文化学科間設科II

く経済と法fl!:>(10単ぷi.）

科 II 名．．． 
l k] |；祭糸f済’li・伯

- ------- - -

中国紆済人 l"J
-- -- -- --

中国）附業論
- - -

中lk]法律人 1"lI --—- -- ------―---- ------
11 中比校法

配‘li年次平．位放）役修学年 備考・
----------------

1 ・ 2 2 
--．,.  

2 ・ 3 2 

9
/
]
2
2
 

-i 
―

―

 

3
-
4
.
4
 

•• 

-. 

2
3
-
3
 

'↓． 

． 1 

l .  

2 中 l•KI 文化研究センター l}fl 設科 l i ．．．● ー・ ．． 
2 ]，l中］文化価究センター1}il設科11
3 中国文化研究センター間設科ll 

--

3 中l叶文化研究センター［開設科II

< l | r hl洵外価修・留学＞
--

科 ll 名
----------- --- --

[-K[l際交流研修（海外）
- - -

地域文化研修

仇［開lf{｛、、ド (1カヽ）j)

li 共lli}| ＇、戸 ( ] イド）
I. ..• -• ----------

(7凩位＋単｛＼兄，忍定）
．．一●●ー●●● 

1附心‘li｛ド汐（ 単ー1立姜文 ）i立{I各‘ヽ芹介ミ

国際交流インターンシップ
I 

1 ・ 2 ・ 3 
・・--.  

1 ・ 2 ・ 3 

3. 4 

1. 2. 3 
．．．． 

2 ・3 

2
]
2
]
3
＿
 

備名
国院交流学科間，没科ll 

.． 

I Isl際文化学科l}ll，没科Il
.． 

3 1―lil際交流学科tifl，没科II． ．． ． • ー・・・

ウ
l

2

3

 

現地での溝義内容により iji位品
定 (2~4単位）

- -

I現地での講義内容により Iii{｛い忍
定 (14-30り1位）

くプロジェクト・演習＞ （16り叶立）
-- 一， - - ---------------- --

利- l| 名 配‘11年次 iit1立数履修学年 備名

1・2・3・4 
． ．  

1・2・3・4 

9
1
-
2
 

ェクト教脊III i 1・2・3・4 • 2 
―--.. , ------•----•- ---.．．．．．^ 1.．．．---•--•••—・・ ・

ト教宥IV 1 ・2・3・4 2 ．．． — - ．． ．．．．． ．．＋ー・・・
油洲 1 3 | 2 

- ------------、--•-• 9 

:、、土5‘’-＇•ンJ>J• illしliflL'l II 4 2 
------------ -----~-- -----
業論文 1 | 8 

----- ]_ _______ _ 

ウ
l

l
-
2
3
4
-
4
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4. 履修モデル

I --• --~---,-

学年 学期 ］｛「学 研修・プロジェクト 中日晶で行う技業
••- ----- ----- -I•一-·-----—- ---• ---•---- -——•--- -- -• 

liij)［）J 中日晶 IA プロシェクト教脊 I
L----• •-•- --- - - - - （I.l 1 [ 1;［語検定） ト―- -----••- - ．．．一

1年 以期プログラム！サマースクール，プロジェクト教脊 II
...．． -• •ー ・^ ・・ •-. --i (1| 1 [1:］創菜実践）

後期 中[1,J』 IB . [1c]際父流研修（海外） I 

e - - --． ．．.. ~ —一、一ー•••---- --↑ ―-一 1 I 
期

し

lj
、j 中IEl,；{i-II フ゜ロジェクト教有 II

2年

| 
後期

＇ 

前期

3年
l -

I 

後期

Iiij期
^

e

4

 i
 

/
I
 

4
 

（中仕l諭検定）
-• -~ --• 

プロジェクト教f[I\―卜•-

I叫：Jil，沿皿
(H系企業中国進II,1

中国経済入門 ＜孫根＞

1 実態調在）
中国都市文化論 く奥＞

I I1 | Iil語演宵 I.tlt界のlf養史と文化（東洋）

地域文化研修―- ＜緊＞ー／

--
| IEll怒交流演宵 I•-

国際経済9l叶‘iり ＜孫根＞

映像文化論 ＜佐藤＞

i中国法律入門 ＜楊＞

日本の文学I1（近代） ＜髪＞
インターンシップ ・一

Itj際交流演洲 I

日中比較法

I中国産業論

ll中翻瓜技法

|ElI寮交流油曹 II

卒業論文

1]中比較文化

ll中通，Jし技法

国際交流演沖III 

I検定準備講Iilf.←

●●一．—-長期留学

［f;．l|祭交流

□―----—-----

杓:9/iジ[1)lli，溝／'i(：

＜楊＞

く張＞

＜鸞＞

注 1) 「中hl,,hI A. I B. ll. III・演胄」は，決められたクラスを必ず履修することへ

注 2) 「叫叶，；｛｝検定」関連の「プロシェクト教育 I・ II」及び「国際交流研修」はチャイニーズ・ス

ペシャリスト・プログラムの必修として扱う 「地域文化／i）「修」「[ell寮交流インターンシソプ」は

どちらか l科IIを選択することが叩ましい

注 3) ゴシソク文字の科llは，中国文化研究センターにおいて1}fl溝する科IIである これらの利llを

胄得した場合， 各学祁・学科におしヽて，忍定されるが．別途，品叫する
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5. 中国語検定の目標

2年後期から中[1i|』で行う投業を｝役修するために， 1年次から 11椋をもって中1.k|』を学胄して

いきます このプログラムに登録する全ての学牛は，中ltil,，什検定を受検し，キャリアアップをめ

さしていきます

受験1翡期 レベル

l {l :. ll)J 渕4級

2年 6) J 1級

2 {I : ＾ 3 Jj 3級

--------------—し—----――---

4介： l l J J 2級

I I 1 | lil』 I.¥

l 1 1 | hl晶 IB 

中I1q,;{i II 

合格を l)指すためのプログラム

夏期プログラム

|lし1|；祭父流価修

フ゜ロジェクト教ffI （中I,q』検定）

知期留学
地域文化価修

叫 IしL,hm 介期プロクラム

中[I:l99什演胄 プロジェクト教fflI （中［I・・l』検定）
-．．．．．．．．．..．．．．．ー•.．．．．．．．．..、•

lKlI菜交流演宵 l・ II 「噌祭交流インターンシップ
． ．．  ．．．．．．．．．．．．．．．．．．ー・ ・・・・・

注 1) 2作終 j'|l}に1級レヘルに辻しなしヽ場合は， 3年次以降の中[1―lで行う授業を履修てきなしヽ場合

かある

fr 2) 1年終 j’ までに中[Il晶検定 2級を ll指す学生は，「日［象父流油胄 I・ II」を必す履修すること

6. プログラムの運営

チャイニーズ・ペシャリスト・プログラムは， tに次の教員が担‘りします

孫 恨志檜助教授 （中川文化研究センター1所」i) コア 経済

小松嵐 講帥 (| LI I葛どと流学利） コア -rOI JI LI 、‘J‘ーた’： 

和ノ斎 殿武晶師 （日1際交流学科） コア 文化

＊チャイニーズ・スペシャリスト・プログラムについての叶＇：しい況明は．各学年において実施

する 4月のオリエンテーションで行う l. 2年は中川語学宵かじとなるので， 1年次から

叶訓を立ててプログラムに参加することか咆ましい

間い合わせ先： 人文学部'j~務室 （本部棟 1階）



福祉総合学部

福祉文化学科

履修の手引と手続き

福祉総合学部 福祉文化学科

履修の手引と手続き

く小目＞
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履修の手1lと手続き

I 授業科目について

伽祉総合学部伽祉文化学科における長菜科tiは鴫「伽祉」をキーワートとして輻広く［文化」を

捉えることができるように，学科共通什ll l!I I ~、 Ill̀’、1J’l"］）よ礎科ll l「i, ＇、り1"l利Il群 I~ W及び目

由科II群から構成されてしヽる また，学小か「付会礼雌11:」受験責格や「社食伽祉 i’Ji-fT:lll責

格（児1'1叶II[J炎員も III]梯）及び粕祉l保健伽祉 1:）よ礎科目を修 J’できるように科IIを配附している

なお， 「llll科IIにおし、ては，教職に1月する朴11が配i悦されてしヽ る

II 授業科目の単位と認定

本学i.i|；では 1it位制を採）llしてしヽ る 爪位訓とは，ひとつひとつの投業科 11に外定の）jし準により

定められたりt位かあり，｝役修した投業科IIに対して，試験もしくはその他の力社、により学胄謹価

をしたうえて，その爪位を晶定する制度である

Iit位の，，忍定は，.¥・ B ・ C :3段陪の謹価により 1」し‘,D・E・Zの昨価は爪位を，忍定しなし‘

川 卒業に必要な単位について

学部・学科 伽刊総合学部輻祉．文イじ学科

□1[：1; ［； :：Af □̀/ ：口：｝ロニし
ー---------・

---------
系列 ---------------•, - iit 位数

- ー• -- ---

学科共通科II群I (りt ，翡） 8 
--------------------・ -----------------------------'''---------------''  

！、‘芥科• lし通利• | l /fl'. II (11i恨Jよ礎科111作） 4 
[ - - - - - - - - - - - - - - - - -- ．-- - - - - - - - - - - - - • - - - - - - - - - - -. l. ....• - - - - -．．-- - - - - -．．  

I 予：科•共通科 11 HY: III (総合科 II群） 1() 
••一•- • ---..• -9 --9 -- - -．．  

口

99 ＿＿］ 

lりIll])よ屈店平l̂l l lil'. 1 4,  

I、I/111] 平l• I I l「il (fi1,1ネlI糸伶｛f平l・IIH,1’.)
- - - - - • - - - - - - - - - - - - - - - - - - - • へ •ー・• - - - - -． 

I、1Ji| "l 11• I I lfl’. II (）¥ | !il. 、じ、 j用）
ー・ • - - - • - - - - - - • - -． 

内l"l科II lil'： III （文化・社公）
ー ・・

し1j,1"l科 11lff IY 

l 

：に以上の利•I.l lf［もしくは祁濯総合学部他

1 学科及び経‘i判訂恨学部，人文学部の科IIよ

22 

20 

20 
ー・

I 11 

l 1 

lり選見｛必修 ― ― ―---―- --．＿＿＿------ ---- 一 |

,J!・ I 126 
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W 3年次への進級条件及び各学年における標準的な修得単位

3年次に迎級するには，「）店礎ゼミ I・ II J及び 1年次の必修科Ilを含め36爪位以卜修得しな

ければならなし、

各学年における授業科1]および修得ii叶立数の Il安は，次の表にぷすとおりである s

―|  

学年 9 平 1立放

―---- ---------------------- --I 

の甘安
------------ 一^＾ ー一 ―--

学科共通科ll群 I (英晶）
Fundamentals of English I ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1科Ll2単位（必修）
Oral Fluency I ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1科l-l2 iii位．（必修）

、、ド利共通科II群II （情報陥礎科I.l lff) 
情報メディア論・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•.．．．．．．．．．．．．．．．.．．．．．．．． 1 科 II 2 ijl.f立 （必修）

情報メデイア演習 I・・ ・ ・・・ ・ ・・ ・ ・・ ・・・・・・・・・・・ ・ ・・・ ・・・ ・・・・・・ ・ ・・ 1科II2．単位．（必修）
1 {j:次 学科共通科I!群ill (総合科Il群）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 4 ii1位

! I、1J中l)よ礎科ll群

伽祉文化概論
福祉文化価究の力社、J・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・しヽずれか l科Il2 i闘'i: （必修）

選択科 I!· ・・・・・・・・・•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.．．．．．..． 2 科 11 6 1 札 f立―•

I•Ii 1 1 1J平I・ I! lff I (福祉総合科l.lltl':）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 3 f: I• Il l 2 i it f ¥, 
1,ll|"]科lI群II (人間・心剛
I、li_1IIlf:I, 1.l l}羊m（文化・礼会） ：：： ：：：：：：：：：：：：：：： ：：：：：：：：： ：：： い

1 H Ll 4単位
1利ll 2単＿1立

{I参(!}iii_ 1立全父 しりl"l平l・l]罪nv（紗iiI，1.‘jこi1,1)
391札位 桔礎ゼミ I・・ ・ ・・・・・ ・ ・・・・・ ・ ・・・・・ ・ ・ ・・ ・・・・・・・・・ ・・ ・ ・ ・・・・ ・・・ ・ ・ ・・・・・ 1科lll iii位（必修）

一ヽ— -

学科共通科甘群 I (英II{}）
Fundamentals of English II ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ l 科•I l 2 ii1位（必修）
Oral Fluency II ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1禾叱112什if立 （必‘{I参）

学科共通科l.ll罪皿（総合科liMl・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6単位
2年次 専門枯礎科甘群

伽祉文化概論
伽祉文fthJf究の）Jil< } •・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・しヽずれか 1科ll2 爪位＿ （必修）

I 選択科 l.l ・・・・・・・・・・・・・・・・•.．．．.．．．．．．．．．．．．．．．．．.．....．．．.．.．．.... 4 単位

2 1‘1 [ ］ （； I it 1 {r: 

内lill科l] Ifi: ] （伽祉総合科ll l罪） ・・・・・・・・・・..............3科Il l 0車1立
専 l"j 利•ll 群 II (人間・心岬）
'，lI~|11J オ:|， （ ・ネ1^会） ：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：： ：：： 1 11 l l 2り1.1立

11参1!J・iii fi：娑文 I Iが1"］平I-l l lti,， IV (iりii外・ ‘jこi1,1)
35 -1 it 1立．． 枯礎ゼミ II・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1科111単．位（必修）
-．．．-- • 9. - -• •ー----- -----------------------------------．．ー•------.- - ------------ --------

! '、1/lllj平1-lliffII (}¥. I l ij.、心且f!l・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3平I・ I l lOi¥1-1立
3 介：次 ！ 専l"］科ll!tr ill (文1t・ ti:公） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 科11 1 0 1 it 1立

1りl11Jfl-lI MIV (ilid/・‘jこ胄）
術祉：文1じゼミ l・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科ll 2 iii『f.
選択床l・II・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8'itN—• 

修得1i1位．数 1※指定された各科11群より修得した科I!以外に，以卜の科ll ltl'：もしくは福祉総
37 lji.位 合学祁他学科および経‘i芯伯恨学部，人文学部，メデイア学祁の利•[ ！より 7爪位

: -- .• -.. -------------．．．ーー・・ ・•--•••--•--.．．．．．-------．.．．--•- -• -..．．．、 .．.．....．．．．．. ----• • ------• -•• --． • --------• •-

4年次

jl参1!}． i i tィ＼，,:数
1 5 iじ．｛立

卒業
修｛翡iit 1立放

126爪位

'，りl'll科[l lff rn（文1t・ネI:会）..............................2科ll (} i it位
I、1j[l"l平I・ I I /ff IV (iiif'!外・ ‘jこil,1)

福祉文1tゼミ II・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1科l1 2 i ii fi: 

※指定された各科ll l杯より修得した科 11 以外に，以卜の利•I l lffもしくは礼濯総
合学祁他学科およひ経‘許li1J,}|i学i'；1ぶ人文学i'ilぶ メデイア学晶の科11より 7平1III:

--- - ----
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＼ T 授業科目の学年配当と履修すべき単位数

1. 学科共通科目群

学科共通科11Hllよ， 111] I 

：系列に分かれているか，

小した1叶定の単1立以 I^ーを修得しなけれはならなし、

学科！し迎科11/ff I 

系
列

J受 業 f ‘ 

•LI 
I
I
 

.... 
11 

じ
L
]

＇リ
ヽ

＼

l l 

※爪位数に0[|Jを付してある科11ば必修を小す

年次および爪位数 最低修得
lイr.2年 3介：▲ 91年 単 f立数

．●―寸•-．．．．．．．---- •-----• 

：一

4
:
‘
1
J
Lー
ー

'

F

r
応
II

F
,
I
 

9

”

I

I

 

"、J
K
1

ー
ぐ
几
平
ー
ー
(
'
リ
：

．．
 
II 

＇ 

9] 

~
 

ヽ
ヽ
~

デ斉

'91
学
科
共
通
科

11群
II

Fundamentals of Engli、ヽhI 

Oral Fluency I 

（リ：：：II{｝）， 

それらの各系列のうちから 1III. 

Fundame叫 lsof English II 

Oral Fluency IT 

〔備考J
(l) Fundamentals of English II及び OralFluency 11を履修するためには，

を修得してしヽなければならない

、芹科•共通科 I ! /ff II 

投 業 、、t↑
 

・I,り恨メデイア崎

9] 

9I 

[IIl ll 

(、11, J‘}|｛ f: I・‘‘;：: {:: I• I l lil') 

II 

9
l
 

9
]
 

(•1,, J }li f: I‘]とHllirl'ん）

！ 

ー］

およひIllllII （斎怠｛f 平l• I l l!l'-） 

／、作業に必裳なりt位につし、て」に

8爪位

仙 ¥, 

それそれの I

伯恨メデイア油宵 I

J
1
 

?
 

9

9

 

よ
し

iifilf" 
‘ヽ‘̀
‘i

l

 

且

で

得

表

II
修

ァ

群

を

ィ

ー

ヒ

ヒ
ー，＂
H；人

f
オ

デ

．

｀

メ

通

と

チ

J
共

識

名

科

知

レ）
 マ

学

の

9

,

.

i

,

1

，
一
冊
て

＇ 

仙
報
陥
礎
利
llilf)

［

、「11]恨メデイア演宵 II

※叩.',:数に0「|］を付してある科IIは必修をがす
-------- --- - ------ -

介ご欠およひ爪位数
．． 最低修得
l {, : ＾ 2ィ，: 3 {ド 1ィ，：▲ i i t （立委文

．．．  

9
]
 

?] 

の

一
』
ー，
 
’
 
fl 

¥J 

「予：科^ 共通科ll l{I II 
濯i恨）1騒礎科lllt‘l'o）］ 

0)1ドより，、必修科II

！を含み l爪位以 I遣[

択必修

... ---―1 4 i ii. 1 ¥, 1̂ 

9
l
 

?l 

これからの社公で必＇災とされる 1l]恨科学・コンピュータについ

丈務能力を 1足うし
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:31 学科共通科nit-I，1II （総合科I1群）

二..,.... 
輻祉総合研究］

（伽祉と文化）

―- -- ．／三耐次およひii叩数 最低修得 ＿＿＿ 

-- I 
1年I2年 3年:I 4年単位：数

備ぢ

ー•-―•-----＿L ----- -------―L-±_l'. qt_ fv: -~-- _ _:__ ・J ___ __J ---------~ 

「学科共通科甘群皿

（総合科廿群）」の巾

より， 10単位以卜選

択必修e

投 業 、、t
↑
 

11 

[ ；[ -- -―-

共 fiI濯総合研究III

辿 （伽祉と経‘酋）
平|i_＿ ＿＿＿＿ 

Ll 
i l}.l'： | 

伽祉総合価究I¥’

II i (t/H止と環樟）
Ill i, 

i I、--―--ヽ --- ------------- ---

＇` 

総 i
／'-' 
II 

平I・ド

Ii 国［際社会論II

群 （文化磨掠・文化変容・輻祉）
、--- ----- ----

祁惰l〗稲t, ｛rhJf ぅr. II 
濯祉とクローハリゼーション）

9
]
 

9] 

IKlI繁杜公論 I
（現代息想・ジェンダー）

人間研究 I
（人間と白然）

i人間研究 II
| （人間とハイテクノロシー

9
]
 

2
 

，1 

--- ----口•一ロー

-t 
.J_ 

4
 

4
 

4
 

4
 

10単位

i~ 
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2. 専門基礎科目・専門科目群

専門科 11HY'は，「伽祉総合科 ll ltl':」「人間・心則」「文化・ i'I:会」「演習・実宵」の 1分野（こ

分かれているが，それらの 4分野の議科甘群を学ぶ）店礎として □、t}-l"l)，員礎科ll l作」を設けてい

る~さらに，イt:l̂．げとしての油胄科tlは，「人間・心HI!」「文化・社会」「伽祉」としヽう分野に

分かれてしヽる したかって，卒業＇災件を祉見たす l際には， •人ひとりが芹びたしヽ，'り 1"l 分野の科 I l 

を， 1年次から系統だてて履修し，必裳り叶立を修得することが沼ましい

i] i I、1Jl| l i lがl・IIJ刊I (fi1,1 札1 斎伶｛r平l• I l lil'） 

伽祉文化学科で収得できる「社会伽祉 1:」［粕神保健fi叶I11:」|lhj責格に1月係する科Ilが1'尼

附されている 特に「社会ネ晶hll：受験責格」収得については，厳＿l［な履修条件があるので

「ネ［会ti叶l|1:|I,-］家試験受験責格」を見ること

12' 'ヽリ l"J 科•I l l打II (人間・心岬）

直抜，人と人とか桜するfi叶l1分野では．牡に「人間」についての広く深いJII叶i『と訓寮））を

必要とする そのような能力を義うことを II的に，人間にl見Jする知識と現実の人間心即を学

宵する科ljを配i[lしているのか内l"J手1-lllil'-IIである

13 如"l科 Ill!I m （文化・ネI会）

現代の礼公と文化を則陪し，さまさまなコミュニケーションのあり）jを学ひ．人間をとり

まく環塙と場を総合的に学宵する科llを配iiりしてしヽるのか内1llj科 IIHY皿である

i4 ,'りllllf斗l-ll打'I¥' (iii{沖I・‘)こ沖i)

この科 II群に配iitされてしヽる演胄と丈胄の科 11は， fi1,1ネ11:文化学科での学習の特徴をよく

小すものである 伽祉文化学科での学胄を 1リ滑に行し、，また， ー）＼一人の学牛が191分のキャ

リア形成のはllhiを立てるのに役立つ付j報・知識を宵得するのが 1・ 2年次に配‘liされている

「)1し礎ゼミ I・ II」である そして 3.4年次にi府かれてしヽる「付けl［文化ゼミ I・ II Jは，

学Il各 1］がテーマをもって研究することか諜される学科での学宵のまとめをする i1,111に‘jiた

る演習科 11である 「リハヒリテーションi祝胄 I・ II」は，祁濯現場でのリハヒリに役立ち

レクリエーションの指導にも行益な実践的知識と技能を学ぶ科 IIであり，「伽祉文化環樟価

修」は，国内． i圃外での丈地研修を辿して人と地域礼会と文化を総合的に体得する科IIてあ

るし

15 その他の選択科H

指定された各科 l•I lf(：より修得した科ll以外に以上の科[l群もしくは祁濯総合‘学祁他学科

および経‘i恥Ifi恨学部，人文学部， メティア学祁の科l1より］4iiif立以 I^上修得しなければならな

し、
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※凩位数に0印を付してある科lIば必修をぷすっ
--~-----~-------—---、 9 -- ---- -

科 H
I 年次および凩1立放
C---------- - - ----- 最低修得
1年 2年 3年 4年りif立放

備ぢ
---―-, __ ---—-------------- ------［――-------------- 9-—------ - - ----------------

' 「＇，1J[l"］）1騒礎科lll詐J
1 の中より，必修科Ii
を含み， 14箪1I9/：以

ト選択必修~

l 

；j 授
'-----•一

祁｝ネll・ 文化概論
----~--

伽祉文化価究の）j法
. ．,.  

命と倫皿
- --------

学 ・・ 般

人間と比 l寸l
- ----- --

社公 4．活と法 2 
----- -- ---- -------- •------

II 本 lEl 憲法
---------------

'I・: ill・学宵，倫
••-•一 ーー・・ --- --•• --••- -. -------r 

介設概；Iヽ I 
11111! 

- ------- --- ------ -

村： ； fhi fIl-）J;{ ，倫
（職業指導を含む）

闊齢者伽祉論

I硲 ‘9り者 輻 祉 論
．ー―- -

児，，i1 ネih 祉＾入IiIIIl ! 4 
専一—•一―--• --—-...-- - .-• --•----• • •——--- -
門卜［会保 1派論
店r______ --
l l --A 

群
公的扶リ）J 11HII 

．．．・・ ・----~-------

i ［ 地域伽杜論
I ネhi------—------• • •-—• .．---•一ー・ ・9 ••—— -- •---. _＿＿．．．-

1 it _i'I:公輻祉援助技術論 I
-- -

/‘ 

fl | 1.： I ・ ！ネI:公伽祉援助技術論 II
, 1 1 ・ •-- ----―-------―------ -----• -------• •• •-• 

lfi・ i社公ネi｛，ネJ|投助技術油・沖JI 
- 9 I―――------_ ＿ ＿_ ---•—-----------•....-----•一

社会伽祉援助技術jtid/II 
-- ---

f l．公伽祉援助技術現場丈胄 I
'------- ---- •- - ------ - --------------

f l• 公伽祉•長助技術現場演料 II
ヽ• - -

社会伽祉援助技術
現場丈胄指唸 I

（加iij.ili後を含む）

ネ［会礼',ti［投助技術
現場丈胄指導

（加詞・ ’ji・後を含む）

忙
'
,
)

7

、オ

：こ

．
．
 
＿ーヽ．

l

-

ク

f-

——~ 

専
門
晶
礎
科
Il群

•一• ! 

，2 

2 
---------

2 

4 
一．．．

--ヽ•一

I 
2 

-------● 

2 
------- <----~--- -- --------~ 

2 
．． 

2 
-- |―...l 

～ー•一•一• --•—---•[•--•--- --
4
 

4
 

4
 

.. | ＿ 

ー・

|—--•--

4 
.. e _ ＿＿..  

9
1
 

「
•
9
,-

4

4

 

4
 

ウ
'
1

•一―-•---三

I ---• 

14単位

i 「専l"Hlll件tI (ネ闊
! fl［帝悠イ↑利^ ll 1罪）」 の

I中より， 22凩イ立以
I I^ー選択必修ジ

2 2 i v. 1立

上一

2 

3
 

3
 

ウ
]

ツ
1
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ヽ
ヽ
ー
~

立
ハ
ダ

授業科 tl 

Jじヽ

専， 女
. l'i l ● •----... 

科• 1硲 ‘1い者 と文 化

II ・ 
l l詐粕神 I矢燎学
ll --．．．．． 

― 女 '/,/l-- thi 祉，倫
人 ． ．． ．．．．ー•一ー・

間臨床心 坪学 l

|、贔； I揺1,1)木心則、‘f: II 
I - |...• --．...．．．．．．...--
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'―_ ＿ 

※凩付数に〇印を付してある科目は必修をポす3

--｀ ‘̂‘ 

系＇ 年次および屯位数
' 

列L授 業科 fl - —• •最低修f!}▲ i 

1年 2年 3年 4年 iji.位数
備考. ! 

l —·—-•--- t- --――- -̀  --------- | ＿＿_」

「専門科甘群w（演 i| 

胄・実胄）」の中よ
り，必修科日を含
め14凩位以上選択
必修。

(l) 「ネ苗祉文化ゼミ
I ・ II (）¥『l]• 4:J里）
（文化・社会） （ネ晶

祉）」の中より， 4
凩位以卜選択必修

□□:： --+--［ 1：ー／〗ん：「［／〗／〗／
---------~-、-- ---

こ福祉文化ゼミ I ＇ ー 選択必修。

胃（ネ晶 打1） 口 14単位

． 

喜

1--—•--- ----~~-------—上．＿＿ ＿ 

福祉文化環境研修（日本） 2
 .—~—’~ 

福祉文化環境研修（海外） i 
! 2 —--.—- --- --• - 1_t-―_ ＿．．- L--/—•—• --• 

卒業論文l ,  ！ i 8 
- -- -_l_． -―--- ＇ --—ーロ―---•-•-----
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3. 自由科目群

系
授業科 ll 

列

法律学概高

| lcl |切’終、 法

1女•< K 、{、/女i； 原 高

介汀欠および平位数
.. 最低修得

1年 2年 3年 4年爪位放
..．..．．  ．．．．． ．．．．  

2 

4 

I,q I際紆済学
-

倫即学概論

介設油・宵
．・• ----• -.  

介設実技現場実習
←ヽ ー ー・・

| ]‘ぷ教学 概論

I 教有）恥且1!_ 1 2 
! i l l . • •-•一一

教脊）！孔 f’!！I1 

| 
I平I- ｛教介晶付の立、正及ひ祖1&の｝五人を含む！

仙 ぢ

I
,＇_＇ 

4
 

4
 

2
 

り
/
]

ー

ウ

2
 

▲^^ ＇ 
ー~＇ 

教 職 論 2 

教 ff'心 則 学 2 

I'i {Iム^ ；し、且11 学 2 

ff 
一—+！ 

教 制 度 i ‘) 

教 有 )j 社、 2 

2ミ l心利•教 ff 法 l 2 
！ 

2 l心平I・ 孝文 ff‘il;II 2 

fii 祉•科•教有法 l
・------・・ -- ．． 

祁i1サ利•教介法 II

?] 

2,  
l 

追徳教 ff 2 
- ..  .....．．--- --- -

特 別活動 2 I 

C---------~- ~---~--~-------~~---•-• 



福祉乳尺｛r学噌1; 履修の『引と f紬き 199 

....• - ~ 

授業科 11 口一墾次および単位数 最低修得
1年 2介：＾ 3 -イl:． 4{1 : iit位．数

備考

/1 徒指導 ロ------I 他路指導の押論及び）j試を含む）
, t l r- .......-•-.... - - - -・ • --

教 脊 tII [，炎
廿lI （カウンセリングを含む） 2 

•- | | | 科↓
総合演胄 I 2 

11 

lti 

（備考^〕
(1) i'.J ll!科 lIとは今業に必要な単位放には）Juりされないが，自山に選択脱修することので

きる授菜科llであるっ
(2) 本学科においては，目由科 [lとして，教職諜程の科［］が準備されている。これらの目
由科•|l については，後掲の「教職課程J の説明を参照のこと。
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VI 授業科目の単位と認定

各年次において）復修しようとする投業科廿は， 1rj学期の初めの指定された期 llに，所定

の）j法（オリエンテーションで，；兒明する）で）役修Ir!r¥iりをしなければならない ）復修1|i,II＼は，

年間の受溝，TIIIhiをたて，車位を収得する、；ふ息』シドをする学期初めの爪変な戸涜きてある こ

の版修lll"訂手紬を間辿えたために， J受業科甘の履修ができなくなり，その結呆進級はもとよ

り，卒業ができなくなる場合もあるので，以ドに掲げる注紅、'li項を厳‘、『して，晶りのないよ

うに履修叶l,II＼をすること

（じ 脱修[|1，訊j,り提出後は，授業科I.！および担 ‘li教員などの変更，追加，取泊しなどないよう，

捉出する 1iijに投業時間‘'り[Jjくに則してもう •度確認するなど，細心の注訟を払うこと なお，

版修照合日が設けられているのでlli]辿いなく登録されているかどうか必ず雁，，忍すること

ただし，履修 I•|l[II]，りの返遠または照合には応じないので必ず［学生控」をとっておくこと

12 )役修[ll911認をしていない授業科IIは，受溝しても爪位は認められないのて，授業科I!の1|i

III]にあたっては進級や卒業に必要なり叶立のり定を恨,f,:に行ない，修得単1I'ー／：数がイヽ 足^しない

ように）j令を期すこと

13 |n] •学）［）］の 111] 間限に2つ以 j．．の授業科 I! を）役修することはできない もしこのような

爪似する授業科目を 1役修 l|•IIII,J 内に出人した場合は， IIhj科 I! とも登録、1!！［効になるので注瓜す

ること、a

14 襄単＿1立を修得した授業科目は｀・再度）役修することはできない

(5 )役修l.l％訂ドには投業科I!' コマ・コード番りなど必裳'li瑣を正しく叫人すること りじ載

上の晶りや小明 1府なものは I•|l 山自体が無幼になるので 1·分注、なすること

(61 コマ・コード番＇心とは，時間割表に授業利•|lと共に叫人されている番りで，その時限の

授業科日に固行の番りである

(7i 股修Il%1,i苫は「！役修申叫川いは人例」を参照して，、開色ボールペンで，，心人すること

(8, 指定された期 11までにl復修l|I出を怠った場合は，学業の、瓜息なしとみなされて，退学処

分となるので捉出期 Hを厳守すること

VII 正規の履修からはずれる場合

1.再履修

股修1|1r社をして単位．が取得できなかった授業科IIについては，次年1文または次学期にお

いて再び脱修することかできる

2.規定外履修

該‘11するクラスの授業時間以外のクラスで受翡せざるを得ない場合は，必ず学部'li務室

に相r，炎すること。ただし 1年次生の規定外）復修は｝恥則として忍めない。
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Vlil 試験について

1. 定期試験および臨時試験

1! ，式験は，定期試験と臨時試験があり，定期試験は原則として学期末あるいは学年末に

行い，臨時試験は担‘11教員の判I祈により適‘立行われる。

12 いずれの授業科 llも授業時数の1/3以 l：欠席した場合には，原則としてヽI1,；刻授業科ll

の受験責格を失う。ただし，病気または正甘な郎由により長期欠席の場合には，特別に

配慮されることがある

,3 試験の時間割は褐；］くにより連絡する（〉

14 授業科 Ii によっては論文（レポート）提出によって試験に代える場合がある •O

2.追試験

I] 追試験は，やむを得ない1ヤ情によって定期試験を受験できなかった者に対し，原則と

して学期木または学年末に実施する。

121 追試験を希咆する者は， ll:．‘りな'.hlllを証明する翡面を速やかに授業担％教貝に屈け出

ること。

13! 追試験は，成績表の‘li該科IIにTの表ぷがなされた場合に限って受験することができ

る。

なお，追試験は，脱修（再履修を含む）した年度に限り受験することができる。

14 追試験を受験しようとする者は，「追試験受験馳」を学部'.ji務室に提出しなければな

らなし‘0

なお，追試験の受験料は， 1科日につき200円である。

3.再 試 験

1]＼ •I1.［試験は，｝瓜則として学期末またば‘芥年4こに実施する。ただし，授業科 11 によっては

内＾・試験を行わない場合もある勺

12! 定期試験の結呆，イ＜合格（この場合成禎表の‘11該科HにFの表ぷがなされる）とな

った授業科llのある者は，ヽli,1亥授業科llの担酋教員が内試験を行う場合，受験すること

ができる、9

なお，札ĵ^11式験は， l復修（再履修を含む）した年疫に限り受験することができる。

3) Hi試験の受験を，i,1：ll［された者は，「内試験受験崩l」を学部'li務宇に捉出しなければな

らなし＼

なお， Hi試験の受験料は， 1 科 II につき 1.000円である '•9

4. 試験に関する注意

1. 通！！IJ

I]) 試験場内では，すべて監抒者の指ぷに従わなければならない，うなお，監↑行者の指ぷ

に従わない行には，退場を命ずることがある

121 試験場内では，＾i\,;』 |j 且• 4か込みを，9！「された脊料以外のものは，すべてl}此抒者の指



202 

定する場所におかなければならない

13 受験者ば'J:1IJ1「および受験，1,1^II」詞）ー（追・ Ili試験の場合）を，机の Î^ の見やすい場所

に捉小しておかなければならない

(4 試験I開始から20分を経過した後は人宇・受験を認、めない

15 試験1}ll始から25分を経過するまでは退場を，忍めない なお，監抒者か退場を命ずる

場合はこの限りではない、

16 受験者は，試験叩盈抒者の，＇！「＇りを得ないで試験場を出てはならない

17 試験の行われる学期の投業料よ納の者・オ之業ll.］放の1/3以 lごを欠9,'位した者は、，式験

を受けることかできない

18. :J(iり気・ ’ji故その他Il:̂‘りな'li廿lによって受験できなかった者は，診断＾lll: • 1i故訛明そ

の他正‘liな加打を，証明する汎Ihiを沿えて，迂掃なく技菜担‘li教員に屈出なけれはなら

なし＼

2. ，，式験における小正行為の懲成につしヽて

11 小lt行為をした者については，学訓第68条により闊せられ，史に年度における ‘r1,，亥

技業科tiの爪位の，，忍定を行わなし、

i2 1く正行為のあった者の懲戒処分については，教授会において審ふのうえ決定する

13 教授公の決定により処分が確定したときは，学lぶよその旨保，，l[人を召喚して通知す

ると共に学内にこれを公ぷする

IX 成績発表

11 成粕発如よ，アドヴァイザーまたは演習担‘II教且より本人に成紺［表を父付するので，学

謡li務‘脊の指小に従って必ず父付を受けること そのI際，学生，，止を捉ぷすること

なお，指定された）［JJI l以外には父付しない(、

(2 成粕の19、I前11iは次の，，じけで表わし， 60、1訳以上をもって単．位修得（合格）とするし

（合 格） （正規試験が合格） （追・再ぶ験イ＜合格）

A.'100~80、1,'．［ F : 59点：以l‘̂ （廿1試験受験nT) D : 59点以 I‘•

B : 79-70点、 T:追試験受験11J E：木受験

C : 69-60点 z:・追・再試験の受験責格なし

(3) 成績についての疑間，質l廿］等は成禎表交付Hのみ受け付けるので，学部1i務室にllil合わ

せること

(4 1i故，納気A、かにより指定日に成紺洟の父付を受けられない場合は，代坪人を定め，成禎

表の父付を受けること。その場合，代則人は学II証l［および委任状を持参すること。
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履修の手り［と手続き

I 授業科目について

伽祉総合学部福祉経‘討学科における技業科IIは，学科共通科lI ｛罪 I～ II1,'、1Jt|＂l)よ礎科lllrf, ＇、1JI

門科ll ltl: I ~ ¥’およびl,11廿科ll群から構成されてしヽる

なお， ［l由科11においては，教職に閃する'、1}|＂l科 11か配i；りされている

II 授業科目の単位と認定

本学部では爪｛立制を採）ilしている り卯＇：制とは，ひとつひとつの投業科 1]に＾定の）よ準により

定められた爪位かあり．囮修した授業科Ilに対して，試験もしくはその他の）jiよにより学習詑仙

をしたうえで，その単1立を認定する制）文である

ii叶立0)，忍定は， 1¥• B ・ C 3段陪の謹価により行し‘, D・E・Zの謹価は単．1立を，忍定しなし、 C‘

川 卒業に必要な単位について

卒業に必要なり叶立は、次の表に小すとおりである

ただし，［］ 111科 llは卒業に必要な叩立には含めなし、

学部・学ll・

系列
．．． 

学科！し通科II群 I (英 ，沿）

学科共通科 i•I lii: II (＇11]恨J店礎科II群）

学科共通科|1群rn（総合科 II群）
．．．．ー・ ・

I↓i l"J Jよ礎科 l1群

I、り l"J科 tl ltl'．I （祁｝祉総合科II群）

内門科目『i:II （環 燒）

内 1.＂]科 Hlff III (、［`11f 報）

10 |irl店I・ 11'/ff IV (糸f ‘呂‘‘’・） 

専門科［］群＼＇（ゼミナール）
- - --

指定された各科 II群より修得した科II以外

！に，以 I·．の科• l 1 1作もしくは紛祉総合学部他

学科及び経貨柏恨学部，人文学部，メデイ

ア学部の科IIより選択必修

I I「

ネhiネI［糸念｛rヽ、ドi¥I； 朴，iネII．糸f‘i兄‘予：平I・
~.... 
単位放

8 

6 

6 

12 

20 

12 

12 

18 

10 

22 

126 
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W 3年次への進級条件及び各学年における標準的な修得単位

3年次に進級するには，「晶礎ゼミ I・ II」及び 1年次の必修科llを含め36岨位以上修得しな

ければならなし‘っ

各学年における授業科llおよび修得単位．数の l1安は，次の衣にぷすとおりである。

---------~- - ----・・----・・・・ 一•--- --•一ー・-------

学年 爪位．数の ll 安

学科共通科II群 I （災晶） 1 
ヽ—--．.. -..--~--------—--• -.... t. ．・ --•--------- -．．．．．． t..  - --- -

1年次

Fundamentals of English I ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1科ll2単位（必修）
Oral Fluency I ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・.. ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1平1-1」2i it 1立（必、{I参），

i 学科共通科l..i群1I 情報）長礎科ll群）
'情報メデイア論 l fl l ] 2甲位（必修）
、 I責ヤ札メティア涼~1~;-~·:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::~HU ~平．位（必修）
佑報メデイア演曹 II ・・・・・・・・・・・•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1 科 l l 2 iit1立 （必修）

学科共通科IHffill (総合科l.1群） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科ll 4 単位
専門陥礎科ll群

ソーシャルワーク論....・・・・・・・・・•.．．．．....．．．．．.．．.．．．..．. 1科H2吊位 （必修）
選択利． Il ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2科 Ii4 tji.｛立

専l1 ]利たll群 I(福祉総合科Il群） ・・・・・•.．．．.．．．．．．．．．．．．． 3 科 U 12平位
: f:1Ji『'J科l]削'II (環樟） •鴫鴫．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・・・ 1科ll 2 単位
! f、り1.I'］平卜lI li .. （:IV (糸和討）

選訊摩i]］'.．ぐ．~'.".::::::::::::::::::::: :: : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : 1 手1• [ 1旦胃忍（必修）

修得甲位数 炉＂］科 l1群＼・（ゼミナール）
39単位 ！ 基礎ゼミ I・・ ・ ・・・ ・・・・・ ・ ・・ ・ ・・・・・・ ・・・・・ ・ ・・・ ・ ・ ・ ・・・・・ ・ ・・・ ・・・・・・ ・・・ 1科I.l l ili f立（必修）

-—--．--- •-•,·---~---------- ． ， ヽヽ ． ． 

学科共通科ll群1(応｛i）
Fundamentals of E叫 ishII ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 科ll2 単位． （必修）
Oral Fluency II ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•.．．．.....．．．．....． l 科ll2 iii，1立 （必修）

学平l・Jし通科l| ltr皿 （総合科ll群） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科l-42 凩位．
専 l"JJ長礎科 ll 群・・・・・・・・・• •.．.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 3 科[] 6爪位．

2年次 専門科Il lt[ I （福祉総合科ll群）........................2科l| 8 i it位
専l"]科• |.. l群II (環壕） •．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1 科 ll 2単．f立
専門手斗l-lliI，rn（柏報）

fii}ネ_r]、9、訂'tIiII倫・： • ： ： ： ： : : ： : : : ： : ： ： : ： : : ： ： ： ： ： ： : ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： : : : ： ： ： ： : ： ： ： ： ： l f:I• I.l 2 iit |I,. （、辺、{I参）
ネiiiネ化l1i惰Iii演背 l fl l l 2 iit位．（必修）

リi.l i []平1・ l I ltじIV (糸f‘院）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 2 平l• [ l 4 i it f立
専門科ll群＼・（ゼミナール）

悲礎ゼミ II... ・・・・・・・・・・・・・・・・•...．...．....．....．．．．...．..．... 1科ll l i li f立 （必修）
修得爪位数 ※指定された各科廿群より修得した科ll以外に，以[・．の科II群もしくは福祉総
37爪位 合学部他学科および経‘酋柏報学部，人文学部，メデイア学部の科I!より 6叩立

．ヽ•—●● ●●ー・ ・―-------------・ ----・・・. ----------------------.... ----------------・ 

専I1 9 J科llltl':II （環怜).．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.．．．．．．..．． 1科ll 4 i ii位
3年次 I しり1"l科 ll ltrm (＇|11J'（K) 2 f‘" ll (； i it位

'、1}l"」f11 l l}f ]＼・（糸p:;;:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::、2『Il 1 6 i ii 1立
{I参｛翡iit1立．わ父 i,'り1"l平Hj l詐＼ア （ゼ` ミナール）
27 i ii位 i ゼミナール I・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科ll 4 i it位（必修）

----- ------- ----------. -----、-----.．.. •- -----．..．.．．．．.．----------• -•- •---．．..-、.．....．．-

|＇，り 1"l f I• l l liI Il (［り[Jj弓） ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： lオ11 | 4 iii 1I,1 
4介：次専1"l科 Il ltr• m(| i jヤlil・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1科ll 2 iit 1立

I、1/l"J手I・ I I lif N (糸怜‘rn •······································ 1科・l • 1 (i i ii 1•I9/ .. 
I.~i.l"J 科 l l lil': ¥'（ゼミナール）修得爪位数

231)1.f,i: 
・ヽ ・

卒業
{I各1! ｝ i. itィ立放
1 2 6 1 it ｛立 I 

ゼミナール II・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1科ll 4 i it 1{f. （必修）
●● ー・ ・・•----．．．． ．. ．. --
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＼ T 授業科目の学年配当と履修すべき単位数

1. 学科共通科目群

学科共通科Il ltl'̂ iよ．

列に分かれてしヽ るか，

ll il I （災晶）， l I Il lI (、|1, JヤIU，し祉も{}| l lt'f) 

それらの各系列のうちから 「]1].

およびJ,i]III （斎怠( l l ltl,:) の：^ 系

卒業に必炭なり叶立につしヽて」に小した1リi・

定の爪1;,：以 l：を修得しなけれはならなし、

1 j 、、Jヽ；：平lら］し卓）、直店ll l lii' I i
l
 

/

1

 

t
 .. 
I
 

ャ
L
)

＇リ（
 

系

列
-"f
ヘ

ヽ
．↑ 業 、、t↑

 
l l 

※爪位放に（口印を付してある科11は必修を小す
． ． ．．．●ー・・ 一 t.  •ー．．． ． ．．．．＿．． 

什：次および単位数
- ------

最低修1!J・ 
l {I : 2り: 3年 4年単．｛立放．． ．．．．  

仙 哀
J

K

灯
l
k
‘
,
I
J
-
1ー

FiFI

‘、

t
↑
ー
ノ
‘
廿

≪fー
ー

．
 

Fundamentals of English 1 

Oral Fluency I 

Fu叫 amentalsof English II 

9
l
 

＼
 

9-

ヽ―--•••- --•• • i 8 i it | I, 1. 

？】

ト
L

ヽ
几
"

＇リ・・
1.9

Oral Fluency II り
l
-

〔hlli 名〕

(l) Fu叫 amentalsof English TI及び OralFluency IIを1役修するためには，

を修得していなければならない

?I 
＇ 管：利^ 共通科Il lfi, II 

倫．． ＂ぃァイテメ恨E
f
j
 

系

列

学

利

共

通

利

il削
ll

（
情
恨
几
礎
科
目
群
）

．．
 

授 ,-
．．
 

一、
W
A
.
 

ヽ
~t

↑
 

(‘| h }|｛ J,［礎科Il ltl'^） 

11 

それそれの l

※爪．位数にC)印を付してある科l1は必修をぷす
. -．.. 

年次およびi邸＇1：数 最低修得

1年 2什：＾ 3り:. 4年単｛立放...．．．.．, 
価 ¥J 

ぅ
J

9[W恨メデイア演宵 I

情報メデイア涼胄 II

9
l
 

6凩位

?l 

〔備名J
、学科共通科11Ht IIでは，これからの礼公て必災とされる， 1打報科掌・コンピュータにつ

いての知識と技能を修得し，丈務能力を氏うし
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!3 ! 学科共通科[l群m（総合科I.l群）

学科共通科Ii群1lIでは、 グローバルなネットワーク社会の確如忍速な技術迎歩の中で，

人文科学，社会科学， 目然科学の多様なアプローチで伽祉．社会のあり）jに追り， l .. i祁祭社会の

且として活動するための）店礎知識と｝j法を高じ，福祉の持つ、紅義の社会的変容を考寮しな

がら，新しい福祉の餓成に責する学際的知識を修得していく

-------

系 I 年次および箪1立数 最低修得！
列

授業科 ll ~---

l {「 2.｛l:． 3.{I: 4介:. iii 1立妻文__?'IJ_——--- ---- --- --―••一__ ＿＿ ＿ ＿＿_L_------ -—---- i [ 
l 

I 

伽祉総合研究 I
（福祉と文化）

—-• ---L_ 
伽祉総合研究IJ

学 (f/M』とグローハリゼーション）
2 

科・——--• ^ • -- -•-..-.... 9.........~9 9- -

I 

共・ 伽祉総合研究m
通 囁濯と経‘貸）

， 
.:, ! 

科'----••• • • --
／ 

• ．＿＿. .•--- ••---•・・・ 9 9 .．．．．．．．．． ！ 

I l' 
肝＇

輻祉総合研究I¥'
1 ̂ ! （枷祉と環塙）m. 9 

”ー•一 ・--・-----

ニ！ I＿•Ii]際社会論 I
1氾、 l

ノ‘
（現代息想・ジェンダー）

1 J.  
・・-----

科．

11 lEll祭社会論IJ

群 （文化摩掠・文化変容・輻祉）

- ...• 

人間研究 I
（人間と白然）

-------------

•
9
,
|

」
人間研究 II
（人間とハイテクノロジー）

9
I
 

2
 --•―------□ 
4
 

4
 

- -- ! -

4
 

6凩位

備 衿

「学科共通科I.l群皿

（総合科 lllff)」の中

より， 6皐位以卜選

択必修。
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2. 専門基礎科目

Iヽりl"J)よ礎科ll群は， ソーシャルワークの）よ礎と，社公伽祉 1：受験責格収得に必＇災な指定科 IIの

うち「Ill]連禎域」の晶科ll，ネi叶lL 人間，社会，紆‘酋， [-1el際交流等の関連分野に閃する科Ilから

構成され，

蘊クワレ）
 

ヤシソ

‘、

lJ

デ
矛
ダ

・

り

＼

，

｝

 

．．． 

い
付
~
一
．
 

/

1

-

1

 

'

-

'

 

ーヽ
ノ
）

ソーシャルワークの紅、義を深く且11解することを目的としている

技

レ）4JJ 

／
＂
 

レ

| ！ ：J 

イし

設

術

業

l矢

レ

‘、t
↑
 

命
叩
｛
ぃ
釈

1~J1 

—-f‘.-

__—-) 

り

.f4 
,＂1
-

:.、{
｝
 

ヽ

| 
現

I 

人間心 即
（人ll}Jjllli附（）

d

▲

 ネ A
＾ヽ

/
9
-

II 

91・ 1
1
-
I
I
I

寸

j

.

I

_

L

 

A
U
 

•. 

I
 

ソ

ー

,y 

, P'J, ＇ 社 公生活と法
.. 

II 本 l1,.1 :，巡~社；i)店

礎企業倫則
．．．．． ---

i科 l*I|：祭貞献
- " ----

i l l ! 11:_ ill:スホーツ概論
,.......• -

ltt 心、珂！ ［Iり｝妥 JJ力 I
（発述・カウンセリング）

概

一乏ゃ‘,fd 
,＂7
 

一
ヽ
J

.
t
t
 

J
 

・
ゾ
ー

A
ー

．

I
I
I
.
 

•1pl.1:l 

r

l

 

J
-
A
I
J
 

・
ソ
ー

A
l
 

I

l

.

I

 ,.I 

-

1

 

1̂
:1 
1
 
.

.

 
11

、
}
-
‘̀、
1

＂： ム・

Iボランティア・コーデイネート繭

レクリエーション溢
．． ．．．．．．．． 

！社、： 1lt 学概論
...... .... 

倫 即学概］倫
・--・-・-. ．． 

ぷ 教学概，倫
．．．．． 

l k] I緊法

※単位．数に01]］を付してある科 IIは必修をぷす
------ -- ーマ・ ・ ．．．．． 

年次および平位数, ____ -- -------- --- -- 最低修得
lイじ 2 り•. 3什―. 1 {|:̂ iii f立委父

--'-------,  --- ．1 

--「―---

9
]
 

ツ
]

ツ
]

ゥ
1

ウ
]

ヴ
]

り
]

り／
I

ウ
I

ッl

ウ】

-
2
 

り
1

り
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ウ
1

ウ】

ウ
l

り
1

ウ
]

り
/
]

12りWi.

価

4 
I.  ---．．‘‘”―--- --• -

¥J 

「'、り1 I I l Jよ｛仇を『l・ l l /ff J 
の中より．必修科 11
を含み｀ 12平．イI9/：以
|．．選択必修
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3. 専門科目群

専門科ll群は「福祉：総合科[1群Ji環境J「'「hfli」「経‘,；〉;•J 「ゼミナール」の召分野に分かれてし‘

るっ

11 専門科I.lltじI （福祉総合科ll群）

炉門科 ll 群］は，社会福祉＼•：受験賢格取得に必要な指定科廿のうち「知識領域」，；附科甘と，

「技術飢域」議科 llで構成されているし社会輻祉の）Iし本的な知識体系を修得するとともに，

ソーシャルワークの実践についてのHI！論・演習・実胄を通じて深く学び，技術を修得する。

2 ,、り門科ll lii: II （環境）

専門科 ll群 IIは，輻祉を環樟の視、I.liから検吋する科 II群である。共牛刑の社会を再構築

し，「生活者中心の他かで持続l]［能な伽祉社会」を剖造していくための課題とJj法について

学んでしヽ く。

3' 専l＂］科 li lff llI （情報）

専門科川「fillは，、IW報システムの構築と福祉への活）．l］及び，人間と情報との関わりに関す

る議科甘からなり，翡度に発逹している恰報環境を活）ijして，多様な福祉サービスを展開す

るための知識と技法を学ぶ

i4 専門科[l群w（経‘藷）

しりl"J科廿群IVは，福祉の利用者をとりまく社会環燒を，経‘i灼学の専門知識，技法を活用し

て把握し，環様に働きかけ，その責滞をfi効活）廿するマネジメント能力，マーケティング）J

を有てることを [j的としている。

15, 専門科ll群＼・'（ゼミナール）

専l"］科 ll群 Vは，「）店礎ゼミ I.II」「ゼミナール I・ II」及び「福祉文化環境研修（日

本）」「伽祉文化環境研修（洵外）］で構成されている 3 「悲礎ゼミ I・ II」は 1・ 2年次の

必修であり， ＇Vl"J科 llを学や／するための）よ礎教行を甘的としている。「ゼミナール I・ II」

は3年次． 4年次に各 4早位，五1-8爪位が必修となっている。「ゼミナール I」の1役修肌翡

は，旬：年 2年次に仮登録の形で実施される。「ゼミナール II」を履修するには，「ゼミナール

I」の叫立を収得していなければならないe 「福杜文化環燒研修」は国内・洵外にわたっ

て伽祉liil題についての実地研修を行う科甘である．J

161 その他選択科ll

指定された各科II群より修得した科ll以外に，以卜の科II群もしくは福祉総合学部他学科

および経ややIli恨学i,t1ぶ人文学i•{|; ， メディア学部の利•I lょり 22単位以上修得しなけれはならな

しヽ，
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［虞 1 授 業科 II
---

I i f Iー会ネhi}I I I)」'［論
（職業指導を含む）

------

! I貨齢者伽祉論 ．l 
'・・・--・ 

1硲 ‘r杯者伽 祉論 4 

児 fi'！ネ/,',hl. 91倫 4

社公 保 1硲論
,t i 
、R トー•----- - - ---—•—---- -—— 

冒公的扶助論
I l'---- ---------
群地 域 伽 祉，，倫
1 --- ------------- --—-—-----------

へ！社会伽祉投助技術，扁 I
! fii : 

総
ネ11_: ネI．会伽祉扱助技術論II

-- ----- ------- ------ -'---------
/,-.. 

fl I'：］・ 社会f闘］援助技術祉噌 I
I I l. ~. -一・・・• ----—--- -------------1 

群― ネI:：さ祁iネI11及U)J}支術・iiii iJ,1 1I 
'、-'

社会福祉抜助技術現場実胄 I
I •------- -- ---•---—-- ----—-._ ＿ ＿ ＿＿＿＿_ 

i t1会祁濯扱助技術現場演胄 II
-------

付：：t怜廿1H妥財JすとiIlり
！ 現場実習指導 l

I 
(＇li前・ ’ji後を含む）

I 9 - -- -------- - -------

社会輻祉援助技術・
現場実胄指導 IIL 『l囁・事後を含む） 1 

・～・・ー ・ ・一• -． ． ^ ~ --• -..  

年．：欠および平1立数．． .． 
最低{I参イ！｝

1 {j:, 2年 3り:̂ 4年凩イ立放
-•--- -.．」.. --•-•--•• •一• ．．ー1 ―--.．.---- ---------- ----------

「'JIi [l fl• l l lfi: I （ネhi
祉総合科 ll群）」の

中より， 20単位以

1-．選択必修c-
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5. 自由科目群

>] | 

介設演習

L 
！介設実技現場実宵

―---- --- ---- -- ----

i教 脊原 則 I
．． 

教 育原坪 II
i （教脊諜程の紅義及び編成
i の}j法を含む）

教職 _ A論 2
――---—---- -- -- --- :―----- -----—---~ _, 

i教脊心坪学 ， 

l'| ［ 
112,i 

--~- -- -- ---—-—•—- -—+--—-----[-- !~-. 
i『年心罪、';: i 2 I ヽ

'l ll 
' ' i―-- ---—- --- ----- ―-― トー• ---l - ---—-- | --------

！ 教脊制度 ： ＇ 

'. --! ------1, 
| 2 | 

．．．―-ー••―- ---+---- | --- 口
科教行）j 法 2 

―--~ ＿_ 

公民科教脊法 I9 ,  | 2 i 

ロ--―-- -- ---..'，--—---t--- —丁―------

公民科教脊法 II | 2 ' 
群 ——-—-____ ＿＿ ヤー• ---—• ― | 

福祉科教脊法］ I 
'1 i 2 I 

__j_．］ 
--—---―---+＿＿ー＿•-----,-一•---．＿＿_ ＿_-

伽祉科教脊法 II ! ： • 2 
- - - - -

i道徳教育＾ 2 

＇特別活動 '2 
ー・—- ---- ---- ---- -- , _ _  _ 

牛 徒 指導

＇ （辿路指導の雌論及び}j法
I を含む）

--- ----

教 ff+1l [，炎
（カウンセリングを含む）

—- - ------- - -- -- -

総合油背 I ' 
-

i総合演習 11
- -—•--- ------------

教 ff実宵 I
| （ 1i•Iiij 及び’ji後指唸含む）
'----- --- ----- ---―-- --------—----- - -------

教育丈宵 11 ! 

. ---------- ----------------------------―- -------- -•----- -__,―-

渭噂〕
(l) |] IIl科 11とは卒菜に必要なりi位数にはカIIり▲されないが，

きる投業科11である，
(2) 本学科においては，［llll科 Ilとして，

山科IIについては後褐の「教職課程」

屯
人.

‘ 
•~L~ 

業 平
＇ 

日
年次および凩位数- -- ---- ー・・一 最低修得！

1 if , 2イド 3 {，:. ! 4りミ i札fi： 委文 備
-----~--- ~-- - - -

2,  

2
 

2
 

9 --

I—•——-•--; •--
! ！ 

' i  

＇ 

••_ ＿_ 

2 
．．．？ ~.... 

彦
J 

-------------

2
 

，
 I
 

一＿＿ 

I 3
 

?l 
＇ 

印llに選択／復修することので

教職諜程の利廿が準備されている
の品明を参照のこと

これらの「l
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VI 授業科目の単位と認定

各年次において脱修しようとする授業科目は， 1ザ学期の初めの指定された期 llに，所定

の）j法（オリエンテーションで況明する）で）役修1-［I11打をしなければならない ！復修l|l,1行は，

年間の受溝叶lHIiをたて，単ぶI：を収得する、iふ息衣ぷをする‘ヽ戸期初めの爪＇災な手紬きである こ

の版修l|l[1訂「紬を 11¥J迩えたために，授業科llの脱修ができなくなり，その結呆進級はもとよ

り，卒業ができなくなる場合もあるので，以卜に掲げる注心唱瑣を厳守して， 91閃りのないよ

うに殷修1|lIII]をすること

I 1 版修1|I叫iiり捉出後は，授業利廿および担‘li教且などの変史，追加，取梢しなどないよう，

提出する洲に投業時間割表に且llしてもう 1^文確認、するなど、細心の注邸を払うこと なお呵

履修照合Hが設けられているので間追いなく登録されているかどうか必ず確認、すること

ただし，版修叫rIj1りの追屈または照合には応じないので必ず「学牛控」をとっておくこと

12 )役修1|1，礼をしていない授菜科目は，受溝してもり叶立は，忍められないので，授業科t10)I|i 

"hにあたっては進級や卒業に必要なり叶立の賃定を恨爪に行ない，修得爪．位数が不足しない

ように）j令を期すこと

13 [9i] 学期のInj •1峙限に 2 つ以卜の投業科 [I を履修することはできない もしこのような

重複する授業科廿を］復修[Il油胄に叫人した場合は， 1i1,J科llとも登録無効になるので汁瓜す

ること（ノ

(41 寸文単．位を修得した授業科llは．再I如復修することはできない

(5 履修叶lrli]内には授業科ll，コマ・コード番りなど必要1i.Jilを1Lしく』人すること 晶載

l：の晶りや不明瞭なものは [|l 可］自体が無•9k)J になるので I一分注怠すること

(6） コマ・コード番りとは．時間割表に授業科llと共に出人されている番けで，その時限の

授業科 I~ に［古lfiの番りである

I 71 股修lllふりは国修rt1叫iiIは人例」を参照して，、川色ボールペンで晶人すること

ぶ 指定された期日までに脱修[ll出を怠った場合は，学業の、低息なしとみなされて，退学処

分となるので提出期 [lを厳‘'『することし

VII 正規の履修からはずれる場合

1.再履修

版修叶l,,i]をして平．位が取得ズできなかった授業科［］については，次年度または次学期にお

いて再び股修することができる(,

2.規定外履修

該‘りするクラスの授業時間以外のクラスで受講せざるを得ない場合は，必ず学部事務室

に相談すること。ただし1年次生の規定外股修は原則として認めない。
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VIII 試験について

1.定期試験および臨時試験

i 1 I 試験は，定期試験と臨時試験があり，定期試験は原則として学期末あるいは学年4くに

行い，臨時試験は担‘l1教員の判断により適‘代行われる。

12） いずれの授業科l]も授業時数の113以上欠j常した場合には，原則としてヽI1該授業科 H

の受験賽格を失う 0 ただし，病気または＿lI塁1な珂由により長期欠席の場合には，特別に

配慮されることがあるっ

(31 試験の時間割は掲ぷにより連絡する。

4l 授業科目によっては論文（レポート）捉出によって，式験に代える場合がある。

2.追 試 験

I 1 I 追試験は，やむを得ない罪情によって定期試験を受験できなかった者に対し，原則と

して学期未または学年未に実施する。

i2 追試験を希咆する者は， 11い片な，#由を証明する書面をもって速やかに授業担％教日に

屈け出ること勺

13! 追試験は，成績表の判該科 l]にTの表ホがなされた場合に限って受験することがで

きる。

なお，追試験は，履修（再）役修を含む）した年度に限り受験することができる。

141 追試験を受験しようとする者は，「追ぶ験受験願」を学部1i務宰に提出しなければな

らない0

なお，追試験の受験料は， 1科llにつき200円である。

3.再試験

I 11 再試験は，原廿I]として学期よまたは学年木に実施する。ただし，授業科l］によっては

再試験を行わない場合もある。

12 定期試験の結呆，不合格（この場合成粕表の‘11,，亥科[lにFの』ヽ Iドがなされる）となっ

た授党科目のある者は，当該授業科日の担崎教員が再試験を行う場合，受験することが

できる。

なお，再試験は，履修（再股修を含む）した年度に限り受験することができる。

13 Hi試験の受験を許i1Jされた者は，「再試験受験顧」を学部’ji務末に提出しなければな

らない。

なお，再試験の受験料は， 1科flにつき 1.000円である、う

4. 試験に関する注意

1. 通月lj

11 ,，式験場内では，すべて監仔者の指ぷに従わなければならない，なお，監抒行の指ポ

に従わない者には，退場を命ずることがある

12! 試験場内では，筆りじ）廿具・り込みを叶された責料以外のものは，すべて監腎者の指
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定する場所におかなけれはならなし‘

噂 受験者は学It,，サおよび受験咋11J詞l（追・ 1りぶ験の場合）を．机の 1：の見やすしヽ場所

に捉小しておかなけれはならなし、

14 試験間始から20分を経過した後は人字・受験を，忍めなし、

15 試験1・開始から25分を経過するまでは退場を，忍めない なお，監抒者か退場を命する

場合はこの限りではない

16 受験者は，［9人験Il濯，1．f者の，1'1：LLJを得なし、で試験場を出てはならない

17 試験の行われる学期の投業料木納の者・授業時数の13以 l：欠席した者は，ぶ験を

受けることができない

18 恥気・ '.li故その他l1.. ‘りな ’F1l1によって受験できなかった者は．診断，l｝•’Ji· 故，，1[明そ

の他正‘りな 1月IIを，1l|：明する汎Ill]を沿えて．近溝なく授菜担‘片教且にl1tlll¥なけれはなら

なし、ヘ

2. ，式験におけるいl・̂．h為の懲成について

11 イ汀1-.hlりをした者については，‘予測第68条により闘せられ，史に年度における ‘li,，亥

投業科llの凩位の，忍定を行わない

12 /f汀 l••印為のあった行の懲成処分については，教授会において審，，義のうえ決定する

13 教授会の決定により処分が1確定したときは．学長はその旨1応11人を付喚して迎知す

ると共に学内にこれを公がする

IX 成績発表

I 1 成粕発表は，アドヴァイザーまたはゼミナールflI‘り教且より本人に成粕表を父付するの

で，学部'li務宋の指小に従って必ず父付を受けること そのI際，学It,，止を1ル」くすること

なお，指定された期 II以外には父付しない

12 成舶の謹価は次の晶りで表わし， 60、［ば以卜をもって叩立修得（合格）とする c

（合格） （正規試験イ＜合格） （追・再，，式験が合格）

A : 100-80、J.’i F : 59/ヽ］、以）‘^ (Iり・試験受験11T) D : 59』,I：以 l‘•

B : 79-70、「,',1●、 T:追試験受験11J E :木受験

C : 69-6(）、1!、l、 z:追・内試験の受験責格なし

13 成粕についての疑間，質間等は成粕衣父付 I!のみ受け付けるので，学部'li務本に1!！]合わ

せること

(4i 事故，柄気怜により指定Hに成紺ば辺）父付を受けられなしヽ場合は，代罪人を定め，成粕

』くの父付を受けること。その場合，代坪人ば学生，Illおよび委任状を抄参すること。
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履修の手りlと手続き

I 授業科目について

梨学部l父燎薬学科における投業科11は．学科共通科ll間 I及びII,＇、りl"J科11群 I及びIIから構

或されている

II 授業科目の単位と認定

本学部では単小＇ 1：制が採）llされている 単位訓とは．ひとつひとつの授業料Il に•定の恥洲によ

り定められた単位かあり，）役修授菜科l]に対して，試験もしくはその他の）j法により‘]を1)?1，沖価を

したうえで．その単位を認定する制度である

単位の，忍定は， ..-¥・B・C3段階の謹仙により 1iし‘, D・E・Fの謹価はり叶立を，忍定しなし、

m 進級基準

1. Iヽi該学Itに配分されてしヽる必修科ll （学科共通科•I l群 I. II及び内l"l科ll 1il'1のうちの必

修科ll)の単位を修得しなければ進級できない

ただし，木修得必修利廿数が 3科H以 Fの者の迎級を認めることがある

なお，未修得必修科II放は， 1ヽ＾級学年の木修得必修科[I放をも｝jll符したものをいう

実験科llの単位は必す修得していることしまた， 2年から 3年への迎級にあたっては，総

合涼骨 Iおよび内門科廿群 II （選択必修 4ii{{¥t/：以いを必ず修得していること＾

2. ［nl 学 年に 2年以1：在籍し， ll戸りな理山なく進級 II［能でない者については，学則に従し、適

‘りな処骰を溝ずるものとする。
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3. 進級判定の対照となる科廿及び進級に必要な科II数

． ー• ＿、 一・ 、-----------------------------------------------~— 
1年→ 2年へ 2年→ 3年へ 3年→ 4年ヘ ーロ

し —-. ．..上_．． ---. ―̂---------------------------—----•一•--•-••一へ t-••---—-•ヽ—----- -．ツl

科 11 名 科目名 科 ll 名
--•• -~— 

Fundamentals of English I 

Oral Fluency I 

医療薬学）甚礎ゼミ

薬学概論

解剖生理学 I

ィヒ学 I

化学 II

生物学 I

生物学 II

1分析化学 I

1 分析化学 II

I生理ィヒ学 I

物理薬剤学 I

細胞牛坪学

I•-1晶コミュニケーション論演習

微生物学 I

惰報メデイア演宵

化学演習 I

化学演習 II

物則薬剤学演習

I化学系実習 I

i化学系演習 II

〇進級の対象となる科l]放

《22》

Fundamentals of English II 
I 柴学外国書講誡

解剖生理学 II

化学m
生理化学 II

物理薬剤学 II

微生物学 II

内分泌学

免疫学

生薬学

衛生化学 I

！衛生化学m

薬理学 I

分f作物学

牛物系実習 I

牛物系実習 II
I 
1 女総合演習 I
| 

I福祉論

）
 

父
ク1

1
 

必択選（
 

II 
群J

 
．
．
 
＾
 

,
I
 

-1-

・‘―禾

i_

門

平
j

4

 

マー・甘ヽ

＇ 

毒性学

薬理学 II

荊態解析学

薬物治療学 I

薬物治療学 II

医療薬剤学 I

阪療槃剤学 II

医療薬剤‘、/:III 

臨床薬雖学

医柴品情報学

I臨床栄義学

！病態解析学演晋 I

11kj態合角糸札斤学叶寅翌lII 

医療薬学系実胄 I

—--一．．．●ー••―廿

I y迎級の対象となる科甘数

-------《l門

阪療薬学系実宵 II

医療薬学系実習m
伽祉制度論

阪療倫理

0進級の対象となる科ll数

〈20以lこ》

責総合演宵 Iは3年巡級I．．についてば必修
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w
 

卒業に必要な単位について

卒業に必変な平位は，

学科lil'

次のjくにがすとおりである

●●ー、

1 学科共通科Il liI I （災晶）
学科共通科II; .. 

学科共通科II I!^I II 

1.1/l"J 平 I• I l 
' ［りl"J科1)群 II

！卒業に必＇災な総叩立数

r、1/l"J手1・111詳1

）
 

’▲̂
4
 

，
 廿

、、t↑
 

礎几＇
1
r入

卜
屯
ー
・

K
I
J
 

，
 

（
 

）
 

、、f
 

也、）
一
悶

｀
 

ーJ
 H

r
 

•‘ 

，
 

~
 

------------
一一

各利•II 『(1リに必＇炭とされる

単位．数
-----

6 i h. ｛立
------ --

1 i廿位．

1 2(） i ii. 1立

1 i it 1立

l 3 1単位

＞
 

授業科目の配当と履修すべき単位数

1. 学科共通科目群

11 予：利•］し通科 ll lfi l （災晶)

系

列 投 業 ‘
 

t
↑
 

I I 
lイ,, 2介：

---

※り1位数に0「|］を付してある科IIば必修を小す
------ -------- -- - --- ------ -------- -- ------

介ご欠および爪位数 最低収得
、. ~•• -.．．.. 

3年 4年 ii札位放
．．． 

仙 ぢ

”.f
↓

t
‘
l
l
i
i
'
j
店
＇
ー
了
と

JLII}

‘
‘
f
I
＇
、
人
£
_
ー
件
，
リ

'1.

1^1

Fu叫 amentalsof English T 

Oral Fluency I 

Fundamentals of English II 

9l 

9
]
 

6
 

iit位

?l 

，
、

---------

〔備名〕

11) Fundamentals of English IIを版修するためには，

得していなければならない

Fundamentals of E叫 ish1を修

i 2, 

系

列

学科］し通科 tI l「I’.II 

一予£・、
••~ 

業 科

(、1訂f.Iif: |、]とf:Î[ l lt‘i) 

II 

-•.......... 
•一

年次および凩位数 最低修得
----•・・ • -- -•• ,．-

2年 3年 4年爪位数
------------ ---- ．．・•,-------

：^ I
'
 

ー

'
-
,
．
す

価 考

，情報メデイア浙やl

（
帖
報
几
礎
科

11群）

学
科
共
通
科
月
群

II

ー '
,
 

．
．
 

ー，
 
＼． ,1 

，
 

、
fi
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2.専門科目群

凩位数に〇印を付してある科Ilぱ必修をぷす。
ー•--. - -- - -•一、—--•.̂．．．～ 9 99 9- ---—..．，、＾一――

！ 

系 i 年次および車位数 最低修得
授業科 ll L_＿ •ー・ 一 t - ----- • 

1 年 2 り•. 3年 4{j :. i ii位数 i

•-----t- -•L__.」- ----．上＿

I 1 「tり^f lり平I・ I J lff I」
--------------^・・ ・ の巾より，必修科

¥2 l 目を含み120凩位
---·------~-- -. 'ヽ•------•一ー一＿•. I以 I：選択必修っ ・

，2 

列
-~----------------

似 療柴 学枯礎ゼミ
, -• ● - ．-

薬学概論
----------

薬学外［．k|拷晶虚
i 

---------—ヽ―”...

解剖 I.l•: JI l！学 I
—・・•-‘^--- -•ツ・ 一・・t-•ー ・ー ・．．．一•- -～ 9 ...  

I解剖牛．理学 II
c---- ---- _,  ___＿←  

ィヒ 学 I j 2 
[.  ---- -- --- - -• -- •-

l f t 学―--り＿ ＿ ］ 2 

l化学 ~=---1
--------•一＾・・＊一

| f t 学 IV
[ ___ ---------．．-―•ー ・・・ •-
I生 物 学 I

専し —ー・ 9-- -`  ―-----

| !［物学 II
-．．一、．．．．．----

門分析化 学 I , 
~-------

分析化学 II
平19 ---V 9一•- --• -- -••-----

1 分 析化学 III
|―”、一●●--
| | l l lこ Jlll f t学］

------------------

群 □ー•--
! Il：且I! 化 学 II 2 

----＿＿_、..---―...-----—_ 9 ――! 
1 物坪槃剤、‘f: I 
9ー・—•- -•• •-•一一••------- ----- -----,------. 

I l_!t勿月I 槃剤、‘.~-n ,、＼2 
•. ．．--- •ー・--- -ヽ—•••-- -•- -- -

！物岬薬剖学皿
| 

. 2 

細胞 Il : ＾ ji!！学
--------^•—-- --• ----- -•..-- -• -

, î［轟コミュニケーション偏演宵
, ---------- ・------- ----- ------- ----------

微化物学 I 2 
-------—•• ● 

生物学 II
--• 

分泌学
-•-..,.-•. -.． 

免 疫学
トー • ー・ ．．．．．． .．.  

！ 卜薬学
． ＾・・・• ----•-..... -t-.. 

術 Il •.． 1じ学 I
ー・^一 ・一

術 II •.． 1じ学 II 

2 i 
^ -- ! • ~ -- -

』-．: -

•7 

i 

止
川＇ ¥J 

i’  
1 .  

！ 
＇ 

| ，  

位単
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2
 

ー
'

,
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i系

Iダlj! 

授 菜科 ll 

． ーー・ ・・ ・•- -

| ！術 It 化学皿
．．．．． 

） よ礎栄 }t 学
| ------•--- -• ● 

毒 ＇性学
、-- -..．．.. 

！ 薬坪学 ．I

槃則学 II

l.1向態陪析学
．．．．．．．．．．．．，． 

疫 物 治療学 I

i;梵物治燎学 Il
--．．.．  --------- -

阪燎槃剤学 I
.．．．  

！ ［矢燎快剤、、i:'.II
----------

iり['人燎梨 剤 学 皿

l l久：療使剤、、i:'.I¥― 

111] ---

臨床梨雌学
．． -- ---- - -----------

科 lケ ； 薬 品佑骰学
．．．．．  

臨 床栄義 学
t I l. --- ---•. ---------―..．. 

I 
食品機能学
．． • ー・ ，．．．  

群 1 分 f 牛物学
．．．．  

汲 ）j [欠学
I ----- --~ ---------

梵 1i関係法規
ー・ 一 ．．ヽ •••- ----• 9 

臨床コミュニケーション学演宵
..—---- ー• ←--、-—,

似療経済学
，．7●●ー

卒叉実験・卒菜論文及ひ卒業］，式験
- --• 

i薬 剤疫 学
...．-------- ---^ •-- - --——, ---- -----．― l― 

！ 薬物代 謝学 2 
- ----------- - ------ ----------'---------- -----••一~．．

! 1じ学演習 1 1 
----―-- - .  -9 -―→----------,---

I化学演習 Il

I 
―---- --• • - ~...4. ...•- ---••- --- ••--• • 

物 坪薬剤学演習 ： ＼、［ ＇ i 

トーー•-． -• -• ^ - - ...．．.』-----―..．• •—+ -•• •......'—’ 

i f i e物学祗｛宵 1 
ピ ー —-•一＿ ＿—-一—--i •一•
！分析化学演習 l 

-------

年次および単．イ立数
●^ .．  

1 り•.2 介: 3什：
-~------. ---------- - -----

＿．．．十●● ●ー•---•--：― 
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-
2
 

..,..• -

最低修得
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ー---------- ----

i 

価 ¥J 

2
 

-2 

?l 
＼
 

2 
.． ， ¥-

.. ．＾‘.．  

2 

2 

， 
←. 

.．. ~ 

2 

2 
々 t- ．-̂ ’• -•- ~ -．．．,.  

2 \~•-

...~ 

2 

~• 

9
]
 

，
 

丁・

2 

•------

2,  
-------c―--------~----:———--' 

2 ¥． 

l _ ： 
： 

―--, - ----

i 

-------~- -~ --

‘) 
¥-

----------'--―→  ---

＇ 
］ 

2 

！ 

I 

＇ 

i I I 
'-_ ____:_ ___ --—----- ＿ 1 _＿ .j 



^• 

3

-

I

I

L

I

I

 

I
l
'
 

2

_

4

 

2

l

一

作

）

凩

ー

ー

。

一

考

―

ー

ー

4
修

，必

＿
ー
科

り
択

科

連

き

．
 

．．
． 
し

一
門
関
よ
選

紺f
 と

＿

備

一

青

l
l
t

引

一

□(

5
以

予

．．
 

•••• 

,
 

,
.
,
'
’
 

の

一

し

L

多

¥・ ，＇ 
9ーヽi

 

い

得

数

一

4
 

1
:

＇

,
1
,
.
.
1
,
1

ー
'
’
•

□

「

〗
〗
ロ
一
，

よ
二

/
•
9
[
t

□
□
_＇

口
1
.
r

―

-

―

 

'
[
／
[

-

,

1

'

．

-
j
_
-一

ー

け

・

パ

1
1
9
-

‘、、1論

ー
．
 

9
 
.• 

9
,
t
.
i

入

J
j
-

•,1 

‘
.
J
 

?

I

I

I

-

I

I

I

m

一

習

羽

り

宵

ス

論

｛

論

皿

学

―

学

一

学

一

ザ

、

L

-

．

I

斗

＞

習

I
I
I
-
I
I
I

―-― 

ビ
―

演

一

度

平

虞

演

胄

習

習

曹

胄

習

習

文

習

習

一

実

実

丈

J

リ

ム

一

夕

ー

：

｛

＞

＇

f

演

演

h

演

サ

―

i

-

艇

一

学

療

制

祉

坪

坪

仲

教

＂

竺

業

学

、

‘

学

学

―

実

実

―

系

系

系

一

里

演

演

一
ン

1
£
J
 

-

J

―

学

学

学

、

マ

て
く
1

ク―|

＇

f
 

.... 
1

-

l

 

-

t

i
析

析

―

系

一

皐

図

.. 
I
 

投

ー

生

解

解

合

ー

ヘ

1

"

楽

一

莱

染

．

一

ir
恥

一

者

祉

一

―

析

剖

態

加

i

物

物

ー

療

療

療

院

一

＿

齢

一

戻
．
／
仇
i
阪
二
病
介□

4
2り
」
知
~
伽
ぃ
倫
心
＿
仏
ぷ
一

＿

分

解

病

訥

化

牛

柁

総

＿

ー

i., 

．．
． 
,

.

.

.

,

 •••• 

．．
 

．

．

 

.
i
|
．

―

.

 

9-

.i|',i_|'~ 

l

f

出
J

門
科

ll群
II
（由寸門

ij

山
寸

J

l

l

i

l

‘

e

:

［

一
系
タ
一

9
|
,
 ．．． 

i
_
,
＇|t

 



224 

¥1 授業科目の単位と認定

各年次において履修しようとする投業科11は， 1り‘因!加.)初めの指定された期 IIに，所定の）j法

（オリエンテーションで虚明する） で1役修l11III＼をしなけれはならない 版修叶illんは， 年間の受講

I,1-IIhiをたて， り叶立を収得する、瓜息衣／ドをする学）t)J初めの I「裳な『紬きである この版修IIIllh r^̂紬

を間迎えたために，投業科 1]の履修ができなくなり， その紺，呆巡級はもとより， 令業ができなく

なる場合もあるのて．以 l‘ーに褐げる汁心、’l叫＼を厳守して、訊りのないように履修l|l，心をすること

il 

"a 

~
 

14 

I
3
 

し

6
 

9
]
 

各‘]と年に配‘liされた必修科Ilは‘li該学年でのみ）役修か認められる

ただし， ド級学年の利 11を修得il，!木すに上級学年に進級した者か，

場合はこの限りではない

?
l
 

9l 

上級年次の選択科 11を履修することは認めない

I‘―級年次の選択科tiの）復修は， 1I：むを得ないHI1Illが忍められる場合に限りこれを咋I)［する

卒業実験・卒業論文及ひ＇令業試験は卒業仙究コースと総合演胄コースとし，

スは，価究本に所属して研究字における実験丈宵を］＾。とし，

判定される

その科廿を再履修する

卒業研究コー

その帖呆を）！しとした雌文により

「総合油胄コース」は， h）［究喉に所属してじとして特別講ぶ；及ひ総合油胄を受溝し，

定，式験及び＇、作業レホートにより判定される

IJ心.. 
I
 

3
 

1lij 2坦の判定に合格したものは最終ぶ験の受験責格をりえられ

して 2り1位．かりえられる

）復修Ill,TI,jtl_}捉出後は，投業科IIおよび担‘11教且などの変史，

捉出する 1前に授業時間‘It;ll衣に且IJしてもう

それに合格した者に対

追加，収泊しなどないよう，

寸文確認、するなど．細心の注邸を払うこと

版修照合 llか設けられているのでIii]迎いなく登録されているかどうか確認、すること

し，）役修叶1,1|tj，月の返遠または照合には応じないので，

lri］ ん学期のI11J 

なお，

ただ

必ず『し、］と！卜̂ 控」をとっておくこと

股修 11—I[lh をしていない授業科 I] は，受晶してもり叶立は忍められないので，授業科•H の Ill 泊

にあたっては巡級や卒業に必要なり叶立のり定をl孔爪に行ない，修得単位数がイ直足しなしヽよう

)j令を期すこと

•Il•ヽ＼限に 2 つ以卜.の投業科 ll を l復修することはできない もしこのようなif（複

する投業科廿を）役修叶l,h'i，片に叫人した場合は，圃科IIとも登録無効になるので注瓜すること

I 7 ! 版修1|l泊内には授業科t1, コマ・コード番りなど必要＇｝国を正しく 1)じ人することに" r1じ載l-.

の誤りやイ浦j瞭なものは1|l,11，i「l休か無効になるので「分注訟すること

(81 英晶必修科IIおよび選択科廿の履修l|lll.h手紬は，他の利廿と沢なる場合があるので，

ェンテーションで 1う応兄明を受けることし

オリ

(9 I コマ・コート番りとは， l月間割衣に投業科「lと共に心人されている番りで， その1翡限の授

業科llにl占lイiの番りである

110,1 指定された期 IIまでに）役修lll，れを怠った場合は，掌業の紅息なしとみなされて，退学処分

となるので提出期 11を厳‘、『することし
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1.再履修
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履修申晶をして単位が取得できなかった授業科甘については，次年度または次学期にお

いて再び版修することができるこ

2. 規定外履修

該％するクラスの授業時間以外のクラスで受講せざるを得ない場合は，必ず学部巾務室

に相談すること。ただし 1年次牛の規定外殷修は原則として認めないっ

3. 試験履修

未修得必修科llが 3科l]以l”の者で， 11fj年度イ汗合格となった科l1のうち，特に定められ

た条件により，試験のみによる履修を認めることがある 3

VIII 試験について

1. 定期試験および臨時試験

I] I 試験は，定期試験と臨廿が試験があり，定期試験は原則として学期未あるいは学年4こに

行い，臨時試験は担当教員の判断により適宜行われる。

(2 いずれの授業科甘も授業Il寺数の1/3以上欠席した場合には，原則として‘l1該授業科日

の受験責格を失う。ただし・病気または1『りな坪由により長期欠／甜の場合には，特別に

配慮されることがある。

(31 試験の時間割は掲ぶにより連絡する。

(41 授業科11によっては論文（レポート）提出によって試験に代える場合がある。

2.追試験

¥］ I 追 [1式験は，やむを得ない＇＃栢によって定期試験を受験できなかった者に対し，原且 ljと

して学期木またば学年末に実施する。

121 追式験を希咆する者は，正‘りな1iHIを乱［明する内lhiをもって速やかに授業担‘li教貝に

Irtiけ出ること，9

131 追，式験は，成禎表の‘片該科 llにTの』＜ぷがなされた場合に限って受験することがで

きる。

なお，追試験は，履修（再履修を含む）した年度に限り受験することができる。

41 追，式験を受験しようとする者は，「追試験受験頻」を学部'li務室に提出しなければな

らないく｝

なお，追試験の受験料は， 1科IIにつき20011)である，う

3.再試験

1 1 ： 再試験は， 1以則として学期よまたは学年末に丈施する。

i2 I 定期試験の結果，不合格（この場合成納表の‘li,；玄科IIにFの表ぶがなされる）となった

授業科IIのある者は，ヽ11,，亥授業科IIのjlIヽ11教員が再，式験を行う場合，受験することができる，万
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なお，再ぶ験は， I復修 (Iり1役修を含む）した年度に限り受験することかできる

13 I'｝ぶ験の受験を叶・ II［さ iした者は會 i1りぶ験受験願」を学i'｛|；1l・務字に捉出しなけれはな

らなし、

なお， 1り試験の受験料は， 1科廿につき l,000円である

4. 試験に関する注意

l． 辿且l」

11, H式験場内では，すべて1盈腎者の指小に従わなけれはならなし、 なお，監督者の指小

に従わない者には，退場を命することかある

12 ぶ験場内では．＾i"． IIじ）廿具•特込みを，＇『された責料以外のものは，すべて監抒者の指

定する場所におかなければならなし、

13 受験者は学生IIll．およひ受験咋llJ詞［ （追・ 1り試験の場合）を，机の 1-．の見やすい場所

に4,［し」．；しておかなければならなし‘

14 試験1}｝l始から20分を舒過した後は人字・受験を認、めない

,3 試験I}ll始から25分を経過するまでは退場を，ぶめない なお， 1益督者か退場を命ずる

場合はこの限りではない

16 受験者は囀試験叩，:益抒行の，介II」を得なしヽで試験場を出てはならない

17） 試験の行われる学期の授業料木納の者・授業時数のl3以 l：欠j紺した者は，試験を

受けることかできない

18 納気． 1［故その他11-:、りな'li・由によって受験できなかった者は，診断，1｝•’li故[I!［明その

他IF.‘片な'lHIIを，！正明する内lhiを沿えて，迎溝なく授業担‘li教員に1lli/liなければならない

2.＂式験における不 1Eii為の懲成について

I] イ汀 j•^．行為をした者については，予測第68条により；’，'1j せられ，史に年度における ‘1仙亥

投業科目の単位の認定を行わなし、

12 イ汀1̂．行為のあった者の懲成処分については，教授会において審議のうえ決定する

13 教授会の決定により処分が雁定したときは，学にはその旨保訛人を召喚して通知す

ると共に学内にこれを公ぷする

IX 授業科目の単位認定と進級および留年

1. 単位認定

（1! 各科llの成納は，式験の成紺位｝により総合的に判定する

12: 100、I訊を満、1ほとし， 60、1仄以 l：を合格とし、 凩位を仮忍定するし

その評価は次に従う

J I、1'.1IIti 1ば、1,'［分布

A 100~80、1ば

B 79~70、I仄

C 69-60、1,',(
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13！ 留年した者が既修得科l1を再受講後，定期成験を受験して，その成糾が1iij|r.llを上111]った

場合は，それをもって最終成給とする方

4 再試験における謹価は60、r位を合格とし， 79/¥を1．．限とする。

5 再試験による成納の最翡、点の評価は定期試験の合格者の最低］，忙を l•^|HI らないものとす

る。

2. 進級及び留年

1] 各学年の進級は，仮忍定された岨位が別に定める進級桔準に従って認定されたとき，可

能となる (9

12 原級に留年した者は，ヽI1該学年の必修科［」のうち実胄を除くすべてを再履修しなければ

ならないしまた，選択科IIを再股修するときは，脱修屈を提出する。

2 )原級における既修得科11の再謹価をすることができるっ

3 4年次生で卒業出来なかった者は留年または卒業延期とする。

¥3 I jfi]＾学年に 2年以lご在籍し， lf閏な理由なく進級IlJ能でない者については，学且ljに従い

適埒な処置を溝ずるものとする

x 成績発表

I 1 I 成紹発表は，アドヴァイザーまたは配属講咆教且より本人に成績表を交付することによ

り行う（，学部事務寮の指iJミに従って必ず父付を受けること。その際，学生訛を提ぷするこ

とc

なお，指定された期 1]以外には父付しない。

121 成粕の，1平価は次の叫けで表わし， 60、1!!：以上をもって爪位収得（合格）とする。

（合格） （l[規試験小合格） （追・再試験不合格）

A: 100~80、,.'.(、 F: 59、［仄以 I‘.（内試験受験I1[） D : 59,r仄以ド

B : 79~70、I.1、( T:追試験受験PJ E :木受験

C : 69~60、1[i、 z・．追・再試験の受験責格なし

13 成績についての疑問，質間笠は成粕』とと付 IIのみ受け付けるので，学部れ務宇に間合わ

せること Cう

14 1i故，病気＾；かにより指定Ilに成紹表の父付を受けられない場合は，代且11人を定め，成韻

人の父付を受けること。その場合，代押人は学't,」［および委任状をすか参すること。
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履修の手りlと手続き

I 授業科目について

メデイア学部メデイア‘1訂恨学科における投業科llは、学科共通科IliffT ・ II、内刊1)，騒礎科H群I,

＇，りl"J科ll群 I・ II ・ III ・ I¥. ・ ¥ ・ ¥1及び1rl廿l科lI 1ffから構成さオしてしヽ る

なお， ［l由科11においては，教職に1刈する科llか渕侃iされてしヽ る

II 授業科目の単位と認定

本学部では単位胤1jを採）Ilしている i町立贔l」とは，ひとつひとつの授菜科11に一定の）店刈iーにより

定められた単位があり、版修した授業科目に対して，試験もしくはその他の）j法により学胄，沖価

をしたうえで，その甲位を晶定する制度である

叩立の忍定は， A・B・C3段階の謹価により行し‘,D・E・Fの謹価は凩位を，忍定しなしヽも

のとする

m 卒業に必要な単位について

卒業に必要な単1立は，次の｝ぶこポすとおりである

ただし、 l]Ill科11は卒業に必要な凩位には含めない

学部・学科 メディア学部

I系列

- ------
---------

..ー-------- ----------- I'f'-
--- -

学科共通科ll群 1 (災，l{｝・ II本，沿）

学科共通科H群II （総合科H群）

専門）l騒礎科 IIIt:•(:

噌J恨コア）

（映像コア）

（デザインコア）

（サウンドコア）

（複合メデイア）
一―------------ - -------- --------- -、

しーリ『］平l・ 11 ~罪 VI （酋廿州・インターンシップ）

‘
 千芹．ヽ
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50 
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W 3年次への進級条件及び各学年における標準的な修得単位

3年次に進級するには，「砧礎ゼミ I・ II J及び 1年次の必修科［］を含め36凩位以上修得しな

ければならなし＼

各学年における授業科llおよび修得車位数のII安は，次の衣にぷすとおりである。
・----・・ ・--------―--•- --•• --．.... -―--• -• --•-..-------• • -̂  • - --- -•---- -------

学 年 ！ 単位数 の [J 安 l 
●● ●—•一—- •- 9 - • - - --- -..．．...．̂‘,．．^..．．．．- ------ ---.. --• ---•--•• •一••-- • -. -•~-— 

1年次 学科共通科ll ltt: I ()t,ih. l l 4心{t)

修1翡甲位数

Fundamentals of English I・OralFluency I …•.．．．． 2 科 I! 4爪位（必修）
H4吋ffIA·IB(夕tll;1 人留‘、i碕•:_.'帰国It必修） ・ • • 2科114爪位

学科共通科•l l l甘'II （総合科ll群）
II本語表現論 I .......................................... 1科tI 2爪位．（必修）

'，り11’l)よ礎科［］群
、情報メディアリテラシー I ........................... 1科112爪位（必修）
情報メデイアリテラシー II ・・・........................1科tl 2爪位．（必修）
デジタルメデイアアプリケーション）店礎 ．．．．．．．．． l科ll 2単位．（必修）

専門科ll群II （映像コア）
映像制作概説 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•.．．．．．．．．．．．.．.．．．.．． 1 科•H 2. I ii. ｛立 （必修）

9』i「'j平斗llt詐I¥'(i演習・インターンシップ）
基礎ゼミ I ................................................ 1科111車｛立（必修）
プロジェクト研究 I .................................... 1 科• I-l 2凩位

37凩位 ※指定された各科廿群より修得した科［●|以外に20単位▲

2年次 学科共通科I.i『fI （災晶・ • I l 4五{})
Fundamentals of English II ・ Oral Fluency II 2科廿 4凩位（必修）
l. l 4ふ沿 IA・ I B (夕t1+l)＼留学It_ •帰 [1•-I 生必修） 2科ll4凩位

専門集礎科Il群
デジタルメデイアアプリケーション），心月］ ……... 1科1|2爪位（必修）

専門科ll群I(‘情報コア）
インターネット）店礎論 ・・・・•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1 科 Il 4単位： （必修）

＇，.り門科甘群 IV （演宵・インターンシップ）
悲礎ゼミ II .・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•.．．．．．．．．．．．．．．． l 1斗Il 1 肌位 （必修）

プロジェクト研究 II ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1科ll 2 iii 1立

指定された各科ll lf{:より修得した科廿以外に26単位

3年次 ＇，りl"J利^II群IV (l演宵・インターンシップ）
フ゜ロジェクト研究1]] ・・・・•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.．．．．．． 1 科 I l 6単位 （必修）

｛l多得iドイI'！:放

34単位 1※指定された各科II群より修得した科II以外に28単位（選択必修）
--- •----- --------------＾ー•—●●●―·----------------

4 ｛ド汐< |演宵科Il ltf 
プ ロジェクトiiJI究 N .................................... 1科Il 6単．位（必修）

修1翡1札位数！
16叩立 ※指定された各科Ill抒より修得した科11以外に10平位

...- -..．．....．、•----- ------------ ----- -
卒業
修1炉爪位数

126単位.

..• -．．．.. 
．・•- -
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v 授業科目の学年配当と履修すべき単位数

1. 学科共通科目群

学科共通科 Il lil'：は， ［ （りし，翡・ II本』）， II （総合科 ll lf(：）の 2つの科 11m'上からなる それら

の各科目群のうちから「III. 卒業に必要な車位について」に小した1リi定のiii位以卜を修得しなけ

ればならない

l l 学科共通科 lntfI (りし，ti:・ 11本，，｛｝）

学科共通科Illt乍Iは、災，翡によるコミュニケーション能力と日本晶文； iit)JのI{，J卜をはかる

科 ll群である

※叩立数に0「|Jを付してある科IIは必修をがす

系

列
授業科ll

Fundam叫 1alsof 

数irIi 
イ9

1
 

、i
|
 

4
.

＾
 

／
［
 4

 

＾^^ ／
ー3

 

•^“ 
/
l
 

2
 

,
 

•• 
＾
 
．．
 ー

2
 

／
 ー

English I 
‘ヽ‘','--- --
[-

Oral Fluency I 平I•, --• • -.........•--------．． 
Fundamentals of 

II: 
／ヽ・ ヽ

English II 
逍'.. --

科
Oral Fluency II 

--------

l l, 
Basic.¥Iedia E叫ish

----- 一一

lJ. 
n, ・ English for Broadcasting 

------一•一•-．--•• ••--―- -,..•• -• -

I 
'English for Film'¥laking 

---- ------- - ~-

日本乱iI ~\ 2' 
.． /-

9 9 -

央＇
11本講 II3 
--------

ii. t l 糾{i•II A 
"''--------

I— •1 本』i·II B 
9 ・・•- - ---• 

H i ll本，森皿．．．．．． 

本 t1本，［旧＼r

＂｛｝ ビジネス日本，森 I,—• -----.．--- --•..----

- ビジネス II本晶 II

ビジネス英語 I

l ーヒシネス及，1｛tII
- - - ------

〔備衿〕

(1)学科共通科ll lir-Iでは、第

9] 

2
 

年次および車位数

2
 

価ど
.... 

「学科共通科 11I詳
I (りし•閲・ II 本
H{}）」の中より，必

修科 IIを含み， 8 

i闘＇1：以卜選択必修し

?l —T ——• 

2 
-..――←~ •一•'----， 

一
2 

--------

最低修得

2 

2 
. 一一

I 

--―!―------

9
]
 
ゥ‘/-

2 ～・←．．．

外11,.1人留学生・』)、II}

i [ Elル．［よ，「 II本晶

8用．位! IA・IB・II 
A.II B」を第。

外国晶として必修

―----i―― 

9
l
9
l
う
'
1

•外 l-K]，れとして災晶（外国人留学It ．帰 lk] 生徒は II 本詣）を学ぶ

うち， Fundamentals of English I ・ II, Oral Fluency I ・ II (11 ¥,;i{｝にtllイゞ;H¥TJ¥・ lB・ IIA 

・ II B) ば必修科IIである

(2) Fundamentals of English II, Oral Fluency IIを股修するためには，それそれの Iを修得してい

なければならないヘ

(3) 日本，lhl.¥ • I Bのいずれか 2単位を修得していなけれは， II本晶 IIA・IJBを股修することは

できないし
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i2〕 学科共通科 [1群 II （総合科[i群）

学科共通科 [1群 IIは，社会．経済，文化に関する間題解決に行する総合的知識について学ぶ

科l]群である。

---.•—---. ~ - -• 

系
年次および爪位数

授業科11 : 
最低修得

・-・-・・ --—• -------- 備考・
列 i 単位数

ロ[
| 1年 2年 3年！ 4年 i

---·-----—--9——-r--- —--- |'  

'l]本語表現論 I 2 i 

2ーロー ロ[f;:
1, I 
i | 4 | 

4 i | 
： 

」-----'|

i科現代息想 | 
----

共文学

通

科•

I, I l 
＇ ！西洋災術史 ， 
群

ム．、
| 

-----------~------,— 

日本美術史 2 
II 

H本文化論 ' ーー ーロ―---•-+--•― l2 

10早位．

, -へ

% 、 ー - --•”` "• -- -- -• -

廊、

介i演劇論 ； 2 i 

科 L__-------・-------------+---------------+ ------

ll，デジタルメデイア論 2 | 
| 
群 l

| 
ヽ

！ ー店者文化とメデイア
---- --- -—--------].- -1 

2 : i 

l l__＿.．．．．．｀ ^  -———---•一•、-----—•-•- ------• -• I 

況文化交流とメディア

［ 
2 

----—--•-- -----r---------.-;-・----

メデイアと社会 l 2 
•-••-..へ---- ___....— ----••L __ 
メデイアと国際政治 2 
- ~ 

Ill:界メデイア文化史
.．．． 

法律学概論



231 

2. 専門基礎科目群

しりl"J)よ礎科II群は、学科の叩"J領域教介への1リ滑な導人を図るためのhり恨メティアリテラシー

能力の投成と， メディア関連禎域の）よ礎知識と）よ礎的な｝j社、ー論を学胄する科IIを配i悦している

系

列
投業科 ll

介：^ ：欠および爪位数

1年
4

へ
4

/
j
 

9',l 

l 
!，Ili恨メデイアリテラシー I
(________ 

帖恨メデイアリテラシー II

デジタルメデイア

3年，
＇ 

4年

最低修得

iit位数
仙 ¥J 

2
-
2
 

「'、1Jl| l'l)，し礎利 ll 
開」の 1| ！より．必

修科IIを含み11爪

｛立以 Î^ 選択必修

9I 
アプリケーション），騒礎

-'  専▲卜

デジタルメデイア
H

j

t
応J

 
．．
 アプリケーション 1心)j]

礎 デザイン概論

，科＇ こ l!J.t林二/‘

i 
｝、現），昇心IIIIIll 

ll 表現）よ礎論 II
! ltl': —---••-- -........---••--..- --• •-•-

メデイア倫即と社、．

?] 

ウ
l

l l i ii. 1立
ウ

l

ヴ
1

ウ

コミュニケーション概綺
-------- -------~-

企l[hiとプレゼンテーション

マスコミュニケーション，倫
~• ---- • -．．．．．．．-••- -• •-- •-•• ----•• -• 9 

ジャーナリズム論
--

2 
----------—, --•- --

2 

2 
~--------, 

2 
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3. 専門科目群

専門科ll群は， Iから＼・1の 6群より構成されている。「伯恨J「映像J「デザイン」「サウンド」

の 4つのメデイアのり叶"lF)＇［域に 1,（一ヽ 点ヽを‘!『てている それらに 1月する専門知識と実践能力の投成を

ll的とし，加えてそれらを取り脊く社会と文化，及びメデイア柏恨環燒への岬解を深めることに

なる

前述の 4 つのメデイア学清領域には，それぞれの根幹となる科 l」を，コア利•l1 として配閻して

いる、ヘコア科 I•I 授業は溝義科 l.］授業とそれに適合する実宵科 Il 授業を統合し，専門知識と対応す

る技術と）j法を 1[ijIlか学習することにより，統合的，実践的な教育効呆を翡めるように配附されて

いる。

1 しり門科l.-l群 I (＇情報コア）

専門科 [l群 Iは，伯報に関する専門知識とスキルコアを学ぶ科 H群であり、「マルチメディ

ア・データベース論」「プログラミング論」「地坪↑打報論 I・ II」を専門コア科llとして配附して

いなそして，情報システム，情報ネットワーク，データベース，栢報環培の情報の）詔礎を学ぶ

とともに，ユビキタス・ネットワーク， 1打報セキュリティ，地理伯恨のような最祈の科l]も展開

されている。

12 専門科11群II （映像コア）

叩り科Il群IIは，映圃やビデオなどの，映像制作と映像文化に閃わる科ll群である。

映像制作の恥本概念を雌解する科llとして「映像制作概，；5t」「映像技法の悲礎」があり，「映像

制作 I・ II」「映像表現」をしり門コア科l1として配置している さらに、映圃史や映像批詞映

像文化とジェンダーなどについて輻広い知識を曹得する科ll. ドキュメンタリーやアニメーショ

ンの分野について比較文化論の視点から考寮する科llを配附している')

131 専門科LI群皿（デザインコア）

専門科II『t'IIIは，デザインに 1月わる科廿群であるへ専門陥礎科ll群の「デザイン概論」「デザ

イン）！騨礎溢 I・ II」と並行して， 1年次の「デザイン）店礎実'1l;/Jでデザインの）尉礎を学脅／するっ

専門コア科 l1として「生活文化デザイン I・ II J「デジタルデザイン I・ II」「パブリッシング

デザイン I.II」が配附されており，りl"l知誡とスキルを停渭していく 「It活文化デザイン」で

は， 1 |常牛活のなかで機能し，地域礼会と協働し印訊できるデザイン能力と実践））を投う？「パ

ブリッシングデザイン」では，印測と出版に1月わるデザイン能力を蛇う c

i41 専門科llltl,； 1¥「（サウンドコア）

'り1"l科ll群l¥'は， i，tバ＇とサウンドに閃わる科 ll群である 1年次の「サウンドデザイン）よ礎実

胄Jでサウンド領域に1月する晶礎能力を此い，「 i9,i楽技法の店礎J「i'ぃh:lillf『J「アナウンス技法

の），騨礎J「i予楽・ fi臀表現論」では，映像制作に関連する打州制作雌論とスキルを学胄する C、こ

の科 [I群の内1"lコア科11である「サウント‘デザイン I・ II Jでは，介の収恥，サウンドコンテン

ツ制作，サウンド配1，ぶ f,iデータベースについて胄得していく

! 51 I、り 1"l 科• I l l抒＼＇（複合メデイア）

＇、りl"J科11 1f(： ＼＇は、複合メデイアに l見lわる科ll lifであり，「Wcbデザイン I・ II」「CM制作論
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「まちづくりメデイア」を内l11lコア科IIとして配iiりしている 具休的な間題鮒決のために，どの

ように「‘情報J「映像」「デザイン」「サウント‘」の 1つのメデイアを統合し，複合メティアとし

て展閲すべきかについて学習していく

(6 [1Jil"l利・II群＼1（演習・インターンシップ）

「）よ礎ゼミ l・ II」 (I ・ 2年次）は．学牛牛訊の埒人科 1]としの役割を持つ キャリア・アン

カー（職菜上の l,1分イメージ）の確立と形成のために，！［イ本的な「学i)，1,llllhi」と □キャリアプラ

ン」を作成していく

「インターンシップ」 (3年次）は，実践教行の翡＇！として，メティア柏恨関連令業＾、地） j公

共団休，各釉文化施設、 NP()などの非貨利l寸11本における企業研修，地域研究， イヘント参加な

どの学宵をはしめ． I•KI 内・洵外でのメティア 9|、 1り恨インターンシソプ研修を行う 大学で勉強した

し1jt|1[J知識を活かしながら，実務経験を荼柏し，ビシネス現場で必災とされている能力を目分[I身

の日で且l！鮒し，感じ収ることをねらいとしている

「プロシェクト研究」は，人学内での淵義と丈や／投業だけでなく，地域社公から学ぶ

フィールドワークによって，地域社会における，渚間題の忍識とその前附｝し）j法を発見し，分析し，

仰（決能力を義成することを 1l的とし，「柏恨J「映像」「テザイン」「サウンド」の 4つのメデイ

アをどのように統合して、間題解決と価値剖造のためにどのように複合メデイアとして展l}｝lして

いくが）こ践的に学んでいく 1 ・ 2年次では「プロジェクト研究 I・ II」は選択利廿であるか，

地域社会での実践から間題を発見していく爪要なプロジェクトである 「プロジェクト研究Ill.

w」は， 3．4年次の必修科[lであり，「テーマl)1j複合メデイアプロシェクト」と「しりI"l飢域別

抜合メデイアプロジェクト」からなる。

くテーマ別複合メディアプロジェクト＞

地域の文化，環塙．行政，経済，教脊， l笈燎，礼濯などの！［休的な課題を収り I・けげて，柏恨

とメデイアの活JIJによる間題解決＾と価仙の創造をめざしていく c

く専門領域複合メディアプロジェクト＞

映像制作，ビジュアルコミュニケーションデザイン，サウンドデザイン，地雌柏報，モバイ

ル・ブロードハンドなどの専門領域により特化したプロシェクト活動を行うことにより，各 tり

門領域をより深く学んでいくし

「卒業論文及び卒業制作」は選択科11であるか，学習の成呆の集人成をする科日として配i|,（し

ている。
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| 
系 1 年次および単付数

授業科II |＿ー•一
列 1年 2年 3年 4年'I

-----―- L_ --------~—--
佑報社会と伯恨倫.flj! I 2 I 

--

情報システム論 ， 

---．ロ--]―-----------― 

卜陥礎論 I 

---―_j_＿ーニ□／ ー I~r--r-- , ,中より，

----------•—-. ＿． T - ---——-•. 1―----------9’  

ーク実習 i 2 
を含み，

--.  -f- :-'----------i 選択必fl;;,.・j
i マルチメデイア・データベース論 ！ 4 | 
！科• -- ---- - 一―--•-------

マルチメディア・データヘース実胄 2 

H 
-------------------―------—+--- ------ -----

プログラミン＿・ク論 ― l __ 
群 プログラミング実習 ＇ 

データ構造とアルゴリズム論---•ーロ 2 _ ＿＿＿ ------ ---―---――し• ----: __ ---~-
ュビキタス・ネットワーク，i倫I~_ ___ 2 

―-----------

伍 』1●-／i報セキュリティ ＇ 2 
----- • —- .--l- ------•ーマ •一

報地珊情報 論 I 4 
コ'-- ------- -------- --~ ------•—-- - -------------—~ 
ァ 地理情報実宵 I 2 I '. -

地理梢骰論 II
---•- -1 ---_ ＿＿＿＿＿／---

4 ！ 
---- -;----―-----------」

2 | | l ------ ----• --
l 「専門科I-l群 II」の

中より必修科甘を

含み（｝単位を以jュ^

選択必修すること＼つ

| 6単位

ll_ ＿ _____------------------—-—---i 
・アニメーション制作 ！ 2 

-----—- -------------―•一 ： ――--------~----- ヤー―------------— 

群 I映l叫史
---

t----------・-2----t------j-----------, 
，映11hj文化論 2 乙

II し—---.- ----- -—ッ—- ----•一―---—--------I 
映像文化とジェンダー 2 : 

--- --- - ー・•--＿_ ＿ ___--•— ―--------------·-•----------—---l 
―‘ 映IIhi作品研究 l 2 映三•---、―---

門1映lIlll竹品研究II -— ロ―—[ --:- -] 
1 映lIhi作品研究IIIア'、

--I,  i 2 

-l 11米映llhi比較研究 ］ 
- i--- ----'-------- -----—• -------

―--------------- -------------------- ------••- -----•-- ---、---- -----＇ 

iシナリオ制作
-

: -I ---------~ 
-I :. --―-------------~ 

映像制作と シナリオ 2 •—- ------ --------------• --、、•------------- --i- ---.- - -―-----

比較映像文化偏 I

6単1立

（ドキュメンタリー）
----- ．．．．．  

比蚊映像文化高 II

（アニメーション） 
．．．  

2
 

2
 -~-----•---•••一•一•-----••-••••一••----］
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系

列

．
 

投業科 ll

------

り改＜および甲．位放
- -- -

i デザイン）店礎実胄

生活文化デザイン I
f....．．-.. ------...-•...--- •一•..．．．．．-•---

I'I話文化デサイン丈胄 l

生活文化デサイン 11

牛訊文化テザイン丈宵且

1年 2{ I :. 
... .. 

2 

I
-

斗

J
壮
ー
．

II 

.＿--]-

T

1

 

ン

ン

ン

イ

イ

一

イ

サ

サ

ザ

―

ー
テ

デ

テ
レ

レ

レ

）

）

）

 

タ

タ

タ

：
／
 

ミ

ジ

ジ
テ

テ

テ

．

．

．

．

 

9
,
 

山
品

□科
11
群
IIl
（
テ
サ
イ
ン
コ
ア
）．

 

．
 

,' 

．
 

^^^ J
r
 3

 

•1• 
/
I
 

4
 

最低修得

iit位数
価 ¥J 

ー

1
-
2
`
 

/

-

4
 

ウ
'
l

.
1
 

一

ヅ

l
~

テジタルデサイン実胄 II
-- -------

パブリッシングデザイン l
----------- - --

パブリソシングテザイン丈胄 I
---- -

iパブリッシングデザイン II
．． ．．．．  

パブリッシングテザイン実胄 II
．．．． ．―-一

サウンドデザイン），I~礎実宵 2 
- -----------．．．．．．．．． 

サウンドデザイン I

I'、IJ.-
．．．．．．．•一．．． --

1"l サウンドデザイン実胄 I
年I・ ----. ----
I l サウンドデザイン II
群！ー•------- - -------------------

W サウンドデザイン‘)翌］ II 
ヘ
サ•--- ----------------------- --------

ゥ 幻噂法の）店礎 2 
ン i----•—--- ----．．．．．．．＿ ＿-'. ---------,. 

ド i.i→)! i {|JJ竹： 2 
コ ． ＿ ＿＿＿＿ _______.• • • - --------- -- ---- • ---―→-------- -

/ i アナウンス技法のJよ礎 2 
,-----. -------―------ --- ----―.. •,--~-- ----- -・ 

-［噂． fi臀表現論 2 : 
. ------—• ----------------―---- -----•—- ----. ----- -•--------- -------'---- I 

デジタル炉梨Jよ礎論 ， 2 
＾ー— ---~---·- ―-- ----~ 

9] 

4

-

2

 

-
2
 

4
 

「＇、1J'『＇］科目 ltl'-m 
（デザインコア）」

のIliより， 6り叶立

以卜且選択必修

6 iド位

ー^．．．

4 

ウ
l

＋ー・•-- | 

2 i it 1立

「,•り 11[j 科• l f ltt ]¥マ

（サウンドコア）J
の中より， 2凩位

以卜.選択必修

4

-

2

 

i ••--•—— ---i 
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―----・---------

i 
1 系 年次および単位数

列，•
授業科tl - • ---------―T―--―-----

1 {f •. 1 2 q :.3 { i→. 4 { f .̂ 

---—••• -• f-- ----ー一l_____ _ 

Webデザイン I i 4 
----, 

Webデザイン実習 l

W€bデザイン II
- - --

I!}, Webデザイン実胄 II

---——--―--! 

＇ 

仙 名

マルチメデイアコンテンツ闘作I

平｝
.．. 

マルチメデイアコンテンツ制作II
II•—--.. 

; CATV制作
群 i•- ---

広古メデイア溢
¥- L----- -

~. CM制作論
複-- -- - ----t- --- - l• ----，_［--．----―----
ノ．、

メ
ロ CM訓作実宵 2 i 

-------- ___ J ―・・ 、＿＿ ＿＿＿＿＿ ←． -
デ・

イ 1

i文化情報施設論 | 2 | 

ァ ピ— ---t ---•- -- -——--• --！ヽヽー—~------―’―-- --• L__— 
-, l笈療情報論 1, 2 

ーロラ；ト・＿＿マネ/―ーメーンし倫I-—---• [.＿ 2 

- t - — --ロ----^ ー一

まちづくりメデイア

] jまLt□、i;メナイア人H ; I_＿ 

~ ;-j／ 口／ ーフ/- l-/ ＿_L_． 

ヘ・•- -t -•-- -- -• 

‘•モ~

-•- --••----• • L__ ＿... 
i il11 プロミゞ i 
！ン11J ／エクト研究 I ! 2 

l l' ------ ---． 
イ プロジェクト研究II
✓ -----―-．．．- -• 

『プロジェクト研究m
ン t • 一•- -•••ー・ -- ----、_＿＿_------

シlプロジェクト研究w
ッ ---------- -------------ー・”ー

プ 卒業論文及び卒業制竹
ヽ

．し●ー•-.．--..．．--- •----•• -‘̂ ---

l"J 

2
 

8爪位

16単．位．

「'、Iji 「 'J 利• I l l抒＼＇
（複合メデイア）」

の中より， 8単位．

以卜．選択必修

---~--~--------

： i；： iり．f［ l : l[ >I
ンシップ）」の中

より，必修科日を

含み16単．位以l：選

択必修、ヘ

,l-
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4. 特設科目群

特設科 11 群は，外l•E] 人留学生． ,;.,1}[tif'l:．が現代II本の社会状況と II本の文化を則解し． II本とア

ジアの関係について忍識を深めると [lll時に， l:級の Il4く晶能力を習得するための利廿を配附して

しヽ る c

9

,

 

系

列

介〇欠および爪｛立数
授業科ll

最低修得
名佑叩

ー

11本1叶WI (I l 4くの政治）
•ー・ ・・• - ．．． .• ．．． ・--•ー・

II本1叶‘tりII (I I本の経済）
............  

I I 11本1叶，りIII (II 本の経悩~）

| 
，特―

l •;9L 
！ 日本晶文亭論 I
以

（論J・用的表現）

l {l - 2年 3年 4り^^ 単 位数

ぅ
]

ぅ
r

]

・

ウ

2
 

平I・ : 

ll 

群

11本，，h文仇，倫 II

（文学的表現）
ゥ
1

タt1k)人留学牛及び

帰l1,・）牛のための履

修利・ll

「特設科llln’ム」よ
り取得した凩イ立の

／内 4i |1位．｛よ， 9‘?＇:
利共通科11群 II（総

{r平I・ tl I抒）」 しこ拡

り粋えることがで

きる

i 11q|：祭jり！解 I
..• • ---..... 

|I;II際則陪 Il

ゥ/]

9l 

Ik]I際則解m 2 
|」.． t- .. ..夕^ .. -~ •ヽ←~-
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5. 自由科目群

印1l科flは，教職諜程に関する科flを配岡しているー各教科に必要な科11については，教職諜

程のページを参照すること。

なお，［lfll科 llは，卒業平小＇！：に鉢人されないこ

系
授業科Il L__  

年次および凩位数• ------. -,——------.,_ 

列 1年 2年！ 3年！ 4年
備衿

］・ロ［ロノ概箭 —- --- ]．,--------／ 
f----- -~~--- 4-『

-------- ---- -----—.__ ＿＿＿_----」
i.  2 -----r--――→ --——--• 9• --— 

! 2 .  
ー一 - -------- -i---—-_ ＿ L.  ---•----― 

， 
l 

-- -―---＿＿ _ ＿上- -— j_ ＿＿＿＿＿ 1 2_＿［ 

4 
--- -—-- ----4—•一＿＿＿＿」

倫 2- -------------- - - - -

,Iヽ
jJ,子人 f1丸 PIIlJ

--
,， 9 

----—+、--――--← 

, I '． 2,  9 

一教育原則 I , I 

教育）j印哨 II
—-- ---—+~-l---1--—-—卜—

''、,

（教介諜科の虹、義及び祖成の}j法を含む）
, 2 ,  | 

l9] —•--------- -----------―- ----- •一'’

l ll 
!'fX.口 l]J'JI又
． 

i. 教育方法
一 ・・ヽ—― ― 

禾、I-・
、 社会科教脊法

社会科教宥法II
-----

社会科教育法皿 ．.:..  
一-------------- -------―---- - ------

ll 社会科教脊法w---- -、---＿＿＿＿ _ _ ＿ ＿ ＿ __--~ 
i ] 2 

- ---0- - --------

上
公民科教ff法I

---------- --- -- --------

公民科教脊i去II
- --- -- -＾ー

群 i情報科教宥法 I
-9 

脊法II
ヽ―- -.‘‘ --.  

、Ili恨と職業
----------- -- ----、---• ---....．．  

道徳教脊 I 9 

・—- - - --- ---

特サlji古動
, _____ --------------- ----- ---

牛徒指導
| 
，（進路指導の直I！論及び）jけを含む）-9- - -----―---_＿ _ ＿ -—-- -----• ----------------•---------------------! -- ---f 

教有枇，炎 I 
（カウンセリングを含む）

i--- ---------- ---- ---- ----

総合演習 I
．・•- --- -

総合演宵II.——-------

教有実宵 I
I (1Hiij及び’ji・後指導を含む）

一―---- ---------―--- - -----------

教介丈宵II
―- -- - ----

ウ
/
]

2
 

り
/
]

3

2

 

,
 

•• 
,
 



ッ]4
 

り

VI 授業科目の単位と認定

各年次におし、て履修しようとする投菜利 Ifは， 11J;‘J、:：間の初めの指定されたJ(I1日に，所定

0) ｝崖、（オリエンテーシコンで況lリ］する 1で1役修1|l111りをしなけれはならない 履修l|l11/＼は．

年間の受HIVj1,1 ll川をたて， 車位を収得する、立息｝、/j~ をする学］！］j 初めの ,f,裳な「読苔てある

の1復修1|l191,J T紬を間辿えたために會 j羹菜什Ilの履修かできなくなり｀ その糾氾進級はもとよ

り，今菜かてきなくなる場合もあるので，

うに1復修1|lIII＼をすること

い、卜しこ札｝i tるii、1,ぷ’ji.jIlを厳、『して， 11尺りのなしヽよ

'1 版修119,9|ij,1}捉出後は｀」受菜利 Ilおよび札lヽli教［しなとの変見 追加，収泊しなどなし＼よ

う，捉出する 1前に授業時間割人に[lIlしてもう ー）如i‘{1．11忍するなど｀細心の‘ilこ立を払うこと

なお，履修！！札合 IIか設けられてし、るのて間迎しヽなく登録されてし、るかとうか必ずfi、{i贔,i，ばする

と

と

こ
こ

く

たたし， 1役修l|I19|ij，りの返氾または）I(｛合には1心しなしヽ 0)で必す「学小控」をとグ）てお

り
/
] 脱修l|1，心をしてしヽ なし寸受菜利IIは匂受晶しても爪位は，忍められなし、0)て，拉業科 110) I¥! 

山にあた／）ては巡級や卒業に必笈な州位のり定を柏IFに1」なしヽ，修得爪位数がが足しなし＼

ように）j令を期すこと

り
J

~
 

4
 
l
3
 

i
¥
 

6
 

[

1

8

 

~
 

l l ll ＾学期のIIIl 間限に 2つ以 1：の長業科l1を履修することはてきなし、

IR恨する技業科llを1復修lll,IIlllりに晶人した場合は，

ること

・/文単位を修得した投業科 llは，

）i立{I参l|i,IIij,1} （こ 1よI受業利・II.

コマ・コード番りとは，

もしこのような

向科11とも登録無効になるので注、，＇ふす

印如役修することはてきない

コマ・コード番りなと必＇炭 ’j~ 」[l を正しく，，い人すること

の晶りや不明lif,fなものは111，心目休が無効になるのて 1一分ii_、瓜すること

ll}r!¥J]尋 に 拉業科 llと共に叫人されている番りで，

じ
•
~3 

L
 

ー

I
]

↓

1
1
 

その時限の

技業科llに固介の番妙である

脱修lllLII1ぃりは．，1じ色ポールペンで晶人すること

指定された期日までに版修f|l,if＼を怠った場合は，学業の、江息なしとみなされて，退学処

分となるので捉ilIIlt）l1 1を厳‘、『すること

VII 正規の履修からはずれる場合

1. 再 履 修

版修l|l山をして単．位が収得できなかった投業科 11につしヽ ては，

いて再び）役修することができる

2.規定外履修

汐＜年度または次学期にお

I，亥‘りするクラスの投業時間以外のクラスで受溝せさるを得ない場合は，必ず学部'-lt務寮

に相成することし ただし 1年次生の規走外I復修は1ti（則として，忍めない
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¥111 試験について

1. 定期試験および臨時試験

I 1 ii式験は，定期試験と臨時試験があり，定期試験は原則として学期末あるいは学年4くに

行しヽ ，臨ll―も試験は担‘片教員の判断により適‘代行われる、、

2! いずれの授業科IIも授業ll、}数の13以 I^^ 欠靡した場合には，原則として暫該授業利•H 

の受験責格を失う、万ただし．病気または正‘りな即由により lミ期欠席の場合には，特別に

配慮されることがある、う

3 試験の時間割は掲ぷにより連絡する，〕

4 授業科！ 1によっては論文（レポート）捉出によって試験に代える場合がある。

2.追試験

1 追ぶ験は，やむを得ない'li.、1行によって定期，式験を受験できなかった者に対し，原則と

して学期木または学年4こに実施する c

2 追試験を希望する者は， 1[‘片な ’ji由を，lll明する情血もって速やかに授業担‘11教員に届

け出ること。

i3 追試験は，成粕表の判亥科l」にTの表ぷがなされた場合に限って受験することができる。

なお，追試験は，履修（再版修を含む）した年皮に限り受験することができる。

14！ 追試験を受験しようとする者は，『追試験受験願」を学部1t務字に提出しなければな

らない；

なお，追試験の受験料は、 1科甘につき200円である。

3.再試 験

i1’ 再試験は， Jti叫ljとして学期よまたば学年よに実施する。ただし，授業科廿によっては

再試験を行わない場合もある n

2 定期式験の粘呆，不合格（この場合成紺ば妙の‘’1該科llにFの表ぷがなされる）となっ

た授菜科I_1のある者は． Iヽ仙亥授業科IlのすIIヽ11教員が円，式験を行なう場合，受験すること

ができる。

なお，再試験は，脱修（再／役修を含む）した年疫に限り受験することができる。

13 I tり試験の受験を咋l1［された者は，［lり試験受験戦」を学部ボ務字に提出しなければな

らない。

なお，再試験の受験料は， 1 科•ll につき 1.0001'] である c

4. 試験に関する注意

1. 通 HIj

Il l ,，式験場内では，すべて監抒者の指小に従わなければならないなお，監腎者の指ぷ

に従わない者には，退場を命ずることがある．）

,2 II式験場内では，喰叫）11具・拉込みを，l'1された質料以外のものは，すべて監．抒者の指

定する場所におかなければならない＼
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13 受験者は学＇l:・ 19廿および受験叶 llJ詞「（追• Iり・試験の場合）を，机の［の見やすしヽ場所

に捉がしておかなければならなし、

14 ll式験間始から20分を経過した後は人字・受験を認，めない。

15 試験開始から25分を経過するまでは退場を認めない なお，監腎者が退場を命ずる

場合はこの限りではない

16 受験者は，ぶ験中監督行の 1計11Jを得ないでぶ験場を出てはならない

17 試験の1［われる学Jし）l の授業料 4碕Iりの者•投業 ll 、i 数の 1 3以上欠席した者は，ぶ験を

受けることができない

{8 納気・ 1i·故その他 jl•．̂‘りな'li由によって受験できなかった者は、診l湘／i•1り・ 1Hi文111門｝］そ

の他止‘りな'lHIIを，！正明する lilfliを添えて，近滞なく投業担‘片教員に）H．l1，1Iなければなら

なし‘-

2. ぶ験におけるいI．．行為の懲成について

11 ,1汀 1•．̂ fil.りをした者については｀ ？訓第68条により：：ijせられ，史に年）文における ‘li該

技業科IIのりt1立の認、、心を行わなし、

12 が1HJ為のあった者の懲成処分については．教授会において審議のうえ決定する

13 教授公の決定により処分が確定したときは，学長はその旨保11ll．人を付喚して通り、IIす

ると共に学内にこれを公ぷする，

IX 成績発表

il 成舶発｝こは，アト‘ヴァイザーまたはメデイア文化演晋担‘11教且より本人に成粕衣を父付

するので，学i,；1;•li·務字の指小に従って必ず父付を受けること その際，学生』・を提がする

ことし

なお，指定された期[!以外には交付しない

12 成粕の謹仙は次の心りで表わし， 60、［！ヽ1：以 tをもって爪位修得（合格）とするし

（合 格） （正規ぶ験イ＜合格） （追• -I・1}試験不合格）

A : 100-80、1,li

B : 79-70、1,'，l：
C : 69-60、1ば

F : 59、し＇［以 I‘̂ （.Ili試験受験III)

T:追試験受験ll[

z:追． i恥式験の受験賢格なし

D: 59、［ば以卜^

E:木受験

13 成粕についての疑間，質間等は成納衣父付 llのみ受け付けるのて，学i.il:1i務室に間合わ

せること

（4:1 事故，病気等により指定日に成禎表の交付を受けられない場合は，代理人を定め，成禎

』ぐの父付を受けること。その場合，代理人は学'l:^ IIll•および委任状を持参すること。
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教 職課程

I. 教職課程の履修について

教職諜利は，中学• I'，9,'いが学校教員の免，1乍状（教介職且免咋状）を収得する』利てある 本学に

おし、ては，以 l‘ーて辿べる教科の諜村かある 免，＇『状取得のためには．＇‘＇・業に必＇災な科 llに加えて

「教戦に l¾lする科 11 」など，木11'11 州の日 lll 科 ll を股修しなけれはならなし、

教職諜程は，将木教且になる、息欲のある者の1役修を1息廿1]とする 学＊／t，清札には 9 -f亡Jこした学業

を修め大学を卒業すること．その卜でさらに，教職をめさす熱，＇立を打って最後まで努） Jするとい

う紅ぷが求められる 最近の教且採｝ljは放において少なく．質においてもきわめて r’,'り1文なものか

裳求されており．これらの状況を路まえたうえで）役修すること

II. 教育職員免許状について

1. 免，介状の神粕および教科

本学で収得できる教弁戦且免，介状は．第 1d::.o）とおりである

（第 l}く）収得できる免咋状の神粕および教科

9

、J
.
r
l
 

ヽ，
 

.― 
9
↓
 

"

J

 

＇ 学科
りも"'1;ij;0)flr1 }姐

1J1 学校教命•釉
--- ----- --- -- -

社 会

翡竹学校教諭•釉
ー・ ・・＿．． ．．．． 

公 民

象f‘i,．i~91 1 ］ヤ枯‘,J:'.；'［i; 総合条f貨学f:|9 商 菜

ヘ—--, --- -

9| h 恨
------- ----

1 9,• I ^ ： II-. I -l;~ l ;i i. i l l I 11 l l 

ネ！：
ノ 地則）駈史

[1、.II繁文化学科
上<

人文学部

/ム¥. 民

央ぅ, - li { i・ 仇 ; lî l T I I 

国際父流学科
社 会 /」.~、 民

央99 -ム 晶 央99 • — 
I i { i-

！ 輻祉文化学科

/」:,、 民

I ネMt1l:~総｛↑‘・ド立II ----- ----- ---- -- --—ド—―—-- --

伽 祉

l fi1,1ネIl．糸f‘i:tり：：禾斗
ノム‘ 民

I ---—•- ---――-

伽 祉

I メデイア学部
ネ！： /‘ / ___ ！ ¥.. 、

メデイア伯恨学科
.L 民

, ___ ----

、I‘I’j 報
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2. ）店礎貴格と最低修得爪位放

教育職且免，，乍状を収得するためには｀学卜の称砂を介し， さらに免，1,1一法に定めるりWi（第 2

}<）を修得しなけれはならなし、 また，中学校教諭▲種免，，乍状を収得する1：祭は，平成l(）年 4月か

ら加行された免，1,1法の特例に定める「介設等の休験」も必裳である

（第 2表）教宥職員免，；乍状収得のための最低修得単位．数
---- ．ヘー ・•---..．-- - -.． ．．．̂ 

免，；乍状取得に必裳な

＇ 最低修得単．付数’—•--—- .__..-•- -――----•--•--- •一 ー••・・―- ----•—1 

教科に1月する科[I
．．．．．．．．． 

教職に l¼J する利廿
- ----ヽ•--.．--•、• -.•----

教科人は教職に1月する科ll
ー・ ・、 ー・・・••-... -- -

中学校教諭 i種

-------- -------ヽ•

20単位
-------- --------- -

3 l i itィ立
． ．．．．ー・
8単位，
-、•• - •-

ー•

.＿＿＿＿●一ー・•-•• ・・----・ -・-・----・・・-・7 

，汎等学校教諭•神

20単位．
- -------

231jl.f立
--- - -----

l61j1.位

第2』、「教科に閃する科ll」は，免咋教科ことに定められた科11である 第6衣から第241<

(250ページから269ペーシ｀）に学科および教科ことにその内容がぷされている また「教戯に関

する科11」は， どの教利にも共通に設定された科IIである 第41、（248ページ）にその内容が

がされている

「教科および教職に閃する平1・11」の I札位には， 1］山の科11から最低修得単位を超えて）役修した

ものが含まれる-

III. 単位の修得及び履修方法

1.学士の称号を得る

教宥職員免昨状を収得するには，学l：の称妙を得ること（卒業）が前提とななまず学科ごと

に指定された卒菜に必要な科IIを修得しなければならない さらにその中には免咋法で第 3表

の利廿を含むという制限がある 注瓜をして）復修すること

（第 3衣）卒業：に含めて修得する科II
------ ------

区 分
-- -- - - --- ---

I Iイ< I Ll :,ii il; （2 iit｛立）
---- -- - - --

生汎スポーツ概論 (2叩立）

スポーツ科 学 I (2 iiii立）
スポーツ学科 II (2爪位）

Oral Fluency I (2単位）

Oral Fluency I (3凩位）

Oral Fluency II (2爪位）
I ・・•--． ．．．．． ． ． ．---- -----------

9|’1り恨メディア柑噌[ (2爪位）

柏恨メディア油宵 II (2爪ぶり

コンピュータ）店礎，倫(‘)こ胄を含む） （2り1位）

コンピュータ応）Il，命（丈胄を含む） （2りif立）
れ'i恨メディアリテラシー I (2爪位）

----

履 J
 

-
）
 

一
父
ク11
 

仏

必ず履修をすること

3科11の内，いずれか 1HII 
得すること

なお， Iヽi,，亥学科においてl}fl，はされてしヽ なし、場

合には他学科からの）役修が必災となる
．．．． 

r
,
 各fl 

を
＼
，
 ,' 

9

へ

＼
 

9
9
 ,＇ 

，
 

ーヽ9] 

ヽ

し

lヽi,，亥学科におしヽ て1}｝]設さiLてしヽ なしヽ 場合には

他学科からの）役修が必＇炭となる

3科IIの内， しヽ すれか l科11 (2平．位） を修

得すること

なお， lヽi,，亥学科におしヽ てll/J設されてしヽ なしヽ 場

合には他学科からの）役修が必裳となる



248 

2. 教職に関する科目

「教職に関する科11」（第 4｝こ）は，免，介状を収得するうえで， 惰15の科11を除き，必修となる

また，これらの科日は，学！！リに lrllll科fllnに区分され，卒業に必＇炭な単位¢文にはり人されなし、

（第 4]<)教職に1月する科II

、、1
↑
 

単 位．）役修年次

1 食教職論

！ 教脊）Ji(JIl11

1 食教脊1紅 IIII

l （教在，児利の心、義及び

編成の力社渇を含む）

I女教ff心Jillヽ‘-；：'.

青年、心即学
I 

責教育制度
―--

1 教科教ff法1

！ 教科教有法 1I

教科教ff仏Ill

教科教行法I¥了
--

I責道徳教宥
[ __ 

爪位履修年次

女特別活動

9] 

ツ
l

う
1

ウ

]

ウ
l

ウ

]
-
9
]
9
]
9
]

ウ

]
-
9

ー

l

2

 

2
 

ゥ
l

3

3

3

1

 

り
/
]

・H II 

食教行）j社、
~ ー・ • -• •-• 
責化徒指導

直路指沖の坪雌及び

}j法を含む）
•、..

食教宥相，，炎

（カウンセリングを

含む）

※総合演宵 l

※総合演宵 II

※1]］はしヽ ずれか l科ll

2単位選択必修

女教官実やll 

（加)iJ及びJi後指森を

含む）

教ff丈習n

9
]
-
2
 

?
I
2
 

り
0~

2

 

9
]
 

り
/
] 3

 

l~4 

2~4 

り
3 ー,J

 

9
]
 

4
 

it l 玄l]］の付してある科日は，免咋状の責格を得ようとする者ば必修である ただし， 1,・’ぷふ学校の

免咋状のみ収得する場合は， ［追徳教行」を「教科又は教職に関する科Il」に配‘片する ※印

の付してある科IIについては，いすれか 1科i]2爪位を選択必修すること

汁 2 総合計iil',IIlを）役修する者は，教職蘊人は教fflしば州 Iを修得していること

］ ［教科教有仏」は，授りを受けようとする免11乍状の教科に 1月するものを令て版修すること

（第： ｝く）教科教有汰の利•11 名およひ／役修時期

教科名 科 Il名
3年次

-- ---- -- -

iiij !［)j 移： lt)j 

I Kl [1{i [ Kl JI{} ［斗教 ff 法
.．． ．．．．．----• • 9 9-.．．．．-..．」．．---... ．．．．一•--. -••一・

社 会 社会科教有法 I II ・ III 
． t •_____ ．．． ---- ”~ 

促 語 英晶科教育 法 I II ・ III ，． ．．一へ● - -

地即屈史 地則歴史科教脊法
．． ． ．ー ・・ ・-.．．- 9 ~ ••一ー・ー・・・・

公民 公民科教有法 I II -• -- .~ -• ^ 9.．̂ .....． ．^ ―.．... •-．．．．ー 、ー・ 一←•..--- • ------'9-• ● 

f 麻 業 商業科教行 法 I __ _ __ II ---- ---•一．．．．＾ ● ｀ l.. -•一9...,.. ••--... -----• -9. ．．．ー•-...． -------'------

福祉 伽 11! 科 教有汰 I II l --•- ----- •---•• •一• •一•-- •--—•i •一t -＿＿. •-•-•—+ ---_ _＿ 1 ___• •一••---• i 

付j 魯Ii 、1,Iti.fti 利＾教脊法 I , II 
~~I ―-•一＾へ•一一●＾ •- ～― 』-~-L__— ,--=--

II. III I 

ー II 

1 { I : ・次
- - --- ----

前期後期

IV 
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i「教行実胄 I」を）復修するには，第 4表の食印を付してある必修科ll全てと，実宵教科の教

宥法 I・ II ・ IIIの車イ立を修得していなければならない＾ただし，翡窟学校の免咋状のみの場

合は「道徳教宥」を除くへなお，中学校の免昨状を取得する場合には，「教存実胄 II」を併・

せて履修することへ

3.教科に関する科目

「教科に関する科l]」は，免咋状の教科別に定められた科日で，各学科の専門科flの惰I；及び

「IIll科IIからなっている。本学では，中学・高校と両）jの免昨状収得を li指す教科コース制をと

っており，その科Hは第 6表～第24表のとおりであるへ学科ごとに授業科l」が指定されているの

で，所属学部・学科の表を確認することう指定された科甘の中から，食印の付してある教職諜程

における必修科l]を含み20ii卯［以l：修得することへ

なお．第 6表から第24表のりt1立数に〇印を付してある科11は，各学部・学科の卒業必修科l］で

あり，△印を1,jしてある科日は 1.'llll科l.l，無印は各学部・学科の選択科l］をぷすッ

4. 教科又は教職に関する科目

「教科に関する科LI」および「教職に関する科 Il」の中から，最低修得凩位数を超えて，中

学校教諭•種免許状では 8 平1立，翡窮学校教，諭・柿免咋状では 16用位以上を選択して修得するこ

と。
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糸f‘tt↑lifじ‘]とitじ 総合経‘i玲学科

社会コース （礼公・公民）

以ドの｝＜より．教介職員免，1'叫、・トにおし＼て規定する巾1,1,1放を含み．

けれはならなし、

最低20爪位以 1二修得しな

第 6 人［ti: 公閃係投業科•11 〕

素文ffl載li免，/1:社；｝池1[)乱l!IJ
定める教科に1悶する＇、り l"J
教育科ll 

免叶

状の

袖如
i 

、、f
 

1 l 

11本史及び外IKI史

地即学（地心を含む）

法律学 (l囁祭社；を含む）
・政治学 (jl、II象政沿を含
む、）

｛庁‘‘芥・ 1倫珂！］と．、，i;孝父‘、ド

本学!JflI，支fl・!!

間は利ll

況
史
史

l
l
l
/
3
論
l
l
l
ふ
呼
仏
沿
高
し
政
学
心
J

仏
仏
仏
仏
仏
仏
仏
仏
学
論
贔
礎
伯
学
学
学
伯
学
拿
文
雙
暉
ぷ
唸
嗅
嗅
嗅
嗅
嗅
ぷ
高
溢

業

)
1
1
之
ー
ン
，
り
甜
用
図
屈
直
社
概
概

j
ー
、
ー
と
ー
之
ー
ー
ー
ス
ー
、
心

倫
へ
Ill

‘
、
{
‘
、
(

危
＂
＂
陀
父

1
{、
；
ー1

凡
1
'

枡

1
1
9
j
9
j
j
u
l
i
1
1
U
/
，一，＇
Lと
悦

税

税

｛

似

鳳

）

巾

く

ー

<
/
l
i
"
｛

ナ

収

州

j
州

剋

I
r
o
,
Jホ
；
ゾ
ホ
・
、
‘
{

ト

"
F
i
f

＂4,s

魯

ふ

似

と

村

泊

治

政

政

働

済

舒

）

政

舒

融

ィ

倫

ア

枷

舒

と

学

学

令

F
u
g
,
＇

ヒ

L
J
,
J

と

之

ー

0

予

之

ー

ロ

ロ

々

ホ

イ

丈
0

、り＇
1
こ

1.4
~
 

く

、

発

フ

店

或

象

業

ll/人

ー

・

ヽ

j

j

i

r

9

く
じ
)

I

芹’ヽ

J
"
f

ク

ク

り

'
A

、
f
防

7

、

テ

J
ー

文

J

I
孝

I
1
-
1
4
 

＇4
,

り
り
．
ー
1
．
逐
イ
＇
或
．
，
ー
、

、，＇

j

f

 

外

1
舒
地
地
地
都
地
地
仏

111
日
現
地
泊
政
行
民
商
仏
相
泊

1111労
舒
日
舒
統
舒
舒
ミ
マ
財
日
間
食
国
直
舒
企
メ
地

111m仄
企
倫
心
小

責

責

責

r

責

責

iit {｛f. 

仙 苔

l | I 

•^ 9
-‘.

J
 

、9

校

ネ［会学・経済学 (lLI I原経
済を合む）

釉

ー

1

ウ

l
l
1
2
2
2
2
2
1
2
2
2
2
4
1
1
4
4
1
2
2
2
2
l
l
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
4
2
2
4
4
2
2
2
2

△
△
 

-
1
 

各
'
、

3

3

3

2

3

1

2

2

2

2

3

3

3

3

1

1

3

3

3

3

.

2

2

2

1

2

1

3

3

3

3

3

3

4

2

,
J
 

••• 

)
）
 

．
．
．
 

)l •••••••••••..•. 

-
3
 .
.
 1
.

り

3
3..••• 

り
/
]

．
．
．
．
．
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]

3

3

 

1
1

、
~
/

2
 
•• 

2
2
.
，

ヽ

・

1

^

t

.

 

2

2

2

1

2

3

l

l

l

1

2

2

2

2

3

3

2

2

2

2

-

．
1

1

1

3

1

3

2

2

2

2

2

2

3

]

 

＇はー
,
f
/
I
 

ー

ッ]

--------------------- -----

羹印の付してある科IIは，兒，3,14）ぐ貪格を得ようとする行は，

ー• - •..．．.．．．．.．．ー・

し、すオしか l科If
| 2 ii1位以,-_選訳
|、必修

必ず修得しなければならなし、
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第7表〔公民閃係授菜科ll〕
-- -----------------. - -- -·----------ーー・ヽ• •-- - - --．．．^． . . --- • 

教宥職員免，］＇「法施行規則
免[J『 定める教科に1悶するい"J 本学1}fl設科II . I 

;|）げの教行科Il l 1崩 考 i 

柿類
．．．．．．．←．...．．．．--• -

―― 

． ．．．．ーー・・ 4

平I- II llfl,，支平1-ll 1Ji-f>',: 版修 i 
ノ：ヽIク

ヒ
.［l -／人

ー・ ．．．．． ” ．． ．. -- ． --．一 ＾ ・・ ．．．．  ．．ーー•

法(I！ヽ‘化(11,JI緊法を含む-)女仏 1|1学概溢 2 2 
・政治学 (Il:II際政治を含 I*1KI 際 、iよ: I 4 . 3 ・ 4 
む） 1叶家と政治 2 : l ・ 2 

現代社会議 2 1 1 ・ 2 
地域と作らし 2 1・2 
汀i1尼lj:_i古 と 行 政 2 l. 2 
政治学 4. 2 ・ 3 
行 政学 4 2・3 
民法 1 4 2 ・ 3 
商法 4 i 2 ・ 3 
法人税法 4 3. 4 
札l 筋し 秒t 社； 4 . 3 ・ 4 
il'j 1を秒t i」; • 2 2 ・ 3 

， ーJ 

, ＇ fi 政法 2 i 2 ・ 3 
硲＿•J i 1 労 働法 2 i 2 ・ 3 

経 済法 i 2 ・ 2 ・ 3 
‘--• --------------------

学
社会学・経済学 (J1q1緊糸f！食 1-KI I際 経済学 4 2 ・ 3 ・ 4 
済を含む） 食経 済 原 ―入I IIHJ, 4 l. 2 

統，寸学の陥礎知識 ‘) ム 1・2 
経料；学の）よ礎 2 l 
経済 1i 伯 2.  1 ・ 2 
ミクロ経済学 2 i 3 
マクロ経済学 2 i 

財 政学 2 3 ?,:l 

校

l叶際経済 'li情 2 1 ・2 
開発経済学| 2 i 3. 4 
金融論 2 2. 3 

神

因I際ファイナンス論 2 2・3 
,iじ(-商取~り 1 溢 2 2 
糸令 ‘i灼↑芍 J用糸伶 ,i'(r/i i 4 i 2・3 
企菜倫 則論 2'  2・3 
メデイア廂業溢 2 2・3 
地域狐興論 ・1 2 ・ 3 
|l;1 |；祭経貨論 |4 i 3 ・ 1 
汎文化適応論 2 ! l : 2 
企 業と杜公 2.  l 

- 9 ..．--.．- - -•..-- ---、....------- - --• -

竹学・ 1i讚学·‘ぷ教‘予~ 倫 Ji!！学概論 2 3 しヽすれか l科II 
ぷ教学概論 2 i 3 : 2単位以「選訳

． ！必修---• -.. -．. ．．．・・  • | _．．-----• --- ---......-•• • ----•一•-．．．- --- - - •—---............. 

玄l'-|］の付してある科IIは，免叶状責格を得ようとする者は，必す修得しなけれはならない
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-
3
 

?
]
 

商業コース（麻業）

以ドの」＜より，

ればならない

教介職員免，1,1社；卜ふこおいて規定する単．位放を含み，最低20単．位以 l．．修得しなけ

第 8 衣［ I惰業 l½J係授業科 11 J 

I知 'I'
1 教有職日免叶社、施行規則

定める教科に1月する Iヽりl"J
状の教行科11
種粕 ヽ

~

f
 

11 

本学間は利II

-- ----- ---------------

闘l設科11

仙 ぢ

'' / 9 1J 

-c9̂ 
た、

j，
 

ベ

ァ

d；
 

、
J

‘‘
 

校

釉

I職業指導

唸印の付してある利IIは，

＊公は、］：,

＊マーケティング論
タ<、:]、,、：憂叫な
叩： 1 1 J •加， IIIl1}
流通繭

ロジスティクス概雌

罰｝ Ilじ 繭

ト級博叫論
］．．業怖叫綺

財務晶衣 ， ， 倫

舒‘，玲分析，，倫
舒 ‘i,、「戦略 論

人 'li・ 労務竹坪偏

経管糾織高
1 | ！小企業高

企業とリスク

マネジメント

秤刑会は論

厭価，寸筍論

会五Î 1i益介論

コンピュータ会叶

I Ii]|；祭会，II 論

現代ファイナンス論

会 rl I一学特溝

泊費者行動分析論

広内論

非背利マーケ

ティング論

サービス

マーケティング論

川［繁マーケティング論

企業マネジメント論

·j~ 業と継 IK

新規 1i業開発高

ベンチャー

キャピタル論

NPOマネジメント溢

行政・自治休
マネジメント溢

小、）じ経党論

交通ビジネス’li業論

サービス実践論
- --------- -

＊職業指祁
-- - - -- --上

免叶状責格を得ようとする者は，
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必す修得しなければならなし＼
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、I‘Iり報コース（＇情報）

以ドの表より，教育職員免咋法1ム上において規定するiii位数を含み，最低20平ぷI：以じ修得しなげ

ればならなし、し9

第 9表〔↑｛j•Flil及1係授業科 ll 〕
----- - ―- -̀――----

免咋
教有職員免許法施行規則 I

定める教科に関する専門
状の教有科ll
種類ロ----

科

I,・ ：J 

9 -tt2 

． 
， 伽考・

II i llH設科lI i iii位 履雙ri-, ✓人 l-----| | - 1_＿＿＿ 

佑恨社会及び伯報処即 賣伯報札会ど1盾報倫Jlj! i 2 I 1 ! 

4 、Iti報化戦 略 論 2 L 3 
----~--—-- --- - --―-- -•—, -------•--- | i 

コンピュータ及び伯恨処皿羹ァルゴリズム晶礎偏 2 2 1 
；食プログラミング悲礎 ! 2 ・ 2 

情報メデ イ ア 論 ¥.2¥ l 

、情報学）よ礎演背 2 ! 2 
情 報 学 1，も用演習 2 I 3 

情 報坪論 i 2 ! 2 
アルゴリズム応）ll論 i 2 3 
プログラミング設は 2 2 

プログラミング1，し｝廿 2 3 

イゞ‘‘f:|｝｝li史平卜［］

等 i9|＇i]恨システム（実習を含食情報システム論 i 2 
むし） （実習を含むe) ！ 

経 ‘i:I； ヽ情報基礎論 2 ! l 
データベース）いり礎論 2 | 2 

データベース／；し）廿論 2 ' 3 

データベース演宵 l 2 3 

システム監介論 l__ 2 :.. 3 
・-----~--------------------------• ん ・一、＾ t ，t •一ヽ• •一

伯報通1liネットワーク I食佑報ネットワーク論 2 I 2 

（実宵を含む） ＇ 
， インターネットネI:ノヽ Jヽ

流通梢報‘

ぢ IIml 2 1 2 | 
ンステム論 2 2 

＾ー 一W ー・ー -------------~-----------

マルチメデイア表現及 賣デジタルメデイア論 2 2 

び技術（実習を含む） 1 (実習を含む）

| ，11,j恨表且Li支法！ 2 1. 2 
デジタルメデイア i 

アプリケーション人騨礎 2 , 
モデル化と

シミュレーション I 2 I 3 
ー •- - L____•-- -----三 --_＿＿_＿＿＿＿ーロ••--

責情報と職業 2 2 | 

‘情報廂業溢 2 2 

マーケティング梢骰論 2 3 

I組織，IW報論 I2 3 

罰 lの付してあるり］ー1は．免，9,1；1人脊格を得ようとする者は，必ず修得しなけれはな1，,"い 」

~. 
"
f
 

・ヽ
．ヽ

校

柿

． ．．． •ー・

、I‘1り恨と職業
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人文学部 国際文化学科

囚議コース (Ili/,i/;) 

以 I‘0)}←より．教行職且免，19［社、卜におし、て規定する平小'1放を含み．最低20りif立：以 Î『修得しなけ

ればならなし、

第 101、(11,.1,lt|1]係投業科11J 

孝文fflli説liりも，l'j：i」＜h韮1」！乱且IJ
免n,1： 定める教科に関する＇り l11i
状の教育科11
柿柏 H II 

9 | 9 

学

校

り
を
f

"
・
”
．
し
父
．
雨

↓
↑

t
↑
 

,

干

‘

j

,
1
9
‘

ヽ
—

ト ーー一 • - --

漢文学

： 

本学間は利^ 1 | 

間は科 ll

女 11 4< ll{}学概高

食 日 本 II{,i｝く現法 I
(』‘"じ・文社； •LL を
合む）

LL本後｝く現法 II
（文咽）

l| 4< ll{i衣現仏皿ì文{,1-)成法）
II本晶と 文 化

l i. l l {i 学概 11倫

[l 4メl1{i・ 孝父 i，乏i」;I 
(i.i'-) ! i) 

II本，［｛｝教授社、 II
(: ／i.'9. 叩菜）

II本晶教授法 1Il
（文法）

l l 4ゞ11竹孝父」・.之 il::I¥ア

（教材・教］し）

日 4べ，翡孝父 J受~社：： ＼T 

(,•「I; {I Ili) 

II本，轟教授怯＼＇ l
（教投仏）

| 1 4< II{｝孝父オ文社； \>

(itii 胄）

II本，翡陥礎｝く現汰
- ------ .． 

IKI文学 (IK［文学史を含 食日本文学概論

む） 11本の文学 I
（古典）

II 本 の文学 II
（近代）

-----． • ー ←・・・・ ー・ • --

貸漢文賜，グ＇cl（韻文）

羹没文購．19，しII （放文）
一・ ・・ ．． ． ー・・ ・・

食汎直 I （叩j:中心）

1り道 II (内‘LJ：中心）

灰もn,1．；l)St格を得ようとする者は，

l l,.1,,{「学 (i'「出，｛，翡及ひ文

咽｝＜現に閃するものを含

む）

tl}追（ほ‘Iiを中心とす

L る）
．．．．．．． 

責目］の付してある科ljは，
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必す修得しなけれはならないし
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杜会コース （社公・地郎）駈史・公民）

以ドの｝ぃより、教宥職員免叶法じにおいて規定するり↑｛立数を含み，

ればならなし、

最低20叩立以l：修得しなけ

第11表［ネ［会閃係投業利.t j J 
------一、．．へ• •-. 

教官職員低，『法施行規則
定める教科に関するり中j

教宥科ll
----- -

免",l:
状の

柿姐
科 II

．．  
11 本史及び外l1、•I 史

•^ ●ー•••一••-----• --••- ------ -••--••—•—| 

本学1}tl，没科lI 

----------------

間設科II 
ー•ー・ t .．．． ．. 

責外 lE［史概，，兄
責 II 本の I！や史

歴史文化研究の）j社、．
文化交流史 l
(II本：アジア）

文化交流 史 ll
（日本：欧米）
先 史 文化繭
近 代化論
II 本文 化史
近代 II本とアジア
中［I;［と II 本 I
（古 イし）

叶I 仕lと II 本 11
（近・現代）

------------ -

i li f立―. ［立！11隻
中／人，
一一 - -—• ----

2 
2. 3 
I ・ 2 
2. 3 

2
 1

1
ー

△
/
』

J

J
 

1
4
4
4
4
 
4
 

仙 ¥J 

l | I 

”̂ •  ̂
t
J
"
f
 

‘
ヽ
．
‘
ヽ

則
.f~! 

•^ 9
ム、

J
‘ヽ

校

神

： 

4 2. 3 
--c-------------

△ 2 2 
-1, 3 ・ 4 
4 

； 

i 
3・4 

4 i 3 ・ 4 
i 

4 ; 3 ・ 4 

2 : l ・ 2 
2,  l. 2 
2,  l. 2 
ー・・・•-•. ' ---
1'3  • 4 

△ 1 i l ・ 2 ・ 3 
4,  2 ・ :3 

地JIII字（地心を含む）

I_ ー• -一• • ^ ---―---••・・・ ・・•--
法flt学（日際法を含む）
・政治学 ([-!ij|：祭政治を合
む、）

3

3

4

3

4

4

4

 

••••••• ゥ
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3

3
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3
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、
9

. ---------・ ・・・・-・ 

11『‘、iと・イ扁iJ:1 |lヽ］と．，，；：孝父‘]と

女印の付してある科 11は，

'＊地
＊地
＊地

環太平汗l脊Iの
社会 と 文 化

文化人類、、芥 I
文化 人類学 II
カナダの社会と文化

！ ラテンアメリカの

社会と文化
.....  -・-----・----・--・・・・ ・・-・・. 

＇＊法 f1'-• 学概溢
＊国際仏

国 1；祭似l 係論
l•I:J |； 祭政治論
アジア 11cl際閃係論
ti:会牛活と法

| 
i 杯l家と政治

. 
, 1I＇・1|緊政治人 l"J

.....•.... ---・---・・・・・・-・..  

ネI:会学・経済学 (lKI I緊舒責 l+I I均を経済学
済を含む） 責経 済 ）！；［ 高

都 Ili文化論 I
(II 本）

トI:公、し j用‘]と牛l:11倫 1 3 ・ 4 
地域と文化 4 3. l 
l叶［祭経‘貨比校論 4 3 • -1 
l lil ド祭 1 }fl 発 ，益 4 3 . 4 

， 経 済のメカニズム 2 ・ I ・ 2 
; l KI |；祭糸f済 ’ji.、h'i 2 I ・ 2 
I f I・ 会統 ，II• 学 2 l. 2 
I.—• ．．．． ． ． ．．．．ー・・・ ・・・ l . 

1命 且t! ‘予： 札既 ，倫 △ 2 3 ’しヽすオしか 1 利• I l 
富教学概論 l△ 2 3 '2叩位以 1-．選訳

I • -•.... し -‘必修．．．．．．．．． 
免咋状責格を得ようとする者は必す修得しなけれはならなし＼
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第12衣［地則歴史1月係投業科ll〕

1’ 
！ 教有職且免，，乍法施行規則
l凡n'lこ 定める教科にl見lする内門

状の教脊科II
| flf1粕

科

II本史

，＂ ，
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j
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1 外IKl史
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J
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人文地則学及び1'j然地

則学

本学1Ji:l，没科ll

閲設科•| l i i i．イ立 ！ 

晶
叩＇ ¥J 

責 11 本 の歴史
， ｝朴史文化価究の）jil、.

文化父流史 I
(II本：アジア）

文化父流史 II
(114ぺ： Ii欠ヽ}|9|）

先史文化

近代化

H 本文化

＊外 l-k] 史概，，兄

近代日本とアジア

中 1Klと II本 I
（占代）

中日と 11本 II
（近・現代）

責地且j! 学

食地則 学

環太平洋園の

社会と文化

文化人類学 I
文化人粕、‘;'. II 
カナダの社会と文化

ラテンアメリカ

社公と文化 , '1 2 ・ 3 
-一ー．．．一

食地 ，，ぷ △ 2 3 
------------ -----------』． ー・

免咋状責格を得ようとする者は，必す修得しなけれはならないc
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学

校

社会学・経済学（l：1・-l際経＊国際経済学

済を含む） ＊経済原論

都市文 化 論 I
（日本）

4 
△ 4 

4 

3・4 

1 ・ 2 ・ 3 
2・3 

社会心理学特論 4 I 3 ・ 4 

地域と文化： 4 ! 3 ・ 4 
国際経貨比 較 論 ' 4 ! 3 ・ 4 
国際開発論！ 4 i 3 • 4 

釉 ！ 経済のメカニズム | 2 • 1 ・ 2 
‘‘ '‘‘ 

いずれか 1科 II
2単位以 l̂．選訳
必修

責印の付してある科11は，免叶状脊格を得ようとする者は，必ず修得しなけれはならない
~--］ 
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以ドのt:.より、教介職員兒",l江 1：におし、て規定する爪位放を含み，

ればならなし、

最低2(）り叶立以,.^ 修得しなけ

第 l4人
＇ ， 

免，在

状(})

f if1 1、、J9し

〔災，lt1月 1系投業利•I! 〕

素文ffli泌Liりt,＇『社；｝ji升ĵ ｝Jilllj 
定める教科に1月する ','/l"J
教行利•I!
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神 - -- -- ---

比較文化（外[K]'j叶r'iを
含む）

9 ・・・・ • • • •• •• • • • - --

玄印の付してある科IIは，

ー• -

貸及，，｛｝学概，詞

アメリカ礼公の

文化とりし,;Ii
災晶；＜現，il、I
（発 i,t) 

りと rl{f ；＜ 且［ 社； II 
（文社；）

災晶表現 仏 1lI

（論文竹成法）

玄アメリカ 文学概高

責近代イギリス文学

近代アメリカ文学

責 lj!,_ 会盾 I
災会 油 II
災会清 1lI
Reading& ¥Yriting I 
Reading& ¥Y riting II 
Reading& ¥Y riting III 
Speaking&Listening 1 
Speaking&Listening II 
Speaking&Li氾teningIII 
翡'}j[1)｛O)）よ祉も （り〖 l l) 
翻ぶの技仏 I
成 11・丈務翻ぶ）

通ぶのJよ礎成1l) 
通，J{の 技仏 1

（災ll・'）こ務通ぶ）

玄 異文 化間

コミュニケーション，倫

比蚊文化概論

11米比較概高

アメリカ文化概論

アメリカの）岱史

アメリカの息想

ヨーロッパlIt界と

アメリカ

ラテンアメリカと

アメリカ 1 3 ・ 1 
アジアとアメリカ 4 3 ・ 4 

アメリカ現代文化偏 4 3. 4 
----- ----

免昨状責格を得ようとする者は，必す修得しなければならない，
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1 ・ 2 ・ :3 
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人文学部・国際交流学科

社会コース（社会・公民）

以ドの表より，教育職且免咋法 l：において規定する単位数を含み，最低20}札位以1ご修得しな

ければならなし、オ

第151<（社会閃係投業科fI) 
．•ー• ----•—-.. ｀ ―-•一 ・ー・・●●●●●ー一 ～ー•••- ．---・'  .... - ---・-・・------ ・ー ＿．·----~ー••一

免許＇
！教有職員免許法施行規則
＇定める教科に閃する内門 本学llfl設科l| ~ 

状の教育科fl l ！ 備考＾ ： 
柿類

--.  ―・・ヘ●●●●—-- -.  ．----・  ·...--— , --~ . • • 1 

手l• I l |}廿l1支科ff ! i札1立 履雙
平9人

ー• -• ... - - ―ー・ 一．．．．．． ヘ●・-'.．．．-

11本史及び外l:li]史 ＊外国史概況 △ 2 2 -[----—•--•~--
責 ll 本 の歴史△ 4 2・3 

日本の歴史と文化 2 • l ・ 2 
批界の歴史と文化 2 !, l. 2 l 

（東汗）

lIt界の歴史と文化 2 ! 1 ・ 2 
（西 ‘;‘t)

文化交流 史 I. 4 2 ・ 3 ・ 
（日本：アジア） I 

文化父流史 II 11 4 

(H本：欧米） I 

中国と H 本 1I ! 4 I 

中ビ— （近・現代） I 

＇地理学（地 liよを含む） ＊地 理 学 I △:/ 
食地刑、‘'f: II △ 2'1 

1地誌△2
-~•…· •• • ・ • - - -••へ●●”

法律学（l叶際法を含む，へ）食法律学概論

佼 ．政治学([!ill緊政治を含＊国 1際 法 i 4 

む） 法の粕神と役割 I 2 

[K] I院政治人『J i 2 ] l ・ 2 
政治学 人門 2 I l ・ 2 
1玉］際交流・協｝）概晶＼ 2 I l ・ 2 

種 (!It 界）

lKl際交流・協力概詠rn 2 ・ 1・2 
(H 本）

国際父流・協））概晶C • 2 ! l ・ 2 
（アジア）

lhl |；祭父流・協力と iL , 4 I, 2・3 
lEll際父流・協）J実践

の）j法 2, l ・ 2 
l1 .. 1際 l}｝］発論 4 | 3. 4 

日際 I見 ］ 係 論 4 I 3 ・ 4 
アジア lE[1際関係論 ,1 I 3 ・ 4 
|KI際摩擦と

コミュニケーション 4 . 3 ・ 4 

[I;l |；祭齢(ifi li命 j 4 3 ・ 4 
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教宥職日免，か法施行規則
i定める教杵に1月する Ih|11J 

教有科11
--- -- - ----------- - -- -------- ．．  

科 II 開設利•H 
--------- - '-ー・・・

社会学・経済学(IE!I緊舒＊ 1 Kl I繁経済学

済を含む） ，＊経済厭論

i 経済学人 1111

hl |：祭条fi斉 eli.‘l1i
人間と集•• I寸I
地球礼会の人間観

比較社会論概況

| l本とヨーロッパ

H本と東南アジア

アジアとヨーロッパ

N G ()論

日閲:jに1ボil.；；i)J l]命

現代コミュニケー

ション論

児文化適応論

日際コミュニケー

ションとメディア

糾織コミュニケー

ション論

国際経管論

1叶際責湘論

| 
I 

i 

l _ ― - - - _＿＿ 

玄印の付してある科目は，

本学IJfl設科I.l 
価 考

-

4
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 ------- - •• 
倫雌学概論 △ 2 3 いずれか l科Il 

‘ぶ教 学概論△ 2 3 
2 iitイ¥II：以l：選択
必修、---~-- ------ ------ ----」^ •C. 

—• ● ^ ---_ | 

免叶状責格を得ようとする者は，必ず修得しなければならない。
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第16表［公民関係授業科日〕
ー・・ -~- ----------- ー•-- -- - ••---

教有職員免咋法施行規則
！ 

免ii'F 定める教科に関する内門 本学l}fl，没科ll l 

＇状の教育科 ll
種類

-- ----．- --/•--•- ---•---- ----—•一一，．＿＿＿ ＿＿＿．—-•一 備ぢ
， 科 Il fl}］成科lJ i 単位 屈修

--••一•--•---．．．- -• •----- -—•• _J__＿ 平次 I, 
•- • -9 -• ----- ~ -• 

法律学（国際法を含むぐ）責法律学概論 △ 2 2 
| 

・政治学（国際政治を含食国 際 仏 4 3. 4 
む。） 法の 精神と役割 2 1. 2 

国際政治人門 2 ; 1 ・ 2 
政治学人 111] 2 | l 
国際交流・協力概，lltA 2 I l ・ 2 
(.tIt 界）

国際交流・協力概説B
（日本）

間祭交流・協力概況c
（アジア）

国際交流・協力と法

国際交流・協力実践

の）j法

lkl I緊 開発論

国際関係論

アジア国際関係論

川際摩擦と

コミュニケーション i 4 

国 際政治論 4 

学 fl会}•経済学（国際げいlf]|閉ー経済:―- 4 

済を含む。） 責経済原 論 △4 

経済学人 l"l : 4 
国際経済 1i,l¥,j | 2 

人間と組 l寸］ I 2 
地球社会の人間観 2 

比較社会論概，ふt 2 
H本とヨーロッパ 4 
H本と東南アジア 4 

アジアとヨーロッパ 4 
N G 0 ―ヘiiIIiJ 4 
l玉l悶オ支 1府tii)Jii命 i 4 

現代コミュニケー

ション論

異文化適応論

ド］際コミュニケー

ションとメデイア

組織コミュニケー

ション論 4 3. 4 

国 際 経管論 1 4 | 3. 4 

国 際 責源論 4 : 2 ・ 4 
.. . ＿● ●●ー・・ ー•` ―--••• •ヽ• ... -• -... ---.．1. ． --•--- --•... ． ↓ ● ●ー・・一•一••- --------•-

倫雌学概論△2 3 し、ずれか l 科•I l 

、ぷ教学概論 l△ 2 i 
2単位以卜選択

3 必修••一—--- • --------• -- ----- ------•一ー．．．． へt ---- t _． ． --------••- ---• 一・ ...••••---•ーー・ ・ ＾ ^  ●●ー•一—•-... ． ．．．．．.... ----•-•-• • . i 

食印の付してある科llは，免咋状責格を得ようとする者は，必ず修得しなければならない

2
 

2
 

4
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4
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4
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．
 

1

3

3

3

 
3・4 
3・4 ----- --- i 
3. 4 

2 ・ 3 i 

l I I 

l ・ 2'  
！ 

l ・ 2 

l ・ 2 

2 ・ 3 

2・3 

2・3 

2・3 

3・4 

3・4 
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l

2
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災晶コース （災議）

以ドの｝』こり，教脊職員免，11仏 I.^ において規定する平1立数を含み，

ればならない

i1と1氏20iji fi:l丈 I•、 fl参イりしなけ

弟］ 7 表（英晶1関係授業利•l l J 

！兒，1,1：
教行職員免咋法施行規則
定める教科に関する内l"J

状の教育科目
種類

平I・

本学間は科 l-l 
佃 名

-

11 |｝｝l設科II iじ．｛U． 

＊災晶学概高

及II［以、現社、［ （発i2,i一）

如麟現仏ll（文仏）

災11{t}、現il;]]]（高文

作成 il;1 

＊アメリカ文学概論

＊近代イギリス文学

移民の文化

＊災会 11," I 
災公 II!ill

及公 91,"]]]

Rt・ading& ¥¥'riting I 

Reading&¥¥'riling II 

Reading&¥¥'riting lll 

Speaking&]ぷteningl 

Sp閻 king&]ふteningII 

SpcJking&Listening III 

翻ぶの見礎 1災Il)

翻，Jしの技仏 I

（りしII・ ＇)こ務翻芯

辿ぶの悲礎（りtll)
通，1Jしの技試 I

戌 11・＇）こ務迎芯

＊児文化間

I コミュニケーション高

比較文化概論

lEl|：祭コミュニケー

ション概況

日本の北米

アジアとアメリカ

I叶院学芸交流論

！ アメリカ1Kl際関係論

, I叶際コミュニケー

ション実践の}j法

ヨーロッパlit界と

アメリカ

ラテンアメリカと

アメリカ 4 3 ・,1 
’~ •砂—····、一•• •---.． --------- - ---一

＊目］の付してある科［］は，免咋状責格を得ようとする者は，必す修得しなけれはならないc

じと＇リ " { t ▲^ 
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（外[icl壮l打を含む）
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福祉総合学部 福祉文化学科

公民コース （公民）

以ドの｝くより，

ればならない

教育職且免，；『法 I・．において規定する爪位放を含み，最低20単位以 I.^．修得しなけ

第18衣〔公民閃係授業科I]〕

免許'
教有職且免叶法施行規則
定める教科に関する内l"J

状の教脊利•II
種類 利 [.l l}｝]設科ll iii. { o•• 1復イI参

年次．．．．＿ ＿．．．．．．一 ．． ー・` ― •一● ●ー ー・・^． ． ... 

法律芹 ([1,JI際法を含む）食法 fl「学概論 △ 2 2 
・政治学（［噌祭政治を含斉 Ir.•l I1祭 試 △ 1 3・4 

む） 社会小活と試 2 l ・ 2 
・• -•-. -.．.．...．．- ・•.

杜公学・経済学 ([1l際経責 l"-I I際 紆済学 △ 1 3・4 

済を含む） 食経済厭 論 △ 4 l ・ 2 ・ 3 

I.k[ |訂:ネ［： こミ ii倫 II . 4 1 ・ 2 ・ 3 

（文化摩擦・文化

変容・輻祉）

現代コミュニ

ケーション概論

女 ‘I`’l• 学
都市文化環塙論

都市文化論

マスコミュニ

ケーション論

罰； l li ‘lli 惰Ii皐韮I"命

人間と比 l寸l
現 代 社会論

女骨と礼公 I
（家放・イ!:'Ji.)

女、I‘Itと 社会

（地域・余暇）

且↓代.地 }j都市論

／り総の I附菜と l}fl発
.． 

倫 Jljl 学概

、/i：教学概
ー•-.．．． ． ． ． -. ． •- -• ・ー・•---．． .. ． . ..•—• ● ● —• ●●● 

責印の付してある科•II は，免11,t•状責格を得ようとする者は，

-- ii - -

L ________ _ 

,, 
i"J 

べ・'，̂
炉

~^ 

J
 

9
↓
 

．ヽ
ヽ

校

柿

ぷ‘.i:：|｝｝l設科ll 

II 

・-- . •—・・ ・・-・・・・------、 -..1 

！刊学・倫刑学・‘ぷ教学 論

論
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4
4
4
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1
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9l 

2・3 
3. 4 ! L........... i ー・一●●●●●●● ー•ー・•-•-•. ．．． ........ I 

3 '  
しヽ ずれか］科11i 

2 t.it |III：以I：選択 I

3 必修
必す修得しなけ1しばならなし、
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祁濯コース（福祉）

以ドの表より，教行）載員免，介法 1こにおいて規定する平位今数を含み，最低20り叶立以 I・^ 修得しなけ

ればならないヘ

第 19表〔ネlli祉関係授業科目JI .．．．•一・・・ ．．．．．ー•--•-----••-•. .-.....•-•-...... ...• -••----．．． 

I免，1,1：
教行職且免，9!「法施行規則
定める教科に1月する内1"l

状 の 教 有 科ll
f II!粕

平I・ II 
9 • ．．．ー・ ・-・・・・ 

社会伽祉学

i （職業指蒋を含む）

---

|｝i・l，没科ll

＊社公 fi1,1祉｝り［高

（職業指導を含む）

伽祉文化概論

ネ［会保 1節，繭

公的 扶助論

女 ‘l‘It 伽祉論
ー・ ・・ー•... . ．．．．ー・・・・ ・ ー ・・一

, • 9― 
閻齢者fi闘l_，児iい闘I: *翡齢者祁 ¥111:,i倫

1 9,J : 
及び障，打者礼濯 ＊児 l,i'1_ ネhi 祉偏

*I硲‘，り者ネil1，ネ11高
．． ．一

＊杜公輻祉長助技竹r，詞 I

責札会罰札長』）J技術，liill 

| 
i j也 j攻ネlIi ネII,，倫

！ 似療‘ノーシャル

ワーク溢

房総の 福祉

リハビリテーション

演胄 1
リハヒリテーション

演宵 I1 2 3. 4 
． ー・・・ ・．．．．．．．． --．．．--...~ -.. 

介設珊祠及び介，没技術・ ＊介 ，没 概 論 2 • 2 ・ 3 

責介設油宵△2 2・3 
~一 - ---．．...． -..-• ---

＊介，，隻実技現場実宵 △ I ; 3 ・,1 

社会福祉援助技術: I 

油習 I 2 

社会福祉援助技術

演習 II . 2 4 
.．----,．．．．．．．．．．．．．．.... • ---•--• --． ． ．．ー・ ・

女印の付してある科廿は，免叶状責格を得ようとする者は，必す修得しなけれはならないc

等： i --—•—--....---•—••• •--••一
| 
社公伽祉援助技術

•• 
"r 
‘ヽ

2 l ・ 2 
4 2. 3 

2 2 ・ 3 

! 3 ・ 4 
. 一一

4'l  ・ 2 

4 1 ・ 2 

4 1・2 
・← ー．．．． ーーマ ー•

4 2. 3 

4 2 ・ 3 

4 ; 2 ・ 3 

校

本学1}}l l l支平111

凩位， 屈｛［貧，lシ人
- - ----

4 .  l ・ 2 
！ 

ツ1

ツ
]

4

4
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3

3
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3
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り／
I

ふ中f
 

-----

社会伽祉総合丈胄

＇（社会伽祉援助‘)こ宵及び

！ 社会伽祉施設等におけ

る介設実習を含む）

備考

3
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福祉総合学部 福祉経党学科

公民コース （公民）

以ドの表より，

ればならない）

教脊職員免叶法lこにおいて規定する単位数を含み，最低20凩位以上修得しなけ

f：の0}；め[:]|｛tij夕又午卜業：：／ •/f-l lt 禾4／見升：、オ1./＿3/rf ] 1/-I 
食 I_1il l際 経済学！ △ 4 • 3 ・ 4 

羹経済厭論△4 l ・ 2 ・ 3 I 

国 際社会論 II i 4 1・2・3! 

（文化摩掠・文化

変容•福祉）

人間と集団 I 2 2 ・ 3 

現代社会論！ 2 2・3 

ェコロジー BI ; 2 . 2・3 

（地球環境）
‘‘~ ェコロン一 I3II 

（地球環境）

l・＿1;l |祭予t栂i』命

環境竹 fl! I I伺

糸洛 ‘i芹、［胄恨溢

梢費 行動論

地域経‘藷論
”. 

倫 雌学概論

宋教学概論

企業倫坪論

^
J
 

ー，
 

t
 

9
-

．．
 

杜会学・経済学([i，ll緊経

済を含む。）

.^
 ̂

t

)

 

A

ヽ

'ヽ‘’’了←

校

柿

~ー··----------··、

！「倫理学概論J.
「‘ぷ教学概論」 I

| 

のうち，いずれ

かl科1]選択必

| 
修

し Lへ^＾一・~．＾ 一-------------~--------- --- ―------．．---------- --- ．-•-．．ー•---_ ＿••一

食l'.|］の付してある科IIは，免，介状責格を得ようとする者は，必す修得しなけれぱならない

---・・  ----------. 

1斤‘‘芥・イ扁j用‘学・‘ノド孝文‘学

2
 

4

4

4

4

4

 

2・3 

4

4

4

4

4

 

．
．
．
．
．
 

3

3

3

3

3

 
2

2

 2
 

△

△

 
4
 

3

3

.

 
3
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ネ蘭祉：コース (fi叶l[I 

以 Iバ））｝、より、教介 l載且免，IIi•仏卜におし、て規定する平1立放を含み，最低2(Vit1立以 I ．．修得しなけ

ればならなし、

第21表 [fi1,1介I.I月係校業科11J 

年文ffl[，化li tt,III-t)くか他1Jー）山［月1J
免II'「 定める教利に1月するし1J1|＇’l 本学1! i l I I支Hll
状の教官科II 仙 ぢ
f lr, 1、en

.fl 11 闘l設利 I! i i i i 191 屈修
ィ1：一次

ネl公fl1,1h l学 責礼公伽介1)以直 1・2 
(1鼠業指導を含む） （職菜指導を含む）

礼公 保 1硲虚 ,:,‘)．..) ‘) 

公的扶助 ，！詞 2 2. :) 

Il :J 伽 f廿ヒシネス論 2 2. 3 

fi,i礼1か直 LI文革f‘,9,i’n命 4 3・4 

等 1訂iii¥,者付1,1ネII，り見l‘i’Iネi1,1刊 責 r,.9:ji蛉者伽刊論 4 l. 2 

及ひ1外'j‘li,’者怖刊 玄児，'i'i t/,¥ 札1 ,，詞 1 l. 2 
、‘j;， 責蒻＇；i 古~行伽刊溢 1・2 

f I-：: fll＼打［ヤこll)Jjk i肘 支ネ1只輻什長助技術・1:(1)1 l 、一)． 9‘)) 
杖 {：：ネ「公［蘭打iJtリ）J+!ii小」，臼n 4 ~. :i 

ソーシャルワーク畠 2 l 

地域伽什論 2 2・3 

fr,，隻j:|l!II[i]）文じ、、fr，没J支i・ボj 〗，ごノ｝‘I 設 概 高 2 2・3 
釉 〉A9~ ノ)‘l "ん／ベi9 ì’庚’•• 胄 △'） 2. 3 

ネ1.： r.hi fl i 舟伶(r')こ1J.i} iご1rilii‘j; iと」占[J•J）J 、)こ i1,1 △ l 3・4 
（礼食打闘I仮助‘jこ習及ひ宜 +l食伽礼長助技術

ネ1:: fi,i fll l韮11支笠”しこおしt 柑i~外 I ‘) 3 
る介設丈胄を含む） 礼:'.i~t/,i ネ止ャ； l1）J1と1II’Iと

油胄 I1 2 1 

賃「Ij0)付しごある什IIは，兒，1,14人責格を得ようとする者は，必す修得しなけれはならなし、
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メデイア学部 メデイア情報学科

杜会コース （社会・公民）

以ドの表より，

ればならない-

教宥職且免許法 1．．において規定する叩19!：数を含み，最低20単位以 l：修得しなけ

第22衣〔社会閃係授業科Il J 
-ヽ ・・-・ - ---- --- -------- - -------------------

免，，乍
教行職且免叶法施行規則
定める教科に1月する'、1/1"]

状の教行科t」--------------- ----一ー・•.... ． ． - -------------
種類

科 ll • IJM，没科ll , iit位 屈雙
叶シ人ー・・---------- ------- --- ー・ ・ ー・・・・・ ・・・•-- ． -----

日本史及び外IKl史 唸外 lKl 史概，；兄 △ 2 2 
責日本の歴史 △ l 2 ・ 3 

軌界メティア文化史 2 . l ・ 2 ・ 3 
．．．． ． ．ー・ ．．．． 

責地即学 I △ 2. 2 

責地雌‘、'f: II △ 2 2 

玄地 ，，ふ △ 2 3 

j血珂！、11i報論 I. 4 1 ・ 2 

地岬梢 恨 溢 II 4 2・3 
•ー・ -．-．..．．．-- - -• --.  -

責 il; 1l！学概論 2 2 
11<1|：祭法△l 1 ・ 2 
メディアと1L]I摩政治 2 • l ・ 2 ・ 3 
．．一 -- L. ....--• •-- • •一

玄ド］ 1勾を経済学 1 1 2 ・ 3 
責経済）以，価△ I 2 ・ 3 

コミュニケーシコン

概繭

マスコミ ーケーシ」／ 11祠

メデイアと社会

ジャー十リズム論
．一 ．．一

倫即学概溢

、/J・：教学概，1倫
●●—ー・•-．．... •••-.... ～．．．....．. •• •-. .．... -.．． ．． ． 

食印の付してある科日は，免叶状頁格を得ようとする者は，

本学けl[)日利^ l l 

ー• •• 一 ・ヘん •- - - -

地HI！学（地心を含む）

1 | I 

9

^

 
，
 

、
J

9

.

 ヽ

校

------- - ---- -

法1lt学 (lKl|：祭法を含む）

・政治学 (!Ell；祭政治を含

む）

t ［公‘]と ． 廂fl斉‘ヽ戸(ll l |：祭嶺f

済を含む
神

”ー●● ●ー・・● ー・
朽‘,；甍・ 1倫珂！‘、ド・ ‘/i、・孝文‘‘j:'.

備 ¥J 

ッ

lウ

l,lウ

l

l ・ 2 

2・3 

1 ・ 2 ・ 3 

2・3 
.. 

3 

3 

---・-・-・-・-----------・・.．↑ 
し、すれかl科ll 
2平1I9/：以 1•“選択
必修

必ず修得しなltれはならなし、

△ 2 

△ 2 
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筍23衣〔公民Ill係授業科11J 
．．  

教宥職員免，1,1•法施行規則
定める教科に1月する内l"］
教存科Il

..  ．．．． 

平l• I I 闊J9 9足利•II
．．．．．．．．．  

法11"学 (I叶際法を含む） ＊社、• ill 学概論

・政治学 (|lal際政治を含＊ 11ヽ．1 |緊 法

む） メデイアとlkl|；祭政治
メデイア倫則と法

免，1,1：

状の

種類

I'，：J 

J
 

ゞ
二，ヽ
 

，
 

ぇ

学

校

丈

K
，ぷ小

さ々ヽバ-
＇ 

，
 

1
.

，. 
,

9

 ,' 
；
 

‘

j

 

‘‘ 斉‘、i
丈

k

)"
)
 

9‘‘ ,、1・
む

ド

含

‘ヽ会

を

-
t
斉

一
レ
↑
‘
、
i
'

.

＇

 

釉
i 
i斤‘芹・イ証且lI‘‘;:.‘/i、・孝文‘‘;；:

食 1叶際舒済学

食舒済） 以論

コミュニケーション

概繭

マスコミュニケーション畠

メディアと社会

ジャーナリズム，；；；；

•—・・

女印の付してある科llは，

本学1}il設科ti

倫坪学概，倫

'ぶ教学概論
． ．  .. 

免rI'1．：1人資格を得ようとする者は，

参
欠
-11、

/

―,．
9
 
... 

,
4
1
 

,f/r 

.
-• 

• 

I
 
，
 
＼． 

-

,

9

 

,'̀ 
-
,
i
 

-
'
，
 

2 
△ 4 

2 

2 

価 者

1 
△ 4 

3
 ‘̀ 

2

.

2

3

3

 

2

.

2

 .•.• 

l
.
l
-
2
2
 

ー

ッ
]
ツ

]
2
2

1 ・ 2 

2・3 

1・2・3 

2・3 
.．  

△ 2 3 しヽ すれか］科Il 
△ 2 3 

2単．位以 1汎選択

必修．．．．一．． ...--．．．．ー・・・ ・ 、

必す修得しなけれはならないc
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情報コース（情報）

以ドの衣より，教職員免許法l̂．において規定する爪位数を含み，最低20単ぶ！：以上修得しなけれ

ばならないc

第24表〔情報l悶係授業科ll〕

職員免許法施
る教科に関す
科目

科 li

t社会及び情冷I

ごュータ及び情

｛システム（実

竿 い） マルチメデイア '! 

寸 ・データベース論 4 I 2 

f+1， □□ ;／り):-I；；マ／／チセ／了トデ；ワア：：ク；［／ー：3ーロ
アプリケーション屈礎 ② 
デジタルメディア

アプリケーション／，心lij i 2 

[- ― ―一ーテシ~f ルテーザーイン l
れり報と職粟 食情恨と職業

経背情報論
---~-----------'----—--- ---、------.． L --―------'—'------------------------

食印の付してある科目は，免，i乍状脊格を得ようとする者は，必ず修得しなければならないぅ
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IV．教職課程履修についての注意

1.教職課程を履修しようとする者は，次の各項目に留意すること。

1)各年次のオリエンテーションに必す出）出すること そのI；祭必す学牛便＇tとをjぷ参すること

2) 教職，渫打を履修しようとする者は，教Jl［応見利の規利にしたがい， ］年次から履修，1「l間を

立てること ただし，履修にあた＇）ては， 1、お業に必＇災な科 tlを俊先し，その I:．て，教職諜

利の利•I lのI役修を名えること したかって． I月間刈 l--履修したし堺文戦1月係(l)『II lと学祁

'，り1"l利11か111111り限に lF．複した場合は． I前述のIJ;し[!llに従べ）て履修，，Ii間を立てるこど

3) 教職，，胤利を履修しようとする者は， lり次 1月に「教職課札＇履修登鉗カート：を教務課

ヘ捉出をすること

4) J受菜科 llは， l消．級年次の利11を履修することはできなし、 卜級り次の者か， 1、級り次に

配‘liされた利llを1役修することは凡．．．しとえなし、か， IIか間割編成 1.，学祁内1111科IIと屯複す

る場合かあるのて，配‘片年次に履修することか叩ましし、

5) 編人学'I,は．学祁の長業科l］として忍クとされだ i札位か， 免II'叫、 1.0) i廿位と，忍応てきなし、

こともあるのて，オリエンテーションのI象に11NI別指）りを受げること

6) 教職，渫利に 1月する連絡は，すべて褐がにより iJう

2. 教育実習について

孝文ff')こ胄は， l年次『）こ宵校から指定さ iLだ 2週間 (I|！学校免咋の場合には l週間！」に行う

教f「)こ胄 I及ひII （中学校免 ,;'1•の場合には必修！の1役修に 1繁し-—は． 甲に必裳な爪f1りを修得す

れはよし、などとしヽう安易なぢえ）jはしなし只こ教J府に 1IÌ．1）て止規の授業や’l徒指淋を担‘片する立

任を名えて．教職の職務を雌陪してしっかりと準備しなけれはならなし、 そのためには，以 I‘―に

がす各坦をふまえて，貞剣に収り糾むこと

l)教有‘に宵 I・ llのI役修条件

1 教ff‘)こ沖II役修年疫に 4年次 1卒業見込）の者て，各学利0)小しだ村＇渭［的な修得平 11り放の

ti安をおおむね悩jたしていること

2 3年終 J’II、}に教職にl見lする利 ll （第 li<:）の「教職論J「教ffl原則 II」「教脊心｝ill学」

「教脊制度」［教科教行法」「近徳教官J「牡別活動」「教宥）jil<」「生徒指j§] 「教脊相，，炎」

を令て）役修してしヽること （ただし，｛，沿竹ヽ、ド校の免咋状のみの場合は，〗道徳教行」を除

く')

3 3年次に教ff‘)こ宵担‘liの指・導を受け，丈胄に向けた晶『続きを済ませてしヽること

2) 教宥実背内諮r・.紬きにつしヽて

教有実宵希叩者は，実習丈施の崩年度のうちに各191の出身中学校人は翡怜学校に教育‘)こ宵

を依頼しておかなければならなしヽ (II}細は， 3年次 4月に況明会を行う）

3) 教介‘に胄の履修は， 4年次 4月に発よする「教行丈胄生名約」の登載をもって昨 l)［する

が，登載後も指導を受けていない場合には，教ff‘)；i外の叶刈を取り消すことがある c

4) 教行実習費納人について
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教育丈宵牛名簿に登戟された者は，教育‘)こ胄費30,000円を納人しなければならない ま

た， •1文納めた丈曹骰は， J.，l！山の如何にかかわらす返遠しない 実習費納人）」法について

は， 4年次オリエンテーションで晶明する

51 教脊丈骨 ’ji• 前・ 'li後指導

1 敦宥実胄 ’li•Iiij指導

教宥実習に向けて，教有丈胄担‘’1教員により指導をfiう

期間： 4年次の 1~ ]月（実枷，，I111Jiにつしヽては，オリエンテーション時に説明）

2 教ff実胄'lt後指導

教介実胄終［後，教脊‘)こ胄担‘’1教Liにより｀教科ごとに指導を行う万

(II時および教辛等については、褐小により指ぷする）

3. 教育職員免許状一括申請について

l) 教脊職且免11,1•状の 1|1,，iti は，｝ゞ学から T•菜児教行委員会に•括して行う 叶1,1}';手続きについ

ては， 4年次のl(）月に況明会を行う なお，教行職員免昨状は＇斧業式 ‘9,'IIに父付するッ

2) 中学校教諭釉免咋状の IIInl＼を希叩するものは「介設等の休験」の，，止叫か必安である 詐

細についてはオリエンテーション時に況叫する

※教職課程に関する問い合わせ先→教務課
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学芸員資格

本学では，人文学祁1,q|：祭文化学科の学牛を対象として，学芸員責格収得のための科 1]を1}｝l，溝し

てしヽます 学芸llは， tり物館におかiLる＇＇，Jt| ＂l [lり職liであり，科学・ 1朴史・民放．）こ術・動柏物笠

各種のItlJ，物館に展小する脊料を内l"J的な知識に）よづしヽて収几・ 1呆竹・展ぷし，利）ll者に対して況

明・助， i'.指科を行し、，また，，｝ii）1f価究し，その他これらに 1月連した 'ji▲業に従’liします

人文学部の学＇／：ムは必修の 7科))15巾位を収得す1Lは，学卜の学位を得るとともに，学公ii責

格に必要なりt1立を得ることかてきます たたし，この 7利11は日川利甘てあり、卒業＇炭 1牛に必災

な単ぷ！：放にはり入されません

なお博物館実胄 I・ t,•り物館‘)こ沖I IIの脱修にば）こ胄費30,000円が必＇炭です

さらに実宵生の受け人れをお粕いする他物館の都合により．牡に柚物館丈やII]でば応溝牛の数

を制限する場合もあります そのI繁には，学芸員の職に対する仰I古］とした、し望を確認、したし第

2 ・ 3学介：ーでIt i}［学沖／論． 1,1,1物館概論． tしり物館学各畠・視聴‘此教介・教ffl)；［月II. Iしり物館丈沖II 

の仝単位を収得し終えた学生が，優先して博物館実牝IIIを1役修登録てきます

また， I'.叫 11山の］文芸員の職務を遂行するために相／心の内l"J知晶か＇炭求されます 本管では，文化

史・民俗学・名古学の分野9からの責格取得かllJ能てすか，各分野ことにつきに予ける科l1のiii位

を 2科 Il 8り叶立以上取得することを変叩しますc
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t県磨勿創刊‘‘;:'.:_:;_’;•L i 』県和し謂ikiを利•日

必

才‘ 

丁---- ．．-- -． —---••---•一— --- --•-~-----••一丁―--—•--•---•-―ー ・

＿、

利^ 1 1 本学 1}廿溝科 li 単位 1 履修年次

：／直‘札：間 1／ク直i観各11Hロロ
| 

-----L- --•一— --------- 、•- ------••---•—・・・- . - I -----―-

民 俗学

圏：概II--+J

ー・・

i1 i 学

術史
―” 

，、科学史

物 雌
． ●ー・ ・

学

．
 

デイア溢

概論
(-----—•-- •• --- •-

i 

文 化 史

泣、J

JI<'. 

ぢ

、、手

II 

・化
------- -----

牛物
,_________ --

II、•も
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学芸員課程行事予定表

1年次 ，、ヽ玖．．． 
ノー?l 

3年次 4年次

ー
~

学芸且諜程オリ エンテーション

1 | 1 h J'|  

・学芸ll,渫f＇j!
登録カード

捉出

・博物館実胄費納人

・博物館実習晶明会

i. t専物館実i)，11噌i指導

6 Jj 

！ 

: - -------

7 J J 

- - -

・希望丈宵館調介梨 ．tしり物館‘)こ習先，』間
捉lli ・博物館実習 (l週間）

・-・-------' 

村）］ 

9) j 

-—-- -＿＿＿＿＿＿ロー ー•----．＿＿---―---―-］

| 

IOJJ 

．一

•閲物館実胄レポート

捉！廿

l l) j 

-----••-•一―----I..•-----------―-•- -----

|． 4年4寸導物館実宵恨｛＇「会

•-•-•--——--: 
| 

12) J 

1月

2 J] 

3月

------------一• --•- ---• • --••- ---....l......--••-- ---•---• -

・博物館へ実習依頼 ．I導物館学芸員諜程

,l}送付 単位取得nl［明悶

（～り月頃） j 交付（卒業式）
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社会福祉士国家試験受験資格 I
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社会福祉士国家試験受験資格

（福祉総合学部 福祉文化学科伽祉経党学科）

I.社会福祉士とは

社会伽祉 1：は， i'I 会伽祉 t•り 1"J 職の川家脊格であり·ネ［公怜濯 I:J文ひ介JI位付峠I:l:i人によ ✓）て『し1JI

門的知識及び技術をもって．身休 1：佑しくは柏祉II：のI硲古があること人は以詞＇ i卜の坪由により ll

露't話を ‘i芹むのに文1；りがある者の伽祉に l¼Jする相談に応し，助 l i，指導その他の投助を行うこと

を業とする者」 (l,iJ仏第 .9条）と定義されている

社会礼叶l[［か働く職域と職種は，各釉杜会礼濯施設の指尊員． I［活文抜ii· 相［，炎且，相成機 l¼l

の相成員，公的機1月（児莉ttIIJ，炎所や祁濯 ’ji務所のケースワーカーなど），社公fi叶11協1人公のコミ

ュニテイ・ワーカーやボランティア・コーティネーター，介晶保陰'li業のケア・マネージャーな

ど多岐にわたる、

また，後述する社会fili祉援助技術現場実胄の実習先には該‘りしなし、か， I笈療機1月 (1尺燎ソーシ

ャルワーカー），ど人保健施設（相，，炎員など），判断能）Jかが l分な人泣をと投する成年後見訓）文

（成年後見人）などにおいても社会打闘I:l：は活躍している

II．社会福祉士をめざすには

礼会伽祉I：の賽格を収得するためには，本学でlKI家試験の受験責格を得た後．年 1|II]実施され

る[1;]家試験を受験し，合格しなければならなし、

礼濯文化学科と礼濯経背学科の学牛で社会伽祉卜をめさす人は，川家試験の受験脊格を得るた

めに，本学で厚小労働省の指定科IIを令て単位取得する必裳かある（衣 1を参照）

社会輻祉1:IEl家ぶ験の合格字は約30%という難杖lてあるが， 1年次から 191分1]身の学胄スタイ

ルに応じた1Il11lli的・効牽的な‘芥習を継紬することで，合格の可能I‘!［も閻くなる

また，本学には，社会福祉l：をめざす人達をと援する祁濯教育センター (A棟 l階）が設i悦さ

れているので，柏極的に泊）廿してもらいたい（，沿細は 119貞を参照）

指定科IIの版修については以ドの、1仄に留、立し、 l)i鳴としてllfJ溝年次に単ぷ「取得する必要がある

1. 衣 1の関連知識のうち，国家成験受験責格取得のためには4と5ぱ必す単位取得しなけれは

ならないが， 1‘, 2, 3については，その 3利廿のうち l科 ll以 l：を爪位収得することで[k]家

＂式験受験責格を収得することができる ただし，［k|家試験では，その 3科 Ilがすべて出題され

るので，国家試験合格のためには 3科 tiすべてを股修することが沼まれる また， 1と3のよ

うに，本学でそれに該‘りする科Hが 2科 Ilに分かれてIHJ講されている科目については、その両

方を単位収得しなければならないし，（例： （1の社会学は「人間と仏l,tl」と「現代社会溢」の 2

科日の単位収得が必要だということ）。
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2. よ1の知減領域のうち，川家試験受験脊格取得のためには（｝＼から9]よ必す甲位取得しなけれ

はならないが， 10, ll, 12についてはその 3科1)のうち 1科l)以上を 1|t位取得することで1叶

家試験受験責格を収得するこができる ただし，川家試験では，その 3利廿かすべて出題され

るので， 1hl家試験合格のためには 3科［］すべてを1復修することが望まれるヘ

3. 表lの技術領域については国家試験受験責格取得のためには， J3からl6のすべてを 1札位収

得しなけれはならないが，本学では 13から l6 まて，それらに該‘りする科甘が［と II の 2 科•日に

分かれて間溝されているので，そのIIり方を叩り取得しなければならない〉また， 14~16＼の科II

の履修については，それらが実宵閃連科Hであることから，別に定められている1復修条件を満

たす必要がある。その詮細については，各年次に行なわれる履修，品明会や現場実宵，，見明会で品

明するので，それらに必ず出席し，履修条件を満たすことが必要であな

4．実宵（社会輻祉援助技術現場実宵）の高手紬きや，fじ細についても，現場実宵汎明会において

況明するので，それに必ずIl'1／.1；「し，手続きのミスや遅れのないようにすることが必疫である。

なお，社会ネ苗札1援助技術現場実習の登録費は， 3年次が30,000円， 4年次が28,500円である

(2004年度現在）。
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III. 必要取得単位数（~ 1) 
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福祉文化学科社会福祉士受験資格取得予定者履修モデル（表 2)

．．． ．．．．．．．．．．．．． 

科 [l 群．
I 

1 年次 2 年次！ 3 年次 4 年 次
．．． ●●ー •-...... • -し----．．．．．．--•一•一•一••••-••- --―二—•--•一••一―•••一・ ・・・・

学科共通科甘群 I
（英諮）

4科ll 8単位必修
、．． ●ヽ●ー・ ・．．

学科共通科Ill詳且 この科l！群の中から 1単位．以 I・.
（情報人蒻E科tl群） 選択必修

”..．．． 
学科共通科ll群皿 この科tl群の中から10単位以1-
（総合科[ll詳） 選択必修

が^ ●―- ．.. ‘^ ー ・一--• ! 

専門基礎科lI群

専門科日群 I
（福祉総合科日群）

医学一般④ 介護概 論 ②

人間と集団② 社会生活と法② h-—関連知識領域
日本国憲法②

．――----------L - - - -- - -

濯濯文化概論」「祁濯文化研究の
)j法」（必修 4車位）を含む14以

ト選択必修

社会福祉原論④

高齢者福祉論④

児童福祉論④ |4一知識領域
障害者福祉論④

........ -------------

22単位以上選択必修 I 量取扇議犀濯—-~

-- ------ - _, 

心理学④ ： 

---------

この科ll群の中から20単位以卜選択必修

．． 

--------------- -- --------

現代社会論②
［ 会）・ ，

◄ー一．—-関連知識領域
--- --- - -

遮訳必修 I この科Il lftの中から20単位↓')、 1̂．選択必修
--、-------- --- --̂ ---- --- - -＾一—--------‘”------------------------

専門科ll群＼ア ）い礎ゼミ I )店礎ゼミ II fl叶11文化ゼミ l 福祉文化ゼミ II
（演胄・実習） ．――- ---．．. 

991立以 lこ選択必修 ＊卒業のためには，他にこの科I-llti'：のIドから 8叩 19/：以卜選択必修のこと
―-------------＿―↑ -̂ - ------------ -- -- - -- -- -- --- -- -- - - - - ----- ----------- - - -

人文学部および経‘i恥l礼報学部より ll爪位．以 I．．選択必修

ii 1立
--

累 柏 iit1立

41 

82 

---------------- -------------

, 29 
. 

111 

汁）網掛け科11は，社会伽祉1:［1il‘ぢも式験受験脊格収得のための指定科廿である

それぞれ，関連知識領域， 知識領域， 9紋輯閑員である

15 

126 
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福祉経営学科社会福祉士受験資格取得予定者履修モデル（｝ぃ:-::)

fl 11 /ff 
．．．． 

学科］し通利 11lff l 
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このfill!i!0)11！から（i州位以 I．．選
択必修

病と医療 I⑫ 介護概 論 ⑫

病と医療II③ 人間と集団⑫l | ◄ 関連知識領域

現代社会論②

この他に 1ソーシャルワーク，直
を必修

社会福祉原論⑭

高齢者福祉論④

児童福祉論④

障害者福祉論④

社会保障論④

1 介―^ 次
----------

◄ -＿一知識領域

この利ll lfiの中から 12爪位以卜^選択必修
ー・ ・

この利ll 1作の中から必修科IIを含み］2り叶立以 I,
選択必修

この科II群の中から必修科IIを含みl8りt1立以卜且選択必修

),I;礎ゼミ I ），昇礎ゼミ Il

ー・

ゼミナール l ゼミナール II

この利•I l./tiのIドから必修科IIを含みl()単．1立以卜̂ 選択必修

指定された科II群より修得した科目以外に，以 Î^の科tl群もしくは，
伽祉文化学科，紆‘,；；「佑恨学部，及び人文学部の科IIより 22爪位以 1:
選択必修

介:-〉欠単 fi：汝文 11 35 29 
• -．..  

身{f孔単 1立娑父 11 76 105 
．．．．．．．． 

注）網掛け科flは，村公伽祉 1:1"]家ぶ験受験責格収得のための指定科llであるし

それそれ，関連知識領域， 知識領域， I段栂鍼軌である。

21 
----

126 
●● •— 
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8本語教員を H指す人のための科H

II本，翡教行とは． II本人か似i校まで受けてきた11cl,,/i教介とは沢なり．外11e1人に外1叱翡としての

II本晶を教えることです 11本人だから 11木晶を教えるのは酋］爪だと息しヽがちてすか，丈I象はそ

の反対て， 閻疫な内l"J欠II,，設が必＇災とされます グロー Iヽ ルな視，r,]［から l1 4勺翡を分析• i1兄明するこ

，
 

レ） II本の文化・礼公を，砂(Jfj芹のなしヽように紹介すること． fぷ々な1'『以をもつ外J1il人のグループを

適切に指導することなどの能力が求められます

II本，，｛｝を学ぶ外lfl人の数はこの20年ほと附えてしヽますか， II本，，｛「教訓iのホストはあまり附えて

いません そのため， 11本晶教I9:1|Jになるのはけっして容易なことではないのです 川外で II本，翡・

を教える 11［能平I:.場は多様ですか， 各人が「1分の追を1}廿拓しなければならないことか多く， f I本

晶教師になれたとしても，期限つきてあることか許通てす

それても II本晶教帥を II指すことは紅義かあります II本晶を外からなかめることで1Kl|：祭感‘此

かみかかれるからです また， 2000年 3)]以降，；li」1文か変わって，従来のようないり攻， 副 Iヽり攻

といった内門的義成かおこなわれなくなった分，

なれるチャンスが附えたといえます

やる気と努）Jしだいで， だれても 11本晶教帥に

現時、1仄で［よ， II本晶教帥にはl蒻讀格（免咋）はありませんが． 2000年 3月に文化）『・ 11本議

教且義成に関する調介価究協力公晶によって「日本晶教介のための教員峠成について」 という恨

；りか出され， ド図にボすような IJ本，翡教且鈴成において必要とされる教ff内容がぷされました

それに従って，次ページに本学の間設科llから具1本的な科liを載せてあります この衣を参名に

して， I ~ ＼アの1虹域にわたる多様な利廿を／復修してください

II 
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妍たにぷす教有内容の1肌域・ 1;,(．分と
コミュニケーションの関係図

‘‘ヽ

社会・文化に
係わる領域

＼ 

コミュニケーション

教育に

係わる
領域

W 
言語と教育

一

／
 x

 
[
 

]＇ 
¥

｝

～

 語

]
i

">

＼
 

―-U
¥

 ＼
 

＼
 

＼
 

＼
 

＼
 

＼
 

・
地

会
・

ー

＼
 

ヽ

社

化

＼

＼

＼

ー
,
 

•• 
,.,． 

,
9ー

,
'
1
 

., •• 
9

_

 ＇ 
ー

＼
 

理心ー
m
と五

口"=＂ 言



11本99什教員を II指す人のための科11 285 

日本語教員養成において必要とされる教育内容と本学における対応科目

（人文学部：国際文化・国際交流学科）

飢域 悩 分 1 学科共通科ll lff 専門陥礎・専l"］関連科ll群 i 
●● ●●—•一→一—.—・—--..．..------- •--• ••---•--• -------- ---- -----、--—-•-• t-••---.．＿_ ＿＿ ---- -----•- -- -•——-- ••—-• I 

i卜［会・ 1 地球文化高 I II本の歴史と文化 •llt 界の歴史と文

文化． Ii (日本と Ill:界の＇化 (I}り汀＇：） （東汁＇こ） l l本l11憲法 文

地域に ，'文化） J I U 化交流史 I(日本：アジア） •II (IJ 

閃わる ！ l叶際総合，溝9侶II i本：欧米） ll叫 trl攻文化 1j米比

領域 （日本文化） ！較文化 II欧比較文化 日本文化概

人間研究 I 論 ll本文化史 日本文学概論 l]

| （人間と [l然） i本の歴史 H本の息想 II本の文学

I • II 11本・日本人論 LI本文術

史 日米比較文学 l_1欧比較文学

海外文学受容史 近代l]本とアジア

I ＇' 中日と日本 I・ II 日本とヨーロ

I社会 i ッパ 現代詩歌伝統生活文化 II I 

文化 |本の社会 I Jtt界女性の I'l己表現
-- ----- ____,  ______  - -- - - - - - -—+ ー・ • ---•-- -•---------------- --------

地域 i人間研究1I1 （人；国際ボランティア溢 地球社会の人

| ＇間と文化）咲掠） I !HJ観 l-k]際父流・協力概ふも1¥(~J：界）

地球文化論IIII.・ B (II本） C （アジア） IEll祭交

（民族と環境） 流・協力と法 lk]際交流・協力実践

の）j法 II本と北米 日本と中南米

H本と東南アジア hl際機構論

N G o,1倫 lEl際技術協力論 l囁祭社

会公正論 開発と女性 [I:.j際観光I}廿

i発論 異文化交流とメデイア
l _ •- --—-—-- -―--• ----•- --•..` ^---- - - • 

ー•.．- ---....~ • 
I l1本晶と文化社会げ語学比牧文

学論 文化人類学文化人類学 I・ II 
....•—---- --- -

＇ふ沿コミュニケーション薗 非ふ讃

1, コミュニケーション論 女‘i"I．と j<現

囁i祉文化学科）
- ーー・・・•-? - - - - - -

翻，J(の）店礎 通，Jりの）長礎 翻ボの技

i、法 I・ II 通』げ）技法 I・ II [ti] I際

コミュニケーション文践の）j法 lL| 

院コミュニケーション概品 現代コ

I ミュニケーション概論 liil際コミュ

lニケーションとメデイア

| IIt界と日本
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I I 

II i, î[1打使jijと社会！
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，温渭憎の過杵
-- - -----

, i. 99{i胄得•発泣

児文化則解と心

即

, ；ム 11 h教官法・＇）こ

曹

異文化間教有・

コミュニケーシ

ョン教行

、、Jヽ ；：平l• J し j直 fI• I l lil' 

1訂恨メティア，i倫

91訂恨メデイア

l i識教脊どl•1冒li l・り噌 l II マ

ルチメディア表

現油曹

I J'1i{}の構造舟＇之

II本，轟の構造

J î 1 1什研究

， 

コミュニケーシ

ョン能）J

l 
-．、-• -.  --．．-•-. t.-. .-• 

.． 

r、り¥"J)よ紐楚． rヽ¥i1nJ.＇，り1"l1見l辿科 Il l罪

｝＼間］、じJ川 (f j]［かしj川）
.． ー・ --

発辻心則学

異文化間コミュニケーション，孤tr I叶
伽釘察とコミュニケーション lkl|：祭

人間関係高

| l 4ぺ晶教授社、＼ （謹仙） II本晶教技

社；＼1 (孝文j文社、） I l イメ II{t 孝文 j受社~\'II （i貨
胄） コミュニケーションインター

ンシップ

lし］I象学公交流高

I J 1こ，畠孝文j支社；I¥'(孝文iオ・孝文！ ！^11倫） ，h'i 

恨処則システム人l"J 柏恨検索人1"l

伯恨竹即人l"J I叶際コミュニケー

ションとメデイア れ'j恨メディアリ

テラシー］． II
.． ..-• - . ． ... - -- ―ヘ ・・・ ・ ・・ ・・一．．

心h学概論 東南アシアの rj』と文

化 東北アシアの， i晶と文化

1 ll本晶‘ヽ芥概，倫 ll4ふ翡表現仏 I (表

9Jじ・文仏． LL) 日本閲教授法 l

（介声） 1 1本晶教授法 Il(llli_、他） l l ! 

本晶教授法Ill (文法）
•. - -.  - ~.. -- -.  

i, ih{iと論雌 r i-ll{｝文化研究の力-法

日本晶衣視仏II(文,・;,i） II本[1化人現

法1ll（溢文作成法） 文学 コミュニ

ケーション概論
------ ．一ー、 ．．．．  ． 

II本晶衣現法I¥T(!J‘J』 91倫法） 1 1 4%{t 

災晶 第^ 上外l.hl，れ アナウンス技術

論

渭渇〕

(1) 「I!木晶教授法］ ～＼，1[」は， l-K］|；祭文化学科では．「lIIl科tiである

(2) 「女性と文化」「児文化交流とメディアJ「h'i恨メディアリテラシー I・ II」「文学」

「コミュニケーション概溢J「アナウンス技術論」は，他学部の利廿である。
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城西国際大学学則（抄）

第 1章 目 的

第 1条 城1JLj[1ij|；祭）、学（以 l‘̂［木学」とし、う）は，教介），し本社；ヽ ltびに学校教ffi人の‘}じめるとこ

ろに従し、，広し、分野の知識と深し ‘',1JIVりの学：f府を教授{iJi究し，知的，追徳的能力の油義をはかり，

もって 1叶家礼会に貞胤し胄る人材を氏成するとともに，｝、｝乳文化の発展に‘岱りすることを 1]的

とする

第 2章学部及び学科

第2条 本学に終怜11り恨学i,i|；・人文学祁・ fi！H1l総合学祁・薬学祁・メティア学祁を ii’i：< 
2 Iiij岨の学名11:こ次の学科を iiり＜

系f‘,;;t1•1り恨学 i・；IS 総合経貨学科

人文学 糾 lI.-］I尿文化学科

l1sll際交流学科

伽祉総合学，＇，； 1; 伽刊文化‘、Jゞ：科

伽祉ム廂f‘i：，＇学科

疫 学 祁 l笈燎薬学科

メデイア学祁 メティア‘伯恨学科

第 3章 修業年限及び収容定員

第3条 本学の修業年限は 4年とし、在学年放は 8年を超えることかできない

第 4条 本‘‘-i:：各学i,’品の収容定且は次のとおりとする

9

↓”̂ 
、
J‘

‘ 編人学定員
I 

合/; 学 科 人学定li 
（第 3年次）

収容定Li | 

-- ------

糸f‘i:t1、1＼ヤIF?名［； 舟危：｛r皐f‘i:i'‘]：:｛斗 500名 20名 2040名
----- ---- ---- -- ------ ----- ------- --------―- -―----―――- --―- --——--~ ---------------—十―--――--- -----

lk] I繁文化学科 180名 720名

人文学 祁 川際交流‘ヽ芹科• 180名 10名 740名 ー］
•• 

ネi,111!:糸伶｛↑‘予'.i,jl; 伽祉文化学科
]80名 10名 740名 I 

怜iネI1経‘袢学科 18(）名 10名 740名
i. .•--• → •--• •- ---• --•- 1 

3本9 '9,; ・ 学 部 l欠療保学科 180名
720名 ］ ------------1 —• 

メディア学部 Iメデイア柏報学科
I 

180名 5名 730名



第 4章 職員組織

第 5条 本学に次の職員を骰くっ

学長

閥学長

教 授

助教授

溝 師

助手

1i務局長

'.ji・務職員

技 術職員

2 1lfi項の外に必要に応じて他の職員を置くことができる。

3 職員に閃する規定は別に定める。

第 5章教授会

J1戊11り［ 叶1:~: ）< ‘ヽ芥‘ヽ；：：し!IJ( Jj; ) 289 

第6条 各学部に教授会をi悦き，それぞれ所属の内任教授をもって組織する。

2 学部長は，学部教授会を招集してその成長となる。

ただし，学部長に事故があるときは，学部長が予め指名した者が議長を代行する。

3 学部教授会が必要と忍めたときは，所属学部の助教授及びその他の職員を教授会に加えるこ

とができる。

4 学部教授会構成員の 3分の 1以 l̂^ の要求があったとき，学部長は％該学部教授会を招瓜しな

ければならなしヽ，

5 学部教授会連‘常に関する規定は，各学部において別に定めるし•

第7条 教授会は，次に掲げる'1.f.項を審成する

I 1 教脊及び研究に閃すること。

12 教宥諜利及び授業に関すること。

3｝ 学生の人学及び退学に閃すること。

i4 l 学I|•`．の試験及び卒業に関すること。

i5! ‘ヽ和1-．．の補導及びtt:’9,1］に1月すること。

心 教授，助教授，溝師及び助手の候補者の推附並びに退職に閃すること。

i 71 その他学長の諮間に関すること

第 6章 学年・学期及び休業日

第8条 学年は， 4月 1日に始まり翌年 3月31l lに終わるっ

第9条学年は， 次 の 2学期とする，、う

前学期 4月 111から 9月30IIまで

後学期 10月 111から翌年 3月31日まで

2 1ii国の規定により年間の投業 11放は` ）瓜廿ljとして定期試験笠の II数を含む35週とする。
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第10条 休業 11は，次のとおりとする

1，l l l lI1'i'II 

i2. [1、_]民の祝llに1l[lする社、1|］: （ll{｛和23年社、{I'第 178り）に規定する休II

i3 月Il{î19止念 11 1月:Z81I 

i 1 ｛卜其IJf木閉~ :l J]'.? I 11カヽ ら!JJ 1011まて

[5 夏 期休業 7 J J I 11 lから 9J] 1011まて

6 冬期休業 12月2111から悦り IJ] IOI Iまて

2 ‘]と」こば必＇炭により Ii詞l第 1りから第 (iりまての休業 11を変史しあるしヽはJ:i篇1月に休菜し，人

は休業 IIに丈験・丈胄・油胄笠を，，児することかできる

第 7章授業科目及び単位

弟11条 投業科Il I よ｀学科」し迎科 I! 訓• Iりl"J)よ礎科 ll ltl'• I、1/l''JHl!/t¥'・牡設科 ll lfl.. ［ I I l I利I! /tr 

及び教識に1月する内1"］教育科I!とする

弟12条 前条の科I!は｀必修・選択及び1fl| l l科IIの：｝柿とし、講義・油宵． IIII¥．99ん・丈験及ひ‘)こ宵

により行う

第13条 各授業科llの爪付数は. I単位の投業科llを15時間の学修を必裳とする内容をもって構

成することを札＇りりとし彎 J羹業の）」‘i人に応じ｀ヽli,J糾受業による教行効翡授業II、]I:l]外に必＇炭な学

修等を名應して，次の）よ準により爪位放を，，1符するものとする

! 1': ,;,附義及び演胄につしヽ ては， 15時間から3(）時間までの範l}tlで大学が定めるIlか間の投菜をもっ

て］単位とする

i2 実験、‘)こ曹及び実技につしヽては， 30時間から45時間までの範圃で）ぐ化が定める時間の授業

をもって 1凩位とする

2 liij川の規定にかかわらす，卒業高匁卒業'，{iJf究，卒業製作方の授業科l1につしヽてはこれら

の学修の成果を 19ヽ 「仙してり叶立を投りすることか適切と，忍められる場合には，これらに必災な学

修Aヽ りを名磁して， 平｛立数を定めることができる

弟11条 各学部におしピC|｝｝］はする投業科 ll及ひ爪位数は，別人2のとおりとする e

第 8章 履修規定

第lS条削除

第16条削除

第17条削除

伶18条削除

第19条削除

谷~20条 学科共通科目1fi．しりl"J}よ礎科llltI-．tりl"J科H群及び牡，没科Il群の中より，各‘学i,il;•学科

所定の投業科tl及び所定の爪位以 l：を）役修しなけれはならない

2 他の学部人は他の学科の投業科I!は， 19乍II」を得て）役修することができる

第21条 脱修する投業科目は， 11)学期所定の期間に登録しなけれはならない。

弟22条 単位の品定は，＂式験によって行うし
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ただし，授業科甘の種類によっては，他の力礼:によることができる一

第23条 ぶ験は，定期試験及び臨時試験とし，定期，式験は学期木人は学年よに行う。

第24条 いずれの授業科llも，授業llーが放の 3分の 1以 I．．欠靡した場合には、 Iヽi該授業科[lの受験

責格を失う)

ただし，納気又は正‘りな坪由による長期欠）常の場合には， 1.•年に名慮されることがある．つ

なお，この場合には別に定める追試験を受けることができる

第25条 各授業科 llの成績，；平価は， A・B・C・Fで表わし， A・B・Cを合格とし， Fは不合

格とする

第 9章卒業及び学位

第26条 卒業責格を得るためには，本学に 4年以上在学し，学部・学科の定める授業科日のなか

から，経‘i芹情恨学部は124凩位以!・.,)＼文学部は126単位以上，福祉総合学部は126爪位以上，

薬学部は131iii位以上，メディア学部は126単位以lこ修得しなければならない。

ただし， 1＇l廿l科 l.lのりt位は，卒業に必要なり叶立数には稔人されない、

第27条削除

第28条 卒業責格を得た者には，卒業iiiE内を投りする。

経‘i的情報学部総合経管学科学1:（経管情報）

人文学部国際文化学科学•-f•: （lk||：祭文化）

国際交流学科学七 (lkl際交流）

福祉総合学部伽祉••文化学科学l: （福祉文化）

ネ晶 祉： 糸洛 ‘tt 、予： 平I- ‘ヽ.;:」： （ネ晶ネl十糸f’闘~）

-，マオtiミ’ 学 部 l矢 療 :本tk▲^  学 科学」： （阪療薬学）

メデイア学噌11 メディア、情報学 科 学j: （メデイア情報）

2 学位の授りについては．本学学位規利に定めるところによる。

第10章 入学・学士入学・編入学・転入学・留学・休学及び退学

第29条 人学の時期は，学期の始めとする，万

第30条 学部に人学することのできる者は，次の各けの 1に該‘りし，かつ本学が行う選抜試験に

合格した者とする')

1 ,i.9:j怜学校を卒業した者

2 通常の諜利による 12年の学校教行を修 j’ した者

3 学校教脊法施行規則 (11{｛和22年文部省令第11り）第69条の規定により， 1＇，閤等学校を卒業した

者と 1IIl等：以上の学）Jがあると［，忍められる者

すなわち

II I 外lE]において，学校教育における 12年の諜利を修［した者，人はこれに準ずる者で文部

科学KI:m指定した者

:2 文存11科学大1れが，り膚学校の II児杵と lll]‘りのII児利を介するものとして認、定した在外教有施設

の‘li該諜利を修J’ した者
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13 文祁科学人1:,•の指定した者

i 1 人‘、J・；：人予責格検定規利 (II/Hll26年文i・；|；省合第13り）により文部科学）ゞ1;,• O) 1 jう大学人学

責格杓ミ9じに合格した者

15 その他）く学におしヽ て，札l団の年令に心し， 1'贔等‘芹校を卒業した者と 1nl等以卜の学）Jかあ

ると認めた者

第31条 人学をぷ1.1'[［する者は．本学所定の『紐によって1翡＇｛し、出るものとする

第32条 人学を咋11Jされた者は，門約内を沿え， 1叶応の期 11まてに人学『・・紬を完 j’ しなければな

らなし、

第33条 本学に学 l：人学．他の大学から本学に編・加、人学． J...は学内におしヽて胆祁もしくは似利

を希沼する行はその学祁に欠員のある場合選どによって，19|II［することかある

ただし，その時期は，学年の始めを/};』|」とする

2 他の人学へ胆学を希吃する者は｀所属学祁lヽに加、学粕を捉出し，学lこのl1,1：［りを得なければな

らなし、

第31条 ‘.Jヽ：： I:人学，編人学又は胆、人学を，,1叫＾された者の本9、J.：：人学のだめの，1行「：紬は．第32粂の規

定に州して行し、｀かつIiり大学におしヽ て1復修したり叶立の修得，証1月，りを捉出しなけれはならなし‘

第35条 学 1：人学，祖• 11り、人学，又は似祁した行は，その学部に 2年以 I・．在学しなけれは卒業す

ることはできない

2 学 1：人学，編・他、人学， 又は他、［i|；に1月して．本り各条に規定しなしヽ'ltJllにつしヽては別に定め

る細則による

第36条0)1 教fiI ＾・イi 益と，忍められるときは， 4く学が協定， J... は，忍定した外日の大学の技業利•II

を版修することを，；『 lI［することがてきる

2 iii」川の規定により修得した爪位は． 30り叶立を超えなし嘩i|Jtlで本学において修得したものとみ

なすことかできる

3 tiiI 2坦の規定の‘)こ施に1月し必要な 'li坦は別に定める

身~36 条の 2 教ffI..h益と認められるときは．学牛か本学に人学する前に，他の）ゞ学J...は知期）く

学および知期）ゞ学・ 1バ'i〈i＼しり門学校の専攻科におしヽて1役修した投業科目につしヽて修得した単位

を，本学に人学した後における投業科IIの1役修により修得したものとみなすことかできる

2 教ftI：イi益と，，忍めらiしるときは， tiij項の規定以外に文祁科学）ゞIhの定める学修をおこなった

場合，その成果を本学における授業科llの）役修とみなすことができる

3 Iiij 2 項の規定により）役修した授業利•II について修得した単位は， 30 爪位を超えない範間で4\.

学において修得したものとみなすことかできる ただし，編人学，転学容の場合については適

川しないものとする

第37条 病気その他やむをえない1叶hにより，引きつづき 3か月以!・.II¥ /,'i'i'することのできない者

は，その加11を，」［明する，l；類を沿え， 1呆，，l[人連署のうえ学長に願い出て，その，］乍11」を得て休学

することができる

ただし，休学期間は 1年以内とし，史に休学を＇炭する者は， tiijJilにより，i,1：11Jを得て 1年以内
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に限り休学することができる。

2 1木学期間の通算年限は 2年とする。

第38条 休学者は， I且直IJとしで芹期又は学年の始めでなければ，復学することができない、

第39条 休学期間は、在学年放にり人しなし＼

第40条 病気その他やむをえない＇廿 l’liにより，退学しようとする者は，その1月打をIIll:rリ］する汎類

を沿え，保IIl|：人連署のうえ学長に退学粕を捉出して， 11,1渭」を受けなければならない。

第41条 ll:、りな＇］月 11で退学した者が‘11該学部に再人学を、と咆したときは，選ぢのうえ昨II［するこ

とがある

この場合は，既修投業科IIの仝部人は予品について｀廿J:rf立修を命ずることがある。

第11章 入学検定料・入学金及び授業料等

第42条 人学を、よ叩する者は，第31条に定める手紬とともに別jく1の人学検定料を納めなければ

ならない

第43条 人学を 19,1:II［された者は，第32条に定める手紬とともに別表 1の人学伶及び授業料ならび

に施設設伽費を納めなければならない方

第44条 授業料は，りJIjlぐlにより ，1月及び10月の 直JJに分けて納るものとする，ただし，年額を

もって括に納めることができる、

2 施設設備，{1-fは，別表ilにより指定された期 1]までに納めなければならないっ

第45条 •1文納めた学費は，＇れ由の如何にかかわらす返遠しない-

第46条 倅学を命じられた者は， 1が学期間中の授業料及び施設設備費は納めなければならない。

2 休学を叶11Jされた者は，休学期間中の授業料及び施設設備費の半額を免除する、

第47条 投業料及び施設設備費の納人を怠り，粁1足を受けてもなお納めない者は除紐する 3

第12章 委託生・外国人留学生・帰国生徒及び社会人学生

第48条 11、1人は公共団体から、 •定のイ「学期間と履修科 11 とを定めて人学を委ll.［された者は，選

名のうえ委，iut として人学を 11,1•11［することがある

第49条 委，1［！1-^の人学責格は，第30条の規定を準川する

第50条 委，＇［小として 4年以 jこ在学して，学部学科の教行諜科に従って授業科日を1役修し，所定

の単位を修得した者には卒業llll:，りを授りする，

第51条 委，＇［小の投業料その他納付食は別人 1による

第52条 外114人学生の人学及び転人学については， H本人学牛に1見］する規定を派用する．、

ただし，講義を且1！解し得る利度の II本晶の能力を必要とする、

弟53条 委，！［！ト・外[1、.j人貿学It.J愉ll:VI・` 孤及び社公）＼学生に 1月して，本亨各条に規定しない'Ji-坦

については，学部学牛に I½］する規定を準川するほか，別に定める細則による

第13章科目等履修生

第54条 学祁の授業科11のうちの 1科11, x. は数利• | 1の）役修を希叩する者に対しては，科11笠l役

修牛として人学を咋 II［することがある

第55条 科11等）役修牛として人学できる者は 1役修するに足る能力があると，，忍められた者とする;
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第56条 利 lI笠寸役修小として人学を、と1）}llする者は， 1叶定の出IJH[,1}飢に履修しようとする投菜科 11

を叫載して，学期人は学年の始めに）翡＇［し、 1,1,1るものとする

第57条 利• [lぐり1復修I卜.は，股修した授業科tlにつし、て試験を受けることかできる

2 1)ij唄の試験に合格した者には，その投業科Ill叫定の車｛立をりえる

3 利•1 l笠履修Itとして在籍した期間は．化規の』｛T．の介学年放に換筍しなし、

第58条 科 11'ヽが1役修牛の投業料その他納付金は．別人］による

第59条 科 ll等股修化に1月して本 i芥各条に規定しなしヽ ’ji.Jllにつしヽては．学部学りに1月する規定を

準）Ilするほか．別に定める条lllt!IJによる

第14章研究生

第60条 各学部におし、て．牡妹な研究に従’jiしようとする者に対しては．仙究牛として人学を 11,1：

＂［することがある

第61条 研究牛として人学することのできる者は．その学祁において．選どのうえ適‘りと，忍めら

れる者とする

第62条 研究生として人‘、J‘;＇を心源 J.［する者は． I奸定の出椋l'［汎類に，研究題Ii・仙究，；l11l1iを晶載して

顧い出るものとする

第63条 研究牛の介学年限は］年とする

ただし， ’ji伯によっては．期間の延長を願い出ることができる

第64条 研究生は．指導教且の指導に従って，価究に従'liするものとする

2 研究牛は，指導教員及び担任教員のIk,；打を得て，学部の講義・丈験及び演宵に出），盾すること

ができる

3 研究牛として相‘りの成粕をぷしたと忍められる者には， h）［究[Il「明，りをりえる

第65条 研究牛の授業料その他納付伶は，別｝ぐ lによる

弟66条 研究生に閃して本収各条に規定しなしヽ'li瑣については，学部学生に関する規定を lヽ｛りfjす

るほか，別に定める細則による

第15章賞 罰

第67条 次の各りの 1に該‘りする学生は．教授会の議を経て学長が表彰することかある

！ 1 ¥ 品行・学））ともに1斐秀な行

¥2 篤行のあった者

第68条 学且ljその他，本学の定める滸規則を守らす．学牛の本分に反する行為のあった者は，教

授会の議を経て学lこが懲成する

2 懲戒は，JII告・停学及ひ退学とする

第69条 次の各りの 1に該‘りする者は，退学を命ずることかある

(l Vl：行不良で，改神の見込みがないと晶められた者・

(2! 学業を怠り，成業の見込みがないと忍められた者

(3, ＿l卜..‘りな則由がなく， II1)甜常でない者

(41 本学の秩序を乱し，その他学生としての本分に反した者
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第16章 教育職員免許状取得のための課程

第70条 本学に教有職員免咋状収得のための諜程（以 l‘→「教職課程Jという）を附く，

2 本学において責格の収得てきる教行職員免n午状の神柏及ひ免91,l教科は，別表 (3の 1) のと

おりとする

3 教員の責格を得ようとする者は第14条別jjぐ2に定める，教科に関する I、1J1|．＂]教脊科甘のほか

に教職にl叶lする専門教行科llを履修しなければならない ．． 〕

4 教職に1月する専門教行科11及び平．位数は，別表 (3の 2) のとおりとする，う

5 ,i詞の内1"l教有科Ilは['JII I『I・ LIとし，卒業に必要なり叶立数に加えないぐ＼

6 教職諜程／役修細則及び教職諜程の述‘酋に関する細則は， 1）1jに定める。

第17章 学芸員の資格取得に関する課程

第71粂 本学に学芸員の責格収得に関する諜程（以l‘-「学芸員諜秤」という，）を岡く。

2 学芸且諜程！復修細則及び学芸員諜程の述‘常に閃する条Ill且ljは，別に定める．）

第18章留学生別科

第72条 本学に留学牛別科をiiりく、万

2 1iri項に次の課程を設け，学牛定員は次のとおりとする。

日本文化 l‘jji修諜利 30名

I J :4ゞ rlti、I、し［修諜禾'i 40名

ビジネス・、情報専修諜禾'i' 30名

3 留学牛別科に 1児する細則は，別に定める。

第19章図書館

第73条 本学に図内館をirtく。

2 ［~1翡館の行刑述‘iぷその他必要な'li項は別に定める。

第20章公開講座

第74条 本学に公l}ll991附kiiを1}ll設することがある。

2 公間溝9枢に1月する規程は別に定める，う

第21章雑 則

第75条 この学月ljに特別の定めがあるものを除くほか，この学UIJの実施の手紐その他，その快行

について必要な細圃は別に定める

第22章改 正

第76条 この学ilIJの改正は，且l!’li会の，，義を経て即'li長が行う）

イ寸 ll lJ 本学t!ljは，平成 4年 4月 l[ Iから施行する万

付 U Il この改正は，平成り年 4)ll 1 1から施行するっ

1寸！！LJ この改正は，、「成 6年 l)」111から施行するの

付且lj この改正は、平成 7年4月 111から施行する。

1 J ^ 廿IJ この改正は、平成 8年4月 lIIから施行する。

1 J [ I ll この改 l［は、平成 9年4月 l11から施行する，
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付則 この改l［は，平成10年1月111から施行する

付 l ! ll この改正は，平成11年4)ll l lから施行する

付 廿lj この改正は、平成11年9月111から施行する

付 廿1J この改正は，平成12年1月111から施行する

付 ! ！ l] この改l［は，平成13年1月 II]から施行する

1寸 且ll この改正は，平成14年1月1| lから施行する

付 lllJ この改正は，平成15年1J J 1 I !から施行する

1,j 且lj この改l［は，平成16年4月ll lから施行する

付 且lj この改正は，平成17年4月l[lから施行する

別i<(1) 入学検定料・入学金及び授業料等

科 II笠／役修 't I ＇ 、j:，9卜柿7JIj―、;9 [ 9 1 |; 、;≫ I I 
JiJf 究 'I: ＾ 

． ．．．．． ． ．． ． ー・ー • - I 

I‘、[’：納 i：： （委，9『|ムを含む） 本学卒業生 本学卒業’I•以外
．． .．．  ． ．． ．． ．．．． ．． ャ・ ．．．．． ． ．．．．  

| i j I l l l l l | l l ! 
人学検定料
人学危

35,000 15,000 5. 000 25,000 

廂f‘,；；；；'「I]恨学 i.i[；
人文学部
ネhi｛礼糸怠{¥'、}i,;［5 
薬 学 i.i|;
メデイア学部

300.000 
300.000 
300,000 
400,000 
300,000 

100.000 
100.000 
100.000 
300.000 
100.000 

授業料
糸怜‘汎＊、1．1り、［l｛、"f:;';[, 770. 000 270. 000 
人文、、戸部 770. 000 270. 000 
ネii,fI)： 糸伶 {r 、、ド ;';[, 770, 000 270. 000 
薬学部 1,430.000 715,000 

l iit位しこ1,j
10,000 

（各学部共）

30,000 

l叩立に付
10.000 

（各学部共）

30,000 

（注） 1. 日本l叶外から、と望する外11;．1人留学牛につし、ては，人学検定料を減額することかて

きる：：

2. 人学試験区分ごとに｛胆飢を希望する者には，人学検定料を減額することがある

3. 委，＇［牛の人学金及び投業料は， f定介学期間及び／復修授業科ll数等4こより減額す

ることがある

4. 研究生のうち本学卒業牛については，人学命を免除し，授業料も減額することが

ある

5. 研究Itには， iiJf究内容等により必裳経費を別迄負担させることかあるし

6. 施設設備骰は， 卜詞」のとおり納人するものとする C.

初年 1文後期 (l0月）に納人

次年度以降 前叫 (4月）
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学友会規約

第 1章総則

第 1条 本会は，城 l)り 1―Iil 際大学学友会と称し， 4対品を T•策県東金市求名 1番地，城l]り国際）ゞ

学内（こiFi：< 
第 2条 本会は，次の2神の会且より構成する＿

(1) 」］→^．会員

(2) 怜助会員

第3条 ＿11:．会員は，城l！り国1界大学の令学Itとする

第4条 賛助会員は，城西l-KI際大学の即'lilこ，しり務即札教且，職員並びに父母後援会役員

とする、9

第5条 鈴助会員の本会における地位は，本会の健令円滑な述背のための助，i．者又は協力者

である、万

第 6条 本会は，会員相［［の「li・｀．的泊動により，学術および文化・体育の向l：を図り， 1井

せて会且朴ll［の人格の，凋揚を指向すると共に，本学の発展に脊することを H的とす

る。

第 7条 l項 本会は，前条の II的を迂成するために以ドの機閃を設置する。

（］）学友会連絡協議会

(2) 学友委員会

(3) 学術団体委員会

(4) 諜外活動委員会

(5) 学術団体顧間会

(6) 諜外活動顧間会

2坦 1:ll・山連‘i:『機1月の規約は，別にこれを定める。

第 2章役員

第8条 l肌 会長は，学長とし，会務を総括する。

2 Iil {1,1lj 会長は，舒‘i判•,＼報学部此人文学部長， 1i務局長の 3 名で構成し，会長の援助を

する また，会長が職務を遂行できない場合は，その職務を代行する

3坦 名脊会長は即’lilこ，名脊闊1J会」<iよ内務且ll'liとし，本会を統括する

第 3章会計

第 9条 l川 本会のと出は， 1[会員の納人する会費援助金，父鳳後援会助成金，寄附・金，その

他の収人をもってあてる

2瑣 議lJ1休への配付については，学友会連絡協議会の合、邸により決定する，
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3 J［し

第10条

＇［公員の納人する食費は、年 1:i]5,（）（）（）|ljとする

本公の公，，1｛卜度は、 1リ年 1月 111に始まり柑り：i）j:3I I Iに終わる

第 4章 規約改正

第11条l」ll

2 JJ[ 

3」:Li

4唄

本公規約の改 l［につし、ては．‘、ド）人公連絡協議公におし＼て審晶する

委員 3分の 2以 Î^(}） ／1,1Ir'位を必＇炭とし．4こ ;;O) ）乱皐りじ父 11:o)i九~11人にt. 過平放をもって

決する

H」?r|IIl数の場合は｀ 議にの決するところとする

4ぺ公の規約改 l|：か成立したときは，

とする

改正責料を 1カ月間学牛褐ぷ板に発｝、するもの

学友会連絡協議会規約

第 1章 総 貝IJ 

弟 1条 城11り1k]I緊人学学友会規約弟7条2唄に），しづき，城l)4|Kll象人学学人公辿絡協峨公規約を

定める

条9] 

うゞ
J

”牙． 本協議公は，

＜ 

城11り[1cl|；，祭）ゞ 学学友公．連絡協11人公と称し， 本合1;を城l}41KI |：祭）く浮~内｛こ ii/i

久
木

り
0

』

9
J

,‘
 

k
d
 

本協議公は，城JIり11 |1界人学学］人公の連i月か11rn'}に行わiLることを II的とし・城l1り11,.I 

院大学学友会の発展に富｀りする 'li坦を審議、水忍する機1月とする

第 2章 会 員

条4
 

,̂'― 
k
冒k

4バ 渫外泊

動樹［間会公」こ， fl＇,1J公lふ

4叶幼，ふ公は．学友公会」<, h¥lj公に (3名），学術村］休顧I!ij公会」こ， hilj公l<

父1吐後扱公代｝ヽ (I名），学牛部に， i1,1lJ立1;」こ．学生11見にお

よひ学友委員公代1<(:i名）島学術1J1休委員公代K (2名）＇＂果外泊動委且会代｝＜

＼

，

 名9
]
 

‘
’
 の21名で構成する

第 3章 協 議

第 5条 次の・F瑣の審，，義， l灼忍を行う本協晶会は，

(1) 学友委員会の役員の選

第6条

(2) 学友公 fりの調東各

(3) 学友公規約および学友公に属するf炭［月の規約の改正

(,1) 学友会所属［寸］休のI応忍

(5) 学友会述貨に必要な'li瑣

本協議公の晶長は，学ft;i[；長かhしヽ，イ道の時は副立1;」こおよび学It諜長が行う
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学友委員会規約

第 1章 総則

第 1条 城西llill際｝ゞ学学友会規約第7条2項に）店づき，城l麻国際大学学友委且会規約を定め

る

第 2条 本会は，城叫 I'1|：祭人学学友委員会と称し，本祁を城l叫 lEII怒｝＜‘、-戸内に ii•＇1': < C 

第 3条 本会は，城印噌祭）ゞ学学友会正会員の代』ぐで構成する

第 4条 本会は，城［閏l噌祭大学学友会の連‘i方が日滑に行われることを l-i的とするとともに，

城西日I際人学学友会の発展に‘9炉j・するものとする

第 5条 1項 本会は， 1iii条の l]的を述成するために以ドの機l[］を設罰する）

（］）学術l寸l休委員会

(2) 課外活動委員会

(3) 編集委員会

(4) 牛活委員会

(5) 大学祭実行委員会

(6）卒業アルバム編集委員会

(7) マルチメデイア広報委員会

(8) 吹伶店l寸l

(9) チアリーダース

2 Jii l:l1心述‘i的機閃の規約は，別にこれを定める、）

3坦 本会の連‘i:tl必要と，ぶめた場合は、業）fたに運管機閃を設骰するし）

第 2章役員

第 6条 役員は，以ドの役員をiiり'.<っ

(1) 会 長 1名

(2) hilj公」こ 2名

(3) 総務 l名

(4) 会，1「 2名

(3) 監介 2名

(6) 渉外 2名

第 7条 l」I［ 会長は．本会を総括し令ての'lf•項に対し令立任を負うものとする。

2坦 副会長は．会長を袖仇し，公長小介のII、iはその職務を代行する。



城匝国際大学学会会則

1 城西国際大学学会会則 I
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城西国際大学学会会則

弟 1条

第2条

A芍 ヽ）久
叶J O Aゞ

第1条

第 5条

打36条

本公は，

本食は、

本公は城j/LjI 1、.l［祭）く学における教官仙究活動を｛f[進し今

学會梵学研究の進展と公員札I'［の父流を図ることを 11的とする

本公は， 1JrJ条の 11的を心成するため，

1. 機I｝［lぶ・会恨等の発1[ 

2．仙究食・ IIIVj．油公及びシンホジウム等の1}lliii:

り

3

4．研究泊動による地域礼会への名flj 

5. 本公か必裳と認めた他1・JI休との共詞研究

(i. その他本公か必裳と晶めたIiり究泊動

本公は，

l. 

11 

?
I
 
り

0~
 

9
,
 4

 
2. 特けlJ公li 

11 

2
 

城l)りl1．開l|院）ぐ化学公と称する

’li務），，jを城l)り11.ml l：祭）、学内（学務，渫）にi『i< 

ワークショッ

人文科学，経‘i応li'i恨‘i気伽祉総合

次の ’ji業を1」う

公員によるクループ仙究訊動

次の公員をもって構成する

11：公li 

本学経‘i兄 •I}り恨‘、['.，汀1;・人文‘、Jヽ；：部・伽祉総合学，．，；I,.俵学部・メティア‘、Jを立15・大ヽ、Jヽ；：院人

文科学h)f究科・経‘ド[|h恨学研究科・祁濯総合学価究科・ビジネステサイン研究科

及ひ留学I卜別科の内ff教 ll 

本学1k]|：祭教ffセンター，伯恨科学価究センター及び叫学教官センターの研究員

本学経‘i;；r|．1り恨学部・人文学祁・ fili祉総合学部・翡し学irl;•メデイア学祁・大学院人

文科学研究科・舒‘i恥Ih恨学価究科・祁濯総合学研究科・ビシネスデザイン価究科

の学生

本学非常勤講帥及び本‘]を 1り任職liの希苧者

本‘学の卒業＇じイ iぷ及び大学院人文科学価究科・経‘i判心恨学研究科・佃祉総合学価

究科・ヒジネスデサイン価究科修 J'者イiふ

ぷ‘Jを公のIf¥，忍を得た者

3. 賛助会員

1，' 本学会の趣旨に怜lnlし，学公の1i業，活動に対して助叶及び援助を行う者

本会に次の役員をit'i< 
1
4

、
／
9
-

ー
••• 

<
 

ー

2. hi lj会長

監

委．
．
 

り

3

4

f
l
,
1
‘
 

ー

r
 

9
.
 

1名

i'i「名

2名

芥I^皐名
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第7条 会長は学長とするっ

?

1

3

4

 

会長は会務を統括し，本会を代表する。

副会長， 監壮委員は正会員より会長が委嘱する。

本会の連党のため， 会長，副会長，委員によって運‘腐委員会を構成する。

-
3
 

会長は述‘藷委員会を招集し，議長となる。

6
 

機関誌編集，研究会・溝演会等の企II厠，渉外・広報，会壮，庶務等は

委員がこれに％たり，必要に応じて委員会を設けるものとする。

会長から委嘱された

7
 

その他，特に必要がある場合には特別委員会をi悦くことができる。

第8条 本会に， 以ドの各分科会を置く。

l. 人 文学

2. 女性学

会

会

3. 経常情報学会

4. 福祉：総合学会

梨ヽ

．
 

La 

•` 
立
J

―ヽ 会

第9条

第10条

第11条

第12条

各分科学会は，第 3条の ll的を達成するため，第 4条に定めた事粟を行うことができる。

本会は，年 1回総会を開催し， 1i業，会計等についての報告を行う。

本会の経費は，会費及び寮付金その他の収人をもってこれに充てる。

会員は，次の会費を納人するものとする。

1. ．正会貝

2. 特別会員

3. 賛助会貝

年額

年額

年額

第13条

付

付

付

則

則

則

個人 (・[J)

法人(••[］）

3.000P3 

2,000円

6,000円

30.000円

本会の会社年度は， 1ザ年 4月1I]から翌年 3月31日までとする。

本会会則は，平成 8年 4月1日から施行する

平成16年 4月1[」から施行する。この改正は，

この改正は， 平成17年 4月1[]から施行する。



城酉国際大学同窓会

城西国際大学同窓会 I
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城西国際大学圃窓会規約

第 1章 公
む公 則

第 1条

第 2条

本会は城西日l緊）く学lnj窓公（以 l‘̂「本会」 という） と称するし

第 3条

(1 

121 

(3 

第4条

第5条

11 

(2 

(3i 

i4 

本会は公員相l［の親腔をはかるとともに，城l}り11、.)|；祭）く学の発展に霜りすることを II的と

する

本会は次の「li・業を行うへ

学校法人城JIり）ぐ仇城l}lflk]際大学と 1t.i]窓会（本部・文部）

会員名徳および会恨の発行

その他本会の甘的を迂成するのに必要なれ業

本会の本部は城西lkll（祭大学内におく

および会員との連絡

本会の会員は正会員・吼会員・牡•別会且および怜助会員とする

じ食日は城内l-Kl際）ゞ学の卒業牛とする

準会員は城 I叫 l•K]|；祭大学に在学中のものとする

特別会員は法人役員・城［！り1k)|；祭）ゞ学の教職員とする

賛助会員は城1叫l:KI際人学に •定期間在籍したのち退学したもので総会において，，忍められた

(5, 

ものとする

他大学より城西l―riJI祭）ゞ学人学l尻に人学し，修l：または拇1：の諜程を修［したもので，

金および会費を納人したものは正会員とする

人会

第 6条 本会に次の機1月をおくシ

~
~
ヽ
~

1

2

 

（
＼
 

総 会

13; 

役員会

文部lミ会

第 2章 総 会

第 7条 総会は本会の最似j決晶機関とする

2
 

総会は＿1［会員をもって構成し｀定例総会は会五「年度が終［後 3か月以内に［開催するものと

し，

第 8条

(1 

(2! 

節 9条

第10条

］か月以前に公ぷするものとする

次の場合は臨時総会を 1開催することができるこ

会長が必要と認めたとき

_llご会li200名以卜の署名をもって要求があったとき

総会は会長が｛化にするや

会長は総会の議長となる。副議長は会長の指名するもので総会で晶められたものとする。
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第11条

1 l ¥ 

?-

,

'

,

 

3

4

 

~,9 

9

,

 
-
3
 

＇ 

総会は次の！れ項を議事として審議する。

9ド業は圃およびそれに息づく予鉢条に関すること

直業恨罰およびそれに駐づく決尊条に関すること

役員選出および改選に関すること

規約の改正に関すること

その他重災1i瑣に関すること

第 3章 役員・役員会および支部長会

第12条 本会に次の役員をおく。

i 1) 

I 2) 

3
 

し

9
~,4 

会 長

副会長

幹

I思ニ
」IIL

事

巾

1名

杵十名

ー若「名

2名

第13条 本会に名脊会長（｝叩打長），

るc il[l間（学生部長・ [iilj部長）

名巻副会長（常務坪市及び学長）

および朴1,，炎役を｝『「名おく。

をおき， 本会を統括す

?l 

第14条

名脊会長及び名脊副会長は，総会及び役員会に出席することができるっ

会長・幹・1［および監事は総会において1.I.. ＾．会員のうちより選出する。但し，支部長は支部

2

3

 

長に就任と Iri]Ilかに幹事となる。

副会長は会長の指名するもので総会において認、められたものとする。

相談役は会長・副会長の経験者および総会においてiif!，杓されたものとする。

第15条

第16条

第17条

役貝の任期は 2年とし，再任を妨げないただし，補欠による後任者の任期は，［前任者

の残任期間とするつまた，文部長である幹'jfの任期は文部長在任期間とする。

会長は役員会にはかり連‘院委員｝『「名をおくことができる

会長は本会を代表し会務を総坪するっ

2

3

 

副会長は会長を補佐し，会長ことあるときは会長代行となる。

幹冑は役員会を組織し会務を遂行する。

第18条 役員会は［］濯lj会長および幹'jiをもって構成し，会長が議長となり総会に提案する議，-liを

裔ふ決＾定する。

?l 
役員会の連背規定については別にこれを定めるこ

第19条

第20条

相談役は会lごの裳品により役員会に出靡し怠見を述べることができる，）

文部長会は各支部長をもって糾織し公務を遂行するー、

9} 
文名II長会の連‘院規定については別にこれを定める、う

第 4章 会計監査

第21条 'i益'liは本会の会』を監：介し，総会において隠な在報内をしなければならないJ
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第 5章会計

第22条 本公の述‘貨は人公危・公費•寄付金およびその他の収人による

伶23条 公員は人学 II 、］に lり公員費として 10,000円，卒業 II』•に終身会費としてmooo円をそれそれ

納人しなけれはならなし＼

第21条 本公の公，，1年1文は l}］ l I lょり祁化 3月3111までとする

第 6章規約改正

弟25条 本公の規約改 l「は次の場合に役員会の議を紆て総公で決定する

l 会にか必裳と，忍めたとき

i2 [［会員の 1]』の＇署名により＇災求のあったとき

第 7章 事務局

第26条 本会の 'Ji務を遂行するために本部に1i務），Jをおく

2 ’ji務局に1月する必裳な規則は役員会の，人を経て公にか定める

付 則 本規約は，平成 8年4月 lllから施行するし9



城洒国際大学父屈後援会

父屈後援会共済事業規約

城西国際大学父母後援会
父母後援会共済事業規約
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父け後援会共済事業規約

1. 趣旨及び事業

城西国1際大学父母後按公では，城1柑川）寮人管学'I:(大学院牛及び別科学生を含む）の父鳳

又ば‘芹費負釦者として登録された者（様式 l) を会員とし，相叫大助の粕神に且ljり，次のよう

な共済'li業を行う

11 i 在学生を対象として「学生教有研究災古1仇，仔保散」（以 I‘., 「学生保陰」という）及び「総

合伽祉団体定期保険」（以 I‘.，「It命保険」という）に加人することにより． II：一＂屎授業中や諜

外泊動丈‘;；：内外を1!ijわずに2411_、『間学It生活を保1砕し，次のようなときは各保険特約条坦にも

とずく 1呆検金の文払が文けられるようにする-

¥l _ll.̂[，果中及びそれに準ずる研究活動中に発生した1傷古及び死亡，後追乱

2 学生の ll常生活 (l』外活動等：も含む）で‘よる小慮の'li故による死亡または1叶定の，介j)文1硲

内になったとき芥しくは人院及び所定のI舷古状態になったとぎ

り 病気による死亡または所定の闘度1岱只ビになったときし

牛命保検の保除金受収人は，会員とする

12 会員がが成の災内に遭遇されたときは，見舞金を支給する＼

13 学生のI［酋果中及び諜外活動，牛活中の偽‘ri,••1i故に対して見舞金をと給する（）

2.共 済 費

(1) 学生 1人年額9,000円を会且負担とする c

(21 共済費納人は人学II―9『9,000円とし， 2年次以降1l]：年 4月木IIまでに9,000円を納人する。

(3r 共済事業運営上やむを得ざる場合には増額することができる e

3.共済費の支出内訳

(11 学生保険に関する保陰料

保険料については，保検約款に）よづく料額とする ただし，役員会に報古するものとする。

経‘許Ni恨学部 人学時 (4年間） 3,20011] 

人文学 部 人学時 (4年間） 3,2 0 0 | ll 

ネ品ネlI:糸怠｛r、ヽ芹i置ili 入学時 (4年間） 3.200F'l 

,フti: 9ヽf‘’亨̂  部 人学lIが (4年間） 3,9001リ

メデイア学部 人学時 (4年間） 3,200円

大 がfら・ 院 入学時（修［まで） 1,700円

別 平i・ 人学時 (1年間） 950 | l l 

保倹付効期間は卒業年度の 3月3111までとする(
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2} It命保険に関する保除料

保除料については，保除約款に陥づく料額とするぐただし，役員会にやIi；りするものとする。

、]::Itl }¥‘li tこり年額 4,775円

保険イ［効期間は 1年間 (4月1日から 3月31H) 

13' 共済）森金

異常'li態に対応するため，）よ金を設ける。

4. 会員の死亡による授業料の奨学金

学費文弁者たる会員が夕じ亡した時は，その怠息をつぎ無市子弟が，通常の卒業諜程の範圃内

までの授業料を焚学牛として，本人の Iliし出により無利息で行りを行うものとするっ

なお、この細t!ljについては別に定める

5. 事故の際支払われる保険金

11 学生1呆除の保険金

．． 

区 分 保険金
．． ●ー・

一 ーロ／•-一―| l ll:』 |lの死亡 2, OOOJj 

，1 ク 1葛‘;i; （4 1 l以 lこ） 6,000円～30}j円

後遺1硲害保険金 i 90万円～3,000JJ円

i 人院給付金 (180「]を限度） 1 Hにつき | 4,000円

2渫外活動rll・通学1|．1・学校施設内または学内移動中のタヒ亡 I,OOOJj円

＇ ク の傷‘ii; （14H以上） ， 3］j日～30}j円

通学中・施設lii]移動中の傷古（ 7|●|以1J I l.5Jil'l~30Ji円

後逍似内保除金 ！ 45ガ円～l．500}j|ij

人院給付金 (180日を限度） 1日につき ' 4.000円
． ..• 一ヽ— •• -- - - - ． ． - - - ー・ ----- -- - --- ．ー・・• --

※後追l塙害金は，保険に保険約款による所定の身休障内の程疫に応して保倹金が支払

われますっ

12l 生命保除の保険金

．．．．  

以 分 ［保険金
---- ----- ----- ----- --------- ------ - ----- --- - -

病気によるタヒ亡．，’9'虞 l霰古： 150h円

ィ刈！絋の'li故による死亡・閻度障‘;i;： 150)j日

似孔‘ri；系合1寸1; l 5)j | l j ~ 1 05)j |＇j 

人院給付金（人1院5I]以 U2011を限1文） 1 I l 2,250円
ー• •..... ． ．、 •一ー・—●● ●--- ●^ •—.. ． -•.．ー ・・------------- - -- -- - - - - - - - -

※翡度1硲古保除金は， 粋通保除約款に定める）ui定の高疫l靡，杯状態に該‘りしたときに文

払われます また、 1硲古給1.j金は，災内総合保1坑牡約条瑣に定める）所定の身休l靡古：

の程度に応じて支払われます
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,:3 その他

通` 乳途中， ll→:11l［中のい反発牛による死亡人は1蒻ー、古のI際には， 1：11じ学生1足陰と生命保欺の保

除金かと払われます

例えは，死亡の場合は2.000)jド］ ＋150h|＇］，合』 2,150)jI'］がと払いを受ける保阪金ですし

6. 各種見舞金

, 1 I I } ！心t'.!c(1-J<.J.I;: 2) 

］ 会員か夕じしした場合はlOhl'JのIIけ訊危をと給する

2 学牛か化亡した場合は］（））j|リの弔慰金をと給する

12 偽‘，じ見舞食（椋式 2)

l 学＇じか正』中傷， i；，Ji故を起こした場合は鴫完治するまての治燎費の丈費l0)j円を限度と

して給付する

ただし， 1 11以卜の治療につしヽては学生保陰から治燎費が給付されるので，その給付額

を入＇―.：し ,JIいた金額の限度をlOhl'］とする

2 学牛か囮渫中以外の諜外活動方で1似，ii'}り1文を起こした場合は，うじ治するまでの治療費の

丈費10)j円を限度として給付する

ただし， l41 1以 1：の通院J...は` 511以 Î．の人1況治燎につしヽては，学't1呆陰から人1尻給付危

か給付されるのて＼その給付額を兄しljlしヽた金額の限度をlOJJI']とする

3 学＇卜が通学途中・・施設 I:il移動中に鷹，i;＇］i-故を起こした場合は，完治するまでの治療費の

丈費l(））j|＇］を限度とし給付する 但し 711以上の治療についてば‘;々It保除から治燎費が給

付されるので，その給付額を凡し引いた金額の限度をlOJj['］とする

7. 本共済‘Ji業の経費は共済費をもってこれにあてる 但し，本共済'lt業及び父1:｝後按会巾業の

述‘i月にともなう収幻）し仰に過不足が生じた場合には， iIll［に述｝llできるものとする

1寸 tl ll 

1. 本共済'li業規約は平成 4年 4)jl l lょり実施する

ただし，学牛保険の適ll]は，平成 1年 6月 111からとする

2. 本共済'Jf業規約は平成 6年 4月 ll l ^ 部改正

ただし，学生保除の適）IJは．、「成 6年）文人学牛からとする

3. 4;:共済'Ji業規約は平成 8年 4月 1l l ̂ ；謂改ll如：

ただし， ‘‘t':It1呆除の適Illは，平成 8年度人学＇じからとする

4.本共済1i業規約は平成10年 1JJ 1 11 ・;］|；改ll.^̂

ただし，学小保除の適JIJは．平成10年1文人学牛からとする

5. 本共済'li業規約は平成14年 4Jl l ll 噌I；改正。

ただし，学生保除の適Jllは，平成14年度人学牛からとする

6. 本共済’li業規約は平成16年 4月 111 憎じ改正

ただし，学牛保陰の適JIjは，平成16年度人学＇卜からとする

7. 本共済’ji業規約は‘r成17年 4月 111 ・部改正

ただし，学生保検の適Jl]は，平成l7年度人学＇l：からとする
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